
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の

お
知
ら
せ

※
会
員
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
通
常
総

　

会
、
一
般
の
方
は
午
後
２
時
か
ら
の

　

本
部
例
会
か
ら
ご
参
加
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
４
年
６
月
19
日（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時　

通
常
総
会

午
後
２
時
10
分
～
４
時
30
分　

講
演

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員�
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般�
三
千
円　

学
生�

一
千
円

講
演

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実

　
　
　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

講
演
者（
平
田
進
一
郎
）が
、
１
９
８

４
年
に
初
め
て
体
験
し
た
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実
を
、
映
像
と

解
説
を
交
え
て
、
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

欧
米
で
は
、Faith�H

ealing�

と
も

呼
ば
れ
る
霊
性
レ
ベ
ル
の
治
癒
は
、
後

に
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
と
は
、「
全
体
的

な
」
と
い
う
語
源
か
ら
、
医
学
、
栄
養

学
を
は
じ
め
、
人
の
健
康
は
、「
心
、

霊
、
体
」の
全
て
を
総
活
的
な
観
点
で
、

い
わ
ば
「
物
心
両
面
の
調
和
」
を
目
指

す
こ
と
を
重
要
視
す
る
健
康
概
念
の
こ

と
で
す
。

「
霊
性
（
ス
ピ
リ
ッ
ト
）
と
は
、
何

か
？
精
神
と
物
質
は
、
つ
な
が
っ
て
い

る
科
学
的
根
拠
。
癒
し
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
。
治
癒
を
促
す
た
め
の
感
情
状
態
の

決
め
手
。
プ
ラ
シ
ー
ボ
と
ノ
ー
シ
ー
ボ

が
生
体
に
影
響
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
等
、

科
学
と
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
融
合

さ
せ
た
言
葉
で
、
お
話
し
致
し
ま
す
。

※
平
田
進
一
郎
氏
は
米
国
、
英
国
で
は

公
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
「
ホ
リ
ス
テ

ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
を
米
国
で
学
び
、

博
士
号
も
取
ら
れ
て
、
栄
養
学
も
含
め

た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ヒ
ー
リ
ン
グ
を
広
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
サ
イ
科
学
と
も
関
係

す
る
貴
重
な
御
講
演
と
な
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
知
人
を
お

誘
い
し
て
、
是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
平
田
進
一
郎
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Ph.D
.

（
理
学
博
士
）。
平
田
ホ
リ
ス

テ
ィ
ッ
ク
教
育
財
団
理
事
長
。

ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
・
オ

ブ
・
ジ
ャ
パ
ン
校
長
。
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今
月
号
の
記
事

◎
六
月
通
常
総
会
・
本
部
例
会
の
お
知

　

ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ
と
募
集

◎
十
月
第
30
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
５
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
46
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
２
年
９
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
六
四
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
六
五
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
Ⅲ
（
サ
イ
の

　

広
場
第
１
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎�「
念
写
」の
方
法
に
よ
る「
意
識
の　

物
質
化
」

◎�「
サ
イ
科
学
（
会
）
と
の
出
会
い
」　

を
振
り
返
っ
て
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１
９
６
０
年
、
東
京
都
生
れ
。
米
国

ペ
ッ
パ
ー
ダ
イ
ン
大
学
に
て
国
際
ビ
ジ

ネ
ス
学
専
攻
。Foundation�of�

International�Spiritual�Center

（
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
施
設
）
に
渡
航
し
、
心
霊

体
の
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
概

念
と
メ
ソ
ッ
ド
を
学
ぶ
。
米
国
Ａ
Ｉ
Ｈ
Ｔ

で
修
士
。
博
士
号
取
得
。
２
０
０
３
年

か
ら
米
国T

ransform
ation

酵
素
栄

養
療
法
ク
リ
ニ
ッ
ク
日
本
支
部
代
表
に

就
任
後
、
２
０
１
０
年
よ
り
現
職
に
従

事
す
る
。

著
書　
『
い
ま
、
栄
養
学
が
変
わ
る　

健
康
に
自
分
ら
し
さ
を
活
か
す「
ホ
リ

ス
テ
ィ
ッ
ク
栄
養
学
」』（
現
代
書
林
）

『
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ヒ
ー
リ
ン
グ　

～

最
強
の
治
療
法
は　

あ
な
た
の
中
に
あ

る
～
』（
ブ
ッ
ク
ウ
ェ
イ
）、『
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｌ�

奇
跡
の
治
癒
力
』
２
０
１
７
年
米
国
制

作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
他
多
数
。

※
５
月
の
本
部
例
会
は
通
常
の
お
休
み

　

と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
４
／
18
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　
　

名　

様

金
五
万
一
千
円
也　

浪
平　

博
人　

様

金
二
万
一
千
円
也　

久
保
田
昌
治　

様

金
二
万
円
也　
　
　

鴨
川　

裕
司　

様

金
二
万
円
也　
　
　

佐
藤
千
恵
子　

様

金
一
万
一
千
円
也　

原
口　

和
恵　

様

金
一
万
円
也　
　
　

七
沢　

久
子　

様

金
一
万
円
也　
　
　

千
里　

弘　
　

様

金
五
千
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
五
千
円
也　
　
　

宮
前　

昭
子　

様

金
二
千
円
也　
　
　

小
牧
昭
一
郎　

様

金
二
千
円
也　

ダ
ー
ブ
ロ
ウ
ゆ
か
り�

様

金
二
千
円
也　
　
　

村
上　

一
夫　

様

金
一
千
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
千
円
也　
　
　

石
川　

允
朗　

様

金
一
千
円
也　
　
　

飛
田　

洋
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

占
部　

浩
一　

様

金
一
千
円
也　
　
　

山
田　

真
理　

様

金
一
千
円
也　
　
　

佐
藤
ひ
ろ
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

濱
田　

敏
博　

様

金
一
千
円
也　
　
　

牧
野　

邦
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

奥
村　

八
郎　

様

金
一
千
円
也　
　
　

友
寄　

光
子　

様

金
一
千
円
也　
　
　

鍬
野　

秀
三　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

今
回
正
会
員
・
維
持
会
員
に
、
通
常

総
会
出
欠
用
返
信
ハ
ガ
キ
を
同
封
致
し

ま
し
た
の
で
、
６
月
12
日
（
日
）
ま
で

に
ご
投
函
願
い
ま
す
。

ま
た
日
本
サ
イ
科
学
会
の
会
員
メ
ー

リ
ン
グ
リ
ス
ト
（
以
下
解
説
）
に
未
登

録
で
、
登
録
希
望
の
方
は
、「
会
員
メ

ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
登
録
希
望
」
と
書
い

て
、
受
信
用
の
個
人
ア
ド
レ
ス
を
記
入

し
て
、
以
下
の
ア
ド
レ
ス
に
送
信
願
い

ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

Ｍ
Ｌ（
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
）と
は
？

日
本
サ
イ
科
学
会
の
事
務
局
も
含
め

た
会
員
同
士
の
情
報
交
換
の
仕
組
み
で

す
。本

人
の
希
望
に
よ
り
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
（
パ
ソ
コ
ン
用
、
携
帯
用
ど
ち
ら

で
も
）
が
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
登
録

さ
れ
ま
す
と
（
手
続
き
は
事
務
局
が
行

い
ま
す
）、
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

自
分
が
会
員
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

し
た
い
「
サ
イ
」
関
係
の
情
報
＝
自
分

の
著
書
の
出
版
、
学
会
発
表
、
テ
レ
ビ

出
演
、
あ
る
い
は
他
の
サ
イ
関
係
の
学

会
・
研
究
会
の
予
告
、「
サ
イ
」
に
関

わ
る
旬
な
情
報
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

そ
の
内
容
を
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
に
送
信
し
ま
す
と
、
瞬
時
に
Ｍ
Ｌ
に

登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
そ
の
メ

ー
ル
が
届
き
ま
す
。

そ
の
情
報
に
対
し
て
の
、
返
信
も
同

じ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
送
信
し
ま
す
と

全
員
に
読
ま
れ
ま
す
。

マ
ナ
ー
と
し
ま
し
て
は
、
個
人
や
団

体
の
批
判
や
攻
撃
、
特
定
の
商
品
や
サ

ー
ビ
ス
、
会
社
の
宣
伝
に
あ
た
る
も
の

は
お
控
え
願
い
ま
す
。
ま
た
、
添
付
フ

ァ
イ
ル
は
ウ
イ
ル
ス
が
潜
む
可
能
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
禁
止
と
な
り
ま
す
。

※
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
の
事
務
局
か

ら
の
お
知
ら
せ
に
対
し
て
、
個
人
的
に

質
問
し
た
い
と
き
は
、
Ｍ
Ｌ
用
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
日
本
サ
イ
科

学
会
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
返
信
願
い

ま
す
。office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発

表
・
討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
４
年
７
月
18
日（
月
・
祝
）
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午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通　

�
J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に
「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い

致
し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
２
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
30
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
サ
イ
」
と
い
う
こ
と
で
、

宗
教
や
心
霊
科
学
に
と
っ
て
主
要
な
テ

ー
マ
と
な
り
ま
す
死
後
の
世
界
に
つ
い

て
、
サ
イ
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
解
釈
を
検
討
し
て
い
く
所
存

で
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

７
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
２
０
０
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
８
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い

が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と

し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し

ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
２
０
２
１
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

五
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

見
え
な
い
世
界
の
リ
ア
ル 

～
能
表

現
と
サ
イ
科
学
の
接
点
を
探
る
～

������������　
　
　

　
　
　

講
師　

山や
ま
な
か中  

雅ま
さ
ゆ
き志 

氏

（
観
世
流
能
楽
師
、
山
中
能
舞
台
主
宰
）

日
時　

令
和
４
年
５
月
14
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場
：
阿
倍
王
子
神
社�

参
集
殿（
２
Ｆ
）

・
阪
堺
電
車
上
町
線「
東
天
下
茶
屋
」

　

駅
下
車
徒
歩
５
分

・
大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線「
昭
和
町
」

　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・
ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿

　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

一
般�

三
千
円　

�

学
生�

一
千
円

　

終
了
後
に
講
師
を
囲
ん
で
の
懇
親
会

（
参
加
費
３
５
０
０
円
、
会
場
未
定
）

※�

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ　

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予　

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し　
　

ま
す
。
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幽
玄
の
世
界
を
あ
つ
か
う
「
能
」
は
、

６
０
０
年
以
上
の
命
脈
を
保
つ
古
典
芸

能
。
演
目
の
大
半
が
霊
魂
な
ど「
幽（
か

く
）
れ
た
世
界
」
を
扱
っ
て
い
る
点
で

特
異
で
す
が
、
見
え
な
い
世
界
を
扱
う

サ
イ
科
学
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。

今
回
は
、
観
世
流
シ
テ
方
能
楽
師
、

山
中
雅
志
氏
を
迎
え
、
見
え
な
い
世
界

に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
い
、
サ
イ

科
学
と
の
接
点
を
探
り
た
い
と
か
ん
が

え
て
い
ま
す
。
多
数
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

日
時　

令
和
４
年
５
月
29
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
９
階
９
０
２
号
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ「
特
異
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

　
　
　

講
師　

小
林 

永
周 

氏

講
演
内
容

　

古
今
東
西
、
預
言
者
や
超
能
力
者
、

シ
ャ
ー
マ
ン
等
、
い
わ
ゆ
る
霊
視
、
霊

聴
、
霊
言
や
予
知
、
予
言
な
ど
を
行
う

特
異
能
力
者
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
存

在
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
私
は
テ
レ
ビ
局
の
制
作
現
場

に
携
わ
っ
て
、
内
外
の
能
力
者
3
3
0

余
名
を
取
材
、
各
人
の
能
力
を
確
か

め
、
実
験
、
検
証
を
試
み
て
60
年
余
、

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
究
明
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

　

本
来
、
誰
で
も
備
わ
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
潜
在
的
感
性
を
蘇
ら
せ
て
、
能
力

開
発
法
の
一
端
を
披
露
、
実
践
、
併
せ

て
イ
ン
チ
キ
能
力
者
に
騙
さ
れ
な
い
た

め
の
心
得
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
46
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
16
回 

Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人
革
命（
其
の
２
）」

日
時　

令
和
４
年
７
月
２
３
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
第
２
研
修
室	

交
通　

�

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般��

二
千
円

　

�

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上�

一
千
円

　

�

宇
宙
人�

0
円
（
但
し
受
付
の
要
認

可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※�

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

京
都
大
学
で
も
宇
宙
人
と
の
遭
遇
に

備
え
「
宇
宙
倫
理
学
」
講
座
を
今
年
度

か
ら
開
始
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
も
宇
宙

人
問
題
が
認
め
ら
れ
て
い
る
今
、
昨
年

に
引
き
続
き
、「
宇
宙
人
革
命
」
を
テ

ー
マ
に
更
に
深
め
て
探
求
。
現
在
、
宇

宙
人
革
命
は
如
何
に
進
行
し
て
い
る

か
？Ｕ

Ｆ
Ｏ
＊
宇
宙
人
と
の
接
触
者
を
中

心
に
、
日
本
サ
イ
科
学
会
な
ら
で
は

の
、
超
能
力
問
題
も
考
え
合
わ
せ
な
が

ら
、
学
ん
で
ゆ
こ
う
！　

皆
さ
ん
、
是

非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
？

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
２
年
９
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る

超
能
力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波

の
脳
波（
ｉ
Ｐ
Ｔ
意
識
）

　
　
　

講
師　

山
崎 

正
男 

氏

第
一
段
階
か
ら
第
四
段
階
は
、
徐
々

に
深
い
眠
り
に
進
行
す
る
ノ
ン
レ
ム
睡

眠
で
時
間
は
90
分
、
次
に
来
る
の
が
レ

ム
睡
眠
で
10
分
、
睡
眠
の
１
サ
イ
ク
ル

は
、
ノ
ン
レ
ム
と
レ
ム
で
約
１
０
０
分

間
に
な
る
。

健
常
者
の
睡
眠
は
こ
れ
を
一
晩
に
４

回
か
ら
５
回
繰
り
返
す
。
し
か
し
な
が

ら
レ
ム
睡
眠
は
１
回
目
が
10
分
、
２
回

目
20
分
、
３
回
目
30
分
と
徐
々
に
長
く

な
る
。
レ
ム
睡
眠
と
シ
ー
タ
波
は
相
関
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関
係
に
あ
る
の
で
【
感
覚
外
知
覚
】
は

朝
方
覚
醒
す
る
傾
向
に
あ
る
。

松
果
体
は
脊
椎
動
物
の
脳
内
器
官
で

あ
り
、
頭
蓋
骨
の
真
下
の
間
脳
の
背
側

に
位
置
す
る
。
松
果
体
は
頭
蓋
骨
や
皮

膚
組
織
な
ど
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
光

受
容
細
胞
は
感
度
が
良
く
光
を
感
知
で

き
る
。
哺
乳
頬
を
除
く
多
く
の
脊
椎
動

物
の
松
果
体
は
、
松
果
体
光
受
容
細

胞
、
神
経
節
細
胞
、
グ
リ
ア
細
胞
な
ど

か
ら
構
成
さ
れ
る
。

暗
闇
の
中
で
【
感
覚
外
知
覚
】
が
覚

醒
す
る
と
、
ピ
カ
ッ
と
一
瞬
だ
け
強
い

光
を
感
じ
る
。
し
か
し
光
を
感
じ
る
網

膜
は
、
セ
ン
サ
ー
で
あ
る
感
光
細
胞
と

そ
れ
を
受
け
る
感
覚
細
胞
か
ら
作
ら
れ

て
い
る
。
眼
の
場
合
だ
け
は
脳
の
細
胞

そ
の
も
の
が
神
経
節
と
し
て
網
膜
の
近

く
に
出
て
き
て
い
る
。

感
光
細
胞
の
ほ
と
ん
ど
は
桿
状
を
し

て
お
り
桿
体
細
胞
と
呼
ば
れ
る
、
し
か

し
桿
体
細
胞
は
白
黒
を
感
じ
る
だ
け
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
網
膜
の
中
心
部
に
は

少
数
の
錐
の
先
の
形
を
し
た
錐
体
細
胞

が
あ
っ
て
色
彩
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
錐
体
細
胞
は
感
度
が
低
く
明

る
い
昼
間
の
よ
う
な
場
所
で
し
か
働
け

な
い
。

し
た
が
っ
て
暗
闇
の
中
で
も
色
彩
を

感
じ
る
透
視
や
予
知
、
体
外
離
脱
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
網
膜
を
介
さ
ず
松
果
体
の

受
容
体
細
胞
が
直
接
見
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
は
【
感
覚
外
知
覚
】
の
松

果
体
が
第
三
の
目
と
し
て
機
能
し
て
い

た
証
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
過

去
に
超
能
力
の
研
究
の
た
め
に
、

２
０
０
０
匹
の
ペ
ン
ギ
ン
の
松
果
体
を

剖
検
し
て
い
た
と
い
う
知
ら
れ
ざ
る
事

実
が
あ
る
。

１
９
４
９
年
、
ア
メ
リ
カ
の
脳
生
理

学
者
ホ
イ
レ
ス
・
マ
グ
ー
ン
は
動
物
の

脳
の
破
壊
試
験
か
ら
、
意
識
が
ど
こ
か

ら
生
ま
れ
る
か
を
実
証
し
た
。
マ
グ
ー

ン
は
脳
幹
の
中
央
部
に
神
経
が
網
の
よ

う
に
分
布
し
た
脳
幹
網
様
体
を
発
見
し

た
。
網
様
体
の
上
部
が
動
物
の
活
動
を

促
進
す
る
の
で
網
様
体
賦
活
系
、
下
部

が
抑
制
的
に
働
く
の
で
網
様
体
抑
制
系

と
命
名
し
た
。
マ
グ
ー
ン
は
網
様
体
賦

活
系
に
よ
っ
て
、
人
間
の
大
脳
が
賦
活

さ
れ
、
意
識
が
維
持
さ
れ
る
と
考
え
た
。

そ
の
後
、
脳
幹
か
ら
全
脳
へ
向
か
う

Ａ
・
Ｂ
系
無
髄
神
経
が
見
つ
か
り
、
Ａ

系
神
経
は
賦
活
系
、
Ｂ
系
神
経
は
抑
制

系
に
働
く
こ
と
を
発
見
す
る
。
Ａ
系
の

中
で
も
Ａ
６
神
経
は
脳
内
に
広
く
分
布

す
る
最
大
の
神
経
で
最
も
強
力
な
覚
醒

神
経
で
あ
る
。
Ａ
６
神
経
は
覚
醒
の
ほ

か
に
、
学
習
、
鎮
痛
、
排
尿
、
血
液
循

環
、
ホ
ル
モ
ン
系
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

体
温
維
持
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を

支
配
し
て
い
る
重
要
な
神
経
で
あ
る
。

そ
し
て
Ａ
６
神
経
は
レ
ム
睡
眠
を
生

む
神
経
で
も
あ
る
。
レ
ム
睡
眠
は
シ
ー

タ
波
を
顕
現
し
、
シ
ー
タ
波
は
【
感
覚

外
知
覚
】を
醸
成
す
る
。
逆
説
的
に
は
、

禅
の
瞑
想
な
ど
で
網
様
体
抑
制
系
を
優

位
に
働
か
せ
、
網
様
体
賦
活
系
最
大
の

Ａ
６
神
経
の
活
動
を
極
限
ま
で
抑
制
す

れ
ば
脳
死
近
似
の
脳
波
に
な
る
。
す
る

と
シ
ー
タ
波
か
ら
【
感
覚
外
知
覚
】（
超

能
力
）
が
覚
醒
す
る
。
ま
た
左
右
の
耳

か
ら
異
な
る
周
波
数
（
差
異
５
ヘ
ル

ツ
）
の
音
を
流
し
、
脳
波
を
強
制
的
に

シ
ー
タ
波
に
誘
導
す
れ
ば
超
能
力
が
覚

醒
す
る
。
ほ
か
に
も
前
述
の
シ
ー
タ
波

に
誘
導
す
る
多
様
な
要
素
が
あ
る
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
１
９
０
５

年
「
特
殊
相
対
性
理
論
」「
光
量
子
論
」

「
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
」
の
三
つ
の
革
新
的
な

理
論
を
発
表
し
た
。
な
か
で
も
「
光
量

子
論
」
は
、
１
９
２
１
年
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
を
受
賞
す
る
。「
特
殊
相
対
性

理
論
」
は
、
そ
れ
ま
で
別
々
に
扱
わ
れ

て
い
た
「
時
間
」
と
「
空
間
」
を
一
つ
の

「
時
空
」と
し
て
統
一
し
た
。

１
９
１
５
～
１
９
１
６
年
に
か
け
て

発
表
し
た
「
一
般
相
対
性
理
論
」
は
、

そ
れ
ま
で
「
中
身
」
と
「
入
れ
物
」
と
し

て
別
々
に
扱
わ
れ
て
い
た
「
物
質
」
と

「
時
空
」
を
統
一
し
た
。
つ
ま
り
、「
空
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間
」「
物
質
」
の
す
べ
て
ま
と
め
上
げ
た

理
論
で
あ
る
。

脳
波
を
シ
ー
タ
波
に
し
て
空
間
を
眺

め
る
と
「
光
の
舞
」
を
視
認
で
き
る
。

「
光
の
舞
」
と
は
、
空
間
に
微
細
な
光

子
が
無
数
出
現
し
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
理
論
の
「
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
」
を
す
る

こ
と
で
あ
る
。
微
細
な
光
子
は
、
重
力

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
な
く
泳
ぐ
よ
う

に
四
方
八
方
に
広
が
り
、
次
々
と
現
れ

て
は
消
え
る「
光
の
舞
」を
表
演
す
る
。

そ
の
「
光
の
舞
」
を
意
念
【
意
識
力
】

に
よ
り
早
く
動
か
し
た
り
、
遅
く
動
か

し
た
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
。
し
た

が
っ
て
【
意
識
力
】
は
空
間
の
微
粒
子
、

分
子
、
原
子
に
伝
播
し
て
い
る
証
と
な

る
。
ブ
ラ
ウ
ン
運
動
を
す
る「
光
の
舞
」

現
象
を
量
子
諭
で
は「
励
起
」と
い
う
。

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
脳
は
死
後
50

年
を
経
過
し
剖
検
さ
れ
た
。
天
才
の
脳

は
特
殊
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
が
、

一
般
の
人
の
脳
よ
り
わ
ず
か
に
小
さ

く
、
ご
く
普
通
の
脳
だ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
剖
検
か
ら
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
脳

は
特
殊
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｑ
の
レ
ベ
ル
が

と
て
も
高
い
と
い
え
る
。
Ｉ
Ｑ
が
高
い

と
シ
ー
タ
波
に
な
り
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
ア
イ
デ
ィ
ア
は
瞬
時
に
ひ
ら
め
く
。

２
５
０
０
年
前
、
35
歳
の
ゴ
ー
タ
マ
・

シ
ッ
ダ
ッ
タ
は
、
菩
提
樹
の
下
で
悟
り

を
聞
い
た
。
一
介
の
人
間
に
す
ぎ
な
い

ゴ
ー
タ
マ
・
シ
ッ
ダ
ッ
タ
が
、
仏
教
の

開
祖
、
釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
と
な
っ
た
の

は
な
ぜ
か
、
と
疑
問
符
が
付
く
。
修
行

仲
間
は
、
シ
ャ
カ
族
出
身
の
沙
門
を
ゴ

ー
タ
マ
と
呼
ん
だ
。
出
家
修
行
者
の
ゴ

ー
タ
マ
は
六
年
間
に
渡
り
各
地
で
苦
行

を
続
け
る
。
苦
行
は
イ
ン
ド
的
な
修
行

形
態
で
あ
り
、
イ
ン
ド
の
地
に
発
生
し

た
ほ
と
ん
ど
の
宗
教
が
、
苦
行
を
採
用

し
、
推
奨
し
て
い
る
。
苦
行
と
は
梵
語

（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
）
で
「
タ
パ
ス
」
と

い
う
。「
タ
パ
ス
」
と
は
本
来
「
熱
的
物

質
」
を
い
う
。
苦
行
の
実
践
に
よ
っ
て

人
は
こ
の
「
熱
的
物
質
」
を
自
己
の
肉

体
内
部
に
蓄
積
で
き
る
、
と
古
代
イ
ン

ド
人
は
そ
う
信
じ
て
い
た
。

そ
し
て
こ
の
「
熱
的
物
質
」
は
【
神

通
力
】、「
超
能
力
」
を
も
た
ら
す
。
し

た
が
っ
て
苦
行
で
求
め
て
い
る
の
は

【
神
通
力
】に
他
な
ら
な
い
。
沙
門
ゴ
ー

タ
マ
も
苦
行
の
大
道
を
行
く
、
夏
は
焼

け
つ
く
よ
う
な
陽
光
に
身
を
さ
ら
し
、

冬
は
凍
て
つ
く
川
で
沐
浴
す
る
。
食
事

は
極
限
ま
で
減
ら
し
、
一
日
ゴ
マ
１
粒
、

コ
メ
１
粒
と
い
う
断
食
を
し
、
生
理
現

象
の
限
界
を
遥
か
に
超
え
て
い
た
。

体
は
ミ
イ
ラ
の
ご
と
く
痩
せ
細
り
、

肋
骨
は
蛇
腹
の
ご
と
く
、
足
は
川
辺
の

鷺
の
脚
の
よ
う
に
細
く
な
り
、
ゴ
ー
タ

マ
の
風
貌
は
屍
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
し

か
し
、
い
っ
こ
う
に
悟
り
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
ゴ
ー
タ
マ
は
自
問
自
答
し
苦

行
は
無
駄
、
無
意
味
な
も
の
と
知
り
、

そ
れ
を
放
棄
し
新
天
地
を
求
め
て
幾
日

も
歩
き
続
け
る
と
、
一
本
の
菩
提
樹
を

見
つ
け
る
。
ゴ
ー
タ
マ
は
菩
提
樹
を
背

に
東
向
き
に
座
り
瞑
想
に
入
る
。
あ
る

満
月
の
夜
、
深
い
瞑
想
に
入
る
と
【
眉

間
に
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り
の
閃
光
が
走

る
】。
そ
の
光
が
ス
イ
ッ
チ
と
な
り
、

ゴ
ー
タ
マ
は
悟
り
を
開
い
て
満
願
成
就

す
る
。
そ
れ
か
ら
ゴ
ー
タ
マ
は
【
悟
り

を
開
い
た
人
】
＝
【
ブ
ッ
タ
】
と
な
り
、

ま
っ
と
う
な
中
道
を
悟
る
。

し
か
し
、
イ
ン
ド
の
修
行
者
は
絶
対

的
禁
欲
を
強
い
ら
れ
る
。
そ
れ
は
女
性

と
接
し
精
を
漏
ら
す
と
「
熱
的
物
質
」

は
消
滅
す
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら

だ
。
し
か
し
な
が
ら
気
功
の
鍛
錬
で
内

気
が
高
ま
れ
ば
、
真
気
、
腎
気
、
精
気

が
旺
盛
に
な
り
体
は
熱
く
な
る
。
し
た

が
っ
て
イ
ン
ド
の
「
熱
的
物
質
」
と
は
、

中
医
学
の
気
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
気
功
は
４
０
０
０
年
、

仏
教
は
２
５
０
０
年
と
い
う
歴
史
的
背

景
か
ら
も
「
熱
的
物
質
」
と
気
は
同
種

の
も
の
と
確
信
す
る
。
中
医
学
で
は
、

気
は
宇
宙
万
物
根
源
の
物
質
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。

一
介
の
人
間
に
す
ぎ
な
い
沙
門
ゴ
ー

タ
マ
は
、
菩
提
樹
の
下
で
悟
り
を
開
い

て
ブ
ッ
タ
と
な
り
、
六
つ
の
神
通
力
を

得
た
。
神
通
力
と
は
今
で
い
う
超
能
力

の
こ
と
で
あ
る
。
科
学
も
医
学
も
な
い

時
代
、
摩
訶
不
思
議
な
現
象
を
引
き
起
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こ
す
ブ
ッ
タ
を
人
々
は
神
の
ご
と
く
崇

拝
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
脳
波
が
シ
ー

タ
波
に
な
れ
ば
誰
で
も
神
通
力
、
超
能

力
は
覚
醒
す
る
。

禅
を
極
め
た
名
僧
は
悟
り
の
境
地
を

円
相
図
に
す
る
因
習
が
あ
る
。
円
相
と

は
悟
り
の
境
地
を
視
覚
化
し
た
円
い
図

で
あ
る
。

悟
り
の
境
地
は
深
遠
で
あ
り
、
口
伝

は
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
悟

り
の
境
地
を
正
し
く
記
述
す
る
の
は
困

難
を
極
め
る
。
そ
こ
で
名
僧
は
悟
り
の

証
と
し
て
円
相
図
を
残
す
。
修
行
僧
が

禅
を
極
め
れ
ば
名
僧
同
様
に
円
相
を
知

覚
す
る
。
そ
れ
を
比
較
す
れ
ば
悟
り
を

得
た
と
確
信
す
る
。
し
か
し
、
悟
り
は

六
神
通
も
含
ま
れ
る
。
こ
う
し
て
仏
教

の
悟
り
は
、
脈
々
と
伝
承
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
実
体
験
に
基
づ
く
確
信
的

悟
り
の
真
相
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら

人
類
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
い
う

高
度
の
革
新
的
技
術
を
開
発
し
て
い
る

が
、
２
５
０
０
年
前
の
ブ
ッ
タ
の
悟
り

の
謎
は
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

仏
教
の
阿
弥
陀
如
来
像
は
臨
終
者
の

元
に
【
紫
雲
】
に
乗
っ
て
来
迎
し
極
楽

に
導
く
と
さ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
教
え
は
、
白
隠
禅
師
も

体
験
し
た
紫
の
ト
ン
ネ
ル
を
【
紫
雲
】

に
比
喩
し
た
宗
教
的
逸
話
で
あ
る
。
白

隠
は
禅
の
修
行
中
【
感
覚
外
知
覚
】
に

よ
り
、
紫
の
ト
ン
ネ
ル
を
知
覚
し
悟
り

を
開
い
た
。
そ
の
証
と
し
て
紫
の
円
相

図
を
残
そ
う
と
し
た
が
、
江
戸
時
代

は
、
絵
の
具
な
ど
色
彩
の
具
材
が
な

く
、
白
隠
は
紫
の
替
わ
り
に
青
墨
で
円

相
図
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

信
仰
や
宗
教
、
哲
学
は
人
間
を
深
く

洞
察
す
る
。
白
隠
の
円
相
図
は
、
超
能

力
者
、
禅
僧
、
気
功
師
と
同
じ
知
覚
的

体
験
で
あ
り
、
深
い
瞑
想
状
態
に
入

り
、
シ
ー
タ
波
か
ら
変
性
意
識
に
な
れ

ば
【
感
覚
外
知
覚
】
が
覚
醒
す
る
。
し

か
し
円
相
は
能
力
者
だ
け
で
な
く
、
一

般
の
ひ
と
も
正
し
い
瞑
想
の
実
践
に
よ

り
、
シ
ー
タ
波
に
な
れ
ば
、
イ
メ
ー
ジ

図
の
よ
う
な
紫
の
「
時
空
連
続
体
（
ワ

ー
ム
ホ
ー
ル
）」を
知
覚
す
る
。

紫
の
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
は
、
悟
り
を
開

い
た
釈
迦
牟
尼
ブ
ッ
タ
・
弘
法
大
師
空

海
・
道
元
禅
師
・
白
隠
禅
師
・
超
能
力

者
・
熟
練
気
功
師
な
ど
に
共
通
す
る

【
感
覚
外
知
覚
】
で
あ
り
、
こ
の
延
長

上
に
予
知
、
透
視
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
サ

イ
能
力
の
顕
現
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
実

体
験
か
ら
２
５
０
０
年
前
の
釈
迦
牟
尼

ブ
ッ
タ
の
悟
り
と
超
能
力
の
顕
現
は

「
エ
ビ
デ
ン
ス
」が
あ
る
。

※
紫
色
の
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
の
Ｃ
Ｇ
動
画

が
紹
介
さ
れ
る

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
１
９
１
５
年
、

一
般
相
対
性
理
論
で
物
質
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
時
空
を
歪
め
る
と
仮
定
す
れ
ば
重

力
の
影
響
を
記
述
で
き
る
と
し
た
。
そ

れ
は
太
陽
の
そ
ば
を
通
る
光
を
測
定
す

る
と
光
の
進
路
が
わ
ず
か
に
曲
が
っ
て

い
る
こ
と
で
証
明
さ
れ
た
。

１
９
４
８
年
、
ク
ル
ト
・
ゲ
ー
デ
ル

は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
般
相
対

論
の
場
の
方
程
式
を
解
と
し
て
、
す
べ

て
の
物
質
が
回
転
し
て
い
る
宇
宙
を
表

す
も
の
を
発
見
し
た
。
ゲ
ー
デ
ル
の
理

論
は
、
一
般
相
対
性
理
論
が
タ
イ
ム
ト

ラ
ベ
ル
を
許
容
す
る
証
明
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を

動
揺
さ
せ
る
。

１
９
５
７
年
ヽ
ヒ
ュ
ー
・
エ
ヴ
ェ
レ
ッ

ト
が
提
唱
し
た『
多
世
界
解
釈
』の
論
文

は
、「
こ
の
世
に
は
異
な
る
時
空
の
宇

宙
が
無
数
に
並
行
し
て
存
在
す
る
」
と

い
う
も
の
で
あ
り
、
賛
否
あ
っ
た
が
い

ま
で
は
パ
ラ
レ
ル
ワ
ー
ル
ド
と
し
て
、

多
く
の
科
学
者
の
支
持
を
得
て
い
る
。

２
０
０
１
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
理
論
宇

宙
物
理
学
者
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ホ
ー
キ

ン
グ
博
士
は
「
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
に
は
注

意
せ
よ
。
そ
こ
か
ら
何
が
出
て
く
る
か

け
っ
し
て
わ
か
ら
な
い
で
す
か
ら
」
と

述
べ
て
い
る
。
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
を
作
る

た
め
に
は
時
空
を
曲
げ
る
必
要
が
あ
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り
、
負
の
質
量
、
負
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
密

度
を
持
つ
物
質
が
必
要
に
な
る
。

一
般
相
対
性
理
論
に
お
い
て
は
、
時

空
は
そ
こ
に
あ
る
【
重
い
物
体
】
の
み

な
ら
ず
、
そ
こ
に
あ
る【
エ
ネ
ル
ギ
ー
】

に
よ
っ
て
も
ゆ
が
め
ら
れ
る
。
し
か

し
、
シ
ー
タ
波
に
な
れ
ば
【
感
覚
外
知

覚
】
が
覚
醒
し
、
多
次
元
宇
宙
を
繋
ぐ

紫
の
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
が
顕
現
す
る
。
こ

の
【
感
覚
外
知
覚
】
に
人
類
の
秘
密
が

隠
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

イ
ベ
ン
ト
・
ホ
ラ
イ
ズ
ン
・
テ
レ
ス

コ
ー
プ
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
２
０
１
９

年
４
月
10
日
、
巨
大
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

と
そ
の
影
の
存
在
を
初
め
て
、
画
像
で

直
接
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
発

表
し
た
。
今
回
撮
影
さ
れ
た
の
は
、
お

と
め
座
銀
河
団
の
楕
円
銀
河
Ｍ
87
の
中

心
に
位
置
す
る
巨
大
な
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー

ル
（
直
径
１
０
０
０
億
ｋ
ｍ
）
で
あ
る
。

地
球
か
ら
５
５
０
０
万
光
年
の
距
離
に

あ
り
質
量
は
太
陽
の
65
倍
に
も
及
ぶ
。

１
９
１
６
年
、
静
止
状
態
の
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
存
在
を
「
予
言
」
し
た
の

は
ド
イ
ツ
の
天
文
学
者
シ
ュ
バ
ル
ツ
シ

ル
ト
で
あ
る
。
そ
し
て
１
９
３
４
年
、

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
自
転
し
て
い
る
場

合
に
周
囲
の
時
空
が
ど
ん
な
構
造
に
な

る
か
を
発
見
し
た
の
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
の
数
学
名
ロ
イ
・
カ
ー
で
あ

り
、
通
称
カ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
。
カ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル

は
、
理
論
上
内
部
の
物
質
は
脱
出
可
能

で
あ
り
、
シ
ュ
バ
ル
ツ
シ
ル
ト
の
ブ
ラ

ッ
ク
ホ
ー
ル
は
脱
出
不
可
能
で
あ
る
。

１
９
５
７
年
、
量
子
重
力
研
究
の
先

駆
者
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
イ
ラ
ー
は
リ
ン
ゴ

の
虫
食
い
穴
に
由
来
す
る
ト
ン
ネ
ル
を

ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
と
命
名
し
た
。
リ
ン
ゴ

の
表
面
の
あ
る
一
点
か
ら
裏
側
に
行
く

に
は
円
周
の
半
分
を
移
動
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
虫
が
中
を
掘
り
進
む
と
短
い

距
離
の
移
動
で
済
む
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
広
大
な
宇
宙
空
間
に
当

て
は
め
れ
ば
光
よ
り
も
早
く
移
動
で
き

る
。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
ホ
ワ
イ
ト
ホ

ー
ル
を
繋
ぐ
の
が
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
で
あ

る
。「

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
」
と
い
う
言
葉
を

最
初
に
使
っ
た
の
は
、
１
９
６
４
年
ア

メ
リ
カ
の
科
学
誌
サ
イ
エ
ン
ス
・
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
に
記
事
を
書
い
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
、
ア
ン
・
ユ
ー
イ
ン
グ
だ
っ

た
。
量
子
論
で
は
高
次
元
に
お
け
る
重

力
は
非
常
に
強
い
の
で
、
余
剰
次
元
の

広
が
り
程
度
の
小
さ
な
ス
ケ
ー
ル
で
な

ら
、
マ
イ
ク
ロ
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
は
で

き
や
す
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
周
囲
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
マ
イ
ク
ロ

ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
に
【
感
覚
外
知
覚
】
で

テ
レ
ポ
ー
テ
イ
シ
ョ
ン
す
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
サ
イ
現
象
（
超
能
力
）
が
可
能

に
な
る
。

（�

直
径
１
０
０
０
億
ｋ
ｍ
の
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
）

浦
島
太
郎
の
お
と
ぎ
話
は
、
海
辺
で

亀
を
助
け
た
報
恩
と
し
て
漁
師
の
浦
島

太
郎
が
龍
宮
城
に
連
れ
て
い
か
れ
、
乙

姫
ら
の
お
も
て
な
し
を
受
け
る
。
帰
郷

し
よ
う
と
し
た
浦
島
太
郎
は
、「
開
け

て
は
な
ら
な
い
」
と
念
を
押
さ
れ
つ
つ

玉
手
箱
を
渡
さ
れ
る
。
帰
り
着
い
た
故

郷
で
は
、
龍
宮
で
過
ご
し
た
と
感
じ
た

よ
り
遙
か
に
長
い
年
月
が
経
っ
て
お

り
、
失
意
の
余
り
玉
手
箱
を
開
け
て
し

ま
っ
た
浦
島
太
郎
は
、
白
髪
の
老
人
に

化
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

万
葉
集
の
長
歌
「
詠
水
江
浦
嶋
子
一

首
」
と
し
て
浦
島
太
郎
の
原
型
と
い
う

べ
き
内
容
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
浦
鳥
太
郎
の
物
語
は
シ
ー
タ
波

か
ら
感
覚
外
知
覚
が
覚
醒
す
れ
ば
体
験

で
き
る
も
の
で
あ
る
。
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
特
殊
相
対
性
理
論
で
は
、
光
速

度
に
近
い
速
度
で
運
動
し
て
い
る
系
の

時
間
の
進
み
方
は
、
静
止
し
て
い
る
観

測
者
に
比
べ
て
遅
く
な
る
。
た
と
え
ば

光
速
度
の
99
パ
ー
セ
ン
ト
で
進
む
宇
宙

船
内
の
時
計
は
静
止
系
の
約
１
／
７
の

速
さ
で
進
む
た
め
、
宇
宙
旅
行
か
ら
帰

っ
て
く
る
と
地
球
上
で
は
約
７
倍
の
時

間
が
流
れ
て
い
る
。
こ
の
特
殊
相
対
性

理
論
の
特
質
を
日
本
で
は
「
ウ
ラ
シ
マ

効
果
」
と
称
し
、
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
の

解
説
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
浦
島
伝
説
は
シ
ー
タ
波
か
ら
感
覚
外

知
覚
が
覚
醒
し
、
異
次
元
空
間
を
旅
し

た
人
物
の
実
話
が
原
作
に
な
っ
て
い

る
、
そ
し
て
文
脈
を
分
か
り
や
す
い
言

語
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
確
信

す
る
。

未
来
へ
の
時
間
旅
行
は
「
ウ
ラ
シ
マ
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効
果
」
を
利
用
す
る
。
高
速
で
宇
宙
旅

行
し
て
自
分
の
時
間
を
遅
ら
せ
ば
、

【
未
来
】の
地
球
に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が

で
き
る
「
ウ
ラ
シ
マ
効
果
」
と
は
、
お

と
ぎ
話
の
「
浦
島
太
郎
」
と
「
光
速
と

時
間
遅
延
」
の
理
論
を
掛
け
合
わ
せ
た

造
語
で
あ
る
。
体
外
離
脱
し
、
一
時
間

過
去
の
世
界
に
戻
っ
た
森
田
健
氏
の
体

験
は「
ウ
ラ
シ
マ
効
果
」と
確
信
す
る
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
四
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

歌
声
の
効
用　

～
健
康
に
つ
な

が
る
声
の
力
～

　
　

講
師　

河
邉 

敦
子 

氏

　
　
　
　
（
関
西
歌
劇
団
理
事
）

　
　
　
　
　

森
本 

ま
ど
か 

氏

（
関
西
歌
劇
団
正
団
員
、
音
声
訓
練
士
）

　

＊
Ｐ
Ｆ　

田
中 

実
子 

氏

　
　
　
　
　
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）

日
時　

令
和
４
年
２
月
19
日（
土
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂（
２
Ｆ
）

世
間
に
は
〇
〇
教
室
や
〇
〇
食
品
な

ど
多
彩
な
健
康
商
品
が
溢
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
研
究
集
会
は
、
だ
れ
に
も

あ
る
身
体
の
一
部
で
基
本
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
業
を
受
け
持
つ「
声
」

に
着
目
し
ま
し
た
。
講
師
は
関
西
歌
劇

団
の
現
役
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
、
素
晴
ら

し
い
歌
声
も
堪
能
で
き
ま
し
た
。

神
代
か
ら
「
和
歌
」
や
「
祝
詞（
の
り

と
）」
が
存
在
し
て
き
ま
し
た
し
、
さ
ら

に
「
声
明（
し
ょ
う
み
ょ
う
）」
や
「
民

謡
」、「
歌
劇
」
や
「
歌
謡
曲
」
に
至
る
ま

で
、「
歌
声
」
は
人
々
の
生
活
と
密
着
、

文
字
が
な
い
時
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
交

信
、
交
流
の
主
役
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

身
近
す
ぎ
て
、
今
更
「
声
の
効
用
」
な

ど
と
お
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、「
声
」
が
全
身
に
及
ぼ
す
は
た
ら

き
を
知
る
こ
と
は
け
っ
し
て
無
駄
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
声
」
を
出
す
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
臓
器
や
感
覚
器
官
の
連
携
が

必
要
で
す
が
、
と
く
に
「
横
隔
膜
」
の

は
た
ら
き
は
重
要
で
す
。

意
識
し
て
「
声
」
を
使
う
こ
と
で
全

身
的
な
健
康
効
果
が
期
待
さ
れ
、
し
た

が
っ
て
保
健
薬
は
少
な
く
て
済
む
よ
う

で
す
。

質
疑
応
答
で
は
、
気
功
法
な
ど
で
伝

授
さ
れ
る
「
丹
田
呼
吸
」
と
「
腹
式
呼

吸
」
の
違
い
に
つ
い
て
の
質
問
も
あ
り

ま
し
た
。
腹
式
呼
吸
は
、
自
律
神
経
が

集
ま
る
臓
器
「
横
隔
膜
」
を
随
意
的
に

動
か
す
こ
と
で
「
肺
」
の
容
積
を
拡
張

す
る
も
の
で
す
が
、
丹
田
呼
吸
は
横
隔

膜
を
さ
ら
に
押
し
上
げ
る
た
め
の
呼
吸

法
で
す
。
遠
方
か
ら
の
参
加
者
の
皆
さ

ん
か
ら
高
度
な
質
問
も
あ
り
、
さ
な
が

ら
音
大
大
学
院
の
セ
ミ
ナ
ー
の
よ
う
な

雰
囲
気
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

	

（
和
田
記
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
五
回
関
西
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

脳
波
と
超
能
力　

～
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や

Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で
解
明
す
る
～

　
　
　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

�

（
脳
力
開
発
研
究
所　

相
談
役
）

日
時　

令
和
４
年
３
月
19
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
２
Ｆ
）

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
発
揮
し
て
い

る
人
の
脳
波
を
測
る
と
、
複
雑
な
信
号

の
中
に7.8H

z
の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ

波
や13.6H

z

の
フ
ァ
ス
ト
ア
ル
フ
ァ

波
の
ス
ペ
ク
ト
ル
が
目
立
ち
ま
す
。
も

ち
ろ
ん10H

z

中
心
の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ

ァ
波
も
観
察
さ
れ
ま
す
が
、
な
ぜ
か
Ｅ

Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
引
き
起
こ
し
て
い

る
と
き
に
は10H

z

は
抑
制
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
被
験
者
は
主
に
清
田
益

章
氏
で
す
が
、
確
認
の
意
味
で
ほ
か
の

エ
ス
パ
ー
に
も
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

と
の
こ
と
。

講
演
で
は
前
半
は
実
際
に
計
測
し
た

脳
波
と
分
析
し
た
結
果
に
つ
い
て
、
後

半
は
計
測
さ
れ
た
脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン

帯
か
ら
の
プ
ラ
ズ
マ
振
動
で
発
生
す
る

電
磁
波
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
語
ら
れ

ま
し
た
。
ロ
シ
ア
の
ト
ム
ス
ク
に
あ
る

宇
宙
監
視
セ
ン
タ
ー
か
ら
報
告
さ
れ
て

い
る
空
間
の
電
磁
波
と
脳
波
と
が
そ
っ

く
り
な
の
は
な
ぜ
か
に
つ
い
て
も
論
じ

ら
れ
、
さ
ら
に
免
疫
力
向
上
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
た
と
え
ば
睡
眠
前
に
息
を
吸

い
な
が
ら
「
よ
か
っ
た
」、
吐
き
な
が

ら
「
あ
り
が
と
う
」
を
繰
り
返
す
と
い

っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
の
発
現
は
、
空
間
の

電
磁
波
と
の
共
鳴
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
脳
波
に
つ
い
て
も
、
左
右
の
大

脳
の
波
形
が
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
に
（
干
渉

な
く
）一
致
し
て
い
ま
す
。



10

志
賀
一
雅
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
に
お
い
て
最
初
に
脳
波
の
「
ア

ル
フ
ァ
波
」
を
３
種
類
に
分
け
、
フ
ァ

ス
ト
α
波
、
ミ
ッ
ド
α
波
、
ス
ロ
ー
α

波
と
質
的
な
違
い
を
提
唱
し
た
。

１
９
６
１
年
電
気
通
信
大
学
卒
業
後
、

松
下
技
研
に
勤
務
。
東
京
大
学
工
学
部

計
数
工
学
科
研
究
員
を
兼
務
し
な
が

ら
、
脳
波
研
究
に
没
頭
。�
83
年
脳
力

開
発
研
究
所
設
立
。
パ
ソ
コ
ン
を
利
用

し
た
脳
波
分
析
装
置
を
開
発
し
、
大
学

や
企
業
の
研
究
所
へ
提
供
。
ア
ル
フ
ァ

波
を
指
標
と
し
た
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
指
導
で
、
日
本
航
空
、
日
本
Ｉ
Ｂ

Ｍ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
、
大
手
企
業
の
脳
力

開
発
研
修
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
る
。

２
０
０
８
・
２
０
０
９
年
文
部
科
学

省
よ
り
委
託
を
受
け
「
専
門
学
校
教
職

員
、
学
生
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
・
脳
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開

発
、
そ
の
後
、
学
校
や
企
業
に
向
け
て

の「
メ
ン
タ
ル
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
総
合
監
修
。

著
書
は
「
全
身
の
疲
れ
が
ス
ッ
キ
リ

取
れ
る
本
（
三
笠
書
房
）」
な
ど
多
数
。

２
０
１
１
年
３
月
に
米
国
Ｈ
Ｈ
Ｓ
（
米

国
保
険
社
会
福
祉
省
）
大
統
領
諮
問
機

関
よ
り
、
長
年
に
わ
た
る
脳
波
と
メ
ン

タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
研
究
、
実
践
に

対
し
G
O
L
D
A
W
A
R
D
（
金
賞
）

を
授
与
さ
れ
る
。
２
０
１
５
年
に
は
ス

テ
ー
ジ
３
の
大
腸
が
ん
を
克
服
し
現
在

も
さ
ま
ざ
ま
研
究
と
講
演
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
１
号
（
１
９
８
３
年
６

月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

※
図
ら
ず
も
今
回
の
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ

ュ
ナ
師
の
言
葉
は
現
在
の
世
界
情
勢
を

予
言
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。
ま
た

そ
の
解
決
法
も
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
Ⅲ

　
　
　
　
　
　

  　

藤
倉 

啓
次
郎

ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

世
界
の
将
来
に
つ
い
て
、
日
本
の
友
へ

わ
れ
わ
れ
す
べ
て
が
強
く
望
ん
で
い

る
こ
と
は
、
幸
福
、
自
由
、
平
和
、
調

和
、
裕
福
、
慰
安
、
冒
険
、
ロ
マ
ン
ス
、

そ
れ
に
わ
れ
わ
れ
自
身
つ
い
て
の
知
識

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
通
常
の
人
間
の
欲

望
で
あ
り
熱
望
で
あ
る
。
そ
し
て
人
間

の
心
に
深
く
植
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、

い
つ
か
は
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

人
は
己
の
遺
伝
や
希
望
や
思
想
を
実
現

す
る
た
め
に
生
ま
れ
て
来
る
。

貧
困
者
も
な
く
餓
死
者
も
な
く
す
る

た
め
に
は
、
彼
は
裕
福
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
常
に
楽
し
く
朗
ら
か
で
あ
る

た
め
に
は
、
彼
は
平
穏
調
和
幸
福
を
も

た
ね
ば
な
ら
な
い
。
子
孫
を
得
る
た
め

に
は
彼
は
ロ
マ
ン
ス
を
も
た
ね
ば
な
ら

な
い
。
子
孫
を
も
た
な
け
れ
ば
人
類
は

終
わ
り
で
あ
る
。
彼
は
他
の
世
界
を
発

見
す
る
た
め
に
冒
険
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
更
に
彼
は
創
造
計
画
を
も
つ
こ

と
に
な
り
、
そ
う
し
て
彼
は
常
に
冒
険

を
切
望
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
未
来
の
世
界
に
お
い
て

は
、
わ
れ
わ
れ
は
裕
福
、
平
和
、
調
和
、

冒
険
、
ロ
マ
ン
ス
を
も
た
ね
ば
な
ら
な

い
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
人
間
を
よ
り

高
い
性
質
と
す
る
に
好
ま
し
い
も
の
で

あ
る
。

不
調
和
で
不
均
衡
な
世
界
を
つ
く
る

も
の
は
人
間
自
身
で
あ
る
。
彼
は
権
力

欲
と
財
産
欲
を
も
っ
て
い
る
。
権
力
欲

人
間
と
貪
欲
人
間
の
二
種
類
が
地
球
上

に
不
安
定
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ

れ
が
な
か
っ
た
ら
、
人
は
非
常
に
幸
福

で
平
和
な
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
知

識
、
科
学
、
芸
術
の
段
階
に
達
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
。
世
界
に
困
難
を
起
こ
し

て
い
る
の
は
、
一
方
の
手
に
富
へ
の
欲

望
を
他
方
の
手
に
権
力
欲
を
も
つ
一
族

で
あ
る
。

平
和
か
戦
争
か
、
そ
れ
は
人
間
の
内

な
る
本
性
の
結
果
で
あ
る
。
そ
う
で
な

け
れ
ば
天
は
人
間
に
戦
争
を
試
み
は
し

な
い
。
戦
争
を
招
く
の
は
人
間
自
身
で

あ
る
。
彼
は
飢
え
て
お
り
、
貪
欲
で
あ

り
、
野
心
家
で
あ
り
、
世
界
を
支
配
し

よ
う
と
し
、
世
界
に
お
い
て
最
も
強
力

で
卓
越
し
た
国
に
し
よ
う
と
す
る
か
ら

で
あ
る
。
正
し
く
道
理
的
な
観
点
に
た

て
ば
、
そ
れ
以
外
の
何
物
も
、
共
に
生

き
よ
う
と
す
る
人
類
の
邪
魔
に
は
な
ら

な
い
。

こ
の
調
和
と
一
つ
の
ま
と
ま
り
と
し

て
の
生
き
方
を
私
た
ち
は
印
度
で
も
っ

て
い
る
。
多
く
の
言
葉
、
多
く
の
階
級
、

多
く
の
宗
教
が
、
印
度
で
は
隣
り
合
っ

て
平
和
に
生
活
し
て
い
る
。

わ
れ
ら
の
隣
人
を
自
分
自
身
の
よ
う

に
愛
す
れ
ば
全
世
界
は
平
和
に
生
活
で

き
る
。
わ
れ
ら
が
欲
し
い
物
を
他
に
与

え
る
な
ら
ば
、
こ
の
地
上
に
戦
争
が
起

き
る
わ
け
が
な
い
。

こ
れ
ら
の
教
え
は
今
か
ら
二
千
年
も

前
か
ら
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
え
は
神
が

示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
狙
い
は
人
類

に
次
の
警
告
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
。
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そ
れ
は
人
間
が
自
然
の
力
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
よ
う
と
す
る
時
、
も
し
人
間
が

自
分
自
身
を
訓
練
で
き
な
い
な
ら
ば
、

人
間
を
抹
殺
す
る
よ
う
な
段
階
に
至
る

だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

仏
教
徒
で
あ
ろ
う
と
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教

徒
で
あ
ろ
う
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ

ろ
う
と
、
他
の
宗
教
徒
で
あ
ろ
う
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
運
命
法
則
に
従
う
な
ら
ば

人
間
は
も
っ
と
慈
悲
深
く
、
も
っ
と
高

尚
で
あ
り
、
も
っ
と
平
和
を
愛
し
、
も

っ
と
調
和
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
予
言
者
の
忠
告
に
反
し
、
彼

等
は
た
だ
富
め
る
者
に
従
っ
て
行
動
し

た
。
彼
等
は
教
会
に
行
っ
た
。
彼
等
は

儀
式
を
行
っ
た
。
彼
等
は
快
楽
を
追
っ

た
。
し
か
し
偉
大
な
る
予
言
者
の
教
え

を
決
し
て
実
行
し
な
か
っ
た
。
彼
等
は

嘘
を
つ
き
、
高
慢
を
続
け
権
力
欲
を
続

け
て
、
彼
等
自
身
の
変
身
を
考
え
な

い
。
そ
の
結
果
は
ご
覧
の
通
り
で
あ

る
。
そ
れ
は
知
的
に
は
強
い
が
道
徳
的

に
は
弱
い
。
人
類
の
長
い
進
展
の
あ
と

を
見
る
と
、
知
的
に
は
高
く
な
っ
た

が
、
道
徳
的
に
は
二
千
年
前
と
同
様
で

あ
る
。

戦
争
が
起
こ
ろ
う
が
起
こ
る
ま
い

が
、
天
の
狙
い
は
満
た
さ
れ
る
だ
ろ

う
。
人
間
は
協
力
し
、
人
類
一
致
し
、

よ
り
調
和
し
、
よ
り
平
和
と
な
り
、
よ

り
幸
福
と
な
り
、
よ
り
均
衡
し
、
人
々

は
互
恵
平
等
に
生
き
る
だ
ろ
う
。
貧
富

の
差
は
少
な
く
な
り
、
強
弱
の
差
も
少

な
く
な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
造
物
主
の

努
力
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
現
在
は
わ
れ
わ
れ
の
す
べ
て
の

注
意
、
す
べ
て
の
関
心
は
、
少
数
者
に
、

財
物
に
、
知
能
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
多
数
者
を
蔑
視
し
無
視
し
て
い

る
。
こ
れ
は
人
類
進
化
の
現
段
階
に
お

け
る
罪
悪
で
あ
る
。

人
は
各
々
が
薔
薇
で
あ
り
蓮
で
あ
り

美
し
い
花
で
あ
る
。
心
し
て
扱
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
一
人
一

人
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

は
銘
々
同
じ
よ
う
に
関
心
を
も
た
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
う
な
っ
て
初
め

て
人
類
は
悟
っ
た
と
い
え
る
の
で
あ

る
。
い
ま
は
そ
う
で
は
な
く
何
れ
の
面

で
も
不
均
衡
が
あ
る
。

あ
な
た
が
真
実
で
あ
り
、
正
直
で
あ

り
、
慈
悲
心
が
あ
り
、
寛
大
で
あ
る
な

ら
ば
、
あ
な
た
は
失
敗
す
る
だ
ろ
う
。

あ
な
た
が
貪
欲
で
あ
り
、
野
心
が
あ

り
、
財
物
を
求
め
よ
う
と
努
力
す
る
な

ら
、
あ
な
た
は
裕
福
に
な
り
人
々
は
あ

な
た
を
尊
敬
す
る
だ
ろ
う
。
彼
等
は
裕

福
を
野
心
を
権
力
を
尊
敬
す
る
。
彼
等

は
人
格
の
高
潔
さ
を
尊
敬
し
な
い
。
造

物
主
の
望
む
の
は
人
格
の
高
潔
さ
で
、�

金
や
銀
や
銅
や
権
力
の
椅
子
で
は
な

い
。造

物
主
の
狙
い
は
人
間
を
よ
り
良
い

存
在
に
導
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
の
原
則
を
守
る

社
会
だ
け
が
繁
栄
し
て
、
平
和
で
あ
り

調
和
が
と
れ
、
幸
福
に
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
そ
の
原
則
が
無
視
さ
れ
る
な

ら
、
世
界
に
は
不
調
和
、
戦
争
、
衝
突
、

紛
争
が
発
生
す
る
だ
ろ
う
。

未
来
の
世
界
に
は
調
和
、
平
和
、
安

全
、
繁
栄
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
神
の
法
則
で
あ
る
。
し
か
し
同
時

に
平
等
、
均
衡
が
あ
り
、
国
と
国
と
の

間
に
、
ま
た
人
と
人
と
の
間
に
愛
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
こ
に
は
同

情
と
慈
悲
と
が
あ
り
、
自
分
自
身
に
対

す
る
と
同
様
に
他
人
に
も
対
応
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

未
来
の
世
界
は
キ
リ
ス
ト
、
仏
陀
、

ク
リ
シ
ュ
ナ
或
は
モ
ハ
メ
ッ
ド
の
教
え

に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は

い
ま
世
界
に
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
り
も

も
っ
と
も
っ
と
強
く
で
あ
る
。

そ
う
す
れ
ば
、
わ
れ
ら
が
夢
み
る
未

来
は
よ
り
美
し
く
よ
り
明
る
い
世
界
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
病
後

に
食
欲
が
回
復
す
る
よ
う
な
も
の
だ
。

病
気
か
ら
回
復
す
る
と
、
食
欲
が
よ
く

な
り
、
明
る
く
健
康
に
見
え
る
も
の
で

あ
る
。

同
じ
様
に
戦
争
の
あ
と
で
も
、
人
類

は
よ
り
幸
福
な
、
よ
り
安
全
な
、
よ
り

平
和
な
、
心
の
状
態
に
な
る
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
現
在
の
危
機
に
惑
わ
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
。
危
機
は
長
く
は
続

か
な
い
。
危
機
は
造
物
主
が
人
間
を
正

し
く
方
向
づ
け
る
た
め
に
、
そ
の
顔
に

平
手
打
を
与
え
た
よ
う
な
も
の
だ
。

	

（
終
わ
り
）

註
。
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
に
は
約

二
〇
種
の
著
書
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

次
の
二
冊
の
邦
訳
が
あ
る
。

◎
中
島
厳
訳「
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
」

　

平
河
出
版

◎�

新
津
兼
義
訳
「
熱
核
戦
争
の
脅
威
」　

た
ま
出
版

※
最
近
出
版
さ
れ
た
次
の
邦
訳
書
に

も
、
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
の
ク
ン

ダ
リ
ニ
ー
に
つ
い
て
の
論
説
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

◎�

Ｊ
・
Ｗ
ホ
ワ
イ
ト
著
、
川
村
悦
郎
訳

「
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
と
は
何
か
」

　

め
る
く
ま
ー
る
社

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991 : 工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD : 生命と宇宙［講演録 72 分］（1998 : 船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画−UFOとの関連−（1976 : USL）� ・・・・・・・190 円� �（160 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974 : 英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。

以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091
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本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
３
時
間
）
を
記
録
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

１
件
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
に
、「
２
０
※
※

年
○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希

望
」
と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文

願
い
ま
す
。
２
週
間
以
内
に
発
送
致
し

ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
・
３
３
０
・
４
０
９
１

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
８
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
２
０
１
５
年
５
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華�

氏
「
君
を
見
放
し
た
り

は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

　

水
華
の
世
界
（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部�

一
馬�

氏

「
巨
大
地
震
を
１
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
２
０
１
５
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武�

信
宏�

氏

「
先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
＆
超　

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
２
０
１
５
年
７
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

「
見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活　

用
す
る
か
？
」

◎
２
０
１
５
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
田�

欽
子�

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

　

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
２
０
１
５
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
２
０
１
５
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井�

香
譲�

氏

「
野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

　
『
直
立
二
足
歩
行
』
か
ら
問
う
」

◎
２
０
１
６
年
１
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木�

茂
美�

様

　

講
師　

佐
藤�

禎
花�

氏

　

講
師　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
２
０
１
６
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木�

晃�

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
２
０
１
６
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田�

祐
美
子�

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
２
０
１
６
年
５
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野�

貴
美
子�

氏

「
意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力　

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で　

き
る
か
？
」

◎
２
０
１
６
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林�

氏

『「
運
」
が
つ
く
人
、「
霊
」
が
憑
く
人
』

◎
２
０
１
６
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「7.8H
z

の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
２
０
１
６
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知　

的
生
命
：
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
（
宇
宙　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
２
０
１
６
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝�

伸
二�

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
２
０
１
７
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山�

佳
胤�

氏

「
私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、　

波
動
的
、物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
２
０
１
７
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

池
川�

明�

氏

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て　

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供

た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど
り
さ

ん
の〝
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
〟

◎
２
０
１
７
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
高�

ゆ
う
こ�

氏

「
自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

　

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

　

講
師　

小
林�

敦�

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
２
０
１
７
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川�

允
朗�

氏

「
健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的　

と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に
つ
い　

て
の
実
演
」

◎
２
０
１
７
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
Ａ
Ｉ
を
乗　

り
越
え
る
の
は
？�A

I

［
人
工
知
能
］�　

vs�PSI

［
サ
イ
能
力
］」

◎
２
０
１
８
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

篠
浦�

伸
禎�

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
２
０
１
８
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師�

七
沢�

智
樹�

氏
、
杉
山�

彰�

氏

「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未　

来
」

◎
２
０
１
８
年
６
月
本
部
例
会
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自由度の制限）。

（その２）外気を放出させ、体外に意識体を
造る。
　目隠しをして、外部を見る事を試みる（ASC
の儘）。すると、脳の無意識層から視覚を持
った「気」が体外に放出される。これを、（１）
体外にある真オーブ（依り代）に付着させて、
意識体を形成させる。（２）ASC下にある能
力者の意識の指示により、体外に有る意識体

（ある程度は物質化されている）は、願いを
叶える為の努力（念写続行）を継続する。（３）
福来先生は、念写の「念」は、｛願いを持った
エネルギー｝である、とした。

これは、（４）体外に、見えない人がいる、
つまり、願いは意識、エネルギーは肉体を意
味している。この時の意識は、ASC下での
制限された意識（物質化）である。また（５）

「念」、「気」は、実験によると、近赤外線領
域（活性化エネルギー、1.38�eV）に潜在して

いるので非可視である。

（６）今から約110年前の福来先生の頃は、二
元論が主流であった。------、つまり、形而上
学としての意識は、物質ではないので、計測
できない「科学では扱えない」、と考えられ
ていた。------しかし、（７）今では、量子論（科
学）でも心（意識）を扱う様になってきた。

以上を、「念写」の方法を用いた「意識の物
質化」とよぶ。

（８）念写とは、心の中で思い浮かべた文字
や絵を、遮光状態にしてあるフイルムの上に
映し出す、というもので、1910年に福来友
吉博士によって発見された。それから108年
後、私たちは、以上の方法を用いて、動的な
念写の実験に成功している（2018年）。能力
者は佐藤禎花先生（女史）。夜の上空に、三
日月型の月のオーブ念写像の動的変化の連続
撮影に成功している。

　

講
師　

由
井�

寅
子�

氏

「
体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に　

導
く�

未
来
の
医
学
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
』」

◎
２
０
１
８
年
７
月
本
部
例
会

　

講
師　

清
水�

浦
安�

氏

　
　
　
　

愛
宕�

な
み�

氏

「
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が　

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
２
０
１
８
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山�

眞
人�

氏

「
40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か　

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意　

識
」

◎
２
０
１
８
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
水
と
健
康
」

◎
２
０
１
９
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

東
中
川�

徹�

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
？
」

◎
２
０
１
９
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師�

佐
々
木�

茂
美�

氏

　

佐
藤�

禎
花�

氏　

苗�

鉄
軍�

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

小
久
保�

秀
之�

氏

「
マ
イ
ク
ロ
Ｐ
Ｋ
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ　

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀�
一
雅�

氏

「
脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に　

つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

　
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
２
０
２
０
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

ア
マ
ナ
（
呉
清
恵
）�

氏

「『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）

に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す

る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

◎
２
０
２
０
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
崎�

正
男�

氏

「
多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超
能

力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波

（
i
P
T�

意
識
）」

◎
２
０
２
０
年
10
月
第
29
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免　

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い　

も
含
め
て
～
」

◎
２
０
２
１
年
10
月
創
立
45
周
年
記
念

　

大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
瞑　

想
」

◎
２
０
２
１
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

「
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で
解
明　

す
る
！
」

◎
２
０
２
２
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

浪
平�

博
人�

氏

「
生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説
」　
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くだろう。

ところで、「サイ科学」の先駆者ともいえ
る故井村宏次氏（「サイテクノロジー；工作
舎」の著者、生体エネルギー研究所長）は、
社団法人生命科学振興会研究助成論文「言霊
の解明とセラピーへの応用」の共同執筆者で
あり、また世界的ダウザー、故ビル・コック
ス氏を日本に招くなど「サイ科学」の前進に
大きく寄与した。

関西日本サイ科学会で開講した「ビル・コック
ス�メモリアルKPSダウジング講座」（和田高幸
講師）には、のべ200人を超える受講者が参
加したが、現在はオンラインで系統的にダウジ
ング技術を習得できるシステムとなっている。
だれでも、いつでも参加できるといった便利さ
があるので「テレワーク時代にピッタリ」と好評
だ。なお、KPSダウジング講座に一度でも参加
した人であれば、受講料（ＢＡＳＩＣ・ＡＤＶＡＮＣ
ＥＤ通しで140 ,000円＝カメロン・オーラメータ
ー共）が50％引きになるという大きな特典がある
のでお見逃しなく。お問合せは、電話（06-6624 -
0559）またはFAX（06 - 6624 - 5061）で関西日
本サイ科学会事務局（まつむし音楽堂）へ。

この講座の特徴は、感覚器官のトレーニン
グに主眼を置いていることだが、ダウジング
はいわゆる「超能力」（ESP；Extra�Sensory�
Perception）ではない。「ESP」は、五感（五
官の感覚器官）を超えた「第六感」という人
もいるが、ビル・コックス氏はESPについ
て「Extended�Sensory�Perception（五官の拡
張能力）」と表現している。

「五官」には左右の大脳も含まれるが、つま
り「感じる」ことを鍛えれば、ダウジングはだれ
にでも可能なテクニックなのだ。「何を探すか」。
ダウジングにおいては、まずターゲットの絞り
込みとイメージの描き方もたいせつである。

※オンライン�ダウジング講座の概要を添付します。
●ビル・コックス　メモリアル
F&Wダウジングスクール（オンライン）
・BASICコース　２０２１年１１月開講
・ADVANCEDコース　２０２２年3月開講
BASICコース
１）「ダウジング」で何ができるか
２）まず「感じて」みよう
３）ダウジングで使う器具と持ち方
４）�YESとNOのプログラム（左右脳と二元

論）
５）�ターゲティングとイメージング（何を探すか）
ADVANCEDコース
１）�形のエネルギー�＜AURA図を描いてみ

よう＞
２）�形や物質の放射エネルギーをいかに感じ

るか
３）�左右脳の領域を拡張するには＜情報量UP

と異次元の情報入手＞
４）�「当てもの」と「直観」　＜品質評価のテ

クニック＞
５）�マップ（フォト）ダウジングの方法と演習�

＜地震断層、身体疾患など＞

※�詳細は関西日本サイ科学会のホームページ
をご参照願います。

（その１）予め準備をする。
（１）オーブ現象の再現性、------「水スプレー
法」を用いる事により、オーブの出現率を、
約1/50から約1/3に変化させる。-------再現

性の確保（科学として必要）。
（２）呼吸法などを用いて脳波を下げて（7～
8Hz）ASC（変性意識状態）に入り、願いを継
続しながら意識を物質に近づける（脳活動の

「念写」の方法による「意識の物質化」「念写」の方法による「意識の物質化」
栗田  慶祐



わたしが日本サイ科学会（旧PS学会）へ入
会した動機は、生駒山の尾根沿（つた）いを
低速で音もなく飛行する「空飛ぶ円盤」（当時
は「UFO」という言葉がなかったので「円盤」
が一般的な名称であった）と至近距離で遭遇

（1974）したことで並々ならぬ好奇心が芽生
えたからである。
「大阪科学技術センター」の一室で開かれ

るPS学会（大阪）の研究集会に参加したのは
1976年頃だったと思うが、当時事務局は木村
六郎氏の長女、木村のり子さんが仕切ってい
た。2017年頃亡くなられてから新しく事務局を
組織。アンケートにより参加者の属性などを調
べ、新たにホームページを立ち上げた。その後、
スタッフたちが仕事や健康上の理由で去った
ため事務局が分解、会長のわたしが事務を引
き継いだというのがこれまでの経過である。

松下の音響研究所におられた木村氏の長男
でドラム奏者、陽一氏が研究集会の講師を務
める（2018）など木村家とのご縁は続いてい
るとはいうものの関西サイ科学会の財政は苦
しい。会場の変更もさることながら、オンラ
イン配信の実験（2022/3/27）など、専ら経
費をいかに落として収益をあげるか試行錯誤
している最中だ。「学会」としての出版事業
は東京本部マターだが、サイ科学研究の方向
付け、現会員の維持、研究集会や分科会参加
者の増加など課題は少なくない。

当初から研究集会は故木村六郎氏が進行、
炊飯器などの家電、エレキギターや低周波治
療器など多数の発明で知られる故政木和三氏

（阪大工学部工作センター長）が毎回参加さ
れていたことが印象に残っている。

さて、ＵＦＯとの接近遭遇を契機として噴
き出した科学探求心により長年かかわってき
たサイ科学会であるが、研究集会への参加と
いう点ではわたしには数十年という大きなブ
ランクがある。本業（産経新聞社勤務）が忙
しかったということもあるが、つまりは心の
余裕がなかったのかもしれない。会長に就任

（2019）してからは実務面での処理時間を必
要とした。行き届かないが、作業の効率化を
図るため従来はハガキで通知していた研究集
会の案内は電子メールに切り換え、ＨＰ上で
の参加通知を促進した。高齢化する参加者に
は多少（2017）の戸惑いもあろうかと思われ
たが、デジタル化は時の流れであった。

とはいえ、ＵＦＯ関連の拙著読者であるＵ
ＦＯリサーチャーたちと再会したり、また旧
知の研究者に研究集会の講師を依頼すること
もあり、サイ科学会を通じてわたしの脳が少
しずつ整理されていくというメリットも出て
きたのでありがたく存じている。ＵＦＯ、あ
るいはその現象の背後にある存在については
近未来にほぼ解明されるだろうが、「サイ現
象」の探求には人や組織が必要だ。この点に
おいて、世間ではサイ科学会の存在に一目置

「サイ科学（会）との出会い」を振り返って
～　UFOからダウジングへ　～

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http://psi-science.org  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp
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2022.5･6

　関西日本サイ科学会会長　和田 高幸

「サイ科学（会）との出会い」を振り返って
～　UFOからダウジングへ　～



七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発
表
・

討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
4
年
7
月
18
日
（
月
祝
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
7
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に
「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い

致
し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※�

8
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足

す
る
方
法
と
は
？

　
　
　

講
師　

飛
沢�

誠
一�

氏

日
時　

令
和
4
年
9
月
18
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
演
内
容

実
際
多
く
の
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
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東　　　北
〒981−0904　仙台市青葉区

旭ヶ丘1−36−1 アサノビル201号
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今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ
と
募
集

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
十
月
第
30
回
全
国
大
会
発
表
者
募
集

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
7
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
夏
季
放
談
会

◎
第
46
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
3
年
12
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
六
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
第
四
六
七
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎ 

6
月
の
定
例
幹
事
会
に
か
わ
る

「
お
茶
会
」に
関
連
し
て　

◎
人
生
を
命
が
消
え
る
ま
で
心
も
健
康

　

で
あ
り
た
い
生
き
方

◎
名
著
こ
ぼ
れ
話（
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
超
常
現
象
と
し
て
願
い
事
を
叶
え
る

◎
理
想
社
会
へ
の
道 
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て
活
躍
し
て
、
有
意
義
な
人
生
を
送
り

た
い
と
願
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

多
く
の
人
が
自
分
の
人
生
に
満
足
感
が

得
ら
れ
な
い
状
態
で
人
生
を
終
わ
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
多
く
は
な
い
が
、
自

分
の
人
生
を
と
て
も
満
足
し
て
、
幸
せ

な
一
生
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
死
ん
で
い

く
方
も
い
ま
す
。
こ
の
差
は
な
ん
で
し

ょ
う
か
？
一
般
的
に
は
人
生
は
能
力
、

努
力
や
運
等
で
決
ま
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
異
な
り
ま
す
。

私
は
5
0
0
人
程
の
方
々
の
過
去

世
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
今
生
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
過
去
世
（
5
世
代
）、
今

生
の
人
生
の
活
性
度
、
人
生
の
波
動
の

高
さ
の
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
相
関

関
係
を
ま
と
め
て
観
る
と
、
今
世
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
（
人
生
の
満
足
度
、
社
会

へ
の
貢
献
度
、
金
銭
的
な
評
価
）
と
こ

の
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
関
係
が
定

性
的
に
表
現
で
き
る
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
今
回
の
報
告
で
は
こ
の
相
関
に
つ

い
て
、
な
る
べ
く
定
量
的
な
相
関
式
で

説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
長
年
一
流
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
や

り
な
が
ら
、
見
え
な
い
世
界
に
興
味
を

も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
技
法
を
学
び
自
分

独
自
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
法
を
開
発
し
た
方

で
す
。
健
康
改
善
に
興
味
の
あ
る
会
員

の
皆
様
は
、
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
飛
沢
誠
一
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

某
一
部
上
場
企
業
に
て
31
年
間
技
術

開
発
と
し
て
各
種
製
品
を
開
発
に
従
事
、

研
究
所
長
ま
で
務
め
た
。
30
年
前
に
不

思
議
な
体
験
を
通
じ
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
を
体
得
。
会
社
勤
務
中
か
ら

人
体
は
じ
め
土
地
、
建
物
な
ど
の
ヒ
ー

リ
ン
グ
・
浄
化
方
法
な
ど
開
発
実
践
し

て
き
た
。
10 

年
前
こ
の
レ
イ
キ
気
功
技

術
開
発
と
そ
の
施
術
・
指
導
に
専
念
す

る
た
め
会
社
を
設
立
、
高
次
元
レ
イ
キ

気
功
を
開
発
し
た
。
現
在
は
そ
の
技
術

指
導
・
普
及
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

�

（
6
／
18
受
領
分
ま
で
）

金
二
千
円
也　
　
　

八
幡　

み
わ　

様

金
一
千
円
也　
　
　

瓜
生
昌
代
司　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

2
0
2
2
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
30
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
10
日（
月
・
祝
）に

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
あ
の
世
と
サ
イ
」
と
い
う
こ
と
で
、

宗
教
や
心
霊
科
学
に
と
っ
て
主
要
な
テ

ー
マ
と
な
り
ま
す
死
後
の
世
界
に
つ
い

て
、
サ
イ
科
学
的
な
観
点
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
解
釈
を
検
討
し
て
い
く
所
存

で
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説
（
理
論
）
な
ど
「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集「
サ
イ
科
学
2
0
2
1
」末
頁
の

「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を
よ
く

読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

人
類
史
と
見
え
な
い
『
音
』
の
世

界　

〜
調
性
、
周
波
数
・
・
音
の

あ
れ
こ
れ
〜

　
　
　

講
師　

河
野�

正
孝�

氏

（�

指
揮
者
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
、
関
西
室��

内
楽
協
会
代
表
）
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日
時　

令
和
4
年
7
月
16
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
〜
17
：
00
（
13
：
00
開

場
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
階
Ａ
ス
タ

ジ
オ

・ 

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下
茶
屋
駅

下
車
徒
歩
5
分

・ 

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・ 

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

　

終
了
後
、
講
師
を
囲
む
懇
親
会
が
あ

り
ま
す
。（
於
「
わ
の
わ
」《
あ
べ
の
ベ

ル
タ
B
1
F
》、
参
加
費
3
5
0
0
円
）

※ 

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に　

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ　

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の「
参
加
予

約
」フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://ladies.jp/kps/ken.html#ken463

「
言
語
」
に
先
立
つ
「
音
」
の
知
覚
は

人
類
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
が
、
音
の
影
響
力
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
講
師
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
西
洋
音
楽
を
学
び
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
中
核
と
な
る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
と

し
て
、
ま
た
指
揮
者
と
し
て
音
の
世
界

を
横
断
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら「
見
え
な
い
」音
の
世
界
を
探

求
、
多
く
の
知
見
を
得
た
と
い
い
ま
す
。

今
回
は
楽
曲
の
調
性
や
音
程
、
さ
ら
に

周
波
数
な
ど
、
生
体
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。
音

楽
に
よ
っ
て
脳
波
が
ど
の
よ
う
に
変
化

す
る
か
、
か
ん
た
ん
な
実
験
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
聴
く
だ
さ
い
。

◎
河
野
正
孝
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
音
楽
大
学
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ

ブ
ル
グ
音
楽
大
学
卒
業
、
オ
ー
ボ
エ
を

ハ
イ
ン
ツ
・
ホ
リ
ガ
ー
に
、
ハ
ノ
ー
ヴ

ァ
ー
音
楽
大
学
（
卒
業
）
で
は
イ
ン

ゴ
・
ゴ
リ
ツ
キ
に
師
事
。
帰
国
後
、
関

西
室
内
楽
協
会
、
大
阪
チ
ェ
ン
バ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
設
立
し
て
室
内
楽
活
動

を
積
極
的
に
行
う
。
1
9
8
9
年
大
阪

市
「
咲
く
や
こ
の
花
賞
」
受
賞
。
ま
た
、

ソ
リ
ス
ト
と
し
て
リ
サ
イ
タ
ル
や
大
阪

フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
の
共

演
な
ど
活
発
に
演
奏
を
行
い
、
宝
塚
ベ

ガ
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
、
大
阪
芸
術
大

学
准
教
授
、
読
売
室
内
楽
コ
ン
ク
ー
ル

ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
。
関

西
室
内
楽
協
会
主
宰
、
大
阪
チ
ェ
ン
バ

ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
代
表
。
や
ま
な
み
グ

リ
ュ
ー
ネ
管
弦
楽
団
音
楽
監
督
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

恒
例「
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

夏
季
放
談
会
」

日
時　

8
月
20
日（
土
）

　
　
　

14
：
00
〜
17
：
00　

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
階
Ａ
ス
タ

ジ
オ

参
加
費　

3
5
0
0
円（
飲
食
を
含
む
）

会
員
、
非
会
員
を
問
い
ま
せ
ん
。
サ

イ
科
学
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
な
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※ 

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の
「
参
加
予

約
」フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま
す
。

http://ladies.jp/kps/ken.html#ken
463

内
容

ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
、
歌
曲
（
ゲ
ス
ト
歌
手

松
山
七
織
、
ピ
ア
ノ
／
井
之
元
加
奈
）、

タ
ケ
ダ
ト
リ
オ
に
よ
る
ジ
ャ
ズ
の
生
演

奏
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

13 

：
30　
ま
つ
む
し
音
楽
堂
合
同
慰
霊
祭　

（
安
倍
晴
明
神
社
宮
司
が
出
仕
し
ま

す
。）

14 

：
00
〜
15
：
00　

開
会
の
あ
い
さ
つ
、　

乾
杯
、
自
己
紹
介　

な
ど

15 

：
00
〜
15
：
15　

歌
曲
演
奏
（
ソ
プ　

ラ
ノ
／
松
山
七
織
、
Ｐ
Ｆ
／
井
之
元　

加
奈
）

〜 

17
：
00　

歓
談
、
タ
ケ
ダ
ト
リ
オ
演　

奏（
リ
ク
エ
ス
ト
可
）

＊ 

ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
併
催
（
サ
イ
関
連
グ　

ッ
ズ
＠
1
0
0
円
か
ら
）

※�

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
8
月
の
研
究

集
会
は
お
休
み
と
な
り
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
46
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
16
回�

Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
宇
宙
人
革
命（
其
の
2
）」

日
時　

令
和
4
年
7
月
23
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
2
研
修
室	

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　

 

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端
（
赤
羽

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出
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て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般  

二
千
円

　

 

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上 
一
千
円

　

宇
宙
人 
0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

京
都
大
学
で
も
宇
宙
人
と
の
遭
遇
に

備
え
「
宇
宙
倫
理
学
」
講
座
を
今
年
度

か
ら
開
始
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
で
も
宇
宙

人
問
題
が
認
め
ら
れ
て
い
る
今
、
昨
年

に
引
き
続
き
、「
宇
宙
人
革
命
」を
テ
ー

マ
に
更
に
深
め
て
探
求
。
現
在
、
宇
宙

人
革
命
は
如
何
に
進
行
し
て
い
る
か
？

Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
宇
宙
人
と
の
接
触
者
を
中

心
に
、
日
本
サ
イ
科
学
会
な
ら
で
は

の
、
超
能
力
問
題
も
考
え
合
わ
せ
な
が

ら
、
学
ん
で
ゆ
こ
う
！　

皆
さ
ん
、
是

非
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
ね
？

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
3
年
12
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
！

　
　
　

講
師　

志
賀�

一
雅�

氏

脳
波
研
究
の
動
機

私
は
大
学
を
卒
業
し
て
1
9
6
1
年

に
松
下
電
器
産
業
の
研
究
所
に
入
り
ま

し
た
。
本
社
は
大
阪
の
門
真
に
あ
る
の

で
す
が
、
東
京
地
区
に
も
研
究
所
を
造

ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
知
り
合
い
の
つ

て
で
入
社
致
し
ま
し
た
。
入
っ
て
最
初

に
や
っ
た
の
は
半
導
体
の
物
性
研
究
で

あ
っ
た
り
、
そ
れ
を
応
用
す
る
集
積
回

路
の
製
造
と
か
、
や
が
て
は
Ｌ
Ｓ
Ｉ

（
大
規
模
集
積
回
路
）
の
開
発
を
し
て

お
り
ま
し
た
。

60
年
代
後
半
に
米
国
で
開
催
さ
れ
た

国
際
会
議
に
半
導
体
物
性
の
研
究
発
表

の
た
め
初
め
て
渡
米
し
た
の
で
す
が
、

そ
の
と
き
に
研
究
者
仲
間
で
も
話
題
に

な
っ
て
い
た
の
が
、
脳
波
の
ア
ル
フ
ァ

波
に
つ
い
て
の
研
究
で
し
た
。
ア
ル
フ

ァ
波
は
初
め
て
聞
く
話
で
し
た
が
、
知

的
生
産
性
が
上
が
る
、
い
ろ
い
ろ
い
い

ア
イ
デ
ア
が
浮
か
ぶ
、
ア
イ
デ
ア
に
基

づ
い
て
意
欲
的
に
実
験
す
る
と
か
あ
る

い
は
創
る
と
か
、
ま
た
器
用
に
手
足
が

動
く
の
も
脳
波
で
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
い

と
き
な
の
だ
、
と
い
う
よ
う
な
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。

そ
れ
な
ら
私
自
身
の
研
究
所
に
お
い

て
、
ア
イ
デ
ア
と
か
特
許
を
書
く
と
か
、

あ
る
い
は
実
験
し
な
が
ら
そ
れ
を
証
明

す
る
と
い
う
行
動
に
対
し
て
意
欲
的
で

あ
る
た
め
に
は
、
自
分
が
ア
ル
フ
ァ
波

が
出
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。
デ
モ
ン
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
で
い
ろ
い
ろ
展
示
が
あ
っ
た

も
の
で
す
か
ら
、
自
分
の
脳
波
を
測
ら

せ
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
ま
っ
た
く

ア
ル
フ
ァ
波
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た

ら
、
ア
イ
デ
ア
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

研
究
所
の
研
究
員
と
し
て
は
、
基
本

は
特
許
を
申
請
し
て
登
録
さ
れ
て
実
用

に
な
っ
た
ら
、
評
価
が
高
く
な
る
の
で

す
ね
。
と
こ
ろ
が
特
許
の
ア
イ
デ
ア
が

な
か
な
か
出
な
く
て
書
け
な
か
っ
た
の

で
す
。
で
す
か
ら
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
い

状
態
で
考
え
れ
ば
ア
イ
デ
ア
が
出
て
、

特
許
も
取
れ
る
か
な
と
考
え
て
、
脳
波

の
ア
ル
フ
ァ
波
を
よ
り
強
め
る
方
法
を

吸
収
し
て
、
日
本
に
持
ち
帰
ろ
う
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
脳
波
の
研
究
が

始
ま
り
ま
し
た
。

脳
波
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
日
本
で
は
そ
の
研
究
結
果
を
発
表

す
る
場
が
な
い
の
で
す
ね
。
強
い
て
い

え
ば
心
理
学
と
か
心
理
生
理
学
等
の
学

会
で
多
少
発
表
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
現
在
本
会
名

誉
会
長
で
あ
る
電
気
通
信
大
学
の
佐
々

木
茂
美
先
生
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し

た
。
Ｐ
Ｋ
や
Ｅ
Ｓ
Ｐ
を
引
き
起
こ
す
人

の
脳
波
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
と
い
う

こ
と
を
測
定
し
て
ほ
し
い
と
い
う
依
頼

で
し
た
。
私
は
個
人
的
に
は
い
わ
ゆ
る

超
能
力
現
象
に
興
味
は
あ
っ
た
の
で
す

が
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
に
企
業
の
研
究
所

と
し
て
そ
れ
に
取
り
組
む
と
い
う
の

は
、
ち
ょ
っ
と
問
題
あ
り
と
な
り
ま
し

ょ
う
か
と
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
。

上
司
に
自
分
の
出
身
大
学
、
電
気
通

信
大
学
の
佐
々
木
茂
美
教
授
か
ら
依
頼

が
あ
っ
た
旨
伝
え
ま
し
た
ら
、
即
座
に

ダ
メ
の
判
断
が
出
ま
し
た
。
後
年
ソ
ニ

ー
で
超
能
力
の
研
究
を
し
た
時
期
が
あ

り
ま
す
が
、
松
下
電
器
産
業
で
は
最
初

か
ら
Ｎ
Ｇ
で
し
た
。

そ
れ
で
内
緒
に
日
曜
日
の
夜
な
ど
に

大
学
に
伺
っ
て
、
透
視
能
力
者
の
山
下
少

年
の
実
験
中
の
脳
波
測
定
を
し
て
お
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ｐ
Ｋ
能
力
者
の
清
田

少
年
の
脳
波
測
定
も
し
て
お
り
ま
し
た
。

清
田
益
章
氏
と
は
半
世
紀
ず
っ
と
お
付

き
合
い
が
あ
り
、
今
日
の
報
告
の
中
に

も
彼
の
最
近
の
す
ご
い
も
の
を
お
伝
え

し
ま
す
。
そ
れ
ら
を
手
が
か
り
に
私
も

長
い
こ
と
こ
の
分
野
の
研
究
を
続
け
て

き
た
の
で
、
そ
れ
な
り
の
仮
説
を
立
て

ま
し
て
皆
様
方
に
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

厳
し
い
ご
批
判
を
い
た
だ
き
な
が
ら
さ

ら
に
こ
の
仮
説
を
仕
上
げ
て
い
こ
う
と
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い
う
希
望
を
も
っ
て
お
り
ま
す
。

研
究
所
の
上
司
が
ダ
メ
だ
と
言
っ
た

も
の
を
隠
れ
て
や
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
結
局
ば
れ
て
し
ま
っ
て
す
ご
く
怒

ら
れ
て
、
会
社
を
首
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
研
究
所
の
メ
ン
ツ
も
あ
る
の

で
、
依
願
退
職
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

幸
い
私
が
つ
く
っ
た
脳
力
開
発
研
究
所

に
2
年
間
委
託
研
究
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
紆
余
曲
折
が
あ
り
ま

し
た
が
、
私
は
古
く
か
ら
脳
波
研
究
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
の
脳
波
測
定
で

は
病
院
で
使
う
よ
う
な
大
型
の
脳
波
計

は
使
え
な
い
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
に
生
体

ア
ン
プ
を
つ
な
い
だ
り
し
て
、
脳
波
を
計

測
で
き
る
よ
う
な
性
能
に
仕
上
げ
て
測

定
し
ま
し
た
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
数
は
8
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
測
定
し
ま
す
が
、
前
頭
の

左
右
、
側
頭
の
左
右
、
頭
頂
の
左
右
、

後
頭
の
左
右
で
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

当
時
の
脳
波
の
知
見
と
し
ま
し
て

は
、
目
を
閉
じ
て
静
か
に
す
る
と
後
頭

の
ア
ル
フ
ァ
波
が
沢
山
出
る
が
、
他
の

部
位
で
は
ア
ル
フ
ァ
波
は
ほ
と
ん
ど
出

な
い
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
実
際

に
8
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
測
定
し
ま
す
と
、

前
頭
、
側
頭
、
頭
頂
で
も
沢
山
出
て
お

り
ま
し
た
。

能
力
者
の
脳
波
計
測

★
記
憶
力
世
界
一
：
友
寄
英
哲
氏

円
周
率
４
万
桁
暗
記　

9
・
8
Ｈ
ｚ

　

の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
が
優
勢

ソ
ニ
ー
社
員
で
あ
っ
た
友
寄
氏
は
、

円
周
率
４
万
桁
を
18
時
間
で
言
い
終
え

た
と
い
う
こ
と
で
、
3
年
間
ギ
ネ
ス
ブ

ッ
ク
に
載
り
ま
し
た
。

友
寄
氏
が
円
周
率
を
思
い
出
し
て
い

る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

9
・
8
Ｈ
ｚ
が
非
常
に
強
い
ピ
ー
ク
に

な
る
の
で
す
が
、
ｆ
分
の
1
揺
ら
ぎ
も

あ
り
、
そ
の
中
心
周
波
数
は
0
・
1
Ｈ

ｚ
く
ら
い
の
変
化
は
し
ま
す
。

非
常
に
面
白
い
の
は
人
間
で
す
か
ら

機
械
と
違
っ
て
、
円
周
率
を
思
い
出
す

と
き
非
常
に
早
く
す
ら
す
ら
し
ゃ
べ
れ

る
と
き
と
、
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
く
り
し
て

一
生
懸
命
思
い
出
そ
う
と
し
な
が
ら
思

い
出
せ
な
く
て
黙
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
円
周
率
を
し
ゃ
べ
る
と
き

に
ア
ル
フ
ァ
波
の
山
が
ち
ょ
っ
と
低
く

な
っ
て
途
絶
え
る
と
き
に
は
思
い
出
せ

な
い
の
で
す
。
そ
し
て
深
呼
吸
し
な
が

ら
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
る
と
思
い
出

す
の
が
早
く
な
り
、
ア
ル
フ
ァ
波
が
一

段
と
強
く
な
る
と
、
と
ん
と
ん
と
ん
と

思
い
出
す
の
が
早
く
な
り
ま
す
。

こ
う
い
う
ア
ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
る
よ

う
な
脳
状
態
の
と
き
に
は
、
も
の
を
覚

え
る
と
か
思
い
出
す
と
い
う
の
は
ス
ム

ー
ズ
に
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

★
独
創
的
発
想
力
：
米
長
邦
雄
氏

 

1
0
0
手
詰
め
の
詰
め
将
棋
を
5

分
で
解
く　

9
・
9
Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド

ア
ル
フ
ァ
波
が
優
勢

永
世
棋
聖
の
米
長
邦
雄
氏
に
1
0
0

手
詰
め
の
詰
め
将
棋
を
考
え
て
い
る
と

き
の
脳
波
を
測
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
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し
た
。
5
分
く
ら
い
で
解
い
て
し
ま
い

ま
し
た
。

図
は
一
生
懸
命
考
え
て
い
る
と
き
の

脳
波
で
す
が
、
閃
き
が
と
き
ど
き
出
ま

す
が
、
合
間
に
12
・
8
Ｈ
ｚ
の
周
波
数

が
出
て
い
る
と
き
に
は
詰
み
の
方
向
で

は
な
い
と
考
え
直
し
て
い
る
と
き
で

す
。
最
後
に
9
・
9
Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド
ア

ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
た
と
き
に
、「
解

け
た
よ
、
君
」と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

★
ハ
タ
・
ヨ
ガ
に
お
け
る
脳
波

ハ
タ
・
ヨ
ガ
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
、

2
種
類
の
ポ
ー
ズ
を
し
て
い
る
と
き
の

脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。
筋
肉
に
刺
激

を
与
え
な
が
ら
心
を
集
中
さ
せ
る
ア
ー

サ
ナ
（
ダ
ヌ
ラ
ー
シ
ャ
ナ
）
と
き
の
脳

波
は
、
12
・
5
Ｈ
ｚ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ア

ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
て
、
そ
の
後
筋
肉

を
完
全
に
弛
緩
さ
せ
何
も
考
え
な
く
リ

ラ
ッ
ク
ス
す
る
サ
バ
ー
サ
ナ
で
は
、

9
・
9
Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
が
強

く
出
ま
し
た
。

自
律
訓
練
法
に
よ
る
皮
膚
温
と
脳
波
の

変
化自

律
訓
練
法
は
ド
イ
ツ
の
精
神
科
医

シ
ュ
ル
ツ
に
よ
っ
て
創
始
さ
れ
た
自
己

催
眠
法
で
あ
り
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

技
法
で
す
。
図
は
自
律
訓
練
法
を
し
て

い
る
と
き
の
脳
波
の
周
波
数
で
す
。
右

側
は
お
な
か
が
温
か
く
な
る
と
い
う
暗

示
の
と
き
の
周
波
数
で
す
が
、
10
Ｈ
ｚ

の
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
が
非
常
に
高
く

出
ま
す
。

い
か
に
し
て
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
を
出

す
か

★
自
律
訓
練
法
：
調
身
、
調
息
、
調
心

・ 

手
足
が
温
か
く
な
る
→
全
身
の
血
行　

が
良
く
な
る

・ 

お
な
か
が
温
か
く
な
る
→
内
臓
の
働　

き
が
良
く
な
る

・ 
額
が
涼
し
く
な
る
→
勘
が
冴
え
て
く　

るこ
う
い
う
3
つ
の
変
化
が
出
て
来
た

ら
、
お
お
む
ね
自
律
訓
練
法
は
う
ま
く

い
っ
て
い
る
よ
と
評
価
さ
れ
ま
す
。

で
は
脳
波
を
測
り
な
が
ら
自
律
訓
練

法
を
し
た
ら
ど
う
な
る
か
？
ミ
ッ
ド
ア

ル
フ
ァ
波
が
強
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

手
足
→
お
な
か
→
額
の
ス
テ
ー
ジ
に
移

っ
て
い
き
ま
す
。

★ 

ア
メ
リ
カ
の
Ｂ
Ｆ
（
バ
イ
オ
フ
ィ
ー　

ド
バ
ッ
ク
）法
を
改
良

図
の
右
上
の
装
置
は
松
下
電
器
産
業

に
所
属
し
て
い
た
と
き
に
つ
く
っ
た
も

の
で
す
。
脳
波
を
測
定
し
な
が
ら
、
ア

ル
フ
ァ
波
が
強
く
出
る
と
テ
ー
プ
レ
コ

ー
ダ
ー
が
動
き
出
し
て
、
そ
れ
に
録
音

さ
れ
て
い
る
内
容
（
鳥
の
鳴
き
声
、
波
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の
音
等
）
が
聞
く
こ
と
が
で
き
る
装
置

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ア
ル
フ
ァ
波
を

強
く
出
す
訓
練
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
、

当
時
の
米
国
で
は
人
気
が
出
ま
し
た
。

不
思
議
現
象
解
明
の
た
め
の
脳
波
計
測

図
は
松
下
電
器
産
業
を
辞
め
て
か
ら

2
年
間
の
委
託
研
究
の
と
き
に
、
開
発

し
た
小
型
の
脳
波
計
で
す
。

小
型
に
す
る
た
め
に
2
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
し
た
の
で
す
が
、
右
脳
の
脳
波
（
チ

ャ
ン
ネ
ル
1
）
と
左
脳
の
脳
波
（
チ
ャ

ン
ネ
ル
2
）
を
測
定
し
、
両
側
の
脳
波

の
位
相
が
揃
う
と
表
示
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本

音
（
右
脳
）
と
建
前
（
左
脳
）
が
合
致
す

れ
ば
、
脳
の
活
動
は
非
常
に
効
率
的
に

な
り
ま
す
。
こ
の
装
置
は
そ
の
よ
う
に

両
側
の
脳
波
の
位
相
が
揃
う
と
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
の
音
が
鳴
る
よ
う
な
仕
組
み

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
装
置
は
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
2
人

の
脳
波
を
測
定
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
例
え
ば
生
徒
と
教
師
、
あ
る
い
は

選
手
と
コ
ー
チ
の
間
の
脳
波
の
位
相
が

揃
え
ば
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
う
ま

く
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
二
人
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
の
音
が

出
る
よ
う
に
訓
練
す
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
良
く
な
り
、
選
手
の
成
績

が
伸
び
た
り
し
ま
す
。

シ
ュ
ー
マ
ン
の
仮
説
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯

よ
く
周
波
数
を
調
べ
ま
す
と
、
い
つ

も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
き
は
7
・
8

Ｈ
ｚ
の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
、
13
・
6
Ｈ

ｚ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
フ
ァ
波
、
19
・
8

Ｈ
ｚ
の
ベ
ー
タ
波
、
25
・
４
Ｈ
ｚ
の
4

種
類
の
波
が
脳
波
と
し
て
際
立
っ
て
出

て
来
ま
す
。

ど
う
し
て
そ
れ
ら
の
周
波
数
が
出
て

く
る
の
か
何
を
探
し
て
も
見
つ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
1
9
5
2
年
に
シ
ュ

ー
マ
ン
が
地
球
の
外
側
に
プ
ラ
ス
と
マ

イ
ナ
ス
の
電
離
層
が
出
来
て
い
て
、
そ

の
電
離
層
が
プ
ラ
ズ
マ
振
動
し
て
電
磁

波
が
発
生
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
出

し
ま
し
た
。
そ
の
周
波
数
も
計
算
し
て

出
し
た
の
で
す
が
、
当
時
は
そ
の
計
測

技
術
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
ま
た
ま
米
国
の
ア
ポ
ロ
計
画
で
い

き
な
り
人
間
を
月
に
送
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
ロ
ケ
ッ
ト
で
空
間
の
状

況
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
1
9
5
8

年
米
国
の
物
理
学
者
バ
ン
ア
レ
ン
が
そ

の
電
離
層
を
発
見
し
た
た
め
、「
バ
ン
ア

レ
ン
帯
」と
い
う
名
前
が
つ
き
ま
し
た
。

バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
周
波
数
は
先
ほ
ど

述
べ
ま
し
た
脳
波
の
ピ
ー
ク
の
4
つ
の

周
波
数
と
合
致
す
る
の
で
す
。

右
側
下
図
の
よ
う
に
地
球
の
大
気
圏

の
外
側
ま
で
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
電

離
層
が
す
ご
く
大
き
な
領
域
で
存
在
し

て
い
ま
す
。
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そ
こ
で
人
工
衛
星
「
エ
ク
ス
プ
ロ
ー

ラ
ー
１
号
」
で
そ
の
周
波
数
を
計
測
し

ま
し
た
。
Ｆ
1
：
7
・
8
Ｈ
ｚ
、
Ｆ

2
：
13
・
6
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
3
：
19
・
8
Ｈ

ｚ
、
Ｆ
４
：
25
・
４
Ｈ
ｚ
の
ピ
ー
ク
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
周
波
数
は
毎
日

計
測
さ
れ
て
、
ネ
ッ
ト
上
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

私
は
「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、
こ
れ
ら

の
ピ
ー
ク
の
周
波
数
と
脳
波
の
周
波
数

の
分
け
方
と
一
致
す
る
の
で
は
な
い

か
」
と
思
い
ま
し
た
。
Ｆ
１
が
ス
ロ
ー

ア
ル
フ
ァ
波
、
Ｆ
2
が
フ
ァ
ー
ス
ト
ア

ル
フ
ァ
波
、
Ｆ
3
が
ベ
ー
タ
波
、
Ｆ
４

が
ガ
ン
マ
波
で
す
。（
続
く
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
六
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会
報
告

人
生
の
大
転
換
を
画
し
た
竹
炭
の

効
用

　
　
　

講
師　

岩
熊�

裕
明�

氏

�

（
株
式
会
社�

夢
大
地　

代
表
取
締
役
）

日
時　

令
和
4
年
4
月
16
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
Ｆ
）

今
で
は
あ
た
り
ま
え
と
な
っ
たW

i-Fi

の
電
波
が
届
か
な
い
四
国
の
山
奥
で
竹

炭
を
焼
く
岩
熊
裕
明
が
家
族
と
も
ど
も

人
生
の
大
転
換
を
画
し
た
竹
炭
と
の
出

会
い
や
そ
の
効
用
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

竹
は
今
、
日
本
中
に
放
置
さ
れ
竹
林

化
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
大
き
な

訳
が
あ
る
よ
う
で
す
。
竹
は
今
後
地
球

を
救
う
為
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
植
物

で
す
か
ら
、
否
が
応
で
も
広
が
り
続
け

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。
竹
の

持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
特
性
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
が
、
元
素
成
分
に
も
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
竹
の
本
体
に
は
特
に
鉄
分
が
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
竹
の
笹
の
葉

に
は
沢
山
の
ケ
イ
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
植
物
の
元
素
成
分
は
、
生
の
ま
ま
で

も
炭
化
し
た
後
で
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
長
期
利
用
・
長

期
保
存
が
可
能
で
あ
る
炭
に
す
れ
ば
、

地
球
環
境
改
善
と
人
類
や
生
き
物
の
健

康
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
七
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会
報
告

見
え
な
い
世
界
の
リ
ア
ル
〜
能
表

現
と
サ
イ
科
学
の
接
点
を
探
る
〜

　
　
　

講
師　

山
中�

雅
志�

氏

�（
観
世
流
能
楽
師
、
山
中
能
舞
台
主
宰
）

日
時　

令
和
4
年
5
月
14
日（
土
）

会
場　

阿
倍
王
子
神
社
参
集
殿（
2
Ｆ
）

幽
玄
の
世
界
を
あ
つ
か
う
「
能
」
は
、

6
0
0
年
以
上
の
命
脈
を
保
つ
古
典
芸

能
。
演
目
の
大
半
が
霊
魂
な
ど「
幽（
か

く
）
れ
た
世
界
」
を
扱
っ
て
い
る
点
で

特
異
で
す
が
、
見
え
な
い
世
界
を
扱
う

サ
イ
科
学
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
観
世
流
シ
テ
方
能
楽

師
、
山
中
雅
志
氏
を
迎
え
、
見
え
な
い

世
界
に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
い
、

サ
イ
科
学
と
の
接
点
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
講
演
で
は
、
能
面
な

ど
手
に
取
っ
て
の
解
説
、
ま
た
参
加
者

が
能
装
束
を
つ
け
る
実
演
も
お
こ
な
わ

れ
、
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会　

6
月

の
定
例
幹
事
会
に
か
わ
る「
お
茶

会
」に
関
連
し
て　

������　
　
　
　
　

和
田�

高
幸

�

（
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会�

会
長
）

6
月
の
研
究
集
会
は
中
止
（
延
期
）

と
な
り
ま
し
た
が
、「
お
茶
会
」
あ
る

い
は
「
お
茶
」
に
つ
い
て
す
こ
し
述
べ

た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
ず
わ
た
し
の
場
合
、「
お
茶
」
を

嗜
む
習
慣
が
つ
い
た
の
は
1
9
7
0

年
頃
の
学
生
時
代
、
英
国
の
家
庭
に
滞

在
し
て
い
た
時
期
が
き
っ
か
け
だ
っ
た

と
記
憶
し
ま
す
が
、
当
時
の
英
国
人
た
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ち
は
朝
か
ら
晩
ま
で
一
日
に
何
度
も
紅

茶
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。
英
国
に
は
紅

茶
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
昔
は
値
段

が
高
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
酪

農
国
で
す
か
ら
ミ
ル
ク
は
安
く
、
カ
ッ

プ
に
は
ミ
ル
ク
を
先
に
注
ぐ
の
が
ふ
つ

う
で
し
た
（
私
の
よ
う
な
日
本
人
に
は

奇
異
な
感
じ
が
し
ま
し
た
が
）。

そ
の
後
、
豪
州
の
大
学
へ
留
学
、
さ

す
が
ミ
ル
ク
の
品
質
は
よ
か
っ
た
で
す

が
、
専
ら
お
茶
よ
り
ビ
ー
ル
の
毎
日
で

し
た
。

日
本
的
な
「
茶
室
」
を
構
え
る
の
は

長
年
の
夢
で
し
た
が
、
自
宅
の
座
敷
を

使
え
ば
実
現
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
つ
い
た
の
は
最
近
の
こ
と
で
す
。
幸

い
、
庭
に
は
蹲
踞
（
つ
く
ば
い
）
が
あ

り
、
縁
側
を
「
待
合
」
と
す
る
発
想
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
茶
釜
や
炭
は
ど
こ
で

も
手
に
入
り
ま
す
が
、「
お
茶
」
と
い

え
ば
「
作
法
」
や
「
形
式
」
を
思
い
浮
か

べ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

一
応
の
素
養
は
あ
る
と
は
い
え
、
お

茶
の
来
歴
な
ど
を
み
ま
す
と
、
茶
室
も

茶
会
も
け
っ
こ
う
自
由
な
発
想
で
よ
い

の
か
と
思
わ
れ
ま
す
。「
茶
の
湯
」
と

い
え
ば
茶
碗
や
生
け
花
、
掛
け
軸
な
ど

の
道
具
立
て
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
が
、

貿
易
港
の
堺
か
ら
発
祥
し
た
の
で
す
か

ら
当
然
で
す
。
舶
来
も
の
の
陶
芸
品
や

絵
画
な
ど
で
財
を
成
し
た
の
は
堺
の
商

人
た
ち
で
す
。
千
利
休
や
そ
の
師
匠
・

武
野
紹
鴎
も
豪
商
と
い
わ
れ
、
当
時
の

「
茶
会
」
の
同
人
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

茶
会
は
、
現
代
風
に
い
え
ば
「
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
の
よ
う
な
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
週
一
回
の
定
例
会
に
は
選

抜
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
会
合
の

中
身
は
食
事
と
ス
ピ
ー
チ
で
す
。

と
こ
ろ
で
茶
道
を
大
成
し
た
利
休
の

師
匠
、
武
野
紹
鴎
（
た
け
の
・
じ
ょ
う

お
う
）
の
茶
室
が
「
天
下
茶
屋
（
て
ん

が
ち
ゃ
や
）」
に
近
い
松
虫
通
（
阿
倍
野

区
）
の
「
聖
天
」
に
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
を
、
住
職
か
ら
聞
き
ま
し
た
。
8
畳

く
ら
い
の
広
さ
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

茶
室
と
し
て
は
広
め
で
す
。
わ
た
し
の

推
測
で
す
が
、
堺
か
ら
来
た
紹
鴎
は
、

も
と
も
と
異
国
か
ら
や
っ
て
き
た
宣
教

師
で
背
丈
も
日
本
人
よ
り
大
き
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
、
紹
鴎
が
つ
く
っ
た
茶

室
で
す
か
ら
「
紹
鴎
庵
」。
こ
れ
が
な
ま

っ
て「
ジ
ョ
ウ
ア
ン
」と
な
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
堺
の「
利
晶
の
杜
」
に
は
宣
教

師
、「
ジ
ョ
ア
ン
ナ
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
」
の

展
示
が
あ
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
「
ジ
ョ
ア

ン
ナ
」
は
日
本
名
「
じ
ょ
う
あ
ん
」
を
名

乗
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
天
下
茶
屋
の
近

隣
に
は
「
基
督
教
短
大（
き
り
た
ん
）」

の
敷
地
が
あ
り
、
昔
こ
こ
に
は
宣
教
師

が
住
ん
で
い
て
日
本
庭
園
も
あ
っ
た
と

地
元
の
古
老
か
ら
聞
き
ま
し
た
が
、
同

一
の
人
物
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
堺
や
大
坂
は
海

に
面
し
て
お
り
、
し
か
も
西
に
ひ
ら
け

た
港
町
で
し
た
か
ら
ヒ
ト
や
モ
ノ
が
行

き
か
う
の
は
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
、
つ

ま
り
国
際
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、「
茶
の
湯
」
も
同
様
、
西
洋
や
大
陸

か
ら
入
っ
て
き
て
定
着
し
た
文
化
で
す
。

大
阪
、
船
場
生
ま
れ
の
父
は
、
生
前

「
あ
る
も
の
、
使
え
る
も
の
は
最
後
ま

で
使
え
」と
よ
く
言
い
ま
し
た
が
、「
古

い
も
の
」
や
「
あ
る
も
の
」（
数
寄
屋
）

を
生
か
す
と
い
っ
た
心
が
け
が
今
回
の

「
茶
室
」
に
結
晶
し
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

当
日
は
、
懐
石
料
理
な
ら
ぬ
「
茶
巾

鮨
」
と
「
茶
碗
蒸
」
の
昼
食
と
煎
茶
椀

で
接
待
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

人
生
を
命
が
消
え
る
ま
で
心
も

健
康
で
あ
り
た
い
生
き
方

������　
　
　
　
　

森
安�

政
仁

　

�

（
前
九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

私
は
81
歳
で
現
在
健
康
で
痛
み
も
な

く
、
自
営
業
（
鶏
卵
卸
業
）
で
毎
日
の

出
会
い
の
人
と
心
の
勉
強
を
し
て
い
ま

す
。
41
年
間
全
国
の
縁
あ
る
方
と
出
会

い
、
無
料
で
心
霊
治
療
を
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

そ
し
て
一
番
大
切
な
事
は
人
間
関
係

の
調
和
に
気
づ
き
ま
し
た
。
特
に
生
霊

（
想
念
、
人
の
思
い
の
念
）、
怒
り
、
妬
み

等
の
思
い
を
身
体
に
受
け
る
と
、
身
体

の
ど
こ
か
に
痛
み
、
し
び
れ
、
頭
痛
等

と
し
て
受
け
る
80
％
位
が
生
霊
と
私
は

思
い
ま
す
。
こ
の
状
態
が
長
い
年
月
続

く
と
念
を
発
し
た
人
も
受
け
た
人
も
病

気
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

先
祖
か
ら
い
た
だ
い
た
肉
体
の
弱
い
部

分
が
病
気
と
し
て
現
れ
る
よ
う
で
す
。

生
霊
は
発
す
る
人
間
の
思
い
が
消
え

る
ま
で
き
ま
す
（
波
の
よ
う
に
続
き
ま

す
）。
こ
の
生
霊
を
止
め
る
こ
と
は
、

私
は
誰
も
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
（
祈

り
で
一
時
的
に
軽
く
な
り
ま
す
が
）。

左
側
は
女
性
か
ら
の
思
い
、
右
側
は
男

性
か
ら
の
思
い
、
そ
し
て
身
内
の
争
い

が
特
に
難
病
が
多
い
よ
う
で
す
。

先
祖
に
つ
い
て

会
社
、
商
店
、
個
人
で
も
争
い
事
を

長
い
年
月
し
て
い
る
と
、
先
祖
が
心
配

し
て
、
あ
の
世
で
苦
し
ん
で
、
悪
い
方
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に
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
争
い
事
は
短

期
間
に
し
て
早
く
気
づ
く
事
が
大
切
と

思
い
ま
す
。
争
い
事
を
し
て
い
る
会

社
、
商
店
、
個
人
は
、
私
が
知
る
限
り

だ
め
に
な
り
ま
し
た
。
沢
山
の
ご
先
祖

様
に
尋
ね
て
、
皆
先
祖
の
願
い
は
「
仲

良
く
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
て
と
言

わ
れ
ま
し
た
。

80
歳
〜
90
歳
の
夫
婦
共
健
康
で
い
る
方

の
生
き
方

・ 

両
家
と
も
先
祖
の
供
養
を
大
切
に
し　

て
い
る

・
争
い
は
す
る
が
す
ぐ
仲
直
り
す
る

・ 

奥
さ
ん
が
だ
ん
な
さ
ん
に
尽
く
し
て　

い
る

・ 

だ
ん
な
さ
ん
が
奥
さ
ん
に
尽
く
し
て　

い
る

・ 

子
供
に
は
争
い
を
し
な
い
よ
う
に
言　

い
聞
か
せ
て
い
る

・ 

社
会
に
奉
仕
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い　

る
・
皆
両
家
共
兄
弟
が
仲
が
良
い

80
歳
代
に
な
っ
て
気
づ
い
た
思
い

　

身
体
が
老
化
し
て
い
る
が
、
心
が
発

す
る
思
い（
念
）が
強
く
な
っ
て
く
る
。

ま
た
相
手
の
念
を
受
け
る
と
身
体
が
老

化
し
て
い
る
の
で
、
若
い
と
き
よ
り
強

く
感
じ
る
。
人
生
死
ぬ
ま
で
修
行
と
思

い
ま
す
。

介
護
に
な
ら
な
い
た
め
に
は

・ 

若
い
と
き
か
ら
争
い
事
を
な
る
だ
け　

し
な
い

・
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い

・
世
の
た
め
、
人
の
た
め
に
尽
く
す

・
思
い
や
り
の
心
が
大
切

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
2
号（
1
9
8
4
年

6
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

名
著
こ
ぼ
れ
話　
　
　
　

������　
　
　
　
　

関�
英
男
�

（
元
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長
）

「
サ
イ
」
3
号
45
ペ
ー
ジ
の
広
告
で

『
あ
る
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
』
と
い
う
書
物

に
お
気
付
き
の
会
員
も
お
ら
れ
た
と
思

う
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
出
版
社
で

あ
る
。
森
北
出
版
と
い
え
ば
、
理
工
学

専
門
の
出
版
社
と
し
て
手
広
く
活
動
し

て
い
る
の
で
、
そ
の
方
面
で
御
存
じ
な

い
方
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

理
工
学
書
し
か
扱
わ
な
い
出
版
社
が
、

な
ぜ
ヨ
ガ
に
関
す
る
本
を
だ
す
よ
う
に

な
っ
た
か
の
経
緯
を
知
っ
て
る
方
は
ほ

と
ん
ど
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

筆
者
も
、「
日
本
神
学
」の
表
紙
裏
に

中
野
裕
道
先
生
著「
ヨ
ー
ガ
霊
動
法
」と

並
ん
で『
あ
る
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
』を
紹
介

し
て
あ
る
の
で
、
神
学
連
盟
が
出
版
し

て
い
る
の
か
な
、
と
思
っ
た
位
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ「
日
本
神
学
」で
も
、
昭

和
57
年
頃
の
推
薦
図
書
を
見
る
と『
ヨ

ガ
行
者
の
一
生
』
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
日
本
語
版
の
初
版
は
昭
和
35
年
6
月

25
日
で
定
価
2
、
0
0
0
円
、
関
書
院

新
社
（
森
北
ビ
ル
内
）
発
行
と
な
っ
て

い
る
。
昨
年
、
9
月
10
日
初
版
と
し
て

発
行
さ
れ
た
『
あ
る
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
』

は
森
北
出
版
社
の
名
に
お
い
て
、
定
価

2
、
8
0
0
円
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
間
の
事
情
を
筆
者
の
知
っ
て
い

る
所
か
ら
述
べ
る
と
こ
う
で
あ
る
。
ま

ず
、
京
都
に
あ
っ
た
関
書
院
の
先
代
社

長
が
、
Ｓ
Ｒ
Ｆ
（
自
己
実
現
同
志
会
）

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
昭
和
35
年
に
出
版

し
た
が
、
経
営
の
都
合
で
在
世
中
に
森

北
出
版
社
の
会
長
森
北
常
雄
氏
に
出
版

の
継
続
を
依
頼
し
、
関
書
院
の
先
代
社

長
は
他
界
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
森
北
ビ

ル
（
元
は
駿
河
台
に
あ
っ
た
）
内
に
関

書
院
新
社
を
設
け
て
出
版
を
継
続
し
、

昭
和
53
年
に
は
11
版
を
重
ね
た
。
現

在
、
京
都
に
関
書
院
は
な
い
そ
う
で
あ

る
。
森
北
出
版
社
は
社
屋
を
現
在
の
千

代
田
区
富
士
見
一
丁
目
に
移
し
、
原
本

は
同
じ
だ
が
、
一
昨
年
新
し
く
版
権
を

取
得
し
、
昨
年
9
月
10
日
に
初
版
と
し

て
世
に
出
し
た
の
で
あ
る
。

一
体
な
に
ゆ
え
に
理
工
学
書
し
か
扱

わ
な
い
森
北
出
版
が
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
を

発
行
し
た
の
か
。
そ
れ
は
現
会
長
の
森

北
常
雄
氏
が
、
関
書
院
の
先
代
社
長
と

深
い
友
人
関
係
に
あ
り
、
そ
の
依
頼
に

よ
っ
て
引
受
け
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
を
現
社
長
の
森
北
肇
氏
が
継
承
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
先
代
の
関
書
院
社
長
が
故
人
と
な

っ
た
現
在
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
大
冊
を

翻
訳
出
版
し
た
の
か
を
知
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
さ
ら
に
湧
い
て
く
る
疑
問

と
し
て
、
原
本
の
出
版
権
に
つ
い
て
で

あ
る
。
米
国
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
に
あ
る

Ｓ
Ｒ
Ｆ
と
い
う
会
員
組
織
の
団
体
の
出

版
部
が
版
権
を
所
有
し
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
こ
れ
は
通
常
の
場
合
の
よ
う
に

出
版
が
主
体
業
務
で
は
な
い
の
で
あ

る
。
ま
た
、
旧
版
と
新
版
の
日
本
語
訳

を
筆
者
は
丹
念
に
比
べ
て
み
た
が
、
確

か
に
、
新
版
の
方
の
日
本
訳
は
洗
練
さ

れ
て
読
み
易
く
な
っ
て
お
り
、
内
容
は

正
確
無
比
で
あ
る
。
こ
れ
が
20
年
以
上

の
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
理
由
で
も
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あ
る
。

原
著
者
パ
ラ
マ
ハ
ン
サ
・
ヨ
ガ
ナ
ン

ダ
は
1
8
9
3
年
1
月
5
日
イ
ン
ド
東

北
部
の
ゴ
ラ
ク
プ
ー
ル
に
生
れ
、
1
9
5

2
年
3
月
7
日
米
国
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

に
お
い
て
3
次
元
の
肉
体
を
離
れ
た
。

そ
の
間
、
1
9
1
7
年
に
、
い
か
な
る

宗
派
に
も
属
さ
な
い
公
益
法
人
Ｙ
Ｓ
Ｓ

を
イ
ン
ド
に
創
設
し
、
1
9
2
0
年
に

同
様
の
法
人
Ｓ
Ｒ
Ｆ
を
米
国
ロ
ス
ア
ン

ゼ
ル
ス
に
設
立
し
た
。
変
っ
て
い
る
の

は
、
旧
版
も
新
版
も
日
本
語
訳
の
訳
者

名
が
な
く
、
Ｓ
Ｒ
Ｆ
日
本
会
員
と
な
っ

て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

筆
者
は
失
礼
と
思
っ
た
が
、
試
み
に

こ
の
点
を
編
集
担
当
者
に
質
し
て
み

た
。
す
る
と
、
英
語
に
堪
能
な
貿
易
会

社
員
で
、
し
か
も
Ｓ
Ｒ
Ｆ
会
員
の
御
協

力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
こ
の
書
物
の
著
者
は
本
格
的
な
ヨ

ガ
の
行
を
ス
ワ
ミ
・
ス
リ
・
ユ
ク
テ
ス

ワ
よ
り
教
わ
っ
た
。
ス
ワ
ミ
・
ス
リ
・

ユ
ク
テ
ス
ワ
の
師
は
ラ
ヒ
リ
・
マ
ハ
サ

ヤ
で
あ
り
、
そ
の
ま
た
師
に
当
る
マ
ハ

ア
ヴ
ァ
タ
ー
・
バ
バ
ジ
は
イ
ン
ド
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
に
現
存
す
る
数
千
歳
の
神
人
だ

と
い
う
。
こ
れ
ら
3
人
の
肖
像
は
著
者

の
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
書
物
の
巻
頭

に
飾
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
バ
バ
ジ

の
肖
像
だ
け
は
、
画
家
の
描
い
た
も
の

で
あ
っ
て
、
減
多
に
娑
婆
に
姿
を
現
わ

さ
な
い
た
め
で
も
あ
る
。
バ
バ
ジ
以
外

の
3
人
は
も
う
故
人
で
あ
る
が
、
こ
の

書
物
の
著
者
ヨ
ガ
ナ
ン
ダ
の
師
の
ま
た

師
の
ラ
ヒ
リ
・
マ
ハ
サ
ヤ
の
霊
が
「
人

類
の
原
点
を
探
る
」
の
著
者
、
安
東
民

先
生
と
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
誠
に
興

味
あ
る
因
縁
で
あ
る
。
ヨ
ガ
ナ
ン
ダ
は

『
あ
る
ヨ
ギ
の
自
叙
伝
』
の
他
に
9
冊

の
書
物
を
著
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

1
冊
を
森
北
出
版
の
元
常
務
の
太
田
さ

ん
か
ら
翻
訳
に
つ
い
て
筆
者
が
相
談
さ

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
初
期
総
務
理
事
照

洲
さ
ん
に
示
し
た
所
、
か
な
り
乗
気
に

な
ら
れ
た
が
、
版
権
交
渉
が
進
ま
ず
に

流
れ
て
し
ま
っ
た
。
所
が
、
筆
者
は
図

ら
ず
も
、
そ
の
中
の
術
語
に「
オ
ー
ム
」

と
い
う
言
葉
を
記
録
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
い
わ
ゆ
る
安
東
民
先
生
の
オ
ー
ム

振
動
水
の
語
源
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
オ
ー
ム
は
す
べ
て

の
音
響
の
基
本
で
あ
り
、
神
を
象
徴
す

る
宇
宙
語
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ー
ダ
語
の
オ

ー
ム
は
チ
ベ
ッ
卜
語
の
聖
な
る
語
「
ウ

ム
」
に
な
っ
た
。
ま
た
、
回
教
徒
の
ア

ー
ミ
ン
、
そ
れ
か
ら
エ
ジ
プ
ト
、
ギ
リ

シ
ャ
、
ロ
ー
マ
、
ユ
ダ
ヤ
お
よ
び
キ
リ

ス
ト
教
徒
の
ア
ー
メ
ン
に
転
化
し
た
。

ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
ア
ー
メ
ン
は
確
実
と
忠

実
を
意
味
す
る
。
オ
ー
ム
は
聖
な
る
霊

魂
（
不
可
視
の
宇
宙
振
動
、
あ
る
い
は

宇
宙
創
造
の
大
神
様
の
諸
相
の
中
に
存

在
す
る
神
）
か
ら
放
散
さ
れ
る
す
べ
て

に
透
入
す
る
音
響
で
あ
る
。
ま
た
、
聖

書
の
言
葉
で
あ
り
、
す
べ
て
の
原
子
内

に
あ
る
神
聖
な
存
在
を
実
証
す
る
創
生

の
声
で
あ
る
。
オ
ー
ム
は
Ｓ
Ｒ
Ｆ
（
自

己
実
現
同
志
会
）
の
瞑
想
法
の
実
践
に

よ
っ
て
耳
に
き
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

話
が
そ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ふ
た

た
び
原
著
に
も
ど
る
こ
と
に
し
よ
う
。

訳
本
は
5
0
0
ペ
ー
ジ
以
上
に
及
ぶ

厚
い
書
物
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
根
気

の
よ
い
方
で
な
い
と
、
全
巻
に
目
を
通

す
の
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
サ
イ

科
学
を
本
格
的
に
掘
下
げ
よ
う
と
す
る

な
ら
、
こ
の
書
物
を
読
ん
で
お
か
な
い

と
話
に
な
ら
な
い
。
著
者
ヨ
ガ
ナ
ン
ダ

は
ク
リ
ア
・
ヨ
ガ
を
実
践
し
た
が
、
同

時
に
唯
物
科
学
万
能
の
西
欧
の
人
々

に
、
そ
の
本
質
を
普
及
す
る
使
命
を
与

え
ら
れ
た
の
で
、
世
間
一
般
で
い
う
最

高
学
府
に
入
っ
て
大
学
教
育
を
受
け
、

1
9
2
0
年
米
国
に
渡
っ
た
。

か
く
い
う
筆
者
も
こ
の
書
物
か
ら
沢

山
の
こ
と
を
学
ん
だ
。
無
線
電
信
を
マ

ル
コ
ニ
ー
よ
り
以
前
に
発
明
し
て
お
り

な
が
ら
、
そ
の
栄
誉
を
求
め
ず
、
む
し

ろ
、
動
物
、
鉱
物
、
植
物
の
す
べ
て
が

躍
動
す
る
生
気
を
観
察
で
き
る
ク
レ
ス

コ
グ
ラ
フ
を
発
明
し
た
大
科
学
者
ボ
ー

ス
の
話
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

何
年
も
何
年
も
飲
ま
ず
食
わ
ず
に
生

き
た
の
は
、
日
本
の
長
南
年
恵
だ
け
か

と
思
っ
た
ら
、
イ
ン
ド
に
は
50
年
間
も

断
食
し
て
平
気
な
ギ
リ
バ
ラ
と
い
う
女

性
が
あ
っ
た
こ
と
を
こ
の
書
物
か
ら
教

え
ら
れ
た
。
し
か
も
、
著
者
ヨ
ガ
ナ
ン

ダ
は
わ
ざ
わ
ざ
ギ
リ
バ
ラ
の
住
む
ベ
ン

ガ
ル
の
山
奥
フ
ル
リ
ア
ま
で
訪
ね
て
い

っ
た
。
そ
し
て
、
ギ
リ
バ
ラ
は
12
歳
4

か
月
以
来
、
68
歳
の
当
時
ま
で
、
い
っ

さ
い
飲
食
物
を
口
に
し
な
い
秘
法
を
質

問
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
秘
密
を
一
切

漏
ら
す
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
、

と
い
っ
て
拒
絶
さ
れ
た
。
た
だ
、
あ
る

種
の
マ
ン
ト
ラ
と
一
種
の
呼
吸
法
か
ら

成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
だ
け
が
分
か
っ

た
。
い
わ
ゆ
る
仙
人
が
霞
を
食
っ
て
生

き
る
方
法
を
地
で
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

故
人
か
ら
直
接
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
、
こ
こ
は
筆
者
の
想
像
だ

が
、
関
書
院
の
先
代
社
長
は
Ｓ
Ｒ
Ｆ
の

会
員
と
な
り
、
利
害
を
超
越
し
て
、
こ

の
名
著
を
邦
訳
す
る
よ
う
推
進
さ
れ
た

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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故 関英男先生のサイ関係（+α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定価　　送料

加速教育法（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,100 円（300 円）

加速学習法（1995：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・2,550 円（200 円）

サイ科学の全貌（1991：工作舎）� ・・・・・・・・・・・・・・1,995 円（200 円）

グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（160 円）

念波（1990：加速学園出版部）� ・・・・・・・・・・・・・・・・800 円（160 円）

CD：生命と宇宙［講演録 72 分］（1998：船井メディア）� ・・・・3,000 円（160 円）

謎のオズマ計画　―ＵＦＯとの関連―�（1976�USL）�・・・・・・・��190 円�（160 円）

FIVE��DIMENSIONAL��WORLD（1974 : 英語版）� ・・・・・・1,000 円（160 円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。
以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修

深宇宙探訪記（上）（1991 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（中）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

深宇宙探訪記（下）（1992 : 加速学園出版部）� ・・・・・・・・・1,000 円（200 円）

VHSビデオ : オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� ・・・・・3,000 円（200 円）

VHSビデオ : ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ・・・・3,000 円（200 円）

※ビデオは日本語逐次通訳付きです。

お問合せ、御注文は先に下記のE-mail、または FAX宛にお願い致します。

その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。

ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から 2週間以内に発送致します。

※ 1種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mail または FAX

で確認して頂いてから、お願い致します。

※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦願い

ます。

<お問い合わせ>

日本サイ科学会事務局� 〒 271-0047��千葉県松戸市西馬橋幸町 41-506

� � � E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp

� � � FAX�047-330-4091
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（１）自分専用のガイド（守護霊）を演出（所有）する。
夜になり、ベランダに出て、暗い世空に向けてキ
リを吹き、水滴をカメラでフラッシュ撮影する。
毎晩続けると、そのうちにガイド（守護霊）が出て
くる（約1ヵ月間）。

（２）呼吸法などを用いて脳波の周波数を下げて変
性意識状態（ASC）になり、目隠し（アイマスク等）
をして、非肉眼で外部を見る事を試みる。見える
人は超能力者である。普通人でも、見える様に成
るには、毎晩、毎晩施行して、10ヵ月くらいで、
見える様に成れば、上出来である。

（３）この時、無意識層から「気」が体外に放出さ
れて、そこにある真オーブ（依り代）に付着して意
識体を形成する。

（４）意識体は脳と協力して、マクロPKとして、
スカラー波を介して、念写が形成される。

（５）脳（意識）と心（自律神経）の関係をみると、
サイ現象生起時の両者は、協力して現象生起の為
の努力をしている。

（６）この実験の実施状況を述べる。
（６−１）結果としての念写像等。市街地の橋の上、
高速道路のPAなど、多少埃っぽい場所が良い。

（６−２）ガイドは深みの在る色合い。また重々し
い感じがある。自分の先祖をガイドにすると、よ
り安心感がでる。　

（６−３）オーブの円内の表面模様をカオス解析し
たところ、駆動因子としてフラクタル数1.9〜2 .3
が得られた（苗）、これから、皮膚の約2箇所から

「気」が出ていると推定した。
（６−４）透視時の写真を見ると、鏡像が多い（福
来、佐々木、山下、清田）。つまり、上下は正像
であるが、左右は鏡像である。これは視覚が向う
側にある証拠である。

（６−５）念写時の光は、むこう側からやってくる
（山下、中国の子供たち）。
（６−６）芽オ−ブは、向こう側からくる（佐藤、
佐々木、川崎等）。

（６−７）5秒おきに連続して写真を撮影した時も、
得られるオーブ写真には、量子的な結果と物体的
な結果が重畳してあらわれている。

（６−８）現象生起時の脳波が7〜8Hzに近づくと、
皮膚の上下振動（ＭＶ）もこれに同調する傾向があ
る。つまり脳機能と自律神経機能が協力して、現
象を生起させているようすである。以上から、

（A）「気」は大気中を流動している。
（B）変性意識状態（ASC）に入る事が必要。
（C）変性意識状態（ASC）によって、意識の自由度
を制限して、物質化することにより、意識を実験
に参入させることが可能に成ると考えられる。

超常現象として願い事を叶える超常現象として願い事を叶える

分まかなえるレベルになります。再生可能エネルギ
ーについては、ネガティブキャンペーンがありま
すが、私は楽観しております。

 実はサイ科学の主要なテーマである空間エネル
ギーも実現すれば、どこでも無料でエネルギーが
取り込めるのです。もう少し時間はかかると思い
ますが、実現の可能性は十分あります。

エネルギーが豊富に供給されれば、ヒューマノ
イド（人間型ロボット）がほぼ人間の仕事の肩代わ
りをするようになります。人口が減っている日本
ですが、人口以上のヒューマノイドが活躍して農
業も新技術が生まれ、食料自給も可能になり、様々

な産業が発展します。
それでは人間は何をするのか？何が生きがいに

なるのか？自分の好きな趣味、手作りのもの、音楽、
絵画、デザイン、小説、アウトドアライフ、旅行、
起業、発明、・・・いくらでもやりたいことはある
でしょう。今までのように食べるためにやむを得
なくやっていた仕事ではなく、より創造的、より
楽しいことに自分の時間を使うようになります。
もちろん起業して世の中のためになるものを造り、
お金儲けしてもいいでしょう。結婚して子育てや
家族で楽しむのも大いなる創造行為です。

栗田��慶祐
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は個人の貧富の差は格段に拡がり、さらに科学技
術も発達して、経済力も含めて国家間の国力の差
が生まれております。そして軍事力のある独裁国
家は国内の特定地域に住む民族を弾圧したり、周
囲の国に侵攻して、領土を増やそうとしています。
それは当然すぐに紛争や戦争に移行するでしょう。

通常の「100人の村」とは違うお話ですが、もし
100人の村で99人が幸せに暮らしていても、1人だ
け不幸な人間がいて、皆からいじめられていたら、
どうなるでしょう？

その1人は自分の境遇を嘆いて、他の99人を恨
んで危害を加えるかもしれません。そうするとど
んなに幸せに暮らしていた99人も酷い状況になる
可能性があるのです。横溝正史の長編推理小説「八
つ墓村」のモデルになった津山事件（1938年）はそ
の最悪なケースです。近年では秋葉原通り魔事件

（2008年）、京アニ放火事件（2019年）も自分の境遇
に不満をもつ男が起こした事件です。米国では学
校等での銃乱射事件が毎年多数起こっております。

これらはもちろん個人に責任がありますが、こ
ういう事件を生み出す社会的な状況があって低い
確率ではありますが、事件を起こす人間が現れ、
そして平和で善良に暮らしていた多数の人々の生
命が奪われるのです。

こういう不条理な事件が起こらない社会、覇権主
義の国家、独裁者が出現しない世界、すなわち全て
の国民が平和で安全で幸福に暮らす社会を構築す
るためにはどうすればいいのでしょうか？

まず人間の本質はスピリチュアルな存在であり、
地球上の全ての人間はその霊性レベルにおいてつ
ながっている、ということが科学的事実として人々
に認知されること。人を愛すれば即自分を愛して
いることになりますし、また人からも愛されます。
また人を傷つければ自分も心が傷つくのです。繊
細な心をもっている人はこの反応がすぐ分かります。

従って、全ての人々の行動指針と国の政策は「愛
と慈悲と共生」の原理に基づいたものにするという
ことです。サイ科学、心霊科学を研究している皆
さんはほぼ意味が分かると思いますが、一般の
人々、世界中の人々がその事を常識として納得す
るためには、あと何百年かはかかるでしょう。

残念ながら人類はこれからも悲惨な戦争を繰り

返すでしょうし、全面核戦争になれば人類絶滅の
危機もあり得ますが、そこまで行かなければ個人
と同様、苦い経験を沢山して人類も学んで行くで
しょう。

要するに争いや戦争というのは、人間のもつエゴ
イズムや強欲、支配欲によって引き起こされ、そ
れによって無益な殺し合いが始まり、多くの悲し
みが生まれ、勝者も多大な損害を受けます。真の
知性をもった者同士ならば、いかにそれが馬鹿ら
しいことか、未熟で幼い行為かが分かるはずです。

「愛と慈悲と共生」といっても言葉だけでは、理
想社会は実現しません。社会システムとして、才
能がある人もそれほどない人も、また精神的、身
体的な理由で働けない人も、通常の生活ができる
だけのベーシックインカムを国から支給する。それ
だけでも自暴自棄になって起こす犯罪は減ります。

多数の人間が集まれば率は低いですが、働くこ
とが難しい人、芸術家や科学者でも生活を維持す
るのが難しいタイプは昔から存在しています。そ
ういう人々も最低限の生活は保障して、その余裕
の上で何か世の中のためになることができればベ
ターです。

ベーシックインカムといっても、その原資はあ
るのか？

そのためには、エネルギー政策が重要になりま
す。カーボンニュートラルにかこつけて、また原
子力村から原発再稼働しなければ日本は危ない、
などの不安を煽る宣伝がありますが、嫌なことを
忘れようとするのが日本人の悪い癖です。どこで
も引き受けない放射能物質のゴミが、全国52基の
原発周辺に大量に保管されており、これからもそ
れを増やそうというのでしょうか？高速増殖炉「も
んじゅ」は１兆円以上の税金を使って、商業発電量
0で廃炉となり、その何十倍の税金を使って建設し
た原発52基のうち現在稼働中なのは9基のみとい
うことです。何という無駄をしたのでしょうか。

これからはより安全で建設費も安い、コストも
将来は安くなる地熱、水力、風力、波力、太陽光
等の再生可能エネルギーの時代です。特に日本は
世界有数の「火山国」であり地熱資源は、世界第3
位のレベルです。これら再生可能エネルギーの開
発を原発よりも低いレベルでも国の支援と意欲があ
れば、将来のエネルギー源は原発、火力無しでも十
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喩えれば、俺は今こういう銃や刀やナイフをもっ
ているぞ、と周囲の人間に誇示する行為であり、
現代の先進国では反社の人間でもあまりやらない
行為でしょう。人間として恥ずかしい行為なので
すが、それが国単位だとそれほど非常識だと思わ
れずに続いております。

また、個人同士で考えても人の物を無断で取っ
たり、人の土地を奪ったり人の家に無断で上がり
込みそこに住みついて、その家の住人の自由を侵
したりすることは、民主主義国家でなくてもあり
得ないですし、もしあったら犯罪になる行為です
が、特定の独裁国家は他国に対して平気でそれを
やっております。

残念ながら21世紀の地球においても、こういう
判断をする人間が為政者として長期政権を築いて
いるのです。ということは、そういう独裁者が現
れる社会を造っている国民、そしてひいては人類
全体の責任といえるでしょう。

日本も昭和初期から第2次世界大戦（太平洋戦
争）が終わるまでは、天皇陛下を祭り上げて政治家
と軍部が民衆を煽りながら、半島、中国、台湾、
東南アジアに侵攻し、インフラを整えたケースもあ
りますが、やはりそこに住む住人達の自由を奪い、
命を奪ってきた歴史があります。

こういう歴史を見てくると、本当に戦争のない
「理想社会」は来るのだろうか？という疑問は残る
でしょう。

その前になぜ人類はこういう愚かな行為を続け
ているのか、その原因を探ることが必要です。

遺伝子解析も含めて最近の研究で日本の紀元前
の歴史がかなり分かってきたのです。渡来系の弥
生人が進んだ稲作技術を伝える前まで、縄文人達
は栗などの木の実の栽培や海に出て海産物や漁労
を共同で行い、縄文後期には稲作も始まっていた
ようですが、縄文時代は1万年〜1万3千年続いた
ということです。

その期間において大量殺戮の跡はほとんど見つ
かっておらず、また渡来人と縄文人の戦いの跡も
あまり無く、両者はゆっくりですが混血していった
ようです。その証拠は日本人Y染色体（父系DNA)
の遺伝子解析をすると、中国や東南アジアにはほ
とんどない縄文人（D1a）の遺伝子が半分前後あり

（唯一例外はチベット人も多い）、残り半分は大陸

から来た民族の遺伝子が入っております。（詳しく
は以下のYouTube動画を検索、視聴願います。）

YouTube 教科書には無いDNA解析で分かった
古代日本人の起源 -後半-  茂木誠

縄文人のもつ争いを嫌う穏やかな性格もあった
のかもしれませんが、古代の日本人は1万年以上
という長期間大きな争いもなく、平和に暮らして
いたのはなぜでしょうか？縄文時代と重なる時代
のあるエジプトでは周辺諸国との激しい争いや王
朝の栄枯盛衰もありました。日本は島国という他
国から侵略されにくい地政学的な優位さはありま
したが、国内での政治的な争いはなかったのでし
ょうか？

まだ詳細な歴史は分かっておりませんが、かな
り平和が続いたことは確かなようです。その理由
を推測するに、毎年限られた土地での栗や木の実
の生産は共同体として協力してやっていかないと
うまくいかないですし、それらの収穫を特定の個
人が蓄積することもできなかったでしょう。また
海産物や魚は生ものですから、主に男達が共同で
小型船で海に出て捕り、それぞれの家族集団に持
ち帰って、早めに食していたでしょう。

要するに当時は特定の個人が富を蓄積して、
人々を搾取したり抑圧したりはできない社会であ
ったと思います。天変地異や天候不順、海の状況
の変化により、収穫が激減したときも、皆で協力
して生き残る術を考えたと思います。

日本が国家の形を取り始めたのは、卑弥呼が治
めた邪馬台国ですが、それ以前に大陸からより優
れた稲作技術がもたらされ、弥生時代が始まりま
す。穀物の蓄積そして富の蓄積ができるようにな
り、富の偏在が起こると、支配層や被支配層の区
別が生まれます。

話は飛びますがそれから1800年ほど経った現代



2020年の１月に日本で最初の新型コロナウイル
ス感染症（COVID-19）の患者が出てから約2年半
経った時点で、弱毒化したとはいえオミクロン株＋
αがまだしたたかに市中感染しております。

今から100年前、パンデミックのスペイン風邪
が猛威を振るい、概数ですが世界で4000万人以上、
日本で38万人以上の死者を出しております。

今年6月下旬時点でのコロナ死者数は、世界で
630万人以上、日本で3万1千人以上です。100年
前は現在と比較すれば、ワクチン、医療技術、医
療体制、衛生観念が大幅に劣っていた時代なので、
単純比較はできませんが、新型コロナウイルス以上
のダメージを人類は受けました。

当時の日本人口5,500万人の約40%がスペイン
風邪に感染し、日本では終息までに3年かかって
おります。それに従えば新型コロナウイルス感染症
も今年中に終息するのではないかと希望も込めて
予想します。完全には終息しないで、より弱毒化
してインフルエンザ並になるという予想もあります。

人類にとってパンデミックは天然痘、ペスト、
梅毒、コレラ、結核、発疹チフス、ポリオ、麻疹、
風疹、インフルエンザ、エイズ、・・・等、一世紀
に2、3回は起こっていることで、これからも人類
のパンデミックとの戦いは続くでしょう。

地球創造主の立場からいえば、パンデミックは
現在の地球の支配者として自然も変えるべく、我
が物顔に振る舞っている人類の奢りに対する警告
でもありますし、社会常識や文明の転換を促す効
果もあるでしょう。

そしてコロナ禍が多少収まってきたかと少し安
心していましたら、今度は2月24日にプーチンロ
シアのウクライナ侵攻が始まりました。どういう

理由があれ、独立した国家に他国が侵入し、街を
破壊し尽くして、多数の住民を殺していい訳があ
りません。本当にウクライナの現状をニュース映
像等で見る度に、心が痛く気分が落ちるので、最
近はあまりテレビを見なくなりネットで情報を仕
入れております。

予備校講師としてたまに生徒と戦争の話をする
のですが、やはり人類はこれまでもずっと戦争を
してきたし、これからも永遠にしていくだろう、
というのが生徒達の見解です。多分皆さんもほと
んどの人が同じ意見だと思います。

しかし私は、それほど絶望的ではありません。
智恵をもった人類として、ホモ族の中で最終的に
生き残ったホモ・サピエンスは20〜30万年の歴史
といわれておりますが、文字が発明され文明が起
こってからせいぜい1万年から数千年の歴史しかな
いのです。私はよくいうのですが、100歳の人を時
系列で並べれば、数十人の時間経過なのです。真
の意味での「高等人類」への進化の過程としては、
現在はやっと幼児から小学校低学年レベルになった
ということでしょう。

幼児や小学校低学年レベルの子供達の喧嘩を見
れば分かりますが、目の前にあるおもちゃや食べ
物の取り合い、ちょっと叩いた、場所を取ったと
いうことで感情的に泣いたり、喧嘩になったりし
ます。1000年後の人類から見れば、現在の人類の
やっていることは知的レベルでいえばまだ小学校
低学年レベルなのです。

別の比喩でいいますと、独裁国家がよくいろい
ろな記念日にミサイルや戦車や多くの武器を行進
させて示威することがありますが、それは個人に

理想社会への道
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れ
な
い
状
態
で
人
生
を
終
わ
っ
て

い
る
。
と
こ
ろ
が
多
く
は
な
い
が
、
自

分
の
人
生
を
と
て
も
満
足
し
て
、
幸
せ

な
一
生
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
死
ん
で
い

く
方
も
い
ま
す
。
こ
の
差
は
な
ん
で
し

ょ
う
か
？
一
般
的
に
は
人
生
は
能
力
、

努
力
や
運
等
で
決
ま
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
異
な
り
ま
す
。

私
は
5
0
0
人
程
の
方
々
の
過
去

世
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
し
て
今
生
の
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
過
去
世
（
5
世
代
）、
今

生
の
人
生
の
活
性
度
、
人
生
の
波
動
の

高
さ
の
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
相
関

関
係
を
ま
と
め
て
観
る
と
、
今
世
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
（
人
生
の
満
足
度
、
社
会

へ
の
貢
献
度
、
金
銭
的
な
評
価
）
と
こ

の
三
つ
の
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
関
係
が
定

性
的
に
表
現
で
き
る
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
今
回
の
報
告
で
は
こ
の
相
関
に
つ

い
て
、
な
る
べ
く
定
量
的
な
相
関
式
で

説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

※
長
年
一
流
企
業
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
や

り
な
が
ら
、
見
え
な
い
世
界
に
興
味
を

も
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
技
法
を
学
び
自
分

独
自
の
ヒ
ー
リ
ン
グ
法
を
開
発
し
た
方

で
す
。
健
康
改
善
に
興
味
の
あ
る
会
員

の
皆
様
は
、
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い

し
て
、
ぜ
ひ
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
飛
沢
誠
一
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

某
一
部
上
場
企
業
に
て
31
年
間
技
術

開
発
と
し
て
各
種
製
品
を
開
発
に
従
事
、

研
究
所
長
ま
で
務
め
た
。
30
年
前
に
不

思
議
な
体
験
を
通
じ
て
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
チ

ャ
ネ
リ
ン
グ
、
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー
ド
リ
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今
月
号
の
記
事

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月
研
究
集

　

会（
ネ
ッ
ト
配
信
）の
お
知
ら
せ

★
十
月
第
30
回
全
国
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

◎
第
13
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
47
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
4
年
度
通
常
総
会
の
報
告

◎
令
和
3
年
12
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
六
八
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ガ
紀
行
（
サ
イ
の
広

　

場
3
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
ヒ
ト
は
な
ぜ
殺
し
あ
う
の
か
？

◎
年
会
費
未
納
入
の
会
員
の
皆
様
へ

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
3
、
4
月
号
」

に
年
会
費
納
入
用
の
郵
便
振
替
用
紙
を

同
封
致
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
未
了
の
会

員
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の

年
会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
し
て
、

現
在
会
計
も
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、

是
非
早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
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ー
デ
ィ
ン
グ
を
体
得
。
会
社
勤
務
中
か

ら
人
体
は
じ
め
土
地
、
建
物
な
ど
の
ヒ
ー

リ
ン
グ
・
浄
化
方
法
な
ど
開
発
実
践
し

て
き
た
。
10
年
前
こ
の
レ
イ
キ
気
功
技

術
開
発
と
そ
の
施
術
・
指
導
に
専
念
す

る
た
め
会
社
を
設
立
、
高
次
元
レ
イ
キ

気
功
を
開
発
し
た
。
現
在
は
そ
の
技
術

指
導
・
普
及
活
動
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」と

一
般
の
御
寄
付
御
礼

	

（
８
／
⓾
受
領
分
ま
で
）

金
二
十
五
万
円
也　
　

匿　
　

名　

様

金
三
万
円
也　
　
　

小
林　

信
正　

様

金
一
万
円
也　
　
　

森
安　

政
仁　

様

金
一
万
円
也　
　
　

小
牧
昭
一
郎　

様

金
五
千
円
也　
　
　

柴
山　

春
美　

様

金
一
千
円
也　
　
　

赤
松　

洋
一　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

な
り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡
の

魔
法

	

講
師　

芳
田 

マ
サ
ヒ
ロ 

氏

日
時	

令
和
4
年
12
月
10
日（
土
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）	

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

（
内
容
紹
介
）

角
々
し
た
文
字
を
見
て
「
な
ん
か
こ

の
人
頑
固
そ
う
」
と
か
、
こ
ぢ
ん
ま
り

し
た
文
字
を
見
て
「
気
も
小
さ
そ
う
」

と
、
文
字
の
書
き
手
が
ど
ん
な
人
か
想

像
し
た
こ
と
、
み
な
さ
ん
も
一
度
は
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
「
○

○
そ
う
」
と
感
じ
た
そ
の
感
覚
、
実
は

的
を
射
て
い
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。

そ
れ
は
、
書
か
れ
た
文
字
に
書
い
た
人

の
人
間
性
の
一
端
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

筆
跡
に
人
間
性
が
あ
ら
わ
れ
る
と
し

た
ら
、
逆
も
ま
た
し
か
り
。
筆
跡
を
変

え
る
こ
と
で
人
間
性
が
変
わ
り
、
人
間

性
が
変
わ
れ
ば
環
境
も
変
わ
り
、
環
境

が
変
わ
れ
ば
未
来
も
、
さ
ら
に
運
命
を

も
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
私
が

「
筆
霊
」（
ふ
で
だ
ま
）
と
呼
ん
で
い
る

筆
跡
診
断
の
不
思
議
な
力
は
、
こ
こ
に

こ
そ
あ
り
ま
す
。

講
演
で
は
、
み
な
さ
ん
に
サ
ン
プ
ル

文
字
を
実
際
に
書
い
て
い
た
だ
き
、
筆

跡
特
徴
と
性
格
の
関
係
を
具
体
的
に
レ

ク
チ
ャ
ー
。
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
賞

を
受
賞
し
た
「
宇
宙
人
の
筆
跡
と
空
間

の
概
念
」
に
つ
い
て
も
一
考
察
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
芳
田
マ
サ
ヒ
ロ
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
筆
跡
仕
事
人
協
会
代
表
。
筆
跡

で
個
性
を
見
抜
き
可
能
性
を
引
き
出
す

筆
跡
診
断
士
。『
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
×
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
』『
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
！
』『
月
曜
か
ら

夜
ふ
か
し
』
出
演
、「
女
性
自
身
」「
女

性
セ
ブ
ン
」「
週
刊
女
性
」
3
大
女
性
誌

掲
載
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
、
多
方
面
で
活
躍
中
。
著
書
に
「
筆

跡
の
魔
法
」（
飛
鳥
新
社
）。
診
断
し
た

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
数
五
千
人
超
。
芸
能
タ

レ
ン
ト
文
化
人
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
0

グ
ラ
ン
プ
リ
。
第
16
回
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
賞

受
賞
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
九
月

研
究
集
会（
配
信
）の
お
知
ら
せ

― 

宇
宙
人
と
の
遭
遇 

―

	

講
師　

徳
授
院 

愛 

氏

日
時	

令
和
4
年
9
月
17
日（
土
）

	

13
：
30
〜

＊
ま
つ
む
し
音
楽
堂
に
て
収
録
、
配
信

（
1
階
で
モ
ニ
タ
ー
視
聴
可
）

配
信
受
講
料　

会
員 

2
0
0
0
円

一
般 

3
0
0
0
円

学
生 

1
0
0
0
円

徳
授
院
講
師
は
、
通
常
目
に
見
え
な

い
も
の
が
見
え
る
と
い
う
特
異
な
体
質

の
た
め
に
幼
少
時
か
ら
多
く
の
苦
労
を

背
負
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
霊
視
と

現
実
が
交
叉
し
た
職
場
で
の
体
験
を
経

て
現
在
は
エ
ス
テ
、
整
体
師
と
し
て
自

立
、
ご
活
躍
で
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
で
は
、
と
く

に
「
宇
宙
人
と
の
遭
遇
」
に
つ
い
て
お

話
を
伺
う
た
め
お
招
き
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
ネ
ッ

ト
配
信
）
と
な
り
ま
す
が
文
字
に
よ
る

質
疑
応
答
は
可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
は
本
会
会
長
、
和
田
高
幸
（
元
産
経
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★日本サイ科学会　第30回全国大会★
� （特別協賛：サトルエネルギー学会）

（日時）　2022年10月10日（月・祝）10 :00〜16 :40

（会場）　北とぴあ9階901会議室

（交通）　ＪＲ京浜東北線王子駅下車徒歩2分、ホーム最北端（赤羽寄り）の階段を下り

　改札口を出て見える高層ビル

（会費）　会員 ￥3,000（含当日入会申込者）　一般 ￥4,000　学生 ￥2,000

  上記会費は、予稿集代 を含みます。

  ※サトルエネルギー学会会員は会員会費となります。

＜プログラム＞　（敬称略）
 9 : 30  開場

10 :00〜10 :10 開会のご挨拶　浪平 博人 会長

◎第1部：会員の研究発表（4名）（各20分発表、5分質疑応答／1人）
10 :10〜10 :35 鈴木 惠弓「 手のひらから、自分という小宇宙にアクセスする〜パーミ

ストリケア」　＊「パーミストリ」とは、手相術のことです。

10 :35〜11 :00 鈴木 亜人夢「ライトビーイングの存在と南方熊楠思考」

11 :00〜11 :25 志賀 一雅「赤ちゃんの脳波」

11 :25〜11 :50 橋本 和哉「死者をあの世に上げるサイ科学的考察」

11 :50〜12 :50 昼休み（60分）

◎第2部：シンポジウム　テーマ「あの世とサイ」
12 :50〜12 :55 大会委員長挨拶　小林 永周

12 :55〜13 :00 司会進行　阿久津 淳（演者プロフィールを順次紹介）

13 :00〜13 :40 小林 永周「死後の存続に関する検証ビデオ映像」

13 :40〜14 :00 瀬尾 泰範「占星学的視点から見た輪廻転生」

14 :00〜14 :20 三好 一郎「サイから見る生と死」

14 :20〜14 :40 伏見 真光「葬儀供養から見た体験談」

14 :40〜15 :00 石井 数俊「あの世のことも科学となる時代」

15 :00〜15 :20 休憩（20分）

15 :20〜16 :30 パネルディスカッション

16 :30〜16 :35 会員優秀発表表彰式　浪平 博人 会長

16 :35〜16 :40 閉会の挨拶　久保田 昌治 理事長

17 :30〜19 :30 懇親会（希望者：当日受付）
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新
聞
記
者
、「
未
知
の
彼
方
へ
」・
神
秘

の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
写
真
集
の
著
者
）
が
担
当
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご
視
聴
で
き
ま

す
。関

西
日
本
サ
イ
科
学
会
サ
イ
ト「
研

究
集
会
」
頁
に
あ
る「
受
講
の
お
申
込

み
は
こ
ち
ら
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
お
申
込
み
の
上
、
受
講
料
を
9
月
3

日（
土
）ま
で
に
同
頁
掲
載
の
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
を
受
け
付
け
、
入
金
確
認　

後
に
「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
を
メ
ー
ル
で
送
信　

い
た
し
ま
す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
に
つ
い
て
】

受
講
に
は
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
な
ど
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
受
信
で
き
る
環
境
が
必
要

で
す
が
、
た
と
え
ば
「Y

ouT
ube

」
が

視
聴
で
き
れ
ば
ほ
ぼ
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓭
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

テ
ー
マ「
憑
依
現
象
と
霊
障
」

	

講
師　

小
林 

永
周 

氏

日
時	

令
和
4
年
11
月
20
日（
日
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
号
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊼
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ
「
森
羅
万
象
：
生
命
・
虚
空
・

黄
金
持
続
」

日
時	

令
和
4
年
12
月
18
日（
日
）

	

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場	

滝
野
川
会
館　

小
ホ
ー
ル

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
上
中
里
駅
東

口
下
車
徒
歩
7
分
、
東
京
メ
ト

ロ
南
北
線
西
ヶ
原
駅
下
車
徒
歩

7
分
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
駒
込
駅
下

車
徒
歩
10
分

参
加
費　

一
般  

二
千
円

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上 

一
千
円

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

森
羅
万
象
・
宇
宙
を
時
間
+
空
間

（
時
空
）
と
は
み
な
い
で
、
虚
空
+
時

空
と
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

テ
ー
マ
を
「
森
羅
万
象
：
生
命
・
虚

空
・
黄
金
持
続
」
と
し
て
、
多
様
な
領

域
か
ら
森
羅
万
象
・
宇
宙
を
眺
め
て
み

ま
し
ょ
う
！　

会
場
は
北
と
ぴ
あ
で
は

な
く
、
滝
野
川
会
館
で
す
の
で
、
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。　

　

皆
さ
ん
、
是
非
と
も
一
年
の
締
め
く

く
り
を
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
有
意
義

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
度
通
常
総
会
の
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

浪
平 

博
人

◎
令
和
3
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状
（
令
和
4
年
5
月
末　

現
在
）

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名

維
持
会
員　
　
　
　

3
名

正
会
員　
　
　

1
1
7
名

学
生
会
員　
　
　
　

19
名

準
会
員　
　
　
　
　

26
名

合
計　
　
　
　

1
6
6
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の
「
創
立
45
周
年
記
念

大
会
」
を
含
み
、
計
6
回
の
例
会
・
分

科
会
を
開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

令
和
3
年

4
月
18
日
（
日
）「
会
員
の
体
験
意
見
発　

表
と
討
論
の
会
」

10
月
23
日
（
土
）
創
立
45
周
年
記
念
大　

会　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
サ
イ
と
瞑
想
」

12
月
19
日
（
日
）
志
賀 

一
雅
「
Ｅ
Ｓ
Ｐ　

や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で
解
明
す
る
！
」

◎
分
科
会

☆
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

令
和
3
年

7
月
22
日（
木
）第
43
回「
第
15
回
Ｕ
Ｆ　

Ｏ
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12
月
26
日
（
日
）
第
44
回
「
第
9
回
異

能
科
学
会
議
」
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令
和
4
年

3
月
26
日
（
土
）
第
45
回
「
第
4
回
ソ

ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

☆
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

（
世
話
役　

小
林 
信
正
）

令
和
3
年
度

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
分
科
会
は
未
開

催
で
す
。

☆
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科　

会（
世
話
役　

瀬
尾 

泰
範
）

令
和
3
年
度

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
分
科
会
は
未
開

催
で
す
。

3
．
通
常
総
会

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
6
月
、
9
月
が

中
止
と
な
り
、
特
別
処
置
と
し
て
9
月

に
常
任
理
事
と
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

の
会
長
へ
の
通
常
総
会
資
料
を
送
信
、

チ
ェ
ッ
ク
承
認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
2
0
2
1
年

度
は
未
開
催
で
す
。

5
．
本
部
理
事
会

8
月
の
メ
ー
ル
配
信
理
事
会
も
含
め

て
3
回
（
第
2
2
2
〜
2
2
4
回
）
開

催
し
た
。

6
．
出
版
物

「
サ
イ
科
学
」
第
43
巻　

第
1
号
を
発

行
し
た
。

「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
第
4
5
7
号
か

ら
第
4
6
2
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
令
和
4
年
度
本
部
事
業
計
画

・	

10
月
10
日（
月
・
祝
）に
第
30
回
全
国　

大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
あ
の　

世
と
サ
イ
」）を
開
催
す
る
。

・	
本
部
例
会
を
6
回
（
4
、
6
、
7
、

9
、
12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・	
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回

（
7
、
12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・	

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
2　

回（
5
、
11
月
）開
催
す
る
。

・	

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科　

会
を
1
回（
1
月
）開
催
す
る
。

・	

本
部
理
事
会
を
5
回（
4
、
7
、
9
、

12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・	

全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会　

を
1
回（
6
月
）開
催
す
る
。

・	

サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・	

論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・	

公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・	「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科

学
遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・	

そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・	

刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応　

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・	

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等　

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・	

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ　

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展　

示
発
表
す
る
。

・	

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ　

プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・	

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や　

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・	

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ　

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・	

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を　

深
め
る
。

・	

地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・	

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、　

評
議
員
を
増
や
す
。

・	

そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木 

康
二

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
2
1
年

4
月
10
日　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
延
期（
第　

2
3
5
回
研
究
会
）

6
月
12
日　

第
2
3
5
回
研
究
会

＊
「
サ
イ
能
力
を
発
揮
す
る
『
蛇
口
レ

バ
ー
』」　

佐
佐
木
康
二

8
月
14
日　

第
2
3
6
回
研
究
会

＊
「
真
の
霊
能
と
は
抗
ニ
ト
ロ
ソ
化
能　

力
の
こ
と
だ
っ
た
！
」　

佐
佐
木
康
二

10
月
9
日　

第
2
3
7
回
研
究
会

＊
「
重
力
と
は
『
カ
ル
マ
』
の
蓄
積
の　

こ
と
だ
っ
た
！
」　

佐
佐
木
康
二

12
月
11
日　

第
2
3
8
回
研
究
会

＊
「
奇
跡
を
起
こ
す
方
法
」　

佐
佐
木　

康
二

2
0
2
2
年

2
月
12
日　

第
2
3
9
回
研
究
会

＊
「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
活
性
化
に
よ
る　

霊
能
発
現
」　

佐
佐
木
康
二

◎
2
0
2
2
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果



6

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄

録
」の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
11
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資
料

等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

眞
野 

博
英

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
計
画

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
現
時
点
で
研
究

集
会
は
未
定
で
す
。

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

佐
藤 

禎
花

◎
令
和
3
年
度（
2
0
2
1
）事
業
報
告

令
和
3
年

4
月
25
日（
日
）

テ
ー
マ『
祈
り
の
力
』

村
上
和
雄
先
生
追
悼

5
月
16
日（
日
）

第
1
部
『
オ
キ
シ
ト
シ
ン
と
皮
膚
』

　

第
2
部
『
福
来
友
吉
「
念
写
」
に
つ

　

い
て
』

6
月
27
日（
日
）

テ
ー
マ
『
心
の
使
い
方
に
よ
る
体
の

　

変
化
』

10
月
24
日（
日
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
エ
ン
ス
よ
り　

　
『
ウ
イ
ル
ス
』、『
怒
り
』

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
講
師
の
お
招
き
が

難
し
い
為
、
佐
藤
会
長
が
講
師
と
し
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
を
用
い
て
少
人
数
で
実
施
。

◎
令
和
4
年
度
事
業
報
告
と
計
画

令
和
4
年
4
月
24
日（
日
）

デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画　
『
リ
メ
ン
バ

ー
・
ミ
ー
』よ
り

※
メ
キ
シ
コ
の
骸
骨
祭
（
日
本
で
い
う

お
彼
岸
・
お
盆
の
よ
う
な
も
の
）
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
映
画
で
、
生
き
て
い
る

身
内
の
人
に
思
っ
て
も
ら
え
な
い
と
あ

の
世
で
二
度
目
の
死
を
迎
え
る
と
い
う

内
容
を
と
お
し
、
身
近
な
亡
く
な
っ
た

方
や
ご
先
祖
様
を
思
う
事
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
講
師
の
お
招
き
が

難
し
い
為
、
佐
藤
会
長
が
講
師
と
し
て

Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
を
用
い
て
少
人
数
で
実
施
。

※
次
回
未
定（
計
画
中
）

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

和
田 

高
幸

◎
2
0
2
1
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

2
0
2
1
年

4
月
17
日　

上
部
一
馬「『
地
球
外
生
命　

体
』が
人
類
の
祖
先
だ
っ
た
！
？
」

5
月
15
日　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
7
月
17　

日
に
延
期

7
月
17
日　

北
野
幸
治
「
政
木
『
磁
気　

治
療
器
』の
現
在（
い
ま
）〜
政
木
和　

三（
ま
さ
き
・
か
ず
み
）先
生（
元
阪
大　

工
学
部
工
作
セ
ン
タ
ー
長
）と
の
ご
縁　

に
始
ま
っ
た
私
の
現
在
〜
」

8
月
14
日　

夏
期
放
談
会

9
月
18
日　

井
上
正
康
「
コ
ロ
ナ
禍
の　

深
層
」

10
月
16
日　

難
波
双
六
「
数
字
で
読
み　

解
く
ヒ
ト
と
セ
カ
イ
、
ミ
ラ
イ
」

11
月
13
日　

橋
本
和
哉「
マ
イ
ナ
ス
の

『
気
』エ
ネ
ル
ギ
ー
を
防
御
す
る
に
は
」

12
月
18
日　

2
0
2
1
年
放
談
会（
懇
親　

会
）

2
0
2
2
年

1
月
15
日　

水
口
清
一
、
竹
田
稔
幸

	

「『
デ
ジ
タ
ル
化
で
変
容
す
る
近
未
来
』

	

〜
変
貌
す
る
世
の
中
。
備
え
は
万
全　

か
〜
」

2
月
19
日　

河
邉
敦
子
、
森
本
ま
ど
か
、　

田
中
実
子（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）「
歌
声
の　

効
用
〜
健
康
に
つ
な
が
る
声
の
力
〜
」

3
月
19
日　

志
賀
一
雅
「
脳
波
と
超
能　

力
〜
Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で　

解
明
す
る
〜
」

◎
2
0
2
2
年
度
事
業
報
告
と
計
画

4
月
16
日　

岩
熊
裕
明
「
人
生
の
大
転　

換
を
画
し
た
竹
炭
の
効
用
」

5
月
14
日　

山
中
雅
志
「
見
え
な
い
世　

界
の
リ
ア
ル
〜
能
表
現
と
サ
イ
科
学　

の
接
点
を
探
る
〜
」

※
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
2
0
2
2
年

度（
10
月
以
降
）事
業
計
画
に
つ
い
て

事
業
の
告
知
、
実
施
は
す
べ
て
独
立
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採
算
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
新
年
度

に
は
累
積
赤
字
の
抹
消
を
実
施
、
あ
ら

た
な
体
制
で
臨
み
た
い
と
か
ん
が
え
て

い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
従
来
実
施
し
て
き
た

幹
事
会
、
研
究
集
会
は
じ
め
、
事
業
の

動
員
や
告
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
見

直
す
予
定
で
す
。
そ
の
た
め
、
研
究
集

会
当
日
に
お
こ
な
っ
て
い
た
幹
事
会
は

独
立
し
て
実
施
、
じ
っ
く
り
討
論
で
き

る
時
間
と
会
場
を
確
保
す
る
予
定
で

す
。研

究
集
会
に
つ
い
て
は
、
講
師
の
選

定
や
動
員
見
込
み
な
ど
総
合
的
に
検
討

し
、
休
会
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
研
究
集
会
に
つ
い
て
は
、
感
染

症
予
防
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
会
場
設

定
や
ア
ク
セ
ス
、
動
員
数
を
問
わ
な
い

な
ど
の
理
由
か
ら
9
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ

ン
（
オ
フ
ラ
イ
ン
併
用
も
）
で
の
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

分
科
会
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　
　
　

会
長　

伽
羅

◎
令
和
3
年
度
事
業
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
研
究
集
会
は
未

開
催
で
す
。

◎
令
和
4
年
度
事
業
計
画

現
時
点
で
は
未
定
で
す
が
、
開
催
が

決
定
し
ま
し
た
ら
「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
と
公
式
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。

［
令
和
3
年
度
決
算
報
告
］

［
令
和
4
年
度
予
算
］

令
和
4
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川 

次
郎

特
別
会
員　

ト
レ
イ
シ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ

　
　
　
　
　
（T

racey A
sh

）

名
誉
会
長　

佐
々
木 

茂
美

会
長　
　
　

浪
平 

博
人

理
事
長　
　

久
保
田 

昌
治

副
理
事
長　

小
林 

信
正

顧
問　
　
　

品
川 

次
郎

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長

河
野 

明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

佐
佐
木 

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

眞
野 

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

佐
藤 

禎
花

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

和
田 

高
幸

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

伽
羅

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

阿
久
津 

淳
＊
、
小
林 

泰
樹
、

小
牧 

昭
一
郎
＊
、
志
賀 

一
雅
、

徳
永 

康
夫
、
中
島 

敏
樹
、

鯰
江 

勇
、
橋
本 

和
哉
＊
、

苗 

鉄
軍
、
森
安 

政
仁
＊

幹
事　

小
澤 

佳
彦
＊

評
議
員

占
部 

浩
一
＊
、
瓜
生 

昌
代
司
、

鴨
川 

裕
司
、
川
村 

隆
夫
、

小
林 

隆
文
、
佐
藤 

ひ
ろ
子
、

谷
口 

五
月
、
飛
田 

洋
子
＊
、

三
浦 

良
江

監
事　

石
川 

允
朗
＊

◎
基
幹
論
文
賞
表
彰

今
年
度
は
該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,500,000 会費（正） 877,000 ジャーナル発行 500,000 562,100 会費 1,100,000 ジャーナル発行 500,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 273,900 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 110,000 人件費 1,000,000 1,064,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 50,000 会費（維持） 80,000 例会会場費 150,000 144,420 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,384,723 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 698,406 講師謝礼 100,000
合計 3,634,723 入会費 10,000 事務用品 120,000 106,330 合計 2,628,406 事務用品 100,000

例会収入 136,000 郵送・配送料 50,000 32,526 郵送・配送料 30,000
本会寄付 811,000 通信費 40,000 43,711 通信費 40,000
本・他 16,260 会議・打合せ 60,000 29,690 会議・打合せ 50,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,077,723 事務所維持費 150,000 143,285 事務所維持費 150,000
合計 3,231,983 郵便・銀行振込料 7,000 9,050 郵便・銀行振込料 10,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 92,565 予備 100,000
来期繰越金 1,077,723 698,406 来期繰越金 138,406
合計 3,634,723 3,231,983 合計 2,628,406

７頁　２段左側 ７頁　３段７頁　２段右側

収入 支出 収入 支出
項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,500,000 会費（正） 877,000 ジャーナル発行 500,000 562,100 会費 1,100,000 ジャーナル発行 500,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 273,900 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 110,000 人件費 1,000,000 1,064,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 50,000 会費（維持） 80,000 例会会場費 150,000 144,420 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,384,723 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 698,406 講師謝礼 100,000
合計 3,634,723 入会費 10,000 事務用品 120,000 106,330 合計 2,628,406 事務用品 100,000

例会収入 136,000 郵送・配送料 50,000 32,526 郵送・配送料 30,000
本会寄付 811,000 通信費 40,000 43,711 通信費 40,000
本・他 16,260 会議・打合せ 60,000 29,690 会議・打合せ 50,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,077,723 事務所維持費 150,000 143,285 事務所維持費 150,000
合計 3,231,983 郵便・銀行振込料 7,000 9,050 郵便・銀行振込料 10,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 92,565 予備 100,000
来期繰越金 1,077,723 698,406 来期繰越金 138,406
合計 3,634,723 3,231,983 合計 2,628,406

７頁　２段左側 ７頁　３段７頁　２段右側

収入 支出 収入 支出

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,500,000 会費（正） 877,000 ジャーナル発行 500,000 562,100 会費 1,100,000 ジャーナル発行 500,000
例会 300,000 会費（学生） 114,000 会誌発行 250,000 273,900 例会 300,000 会誌発行 250,000
寄付 400,000 会費（準） 110,000 人件費 1,000,000 1,064,000 寄付 500,000 人件費 1,000,000
本・他 50,000 会費（維持） 80,000 例会会場費 150,000 144,420 本・他 30,000 例会会場費 150,000
繰越金 1,384,723 会費（賛助） 0 講師謝礼 120,000 32,000 繰越金 698,406 講師謝礼 100,000
合計 3,634,723 入会費 10,000 事務用品 120,000 106,330 合計 2,628,406 事務用品 100,000

例会収入 136,000 郵送・配送料 50,000 32,526 郵送・配送料 30,000
本会寄付 811,000 通信費 40,000 43,711 通信費 40,000
本・他 16,260 会議・打合せ 60,000 29,690 会議・打合せ 50,000
広告料 0 交通費 10,000 0 交通費 10,000
前年度繰越金 1,077,723 事務所維持費 150,000 143,285 事務所維持費 150,000
合計 3,231,983 郵便・銀行振込料 7,000 9,050 郵便・銀行振込料 10,000

予備（予稿集印刷代） 100,000 92,565 予備 100,000
来期繰越金 1,077,723 698,406 来期繰越金 138,406
合計 3,634,723 3,231,983 合計 2,628,406

７頁　２段左側 ７頁　３段７頁　２段右側

収入 支出 収入 支出
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◎
功
労
賞
表
彰

今
年
度
は
該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
３
年
⓬
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
！

	

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

ふ
と
私
は
勝
手
に
思
っ
た
の
で
す
が
、

「
ち
ょ
っ
と
待
て
よ
、
こ
れ
ら
の
ピ
ー

ク
の
周
波
数
と
脳
波
の
周
波
数
の
分
け

方
は
一
致
す
る
の
で
は
な
い
か
」

Ｆ
1
が
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
、
Ｆ
2

が
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
フ
ァ
波
、
Ｆ
3
が

ベ
ー
タ
波
、
Ｆ
4
が
ガ
ン
マ
波
で
す
。

だ
か
ら
脳
波
と
い
う
の
は
、
空
間
に

電
磁
波
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
細
胞
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
て
、
そ
の
揺
さ
ぶ
り
の
周

期
が
う
ま
く
合
う
と
循
環
回
路
が
形
成

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

そ
う
す
る
と
「
脳
波
の
発
生
機
序
」
と

い
う
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
グ
ラ
フ
の
空
間
電
磁
波
Ｆ
1
と

Ｆ
2
の
間
に
、
9
〜
11
Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド

ア
ル
フ
ァ
波
の
隙
間
が
あ
り
ま
す
が
、

円
周
率
の
4
万
桁
暗
記
と
か
将
棋
の
閃

き
な
ど
は
人
間
が
考
え
た
も
の
で
す
ね
。

自
然
界
に
あ
る
も
の
と
は
ま
た
別
な
ん

で
す
ね
。
そ
う
い
う
力
を
発
揮
す
る
の

が
人
間
の
知
恵
で
あ
り
、
ミ
ッ
ド
ア
ル

フ
ァ
波
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ミ

ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
を
強
く
す
れ
ば
強
く

す
る
ほ
ど
、
ア
イ
デ
ア
が
豊
富
で
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
が
で
き
る
け
れ
ど
も
、
そ

れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
よ
り
も
低
い
周

波
数
の
ア
ル
フ
ァ
波
、
あ
る
い
は
高
い

周
波
数
の
脳
波
を
出
す
よ
う
に
す
る
と

宇
宙
空
間
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
ち
ょ
っ
と

思
い
ま
し
た
。

右
図
の
左
上
図
は
人
間
の
脳
の
神
経

細
胞
ニ
ュ
ー
ロ
ン
、
シ
ナ
プ
ス
の
モ
デ

ル
で
こ
う
い
う
回
路
で
情
報
が
伝
え
ら

れ
ま
す
。
左
下
図
が
そ
れ
を
単
純
化
し

た
パ
ー
セ
プ
ト
ロ
ン
の
回
路
で
す
。

右
上
図
は
循
環
回
路
の
モ
デ
ル
で
す
。

そ
の
回
路
を
構
成
す
る
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の

個
数
を
4
個
と
す
る
と
循
環
の
ス
ピ
ー

ド
が
25
・
4
Ｈ
ｚ
と
な
り
ま
す
。
ニ
ュ

ー
ロ
ン
の
個
数
を
5
個
と
す
る
と
19
・

8
Ｈ
ｚ
（
ベ
ー
タ
波
）、
7
個
と
す
る
と

13
・
6
Ｈ
ｚ
（
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
フ
ァ

波
）、
そ
し
て
13
個
と
す
る
と
7
・
8
Ｈ

ｚ
（
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
）と
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
宇
宙
と
コ
ン
タ
ク
ト
す
る
の
に

要
の
周
波
数
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
大

脳
皮
質
か
ら
辺
縁
系
を
通
っ
て
脳
幹
の

奥
の
方
ま
で
さ
ら
に
行
く
と
、
13
個
位

の
神
経
回
路
が
形
成
さ
れ
る
の
で
す

ね
。実

際
に
電
離
層
に
よ
る
プ
ラ
ズ
マ
振

動
の
毎
日
の
デ
ー
タ
は
、
ロ
シ
ア
ト
ム

ス
ク
の
宇
宙
監
視
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト

電
磁
波
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
細
胞
が

揺
さ
ぶ
ら
れ
て
、
そ
の
揺
さ
ぶ
り
の
周

期
が
う
ま
く
合
う
と
循
環
回
路
が
形
成

さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

そ
う
す
る
と
「
脳
波
の
発
生
機
序
」
と

い
う
も
の
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
グ
ラ
フ
の
空
間
電
磁
波
Ｆ
１
と

Ｆ
２
の
間
に
、
９
～

Ｈ
ｚ
の
ミ
ッ
ド

11

ア
ル
フ
ァ
波
の
隙
間
が
あ
り
ま
す
が
、

円
周
率
の
４
万
桁
暗
記
と
か
将
棋
の
閃

き
な
ど
は
人
間
が
考
え
た
も
の
で
す
ね
。

自
然
界
に
あ
る
も
の
と
は
ま
た
別
な
ん

で
す
ね
。
そ
う
い
う
力
を
発
揮
す
る
の

が
人
間
の
知
恵
で
あ
り
、
ミ
ッ
ド
ア
ル

フ
ァ
波
だ
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ミ
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で
3
日
遅
れ
く
ら
い
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
私
は
こ
れ
が
脳
波
と
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
し
て
い
る
な
と
い
う
ふ
う
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。
直
接
的
な
証
明
は
難

し
い
の
で
す
が
、
間
接
的
な
証
明
は
で

き
ま
す
。

私
た
ち
は
日
中
こ
の
よ
う
に
過
ご
し

て
い
る
と
き
は
、
五
感
が
働
い
て
身
近

な
刺
激
に
対
し
て
レ
ス
ポ
ン
ス
す
る
脳

状
態
な
ん
で
す
ね
。
こ
う
い
う
空
間
に

あ
る
電
磁
波
と
は
違
う
人
類
の
知
恵
を

働
か
す
ミ
ッ
ド
ア
ル
フ
ァ
波
の
脳
波
が

強
く
な
る
の
で
す
が
、
夜
寝
て
る
と
き

は
思
考
活
動
が
な
く
な
る
の
で
、
な
ぜ

か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
だ
い
た
い
90

分
お
き
に
来
る
レ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｍ
）
睡
眠

の
と
き
に
脳
波
が
強
く
出
ま
す
。
レ
ム

睡
眠
の
と
き
の
脳
波
を
測
り
ま
す
と
、

び
っ
く
り
し
ま
し
た
の
は
こ
の
よ
う
な

脳
波
（
前
の
図
）
な
の
で
す
。
皆
さ
ん

は
レ
ム
睡
眠
の
と
き
に
宇
宙
と
つ
な
が

る
の
で
す
ね
。

我
々
は
食
べ
た
も
の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
生
き
て
い
る
と
常
識
的
に
は
考
え
て

い
る
の
で
す
が
、
正
直
ち
ょ
っ
と
考
え

て
み
ま
す
と
皆
さ
ん
が
日
常
食
べ
た
も

の
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
60
兆
個
の
細
胞
が

か
ー
っ
と
動
い
て
生
き
て
行
動
で
き
る

と
は
思
え
な
い
の
で
す
ね
。
全
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
足
り
な
い
の
で
す
。
足
り
な

い
分
を
ど
う
や
っ
て
補
う
か
と
い
う

と
、
夜
寝
て
い
る
と
き
に
バ
ン
ア
レ
ン

帯
の
電
磁
波
を
吸
収
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
な
、
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

日
中
も
バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
4
つ
の
周

波
数
は
来
て
、
人
間
の
脳
波
と
共
鳴
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
4
つ
の
周
波
数
を

受
け
て
共
鳴
が
よ
り
強
い
人
が
Ｅ
Ｓ
Ｐ

や
Ｐ
Ｋ
能
力
を
発
揮
し
ま
す
。

普
通
人
の
我
々
は
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力
も
Ｐ

Ｋ
能
力
も
発
揮
で
き
な
い
の
で
す
ね
。

な
ぜ
発
揮
で
き
な
い
の
か
と
い
う
と
、

せ
っ
か
く
天
か
ら
来
て
い
る
プ
ラ
ズ
マ

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
あ
る
い
は
マ
グ
マ
の
振

動（
7
・
8
Ｈ
ｚ
）か
ら
来
て
い
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
か
し
て
い
な
い
の
で
す
。

下
図
は
私
自
身
の
睡
眠
中
に
測
っ
た

脳
波
で
す
。

第
1
回
目
の
レ
ム
睡
眠
は
就
寝
後

ち
ょ
う
ど
1
時
間
半
後
に
き
て
い
ま
す
。

そ
の
後
も
1
時
間
半
お
き
に
レ
ム
睡
眠

が
来
て
お
り
ま
す
。
そ
の
レ
ム
睡
眠
時

の
脳
波
を
ず
っ
と
調
べ
て
み
ま
す
と
、

そ
の
構
成
し
て
い
る
脳
波
の
周
波
数
は

7
・
8
Ｈ
ｚ
、
13
・
6
Ｈ
ｚ
、
19
・
8

Ｈ
ｚ
で
す
。
図
の
上
の
段
が
右
脳
、
下

の
段
が
左
脳
で
す
。
右
脳
も
左
脳
も
非

常
に
シ
ン
ク
ロ
し
て
共
鳴
し
て
お
り
ま

す
。

次
の
図
は
シ
ョ
ー
ト
ス
リ
ー
パ
ー
の

堀
大
輔
氏
の
脳
波
で
す
。
彼
は
1
日
45

分
間
睡
眠
を
6
年
間
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。
確
か
に
眠
っ
て
す
ぐ
に
レ
ム
睡

眠
が
き
て
、
そ
の
後
レ
ム
睡
眠
か
ら
キ

ャ
ッ
チ
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情
報
を
脳

の
中
で
処
理
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

な
、
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

2
0
1
5
年
2
月
の
日
本
サ
イ
科
学

会
本
部
例
会
で
ス
ワ
ミ
氏
が
「
物
質
化

現
象　

無
か
ら
有
は
生
じ
る
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

タ
イ
に
あ
る
洞
窟
で
物
質
が
生
じ
る

と
い
う
レ
ポ
ー
ト
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
天
の
扉
開
き
」
と
い
う
表
現
を
し

て
お
り
ま
し
た
。

私
は
そ
の
動
画
を
見
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
ま
あ
正
直
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

「
わ
あ
、
す
ご
い
な
！
」
と
思
い
実

際
に
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
ら
、

幸
い
な
こ
と
に
2
ヶ
月
後
の
4
月
上
旬

に
ま
た
ツ
ア
ー
が
あ
る
と
い
う
こ
と
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で
、
予
約
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

行
く
前
の
1
ヶ
月
間
は
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
で
過
ご
し
、
大
き
な
洞
窟
で
す
が
、

マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
身
を
清
め
て
入
り
ま

し
た
。
洞
窟
の
中
は
真
暗
い
の
で
す
が

拡
げ
た
布
状
の
膜
に
、
ピ
カ
ッ
と
光
っ

て
物
質
が
す
ご
い
早
さ
で
沢
山
落
ち
て

く
る
の
で
す
。
1
回
見
て
感
動
し
、
そ

の
年
の
秋
に
も
参
加
し
ま
し
た
し
、
な

ん
だ
か
ん
だ
で
結
局
7
回
ツ
ア
ー
に
参

加
し
て
、
物
質
化
現
象
を
目
撃
し
ま
し

た
。
そ
の
ご
褒
美
で
い
た
だ
い
た
の
が

次
の
写
真
右
下
の
物
た
ち
で
す
。
こ
れ

ら
は
大
事
に
家
の
祭
壇
に
置
い
て
、
冥

想
し
て
お
り
ま
す
。

洞
窟
の
中
で
は
何
人
か
の
お
坊
さ
ん

が
取
り
囲
ん
で
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
る
の

で
す
が
、
そ
の
中
心
に
い
る
の
が
ア
チ

ャ
ン
と
い
う
方
で
す
。
す
ご
い
方
な
の

で
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
洞
窟
の
中
で
唱

え
た
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
脳
波
を
測
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。最

初
は
目
を
閉
じ
て
静
か
に
し
て
い

る
右
脳
の
状
態
と
左
脳
の
状
態
、
次
に

マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
た
時
の
脳
波
は
ノ
イ

ズ
も
含
み
ま
す
が
、
非
常
に
強
い
電
磁

波
が
脳
か
ら
出
ま
し
た
。

空
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
部
分

（
楕
円
で
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
）は
7
・
8

Ｈ
ｚ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

本
会
の
幹
事
で
あ
る
小
澤
さ
ん
が

「
天
の
扉
開
き
総
研
」
と
い
う
研
究
所

を
創
っ
て
、
こ
の
現
象
を
一
生
懸
命
研

究
し
て
お
り
ま
す
。
2
0
1
9
年
の

日
本
物
理
学
会
で
は
、
降
っ
て
き
た
物

質
の
組
成
分
析
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

そ
の
分
析
を
紹
介
し
ま
す
と
、
透
明
の

も
の
は
ほ
ぼ
シ
リ
コ
ン
の
酸
化
物
で
あ

り
、
そ
の
他
は
銅
と
か
ス
ズ
と
か
鉄
と

か
が
不
純
物
と
し
て
少
し
入
っ
て
色
が

付
く
よ
う
で
す
。
と
い
う
こ
と
は
空
間

に
存
在
し
て
い
る
原
子
を
か
き
集
め
て

物
質
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

洞
窟
の
中
で
は
何
人
か
の
お
坊
さ
ん

が
取
り
囲
ん
で
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
る
の

で
す
が
、
そ
の
中
心
に
い
る
の
が
ア
チ

ャ
ン
と
い
う
方
で
す
。
す
ご
い
方
な
の

で
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
で
洞
窟
の
中
で
唱

え
た
マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
脳
波
を
測
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。最

初
は
目
を
閉
じ
て
静
か
に
し
て
い

る
右
脳
の
状
態
と
左
脳
の
状
態
、
次
に

マ
ン
ト
ラ
を
唱
え
た
時
の
脳
波
は
ノ
イ

ズ
も
含
み
ま
す
が
、
非
常
に
強
い
電
磁

波
が
脳
か
ら
出
ま
し
た
。

空
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
部
分

（
楕
円
で
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
）
は
７
・

８
Ｈ
ｚ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
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日
本
に
お
い
て
も
長
野
県
の
山
頂
で

物
質
化
現
象
は
起
き
て
お
り
、
タ
イ
で

な
く
て
も
洞
窟
で
な
く
て
も
、
物
質
化

現
象
は
起
き
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
バ

ン
ア
レ
ン
帯
の
波
長
が
30
万
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
す
か
ら
、
タ
イ
の
洞
窟
で
あ
ろ

う
と
日
本
の
山
頂
で
あ
ろ
う
と
電
磁
波

的
に
は
同
じ
で
す
。

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
最
高
の
占

星
術
師
バ
ブ
ル
ジ
が
手
相
診
断
を
し
て

い
る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

や
は
り
7
・
8
Ｈ
ｚ
で
の
共
鳴
が
よ
く

出
て
お
り
ま
す
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
八
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

「
人
類
史
と
見
え
な
い
『
音
』
の

世
界
」
〜
調
性
、
周
波
数
・
・

音
の
あ
れ
こ
れ
〜

	

講
師　

河
野 

正
孝 

氏

（
指
揮
者
、
オ
ー
ボ
エ
奏
者
、
関
西

 

室
内
楽
協
会
代
表
）

日
時	

令
和
4
年
7
月
16
日（
土
）

会
場	

ま
つ
む
し
音
楽
堂

「
言
語
」
に
先
立
つ
「
音
」
の
知
覚
は

人
類
の
歴
史
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
が
、
音
の
影
響
力
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
講
師
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
西
洋
音
楽
を
学
び
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
中
核
と
な
る
オ
ー
ボ
エ
奏
者
と

し
て
、
ま
た
指
揮
者
と
し
て
音
の
世
界

を
横
断
、
実
践
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

経
験
か
ら
「
見
え
な
い
」
音
の
世
界
を

探
求
、
多
く
の
知
見
を
得
た
と
い
い
ま

す
。

今
回
は
楽
曲
の
調
性
や
音
程
、
さ
ら

に
周
波
数
な
ど
、
生
体
に
与
え
る
影
響

に
つ
い
て
も
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
専
門
的
に
掘
り
下
げ
た
音
楽
の
話

は
と
も
か
く
、
芸
術
の
美
学
的
な
側
面

に
つ
い
て
よ
く
理
解
で
き
た
と
好
評
で

し
た
。

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
：
河
野 

正
孝

	
KO
N
O

 M
ASATAKA

大
阪
音
楽
大
学
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
イ

ブ
ル
グ
音
楽
大
学
卒
業
、
オ
ー
ボ
エ
を

ハ
イ
ン
ツ
・
ホ
リ
ガ
ー
に
、
ハ
ノ
ー
ヴ

ァ
ー
音
楽
大
学
（
卒
業
）
で
は
イ
ン

ゴ
・
ゴ
リ
ツ
キ
に
師
事
。
帰
国
後
、
関

西
室
内
楽
協
会
、
大
阪
チ
ェ
ン
バ
ー
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
を
設
立
し
て
室
内
楽
活
動

を
積
極
的
に
行
う
。
1
9
8
9
年
大

阪
市
「
咲
く
や
こ
の
花
賞
」
受
賞
。
ま

た
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
リ
サ
イ
タ
ル
や

大
阪
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と

の
共
演
な
ど
活
発
に
演
奏
を
行
い
、
宝

塚
ベ
ガ
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
、
大
阪
芸

術
大
学
准
教
授
、
読
売
室
内
楽
コ
ン
ク

ー
ル
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
。

関
西
室
内
楽
協
会
主
宰
、
大
阪
チ
ェ
ン

バ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
代
表
。
や
ま
な
み

グ
リ
ュ
ー
ネ
管
弦
楽
団
音
楽
監
督
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
３
号（
1
9
8
5
年

４
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ガ
紀
行

	

　
　
　

実
藤　

遠

と
こ
ろ
変
れ
ば
見
方
も
変
わ
る

『
サ
イ
科
学
』
八
巻
一
号
の
「
サ
イ
科

学
寸
言
」
で
関
英
男
先
生
は
、
サ
イ
科

学
と
は
「
普
通
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
媒
介
に
し
て
、
心

と
心
、
心
と
物
、
お
よ
び
物
と
物
と
の

間
に
発
生
す
る
現
象
を
科
学
的
に
研
究

す
る
」
学
問
で
あ
る
と
明
確
に
定
義
さ

れ
た
。
現
在
米
ソ
で
は
こ
の
「
生
体
プ

ラ
ズ
マ
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
軍
事
的
に
利
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用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

一
方
人
類
は
太
古
か
ら
こ
の
不
可
視

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
〝
気
〟
と
い
い
〝
プ

ラ
ナ
〟
と
い
い
〝
オ
ル
ゴ
ン
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
〟
と
い
っ
て
、
自
然
治
癒
力
の
よ

う
に
健
康
や
幸
福
の
た
め
に
追
求
し
て

き
た
。
ま
さ
に
サ
イ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
用

途
は
人
類
の
幸
せ
に
も
破
滅
に
も
通
じ

る
両
刃
の
剣
な
の
で
あ
る
。
私
は
も
ち

ろ
ん
平
和
と
健
康
の
た
め
に
サ
イ
科
学

を
研
究
し
て
い
る
。

私
は
一
九
七
九
年
に
は
二
回
に
わ
た

っ
て
訪
中
し
て
気
功
を
学
び
〝
気
〟
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
習
し
て
き
た
。

本
一
九
八
五
年
は
二
月
六
日
か
ら
二
〇

日
ま
で
イ
ン
ド
で
瞑
想
法
を
学
び〝
プ

ラ
ナ
〟
に
つ
い
て
学
習
す
る
機
会
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
一
月
に
本

学
会
の
新
年
サ
イ
大
会
で
講
演
を
し
て

い
た
だ
い
た
、
ブ
ラ
ー
マ
・
ク
マ
リ
ス
・

ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の
日
本
セ
ン
タ
ー

の
指
導
者
で
あ
る
高
塚
志
づ
子
先
生
の

指
導
と
好
意
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の

で
あ
る
。
イ
ン
ド
研
修
中
に
は
高
塚
先

生
の
お
世
話
と
同
時
通
訳
に
よ
っ
て
こ

の
世
界
の
神
髄
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
こ
こ
に
改
め
て
先
生
に
感
謝
と

お
礼
を
申
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

私
は
二
月
六
日
に
成
田
を
た
ち
、
七

日
に
デ
リ
ー
、
八
日
に
ア
グ
ラ
を
見
学

し
、
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
は
イ
ン
ド

の
避
暑
地
、
マ
ウ
ン
ト
・
ア
ブ
に
あ
る

グ
ラ
ー
マ
・
ク
マ
リ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ユ
ー
ニ
バ
シ
テ
ィ

（
こ
こ
が
こ
の
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の

本
部
）
で
行
な
わ
れ
た
世
界
平
和
会
議

（
世
界
約
四
十
ケ
国
、
一
五
〇
〇
名
参

加
）
に
出
席
し
、
ひ
き
続
き
十
七
日
ま

で
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
の
指
導

を
う
け
た
。
十
七
・
十
八
日
は
イ
ン
ド

最
大
の
綿
工
業
都
市
・
ア
ー
メ
ダ
バ
ー

ド
に
滞
在
し
、
二
〇
日
に
は
無
事
帰
京

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

頭
の
中
に
は
イ
ン
ド
に
つ
い
て
の
書

物
や
教
科
書
か
ら
の
予
備
知
識
は
も
っ

て
い
た
。
し
か
し
「
百
聞
は
一
見
に
如

か
ず
」
で
毎
日
が
新
し
い
発
見
の
連
続

で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
と
い
え
ば
カ
ー
ス

ト
制
度
と
か
貧
富
の
差
の
こ
と
が
い
わ

れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
行
け
ば

整
然
た
る
都
市
計
画
の
中
に
、
た
っ
ぷ

り
場
所
を
と
っ
た
役
所
や
大
使
館
、
上

流
社
会
の
人
が
住
む
高
級
住
宅
は
そ
れ

ぞ
れ
が
立
派
で
、
東
京
の
田
園
調
布
と

い
う
よ
り
は
、
す
べ
て
旧
軽
井
沢
の
大

型
別
荘
あ
る
い
は
田
中
邸
ク
ラ
ス
の
家

ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
ば
か
り
で
な
く
地
方
都
市
で
あ
る
ア

ー
メ
ダ
バ
ー
ド
に
つ
い
て
も
い
え
る
。

イ
ン
ド
の
大
統
領
官
邸
は
世
界
一
の
官

邸
だ
そ
う
で
三
百
か
ら
の
部
屋
が
あ
る

豪
壮
な
大
宮
殿
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
古
く
か
ら
の
イ
ン
ド
人
の

町
で
あ
る
デ
リ
ー
へ
行
け
ば
、
間
口
数

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
商
店
や
日
本
で
い

え
ば
屋
台
で
物
が
売
ら
れ
て
い
る
。
人

は
道
路
に
も
あ
ふ
れ
車
も
な
か
な
か
進

め
な
い
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
よ

い
方
で
、
町
の
中
に
は
何
個
所
も
汚
れ

た
天
幕
や
泥
や
棒
切
れ
を
集
め
て
作
ら

れ
た
バ
ラ
ッ
ク
小
舎
が
立
ち
列
ん
で
い

る
。
ガ
ス
も
水
道
も
電
気
も
な
く
、
家

の
中
に
も
家
具
は
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら

な
い
。
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
で
は
川
の
堤

防
の
上
に
は
高
層
建
築
が
立
ち
並
び
、

そ
の
す
ぐ
下
の
河
川
敷
に
は
そ
の
よ
う

な
小
舎
が
び
っ
し
り
と
埋
め
て
い
た
。

よ
く
み
る
と
そ
の
部
落
の
中
に
教
会
が

あ
る
で
は
な
い
か
。
ビ
ジ
ネ
ス
街
や
貯

水
池
の
周
囲
も
そ
う
で
あ
っ
た
。

バ
ス
で
田
園
を
い
け
ば
、
道
路
を
走

る
文
明
の
利
器
を
眺
め
な
が
ら
悠
々
と

用
を
足
し
て
い
る
人
も
み
ら
れ
る
。
イ

ン
ド
へ
行
く
と
そ
の
光
景
が
自
然
と
人

間
の
え
も
い
わ
れ
な
い
調
和
と
感
じ
ら

れ
る
の
だ
か
ち
妙
な
も
の
で
あ
る
。
川

で
も
同
様
で
、
そ
の
近
く
で
は
洗
濯
を

し
て
い
る
人
も
い
る
。
二
月
の
イ
ン
ド

は
乾
季
で
十
五
度
か
ら
三
十
度
位
の
温

度
で
快
適
な
シ
ー
ズ
ン
で
あ
る
。
し
か

し
酷
暑
の
季
節
や
七
月
か
ら
の
雨
季
に

は
こ
の
よ
う
な
人
は
ど
う
し
て
暮
す
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
環
境
だ

か
ら
一
日
中
町
へ
出
て
た
む
ろ
す
る

人
々
も
多
い
の
だ
ろ
う
。
事
実
町
に
は

一
日
中
人
が
あ
ふ
れ
て
独
特
の
活
気
あ

ふ
れ
た
情
景
を
現
出
し
て
い
た
。

イ
ン
ド
の
町
に
は
牛
、
羊
、
ラ
ク
ダ

が
同
居
し
て
い
る
。
動
物
た
ち
は
人
間

に
危
害
を
加
え
ら
れ
る
お
そ
れ
が
な
い

た
め
か
実
に
悠
然
と
し
て
い
る
。
車
は

動
物
が
道
路
に
い
る
と
徐
行
し
た
り
止

っ
た
り
す
る
。
車
と
い
え
ば
イ
ン
ド
で

は
日
本
製
の
自
動
車
を
ほ
と
ん
ど
み
な

か
っ
た
。
乗
用
車
と
い
え
ば
日
本
で
は

昭
和
三
十
年
代
に
多
か
っ
た
、
イ
ギ
リ

ス
製
の
ヒ
ル
マ
ン
や
オ
ー
ス
チ
ン
と
同

型
の
全
体
が
丸
み
を
も
っ
た
車
で
あ

る
。
そ
れ
よ
り
も
は
る
か
に
多
い
の
は

オ
ー
ト
三
輪
の
オ
ー
ト
リ
キ
シ
ャ
や
リ

キ
シ
ャ（
人
力
車
）で
あ
る
。

マ
ウ
ン
ト
・
ア
ブ
の
二
千
人
を
収
容

す
る
大
講
堂
の
隣
に
も
土
と
棒
切
れ
か

ら
で
き
た
小
舎
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。

そ
こ
の
住
人
、
と
く
に
女
性
は
実
に
よ

く
働
く
。
頭
に
物
を
の
せ
て
一
日
中
か

い
が
い
し
く
物
を
運
ん
で
い
く
。
し
か
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も
実
に
表
情
が
素
直
で
明
る
い
の
で
あ

る
。
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
セ
ン
タ
ー
の

仕
事
も
よ
く
や
っ
て
く
れ
て
い
る
。
両

者
は
も
ち
つ
も
た
れ
つ
の
調
和
の
関
係

に
あ
る
の
だ
。
こ
れ
を
み
て
私
は
三
つ

の
こ
と
を
考
え
た
。

①
西
欧
や
日
本
の
よ
う
に
解
放
だ
と
か

平
等
を
さ
け
ん
で
社
会
運
動
に
走
る
こ

と
の
な
い
こ
の
社
会
は
、
あ
ま
り
摩
擦

や
ス
ト
レ
ス
が
な
く
社
会
が
安
定
し
、

自
然
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
。

②
も
ち
ろ
ん
私
は
こ
の
ま
ま
の
状
態
で

よ
い
と
は
思
わ
な
い
。
し
か
し
西
欧
の

も
の
さ
し
で
こ
の
国
の
貧
民
を
み
る
の

も
ま
ち
が
い
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

③
こ
の
人
た
ち
の
精
神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
は
、
ど
う
も
イ
ン
ド
人
の
カ
ル
マ
の

思
想
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
す
な
わ

ち
今
の
境
遇
は
前
世
の
因
果
が
、
こ
の

世
に
現
わ
れ
た
も
の
だ
。
し
か
し
こ
の

世
で
よ
い
行
な
い
を
し
て
い
け
ば
来
世

は
よ
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
よ
う
な

考
え
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し

た
り
し
た
。
よ
く
考
え
て
み
れ
ば
日
本

に
も
戦
前
に
は
貧
民
窟
が
あ
り
、
こ
の

状
態
と
大
同
小
異
の
人
た
ち
が
住
ん
で

い
た
。
あ
る
意
味
で
は
タ
イ
ム
マ
シ
ン

で
数
十
年
だ
け
時
間
を
逆
行
さ
せ
た
だ

け
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
。

世
界
平
和
会
議
に
出
席
し
て

二
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で
行
な
わ

れ
た
「
世
界
平
和
会
議
」（U

niversal 

peace conference

）
は
世
界
数
十
ヵ

国
、
約
一
五
〇
〇
人
が
集
ま
っ
た
人

種
・
民
族
に
と
ら
わ
れ
な
い
平
和
の
祭

典
で
あ
り
、
本
年
が
第
三
回
目
で
あ
っ

た
。
以
前
は
来
賓
と
し
て
ダ
ラ
イ
ラ
マ

や
イ
ン
ド
大
統
領
が
出
席
し
た
が
、
本

年
は
イ
ン
ド
副
大
統
領
夫
妻
が
列
席
し

て
祝
辞
を
の
べ
た
。
今
日
七
五
二
ヵ
所

の
セ
ン
タ
ー
が
世
界
の
三
五
ヵ
国
に
あ

り
、
一
九
七
九
年
に
は
国
連
広
報
部
非

政
府
組
織
の
諮
問
機
関
と
し
て
登
録
さ

れ
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
国
連
に
役

員
を
派
遣
し
て
い
る
。
全
体
会
議
に
は

各
方
面
の
代
表
が
き
て
挨
拶
を
の
べ
、

そ
の
あ
と
法
律
家
、
教
育
者
、
女
性
、

青
年
、
科
学
者
、
医
学
者
等
の
専
門
分

野
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
分
か
れ
て
討

論
を
行
な
っ
た
。
私
は
教
育
、
医
学
者
、

科
学
者
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
出
席
し

た
。
こ
こ
で
い
う
平
和
と
は
、
世
界
中

の
人
が
自
分
の
内
面
に
平
和
を
み
い
だ

す
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
て
い
る
。
瞑

想
と
健
康
の
関
係
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ

カ
の
ハ
ン
サ
・
ラ
バ
ル
博
士
は
次
の
よ

う
に
い
っ
て
い
る
。

「
ど
の
よ
う
な
病
気
も
瞑
想
で
直
す

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
ひ
と
り
ひ

と
り
が
そ
の
深
さ
を
理
解
し
信
頼
を
も

っ
た
と
き
に
。
ア
メ
リ
カ
の
ド
ク
タ
ー

た
ち
は
感
情
が
病
気
の
根
源
で
あ
る
こ

と
を
証
明
し
て
い
る
。
多
く
の
人
は
精

神
的
療
法
を
宗
教
だ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
混
乱
が
起
こ
る
。
魂
は
形
而

上
の
も
の
で
感
情
を
作
り
出
す
。
そ
こ

に
は
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
バ
イ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
中
性
子
が

伝
達
し
、
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
通
し
肉
体
に

達
す
る
。
混
乱
し
た
情
動
が
病
を
作

る
。
感
情
的
に
静
か
で
あ
れ
ば
病
気
は

な
い
。
し
か
し
感
情
を
変
え
る
の
は
難

か
し
い
。
医
師
は
魂
に
す
べ
て
の
援
助

を
与
え
ら
れ
な
い
。
も
し
も
百
パ
ー
セ

ン
ト
完
全
な
存
在
で
あ
る
至
高
者
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ば
す

べ
て
の
病
気
は
治
る
。
た
っ
た
一
つ
の

崇
高
な
存
在
を
う
け
い
れ
れ
ば
。」

ド
イ
ツ
の
科
学
者
プ
ラ
ン
ク
博
士
は

科
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い

る
。「
科
学
と
は
ニ
ュ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

の
こ
と
で
、
精
神
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
な
く

し
て
科
学
は
な
い
。
一
つ
の
存
在
が
宗

教
だ
け
で
な
く
科
学
の
中
に
も
必
要
で

あ
る
。
バ
ラ
の
美
し
さ
を
測
る
こ
と
が

で
き
る
だ
ろ
う
か
。
美
は
リ
ア
リ
テ
ィ

で
美
し
さ
は
全
体
的
で
あ
る
。
科
学
は

計
算
し
た
り
測
定
し
た
り
す
る
だ
け
で

は
あ
き
た
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
き
た
。

意
識
と
は
ス
ピ
リ
ッ
ト
の
こ
と
で
機
械

で
測
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
電
子
に
さ

え
意
識（
個
性
）が
あ
る
と
い
わ
れ
て
き

た
。
知
識
・
記
憶
・
行
動
・
愛
は
精
神

的
な
も
の
で
、
物
質
と
は
一
定
の
形
を

作
っ
て
い
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
科
学

の
よ
い
面
を
無
視
し
て
は
い
け
な
い
が
、

科
学
が
現
在
十
分
な
道
具
と
し
て
い
な

い
の
は
精
神
的
な
面
で
あ
る
。」

私
の
こ
の
会
議
で
え
た
教
訓
は
、
サ

イ
科
学
を
平
和
の
た
め
、
平
和
な
魂
の

た
め
に
使
う
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
確
認
し
た
。

ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の
瞑
想
を
学
ぶ

四
日
間
に
わ
た
る
世
界
平
和
会
議
の

あ
と
に
二
百
人
ば
か
り
の
人
々
が
残
っ

て
瞑
想
の
実
習
を
行
な
っ
た
。
私
も
こ

れ
に
参
加
し
た
が
、
参
加
者
の
う
ち
西

欧
の
人
々
が
約
半
数
は
い
た
。
い
か
に

キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
洗
礼
を
う
け
た
者

が
、
新
ら
し
い
（
東
洋
の
）
え
い
智
を

模
索
し
て
い
る
か
が
こ
の
事
実
か
ら
う

か
が
わ
れ
る
。
こ
こ
の
創
立
者
プ
ラ
ジ

ャ
ピ
タ
・
ブ
ラ
ー
マ
は
イ
ン
ド
の
宝
石

商
を
営
ん
で
い
た
。
一
九
三
七
年
、
深

い
瞑
想
状
態
の
時
、
巨
大
な
力
で
あ

り
、
米
で
あ
る
誰
か
が
自
分
の
中
に
入
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っ
て
く
る
の
を
感
じ
た
。
そ
し
て
現
在

の
世
界
の
巨
大
な
崩
壊
と
新
し
い
未
来

の
ゴ
ー
ル
デ
ン
時
代
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見

た
。
そ
の
後
彼
は
こ
の
新
し
い
世
界
を

創
造
す
る
た
め
、
そ
の
使
命
を
担
う
こ

と
を
実
感
し
精
神
的
知
識
を
広
げ
る
活

動
を
開
始
し
た
。
こ
の
ヨ
ー
ガ
の
学
習

者
に
知
識
人
が
多
い
の
は
、
瞑
想
を
は

じ
め
実
践
心
理
学
、
世
界
史
、
空
間
・

時
間
・
意
識
の
物
理
学
を
は
じ
め
と
す

る
知
識
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
こ
こ
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
活
動
は
い
っ
さ
い
無
料
で
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
活
動
と
し
て
行
な
い
、
す
べ
て
生

徒
・
教
師
に
よ
る
任
意
貢
献
に
よ
り
賄

わ
れ
て
い
る
。

今
日
わ
れ
わ
れ
は
「
本
当
の
自
分
と

は
何
か
」
に
つ
い
て
肉
体
や
自
分
自
身

の
外
観
を
自
分
自
身
で
あ
る
と
思
い
こ

ん
で
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
お
互

い
の
挨
拶
の
と
き
に「
オ
ー
ム
・
シ
ャ
ン

テ
ィ（
O
M 

S
H
A
N
T
I
）」と
い
う
。

こ
れ
は
私
の
本
来
の
姿
は「
平
和
な（
そ

の
も
の
の
）魂
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
こ
こ
の
ラ
ー
ジ
ャ
・
ヨ
ー
ガ
の

特
徴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
意
識
を
ひ
た
い
の
真
中（
第
三
の
眼
）

に
も
っ
て
く
る
。

②
目
を
開
け
た
ま
ま
瞑
想
す
る
。

③
あ
な
た
の
意
識
を
、
人
間
、
預
言
者
、　

天
使
す
な
わ
ち
形
あ
る
も
の
を
越
え　

た
非
物
質
的
な
〝
小
さ
な
光
の
点
〟　

で
あ
る
至
高
な
魂（
こ
れ
が
神
）に
向　

け
る
。

④
常
に
ま
わ
り
の
人
々
を
あ
な
た
の
兄　

弟
と
し
て
み
、
姿
、
顔
、
性
格
に
と　

ら
わ
れ
ず
、
魂
と
し
て
み
る
。
他
人　

も
光
の
点
と
し
て
感
じ
る
。

こ
の
ヨ
ー
ガ
は
ひ
た
い
の
真
中
か
ら

は
じ
ま
り
、
他
の
ヨ
ー
ガ
は
ひ
た
い
の

真
中
で
終
る
。
チ
ャ
ク
ラ
の
説
明
は
不

要
で
あ
り
、
特
定
の
マ
ン
ト
ラ
も
唱
え

な
い
。
目
を
閉
じ
る
と
無
限
の
イ
マ
ジ

ネ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
る
が
、
目
を
あ
け

て
小
さ
な
光
の
一
点
に
集
中
す
る
と
、

「
見
て
い
て
も
な
お
見
ず
、
他
に
影
響

さ
れ
な
い
」
状
態
に
な
る
。
心
は
子
供

の
よ
う
で
き
ま
ま
な
も
の
で
あ
る
。
こ

の
う
つ
ろ
い
や
す
い
心
を
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
し
、
肉
体
意
識
か
ら
魂
の
意
識
に
自

分
を
高
め
て
い
く
。
そ
う
す
る
と
、
自

分
が
と
て
も
軽
く
な
る
よ
う
な
体
験
を

す
る
。
肉
体
は
重
く
て
も
自
分
自
身
は

と
て
も
軽
く
な
る
。
魂
は
光
で
あ
る
か

ら
。
次
に
自
分
の
本
質
と
は
何
か
、
自

分
の
内
面
を
み
つ
め
て
、
自
分
の
中
で

み
つ
け
て
み
る
。
目
は
魂
に
一
番
近

い
。
目
を
浄
化
し
、
す
べ
て
の
も
の
を

魂
と
し
て
み
る
。
世
界
全
体
を
自
分
の

兄
弟
・
家
族
と
し
て
み
る
。

こ
の
物
質
界
は
ド
ラ
マ
の
ス
テ
ー
ジ

で
私
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
は
役
柄
を
も

っ
た
演
技
者
だ
が
、
私
の
本
当
の
家
で

は
な
い
。
肉
体
は
親
か
ら
、
魂
は
神
か

ら
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
魂
の
家

は
物
質
界
を
越
え
て
い
る
。
ど
う
し
て

魂
は
平
和
を
好
む
の
か
。
魂
の
永
遠
の

資
質
は
平
和
そ
の
も
の
だ
か
ら
。
魂
は

平
和
な
完
璧
な
沈
黙
の
地
、
黄
金
の
光

に
包
ま
れ
た
世
界
を
ル
ー
ツ
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

目
を
あ
け
て
行
な
う
瞑
想
は
、
日
常

の
行
動
を
し
て
い
る
間
に
も
ソ
ウ
ル
・

コ
ン
シ
ャ
ス
、（
魂
の
意
識
）の
状
態
を

達
成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
を
カ
ル
マ
・
ヨ
ー
ガ
と
い
う
。

瞑
想
は
、
自
己
の
内
な
る
点（
ア
ー
ト

マ
ン
）つ
ま
り
自
己
の
内
面
の
奥
底
に
集

中
す
る
。
マ
ン
ト
ラ
へ
の
集
中
や
呼
吸

訓
練
に
は
よ
ら
な
い
で
、「
小
さ
な
光
の

点
」に
心
を
集
中
し
、
知
識
を
通
じ
て
、

心
を
導
く
こ
と
に
よ
っ
て
お
こ
る
目
覚

め
を
大
切
に
し
て
い
る
。
ハ
タ
ヨ
ー
ガ

の
よ
う
な
体
操
の
よ
う
な
も
の
は
肉
体

に
と
っ
て
は
よ
い
が
、
魂
の
浄
化
の
た

め
に
は
役
立
た
な
い
と
し
て
い
る
。
や

り
方
は
簡
単
で
あ
る
が
奥
の
深
い
瞑
想

法
で
あ
る
。
授
業
前
に
生
徒
に
行
な
わ

せ
れ
ば
教
育
上
の
効
果
も
考
え
ら
れ
る
。

歴
史
の
転
換
点
と
サ
イ
科
学

こ
の
ヨ
ー
ガ
の
歴
史
観
は
五
千
年
を

一
つ
の
サ
イ
ク
ル
と
し
、
そ
れ
を
四
等

分
し
て
一
二
五
〇
年
ず
つ
を
一
つ
の
時

代
と
み
て
い
る
。

①
黄
金
の
時
代
、
五
千
年
前
か
ら
三
七　

五
〇
年
前
ま
で
、
魂
の
純
粋
の
時
代
。

②
銀
の
時
代
、
今
か
ら
二
五
〇
〇
年
前　

ま
で
、
魂
の
純
粋
性
が
失
な
わ
れ
た
。

③
銅
の
時
代
、
ソ
ウ
ル
コ
ン
シ
ャ
ス
か　

ら
ボ
デ
ィ（
肉
体
）コ
ン
シ
ャ
ス（
意

識
）に
代
わ
っ
た
起
点
が
今
か
ら
二
五　

〇
〇
年
前
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
代
東　

で
は
仏
陀
、
西
で
は
キ
リ
ス
ト
等
が　

あ
ら
わ
れ
て
教
え
を
説
い
た
。

④
今
は
鉄
の
時
代
で
唯
物
主
義
が
は
び　

こ
り
、
宗
教
も
×
×
派
と
い
う
よ
う　

に
分
裂
し
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

今
は
鉄
か
ら
再
び
黄
金
の
時
代
へ
、

最
低
か
ら
最
高
の
状
態
に
移
る
前
夜
で

あ
る
。
こ
の
ヨ
ー
ガ
の
創
始
者
ブ
ラ
ー

マ
が
み
た
未
来
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
時
代
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
は
こ
れ
で
、
ヨ
ー
ギ
た
ち

が
一
定
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
達
し
た
と
き

世
界
の
大
そ
う
じ
が
行
な
わ
れ
る
と
い

う
歴
史
観
で
あ
る
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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⑥ 二分法／勝ち組負け組、YES or NO、〇
か×、好きか嫌いか、Coffee or Tea、戦勝
国と敗戦国など、とかくこの二つに分けたが
る癖がある。これは神か悪魔か？の一神教の
世界観である。ニッポン人は元々はこうでは
な か っ た 筈。 む し ろ 曖 昧 模 糊 と し て、
Japanese Smileは薄気味悪いと倦厭されたも
の。この二分法の考え方は、敵か味方かに二
分し、戦いが誘発されやすい。つまりたまた
まの事故や勘違いが偶発戦争を起こす原因と
なるのである。

ここまで6つの観点から 「ヒトはなぜ殺し
あうのか？」を眺めてきた。軍産複合体は経
済＊社会学、ミラーニューロンは生物＊脳科
学、近親憎悪は心理＊文化人類学、グリッド
は地質学＊生物物理学、粋の構造は民俗学＊
社会心理学、二分法は哲学＊神学にあてはま
るだろう。①から⑥までを正四面体に当ては
めてゆくと、＜殺る気の構造＞が明確にな
る。

ではこの構造を肥大化することなく、極小
化して、平和な方向にシフトすることはでき
ないのだろうか？

① 資本主義のプラグマティズム（物質主義）
と社会主義／共産主義の唯物論は結局その経
済の特質上、軍産複合体の肥大化に向かう。
これを回避するには精神主義（PSI）に方向転
換するしかない！

② ミラーニューロンのこの快感はある種カ
ニバリズムを求める。戦争を回避するには代

替物として、プロレス、K-1などの格闘技、
残虐な映画、演劇などの芸術作品を効果的に
活用するしかない。3Ｓ（スポーツ＊セック
ス＊スクリーン）の効用は愚民政策としてで
はなく、カニバリズム回避のためにこそ、必
要なのかもしれない。

③ 近親憎悪をなくすには、お互い共有の目
標をたてること。呉越同舟は目的地を目指す
から成立する。ロシア＊ウクライナや米中で
あれば、宇宙人との交流を競い合えばよいの
である。

④ 聖地は宇宙パワースポットとして地球人
類共通のエネルギーグリッドとして共有し、
ケガレチを炭素埋設したり、結界を張ること
で、イヤシロチ化してゆき、ほどよい土地へ
と改良してゆくのである。

⑤ 男らしさや女らしさを振舞い、満喫する
には祭りを盛大に行うことである。少し血し
ぶきがあがるぐらいのやや危険なお祭りの方
が良いかもしれない。恐怖心が安全や平和を
希求するからである。LGBTQの場合は、程
よい形で多様性をエンジョイすればよいので
ある。

⑥ 曖昧な返事とか、優柔不断な態度とか、
さんざん批判され、全てYES-NOのマークシ
ート方式に置換されてきたが、実は微妙なる
グラデーションはいわば美学なのである。全
て三原色で描かれた絵画は美しいだろうか？
カラオケだって多少音程が外れている方が味
があるではないか？

＜殺る気の構造＞正四面体を極小化し、非硬
直化すること。つまり柔軟に生きることが、
殺伐とした地球から脱出する方法ではない
か？と思うのである。

（本稿は2022年6月15日に御茶ノ水の文化サ
ロン風風風でのプチ講演の内容が基となって
いる）

⑥ 二分法／勝ち組負け組、YES or NO、〇か

×、好きか嫌いか、Coffee or Tea、戦勝国と敗

戦国など、とかくこの二つに分けたがる癖があ

る。これは神か悪魔か？の一神教の世界観であ

る。ニッポン人は元々はこうではなかった筈。

むしろ曖昧模糊として、Japanese Smile は薄気

味悪いと倦厭されたもの。この二分法の考え方

は、敵か味方かに二分し、戦いが誘発されやす

い。つまりたまたまの事故や勘違いが偶発戦争

を起こす原因となるのである。

ここまで６つの観点から 「ヒトはなぜ殺し

あうのか？」を眺めてきた。軍産複合体は経済

＊社会学、ミラーニューロンは生物＊脳科学、

近親憎悪は心理＊文化人類学、グリッドは地質

学＊生物物理学、粋の構造は民俗学＊社会心理

学、二分法は哲学＊神学にあてはまるだろう。

①から⑥までを正四面体に当てはめてゆくと、

＜殺る気の構造＞が明確になる。

ではこの構造を肥大化することなく、極小化

して、平和な方向にシフトすることはできない

のだろうか？

① 資本主義のプラグマティズム（物質主義）

と社会主義 /共産主義の唯物論は結局その経済

の特質上、軍産複合体の肥大化に向かう。これ

を回避するには精神主義（PSI）に方向転換す

るしかない！

② ミラーニューロンのこの快感はある種カニ

バリズムを求める。戦争を回避するには代替物

として、プロレス、K-1 などの格闘技、残虐な

映画、演劇などの芸術作品を効果的に活用する

しかない。３Ｓ（スポーツ＊セックス＊スクリ

ーン）の効用は愚民政策としてではなく、カニ

バリズム回避のためにこそ、必要なのかもしれ

ない。

③ 近親憎悪をなくすには、お互い共有の目標

をたてること。呉越同舟は目的地を目指すから

成立する。ロシア＊ウクライナや米中であれば、

宇宙人との交流を競い合えばよいのである。

④ 聖地は宇宙パワースポットとして地球人類

共通のエネルギーグリッドとして共有し、ケカ

レチを炭素埋設したり、結界を張ることで、イ

ヤシロチ化してゆき、ほどよい土地へと改良し

てゆくのである。

⑤ 男らしさや女らしさを振舞い、満喫するに

は祭りを盛大に行うことである。少し血しぶき

があがるぐらいのやや危険なお祭りの方が良い

かもしれない。恐怖心が安全や平和を希求する

からである。LGBTQ の場合は、程よい形で多

様性をエンジョイすればよいのである。

⑥ 曖昧な返事とか、優柔不断な態度とか、さ

んざん批判され、全て YES-NO のマークシー

ト方式に置換されてきたが、実は微妙なるグラ

デーションはいわば美学なのである。全て三原

色で描かれた絵画は美しいだろうか？カラオケ

だって多少音程が外れている方が味があるでは

ないか？

＜殺る気の構造＞正四面体を極小化し、非硬直

化すること。つまり柔軟に生きることが、殺伐

とした地球から脱出する方法ではないか？と思

うのである。

（本稿は 2022 年 6 月 15日に御茶ノ水の文化サ

ロン風風風でのプチ講演の内容が基となってい

る）



フロイドやアインシュタインが頭を悩まし
た難問に時代を超えて挑戦するのは一見無謀
には思えても、意味があるかもしれない。と
いうのも彼らの時代から更に社会学的データ
がつみ重なり、科学的知見も蓄積されてきた
からだ。「ヒトはなぜ殺しあうのか？」6つの
観点から私なりに考察してみよう！

① 軍産複合体／私たちの国家が一つの株式
会社とすれば、軍産複合体は多国籍企業。死
の商人から進化したため、情報は先取りしつ
つ、敵対するAとB双方に誤った情報で刺激
を与え、武器を大量に買いこませ、戦闘状態
にして、武器を消費し、最新鋭の武器開発を
しつつ、軍需産業を拡大してゆく。資本主義
国ばかりか、社会主義国家、共産主義国家が
国家資本主義化する中で、アイゼンハワーが
警告したように、軍産複合体が世界を牛耳る
ようになったのである。

② ミラーニューロン／困っている人を見る
と、どうしても助けたくなる。悲劇のヒーロ
ー、ヒロインに同一視して涙を流してしま
う。これはヒトの優れた一面ではあるが、そ
の反面は実に恐ろしい。ＴＶや映画で殺され
た主人公に同一視して、「ああ、殺された！」
と感じる。その時に反射的に快感物質である
エンドルフィンやエンケファリンが脳内に分
泌される。だが実際に自分が殺されたわけで
はないから、何一つ怪我もせずに、快感物質
だけが残存することになる。他人の不幸は蜂
蜜の味というのは正にそのことで、平和を希

求しつつ、他人の血しぶきがパブロフの犬の
ようにやがて快感に結びつくようになる。

③ 近親憎悪／弁護士の先生に聞くと、両親
の遺産相続の際の兄弟姉妹同士の争いがもう
見るに堪えられないという。似て非なる存在
に対する憎しみは日韓、日中問題にも浮上す
るし、ロシア＊ウクライナ戦争もまた同じか
もしれない。似て非なる微妙な違いが生存競
争の敵と認知して、不快に感じるのかもしれ
ない！

④ グリッド／日当たりのよい土地もあれば、
日陰の土地もある。イヤシロチもあれば、ケ
ガレチもある。不動産でも事故物件では不幸
が続いたりして、安価で販売されたり、家賃
が安かったりする。地球全体に張り巡るパワ
ースポットはエネルギーグリッドといわれ、
聖地でもあり、それ故に奪い合う紛争地帯で
もある。

⑤ 粋の構造／男は男らしく、女は女らしく
振舞う風潮はLGBTQの今日にあっても消失
してはいない。むしろ男と女の二重性が逆に
LGBTQの時代を創っている感じにもみえ
る。ニッポンには粋というのが男にも女にも
ある。近いのはフランスのダンディズムだ
が、女性のダンディズムは果たしてあるのか
わからない。民族や部族によって異なるが、
この男らしさが戦いのキイワードになってい
るのは否定できない。男らしく、お国のため
に戦ってこい！という構図である。

ヒトはなぜ殺しあうのか？

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http://psi-science.org  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp
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ヒトはなぜ殺しあうのか？
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月
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分
に
な
る
！
筆
跡
の

魔
法

	

講
師　

芳
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マ
サ
ヒ
ロ 

氏

日
時	

令
和
4
年
12
月
10
日（
土
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
7
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
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東
北
線
王
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駅
下
車

	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
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会
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会
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二
千
円（
当
日
入
会
可
）	

一
般 
三
千
円　

学
生 

一
千
円

（
内
容
紹
介
）

角
々
し
た
文
字
を
見
て
「
な
ん
か
こ

の
人
頑
固
そ
う
」
と
か
、
こ
ぢ
ん
ま
り

し
た
文
字
を
見
て
「
気
も
小
さ
そ
う
」

と
、
文
字
の
書
き
手
が
ど
ん
な
人
か
想

像
し
た
こ
と
、
み
な
さ
ん
も
一
度
は
あ

る
か
と
思
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
「
○

○
そ
う
」
と
感
じ
た
そ
の
感
覚
、
実
は

的
を
射
て
い
る
こ
と
が
多
い
ん
で
す
。

そ
れ
は
、
書
か
れ
た
文
字
に
書
い
た
人

の
人
間
性
の
一
端
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る

か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

筆
跡
に
人
間
性
が
あ
ら
わ
れ
る
と
し

た
ら
、
逆
も
ま
た
し
か
り
。
筆
跡
を
変

え
る
こ
と
で
人
間
性
が
変
わ
り
、
人
間

性
が
変
わ
れ
ば
環
境
も
変
わ
り
、
環
境

が
変
わ
れ
ば
未
来
も
、
さ
ら
に
運
命
を

も
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
私
が

「
筆
霊
」（
ふ
で
だ
ま
）
と
呼
ん
で
い
る

筆
跡
診
断
の
不
思
議
な
力
は
、
こ
こ
に

こ
そ
あ
り
ま
す
。

講
演
で
は
、
み
な
さ
ん
に
サ
ン
プ
ル

文
字
を
実
際
に
書
い
て
い
た
だ
き
、
筆

跡
特
徴
と
性
格
の
関
係
を
具
体
的
に
レ

ク
チ
ャ
ー
。
さ
ら
に
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー

ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
賞

を
受
賞
し
た
「
宇
宙
人
の
筆
跡
と
空
間

の
概
念
」
に
つ
い
て
も
一
考
察
を
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
芳
田
マ
サ
ヒ
ロ
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

日
本
筆
跡
仕
事
人
協
会
代
表
。
筆
跡

で
個
性
を
見
抜
き
可
能
性
を
引
き
出
す

筆
跡
診
断
士
。『
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
×
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
』『
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
！
』『
月
曜
か
ら

夜
ふ
か
し
』
出
演
、「
女
性
自
身
」「
女

性
セ
ブ
ン
」「
週
刊
女
性
」
3
大
女
性
誌

掲
載
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
な

ど
、
多
方
面
で
活
躍
中
。
著
書
に「
筆

跡
の
魔
法
」（
飛
鳥
新
社
）。
診
断
し
た
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
数
五
千
人
超
。
芸
能
タ
レ
ン

ト
文
化
人
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
2
0
グ
ラ
ン

プ
リ
。
第
16
回
Ｕ
Ｆ
Ｏ
＊
オ
ー
ブ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ａ
賞
受
賞
。
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今
月
号
の
記
事

◎
十
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
十
一
月
研
究

　

集
会（
ネ
ッ
ト
配
信
）の
お
知
ら
せ

◎
第
13
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
第
47
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
第
6
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
3
年
12
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅲ

◎
第
四
六
九
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ガ
紀
行
Ⅱ
（
サ
イ
の

　

広
場
3
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎
意
識
が
物
質
化
し
て
、
物
質
の
作
用

　

を
助
け
て
い
る

◎
宏
観
異
常
現
象
観
測
で
地
震
予
知
が

　

で
き
る
か
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
十
一
月
研

究
集
会（
対
面
／
オ
ン
ラ
イ
ン
）

の
お
知
ら
せ

憑
依
診
療
の
進
歩
〜
死
霊
、生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊
〜

	

講
師　

橋
本 

和
哉 
氏

	

（
医
師
、
は
し
も
と
内
科
外
科

	

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

日
時	

令
和
4
年
11
月
19
日（
土
）

	

13
：
30
〜

会
場	

ま
つ
む
し
音
楽
堂
に
て
対
面
、	

ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

定
員	

（
会
場
参
加
）
20
名
（
20
名
を
超

え
る
場
合
は
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

と
な
り
ま
す
）

受
講
料
：（
会
場
、
オ
ン
ラ
イ
ン
共
）

　

一
般　

三
千
円　

会
員　

二
千
円

　

学
生　

一
千
円

※
講
演
終
了
後
、
講
師
を
囲
ん
で
の
懇

親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す（
10
名
。
会

場
は「
わ
の
わ
」、参
加
費
3
5
0
0
円
、

当
日
会
場
で
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
）

※
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
サ
イ
ト
「
研

究
集
会
」
頁
に
あ
る
「
受
講
の
お
申
込

み
は
こ
ち
ら
」
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
お
申
込
み
の
上
、
受
講
料
を
11
月
18

日
（
金
）
正
午
ま
で
に
同
頁
掲
載
の
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み
を
受
け
付
け
、
入
金
確
認　

後
に
「
Ｕ
Ｒ
Ｌ
」
を
メ
ー
ル
で
送
信　

い
た
し
ま
す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
に
つ
い
て
】

受
講
に
は
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ホ
な
ど
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
受
信
で
き
る
環
境
が
必
要

で
す
が
、
た
と
え
ば
「Y
ouT

ube

」
が

視
聴
で
き
れ
ば
ほ
ぼ
Ｏ
Ｋ
で
す
。

◎
橋
本
和
哉
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

大
阪
府
生
れ
。
大
阪
大
学
医
学
部
大

学
院
修
了
。
医
学
博
士
。
医
療
法
人
春

鳳
会 

は
し
も
と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

理
事
長
。
内
科
、
神
経
内
科
、
漢
方
な

ど
を
専
門
と
し
、
臨
床
に
医
療
ヨ
ガ
や

気
功
を
取
り
入
れ
、
独
自
に
開
発
し
た

気
当
て
診
断
、
天
賜
気
功
で
原
因
不
明

の
疾
患
に
対
処
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な

診
療
も
し
て
い
る
。 

神
経
学
会
専
門
医
、

東
洋
医
学
会
専
門
医
、
内
科
学
会
認
定

医
、
温
泉
療
法
医
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
癒
し
と
健

康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

副
会
長
、
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
ピ
リ
チ

ュ
ア
ル
医
学
研
究
会
理
事
。
著
書
に「
医

師
が
語
る
霊
障
」（
創
芸
社
）
ほ
か
、
医

療
ヨ
ガ
に
関
す
る
書
籍
多
数
。

講
演
内
容

平
成
26
年
の
私
の
憑
依
に
関
す
る
講

演
会
で
は
、
数
分
で
改
善
さ
せ
る
ト
ラ
ウ

マ
、
蓄
積
感
情
、
霊
障
を
テ
ー
マ
に
、
ま

た
平
成
29
年
に
は
憑
依
診
療
の
進
歩
を

お
話
し
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
多
数
来

席
い
た
だ
き
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
29
年
か
ら
時
間
も
経
過
し
、
さ

ら
に
多
数
新
た
な
知
見
も
蓄
積
さ
れ
ま

し
た
。
和
田
会
長
か
ら
の
依
頼
で
、
今

回
は
私
の
さ
ら
に
進
歩
し
た
憑
依
診
療

の
内
容
を
お
話
し
し
ま
す
。

扱
う
憑
依
の
対
象
は
、
死
霊
、
生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
憑
依
が
細
分
化
さ
れ
、
憑
依
体
か

ら
の
意
識
に
よ
る
攻
撃
、
呪
い
の
お
話
、

対
処
法
な
ど
の
知
見
が
増
え
ま
し
た
。

死
霊
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
悩
め

る
死
霊
と
そ
れ
を
成
仏
さ
せ
る
方
法
、

悪
意
を
持
っ
た
悪
霊
の
お
話
で
し
た
が
、

さ
ら
に
厄
介
な
憑
依
と
し
て
怨
霊
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
人
の
ご
先
祖
の
ど
な
た

か
が
怨
ま
れ
て
子
孫
に
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
る
ケ
ー
ス
や
、
そ
の
人
の
過
去
世
で

怨
ま
れ
今
生
で
も
攻
撃
さ
れ
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
怨
霊
に
憑
依
さ
れ
る
と

人
生
こ
と
ご
と
く
上
手
く
い
き
ま
せ
ん
。

相
談
を
受
け
る
中
で
怨
霊
の
ケ
ー
ス
は

と
て
も
多
い
事
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
怨
霊
と
診
断
で
き
る
霊
能
者
は

ご
く
少
数
で
、
何
処
へ
行
っ
て
も
原
因

が
分
か
ら
な
い
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多

い
で
す
。

ま
た
ご
先
祖
が
憑
依
し
て
来
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
先
祖
か
ら
の
意
識
だ

け
が
来
る
場
合
、
左
と
か
右
ば
か
り
の

障
害
な
ど
特
異
な
症
状
が
出
ま
す
。
ご

先
祖
供
養
と
思
っ
て
も
未
だ
成
仏
さ
れ

て
い
な
い
ご
先
祖
の
場
合
は
、
お
坊
さ

ん
が
お
経
を
唱
え
る
、
お
墓
参
り
す
る

だ
け
で
は
、
ほ
と
ん
ど
効
果
が
無
い
こ

と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

生
霊
（
い
き
り
ょ
う
）
は
人
か
ら
の

強
烈
な
意
識
だ
と
以
前
は
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
強
烈
な
意
識
と
生
霊
は
少
し

違
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
一

般
の
方
が
生
霊
と
言
っ
て
い
る
の
は
強

烈
な
意
識
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

し
か
し
本
当
の
生
霊
も
少
し
で
す
が

有
り
ま
す
。
強
烈
な
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
あ
た
か
も
生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に

独
自
に
意
識
を
持
ち
始
め
る
の
で
す
。

ま
る
で
死
霊
の
よ
う
に
振
る
舞
い
ま
す
。

生
霊
が
独
自
に
意
識
を
持
ち
始
め
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
強
烈
な
ト
ラ
ウ
マ
の
元

で
別
の
人
格
を
作
り
出
す
解
離
性
人
格



3

障
害
の
症
状
に
似
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
二
つ
を
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
人
か

ら
の
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
意
識
を
独

自
に
持
っ
て
生
霊
と
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
考
察
し
ま
す
。

妖
怪
憑
依
は
多
く
の
方
が
知
ら
な
い

だ
け
で
現
代
社
会
で
も
蔓
延
（
は
び

こ
）
っ
て
い
ま
す
。
毒
親
や
自
己
中
心

的
な
（
異
常
な
）
人
に
も
潜
み
ま
す
。

一
見
、
社
会
的
に
成
功
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
人
に
も
存
在
し
ま
す
。
妖
怪

は
他
の
霊
的
存
在
に
作
ら
れ
る
場
合
や

元
は
神
様
だ
っ
た
存
在
が
妖
怪
化
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。
妖
怪
を
後
ろ
で
操
っ
て
い
る

場
合
や
妖
怪
か
ら
意
識
攻
撃
さ
れ
る
場

合
、
傀
儡
（
自
分
の
ダ
ミ
ー
）
を
作
っ

て
そ
こ
か
ら
攻
撃
し
て
く
る
事
も
分
か

り
ま
し
た
。
ま
る
で
ア
ニ
メ
の
世
界
を

見
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

宇
宙
霊
は
他
の
憑
依
と
は
違
う
奇
妙

な
憑
依
の
仕
方
を
し
ま
す
。
静
か
な
感

じ
や
ベ
ト
ー
と
し
た
感
触
な
ど
で
す
。

こ
ち
ら
も
宇
宙
霊
と
知
っ
て
お
か
な
い

と
何
な
の
か
分
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。

い
ず
れ
も
そ
の
実
態
と
対
処
法
を
実

習
を
交
え
て
お
伝
え
し
ま
す
。

な
お
、
憑
依
さ
れ
や
す
い
人
は
ス
パ

ン
コ
ー
ル
な
ど
キ
ラ
キ
ラ
し
た
物
を
で

き
る
だ
け
複
数
、
多
数
、
身
に
付
け
て

参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。今

回
の
会
場
は
ま
つ
む
し
音
楽
堂
2

階
で
対
面
参
加
の
定
員
は
20
名
で
す
。

ま
た
自
分
の
家
な
ど
で
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
、
ス
マ
ホ
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
通
し

て
観
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

家
で
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
通
し
て
観
る
場

合
、
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
音
楽
堂

で
参
加
さ
れ
る
場
合
は
定
員
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は
早
め
に
申
し

込
み
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
講
師
記
）

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
⓭
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会

憑
依
現
象
と
霊
障
の
解
決
法

	

講
師　

小
林 

永
周 

氏

	

（
心
霊
現
象
研
究
家
）

日
時	

令
和
4
年
11
月
20
日（
日
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車	

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

現
代
社
会
は
自
死
、
自
閉
症
、
家
庭

内
暴
力
、
人
格
変
容
な
ど
、
若
い
人
た

ち
が
急
増
し
て
深
刻
な
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
様
々
な
フ
ラ
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
医
学
的
に
は

精
神
疾
患
が
要
因
と
指
摘
さ
れ
〝
憑
依

現
象
〟
は
主
に
感
応
精
神
病
か
ヒ
ス
テ

リ
ー
性
人
格
乖
離
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
心
霊
研
究
の
立
場
で
は
、
憑
依

現
象
が
全
て
霊
障
と
は
言
え
な
い
が
、

可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

憑
依
現
象
の
取
材
現
場
を
通
し
て
、

様
々
な
霊
能
者
に
よ
る
「
憑
依
現
象
と

霊
障
の
解
決
法
」
に
つ
い
て
、
ビ
デ
オ

映
像
を
ご
覧
頂
き
ま
す
。

さ
ら
に
今
話
題
の
悪
徳
霊
感
商
法
に

騙
さ
れ
な
い
為
に
、
そ
の
注
意
点
を
も

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊼
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
10
回
異
能
科
学
会
議

テ
ー
マ
「
森
羅
万
象
：
生
命
・
虚
空
・

黄
金
持
続
」

日
時	

令
和
4
年
12
月
18
日（
日
）

	

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
30
分

会
場	

滝
野
川
会
館　

小
ホ
ー
ル

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
上
中
里
駅
東

口
下
車
徒
歩
7
分
、
東
京
メ
ト

ロ
南
北
線
西
ヶ
原
駅
下
車
徒
歩

7
分
、
Ｊ
Ｒ
山
手
線
駒
込
駅
下

車
徒
歩
10
分

参
加
費　

一
般  

二
千
円

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳

以
上 

一
千
円

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

森
羅
万
象
・
宇
宙
を
時
間
+
空
間

（
時
空
）
と
は
み
な
い
で
、
虚
空
+
時

空
と
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

テ
ー
マ
を
「
森
羅
万
象
：
生
命
・
虚

空
・
黄
金
持
続
」
と
し
て
、
多
様
な
領

域
か
ら
森
羅
万
象
・
宇
宙
を
眺
め
て
み

ま
し
ょ
う
！　

会
場
は
北
と
ぴ
あ
で
は
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な
く
、
滝
野
川
会
館
で
す
の
で
、
お
間

違
い
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
是
非
と
も
一
年
の
締
め
く

く
り
を
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
有
意
義

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
６
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

2
0
2
5
年
か
ら
始
ま
る
大
変

革
の
時
代
と
は
？

個
人
別
月
運
チ
ャ
ー
ト
の
配
布

と
診
断

	

講
師　

瀬
尾 

泰
範 

氏

日
時	

令
和
5
年
1
月
15
日（
日
）

	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

会
場 	

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

一
千
円（
当
日
入
会
可
）	

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

講
演
内
容

現
在
、
書
籍
や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で

2
0
2
5
年
に
「
大
地
震
が
来
る
」
と

か
「
大
災
害
が
来
る
」
と
い
う
予
言
や

予
想
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
、
2
0
2
5
年
に
は
天
王

星
、
海
王
星
、
冥
王
星
が
新
し
い
星
座

に
入
り
、
こ
れ
ら
の
「
ト
ラ
ン
ス
サ
タ

ニ
ア
ン
（
土
星
よ
り
も
外
側
を
公
転
す

る
惑
星
）」
は
、
1
星
座
を
通
過
す
る

期
間
が
長
い
の
で
（
7
年
〜
20
年
位
）、

そ
の
地
球
や
世
の
中
に
与
え
る
影
響
力

は
加
算
さ
れ
て
、
強
力
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
天
王
星
が
自
分
の
支
配
星

座
の
水
瓶
座
に
あ
っ
た
1
9
9
6
年

〜
2
0
0
3
年
に
は
、
天
王
星
が
象

徴
す
る
科
学
・
技
術
と
通
信
、
フ
ラ
ッ

ト
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
関
係
性

に
関
わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
界
中

に
普
及
し
ま
し
た
。

ま
た
天
王
星
は
地
震
に
関
わ
る
天
体

で
も
あ
り
ま
す
が
、
3
・
11
東
日
本
大

震
災
の
ほ
ぼ
当
日
に
、
黄
道
12
星
座
の

起
点
で
あ
る
牡
羊
座
に
入
宮
し
て
お
り

ま
す
。

海
王
星
が
支
配
星
座
の
魚
座
に
あ
る

2
0
1
2
年
〜
2
0
2
5
年
に
は
、

海
王
星
が
象
徴
す
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
サ
イ
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
現
象
・
研
究
に

人
々
の
関
心
が
向
い
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
5
年
に
は
、
天
王
星
、
海

王
星
、
冥
王
星
の
3
星
が
し
ば
ら
く
の

間
、
特
別
な
ア
ス
ペ
ク
ト
（
周
波
数
に

関
わ
る
）を
形
成
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
ス
サ
タ
ニ

ア
ン
の
新
星
座
入
宮
と
特
別
な
ア
ス
ペ

ク
ト
形
成
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
瀬
尾

の
関
心
の
あ
る
未
来
予
測
も
含
め
て
、

占
星
学
的
視
点
か
ら
2
0
2
5
年
か

ら
ど
う
い
う
時
代
が
始
ま
る
か
に
つ
い

て
解
説
致
し
ま
す
。

ま
た
西
洋
占
星
学
の
先
端
の
ハ
ー
モ

ニ
ク
ス
理
論
に
基
づ
く
当
会
独
自
の

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト

Ｓ
」（
月
運
チ
ャ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
参

加
者
の
運
勢
診
断
を
致
し
ま
す
。

参
加
者
個
人
別
に
今
後
18
ヶ
月
の
月

運
チ
ャ
ー
ト
を
配
布
し
て
見
方
を
説
明

し
、
自
由
に
質
問
を
受
け
な
が
ら
、
個

人
の
運
勢
診
断
を
分
か
り
や
す
く
解
説

致
し
ま
す
。

さ
ら
に
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

土
星
の
2
0
2
2
年
1
月
〜
2
0
2
3

年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星
が

通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ
る
、
比
較
的

短
周
期
の
環
境
運
の
見
方
と
対
処
法
も

解
説
致
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
以
下
★
の
2
つ

の
欄
を
見
て
、
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」、「
才

能
開
発
研
究
所
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
。

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の

時
代
」（
1
9
8
5　

潮
文
社
）、

「
自
分
の
隠
れ
た
才
能
が
見
つ
か
る
本
」

（
2
0
0
5 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
）

★
既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会　



5

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）　

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
18
ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
5
年
1

月
11
日
（
水
）
ま
で
に
「
1
月
15
日
分

科
会
参
加
希
望
」と
書
い
て

info23@
astro-h.com

  

宛
て
に
メ
ー

ル
送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と

月
運
診
断
チ
ャ
ー
ト
18
ヶ
月
分
を
当
日

配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
5
年
1

月
11
日
（
水
）
ま
で
に
「
1
月
15
日
分

科
会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー

タ
を
書
い
て

info23@
astro-h.com

  

宛
て
に
メ
ー

ル
送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

※
ご
自
分
の
チ
ャ
ー
ト
以
外
に
追
加
の

チ
ャ
ー
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
方

の
出
生
デ
ー
タ
を
追
加
願
い
ま
す
。（
料

金
は
一
人
に
つ
き
＋
1
0
0
0
円
で
す
）

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎
出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町

村
・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ

ス
ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度

を
出
し
ま
す
。）

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
３
年
⓬
月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
！

	

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
最
高
の
占

星
術
師
バ
ブ
ル
ジ
が
手
相
診
断
を
し
て

い
る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

や
は
り
7
・
8
Ｈ
ｚ
で
の
共
鳴
が
よ
く

出
て
お
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
手
相

を
見
て
生
年
月
日
と
出
生
時
刻
が
分
か

る
と
い
う
の
で
す
。
ど
う
説
明
を
聞
い

て
み
て
も
、
手
相
か
ら
そ
う
い
う
情
報

が
読
み
取
れ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
す

ね
。
と
い
う
こ
と
は
脳
の
中
の
情
報
を

引
っ
張
り
出
す
と
い
う
わ
け
に
も
い
か

な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
両
者
は
バ
ン
ア

レ
ン
帯
の
電
磁
波
の
中
に
入
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
れ
を
通
じ
て
情
報
が
取
り

込
め
る
の
で
す
ね
。

出
生
時
刻
を
当
て
る
の
は
日
本
で
は

無
理
だ
が
、
イ
ン
ド
で
は
分
単
位
で
で

き
る
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。「
な
ぜ

だ
ろ
う
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
赤

道
近
辺
の
イ
ン
ド
で
は
バ
ン
ア
レ
ン
帯

が
厚
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
の
紹
介
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
最
高
聖
者
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
に
お
会

い
し
て
、「
祝
福
」
を
受
け
る
よ
う
に

手
配
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
っ
か

く
の
チ
ャ
ン
ス
だ
か
ら
、
脳
波
を
測
っ

て
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は
91
歳
だ
そ
う
で

す
が
、
本
当
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
通
訳
の
お
話
で
す
と
、
こ
の
方
は

8
年
間
全
く
物
を
食
べ
ず
、
寝
な
い
そ

う
で
す
。
そ
し
て
信
者
が
来
る
と
「
祝

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト

ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

18
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
５
年
１

月

日(
水)
ま
で
に
「
１
月

日
分
科

11

15

会
参
加
希
望
」
と
書
い
て

info23@
astro-h.com

宛
て
に
メ
ー
ル

送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」
フ

ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と
月

運
診
断
チ
ャ
ー
ト

ヶ
月
分
を
当
日
配

18

布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
５
年
１

月

日(

水)

ま
で
に
「
１
月

日
分
科

11

15

会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー
タ

を
書
い
て

info23@
astro-h.com

宛
て
に
メ
ー
ル

送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」
フ

ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

※
ご
自
分
の
チ
ャ
ー
ト
以
外
に
追
加
の

チ
ャ
ー
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
方
の

出
生
デ
ー
タ
を
追
加
願
い
ま
す
。
（
料
金

は
一
人
に
つ
き
＋
１
０
０
０
円
で
す
）

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎
出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分
ま

で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確
に
な

り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合
は
不
明

と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

出
し
ま
す
。
）

◆

◆

令
和
３
年

月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ
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Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
！

講
師

志
賀

一
雅

氏

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
最
高
の
占

星
術
師
バ
ブ
ル
ジ
が
手
相
診
断
を
し
て

い
る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

や
は
り
７
・
８
Ｈ
ｚ
で
の
共
鳴
が
よ
く

出
て
お
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
手
相

を
見
て
生
年
月
日
と
出
生
時
刻
が
分
か

る
と
い
う
の
で
す
。
ど
う
説
明
を
聞
い

て
み
て
も
、
手
相
か
ら
そ
う
い
う
情
報

が
読
み
取
れ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
す

ね
。
と
い
う
こ
と
は
脳
の
中
の
情
報
を

引
っ
張
り
出
す
と
い
う
わ
け
に
も
い
か

な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
両
者
は
バ
ン
ア

レ
ン
帯
の
電
磁
波
の
中
に
入
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
れ
を
通
じ
て
情
報
が
取
り

込
め
る
の
で
す
ね
。

出
生
時
刻
を
当
て
る
の
は
日
本
で
は

無
理
だ
が
、
イ
ン
ド
で
は
分
単
位
で
で

き
る
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
な
ぜ
だ

ろ
う
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
赤
道

近
辺
の
イ
ン
ド
で
は
バ
ン
ア
レ
ン
帯
が

厚
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
の
紹
介
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
最
高
聖
者
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
に
お
会

い
し
て
、
「
祝
福
」
を
受
け
る
よ
う
に
手

配
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

の
チ
ャ
ン
ス
だ
か
ら
、
脳
波
を
測
っ
て

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は

歳
だ
そ
う
で

91

す
が
、
本
当
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
通
訳
の
お
話
で
す
と
、
こ
の
方
は

８
年
間
全
く
物
を
食
べ
ず
、
寝
な
い
そ

う
で
す
。
そ
し
て
信
者
が
来
る
と
「
祝

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト

ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

18
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
５
年
１

月

日(

水)

ま
で
に
「
１
月

日
分
科

11

15

会
参
加
希
望
」
と
書
い
て

info23@
astro-h.com

宛
て
に
メ
ー
ル

送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」
フ

ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と
月

運
診
断
チ
ャ
ー
ト

ヶ
月
分
を
当
日
配

18

布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
５
年
１

月

日(

水)

ま
で
に
「
１
月

日
分
科

11

15

会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー
タ

を
書
い
て

info23@
astro-h.com

宛
て
に
メ
ー
ル

送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」
フ

ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

※
ご
自
分
の
チ
ャ
ー
ト
以
外
に
追
加
の

チ
ャ
ー
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
方
の

出
生
デ
ー
タ
を
追
加
願
い
ま
す
。
（
料
金

は
一
人
に
つ
き
＋
１
０
０
０
円
で
す
）

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎
出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分
ま

で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確
に
な

り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合
は
不
明

と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

出
し
ま
す
。
）

◆

◆

令
和
３
年

月
本
部
例
会
報
告
Ⅲ

12

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で

解
明
す
る
！

講
師

志
賀

一
雅

氏

イ
ン
ド
の
ジ
ャ
イ
ナ
教
で
最
高
の
占

星
術
師
バ
ブ
ル
ジ
が
手
相
診
断
を
し
て

い
る
と
き
の
脳
波
を
測
定
し
ま
し
た
。

や
は
り
７
・
８
Ｈ
ｚ
で
の
共
鳴
が
よ
く

出
て
お
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
は
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
手
相

を
見
て
生
年
月
日
と
出
生
時
刻
が
分
か

る
と
い
う
の
で
す
。
ど
う
説
明
を
聞
い

て
み
て
も
、
手
相
か
ら
そ
う
い
う
情
報

が
読
み
取
れ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
す

ね
。
と
い
う
こ
と
は
脳
の
中
の
情
報
を

引
っ
張
り
出
す
と
い
う
わ
け
に
も
い
か

な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
両
者
は
バ
ン
ア

レ
ン
帯
の
電
磁
波
の
中
に
入
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
そ
れ
を
通
じ
て
情
報
が
取
り

込
め
る
の
で
す
ね
。

出
生
時
刻
を
当
て
る
の
は
日
本
で
は

無
理
だ
が
、
イ
ン
ド
で
は
分
単
位
で
で

き
る
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
「
な
ぜ
だ

ろ
う
な
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
赤
道

近
辺
の
イ
ン
ド
で
は
バ
ン
ア
レ
ン
帯
が

厚
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す
。

バ
ブ
ル
ジ
の
紹
介
で
、
ジ
ャ
イ
ナ
教

の
最
高
聖
者
キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
に
お
会

い
し
て
、
「
祝
福
」
を
受
け
る
よ
う
に
手

配
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

の
チ
ャ
ン
ス
だ
か
ら
、
脳
波
を
測
っ
て

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は

歳
だ
そ
う
で
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す
が
、
本
当
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
通
訳
の
お
話
で
す
と
、
こ
の
方
は

８
年
間
全
く
物
を
食
べ
ず
、
寝
な
い
そ

う
で
す
。
そ
し
て
信
者
が
来
る
と
「
祝
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福
」
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も

生
き
て
い
け
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。キ

ル
テ
ィ
ー
グ
ル
と
私
の
脳
波
を
同

時
に
測
定
し
ま
し
た
。

同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
表
示
す
る
と
、
私

の
脳
波
は
か
な
り
低
い
の
に
対
し
て
、

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
は
非
常
に
高

く
出
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
二
人
の
脳

波
は
7
・
8
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

（
位
相
が
揃
う
）し
て
い
ま
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は
多
く
の
信
者
の

病
気
を
治
し
た
り
、
貧
困
か
ら
救
う
と

い
う
助
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
91
歳
と

い
う
高
齢
で
あ
っ
て
物
も
食
べ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
や
は
り
空

間
の
力
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
本
部
例
会
で
も

講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
弁
護
士
の
秋
山

佳
胤
氏
も
不
食
で
す
が
、
敢
え
て
断
食

し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
食
べ
た
く
な

い
か
ら
食
べ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
く

ら
で
も
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
、

と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
気
が
付
い
て

み
た
ら
6
年
間
不
食
を
続
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
水
も
飲
ん
で
い
な

い
と
い
う
の
で
、
と
も
か
く
脳
波
を
測

ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。秋

山
さ
ん
の
講
演
会
に
出
て
、
見
て

お
り
ま
し
た
ら
汗
を
一
杯
か
い
て
い
る

の
で
、「
水
を
飲
ま
な
い
で
、
な
ん
で

そ
ん
な
に
汗
が
出
る
の
で
す
か
？
お
し

っ
こ
も
す
る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
し

ま
し
た
ら
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
ら
れ

ま
し
た
。

「
え
え
、
し
ま
す
よ
。」

「
空
間
に
は
水
分
が
一
杯
あ
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
も
除
湿
機
が
あ
っ

て
、
1
時
間
も
稼
働
さ
せ
れ
ば
1
リ
ッ

ト
ル
の
水
分
が
取
れ
る
で
し
ょ
。
そ
れ

と
同
様
に
皮
膚
の
細
胞
は
い
く
ら
で
も

水
分
を
補
給
で
き
る
。
そ
れ
が
血
液
の

中
に
入
っ
て
水
を
飲
ん
だ
の
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。」

な
る
ほ
ど
、
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
秋
山
さ
ん

の
脳
波
と
私
の
脳
波
を
一
緒
に
測
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。（
上
図
）

上
段
の
脳
波
が
秋
山
さ
ん
、
下
段
の

脳
波
が
私
で
す
。
二
人
が
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
と
き
の
脳
波
で
す
の
で
、
ノ
イ
ズ

も
入
り
ま
す
が
、
私
の
脳
波
は
ベ
ー
タ

波
が
強
く
出
る
の
に
対
し
て
、
秋
山
さ

ん
の
脳
波
は
ベ
ー
タ
波
が
少
な
く
ス
ロ

ー
ア
ル
フ
ァ
波
そ
れ
も
7
・
8
ヘ
ル
ツ

が
強
く
出
て
お
り
ま
す
。

最
近
結
婚
さ
れ
た
の
で
、
食
べ
出
し

て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
普
段
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
は

出
な
い
の
で
す
が
、
秋
山
さ
ん
と
同
時

測
定
し
て
い
る
と
、
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の

ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
嬉
し
く
な
っ
て
、

秋
山
さ
ん
と
の
脳
波
測
定
後
、
事
務
所

に
戻
っ
て
す
ぐ
自
分
の
脳
波
を
測
定
し

た
の
で
す
が
、
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
脳
波

は
全
く
出
な
い
の
で
す
。
秋
山
さ
ん
の

側
に
い
る
と
出
る
の
で
、
共
鳴
・
誘
発

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

指
導
者
が
い
て
弟
子
が
い
て
、
本
当

に
心
か
ら
信
じ
て
言
わ
れ
る
と
お
り
に

や
っ
た
ら
、
成
長
す
る
の
と
同
じ
で
す

ね
。遠

隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

す
が
、
電
離
層
か
ら
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の

プ
ラ
ズ
マ
振
動
が
来
て
い
る
の
で
、
ヒ

ー
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
同
じ
周
波

数
に
な
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
情

報
の
や
り
取
り
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

福
」
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も

生
き
て
い
け
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
と
私
の
脳
波
を
同

時
に
測
定
し
ま
し
た
。

同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
表
示
す
る
と
、
私

の
脳
波
は
か
な
り
低
い
の
に
対
し
て
、

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
は
非
常
に
高

く
出
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
二
人
の
脳

波
は
７
・
８
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

（
位
相
が
揃
う
）
し
て
い
ま
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は
多
く
の
信
者
の

病
気
を
治
し
た
り
、
貧
困
か
ら
救
う
と

い
う
助
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。

歳
と

91

い
う
高
齢
で
あ
っ
て
物
も
食
べ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
や
は
り
空

間
の
力
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
本
部
例
会
で
も

講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
弁
護
士
の
秋
山

佳
胤
氏
も
不
食
で
す
が
、
敢
え
て
断
食

し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
食
べ
た
く
な

い
か
ら
食
べ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
く

ら
で
も
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
、

と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
気
が
付
い
て

み
た
ら
６
年
間
不
食
を
続
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
水
も
飲
ん
で
い
な

い
と
い
う
の
で
、
と
も
か
く
脳
波
を
測

ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。秋

山
さ
ん
の
講
演
会
に
出
て
、
見
て

お
り
ま
し
た
ら
汗
を
一
杯
か
い
て
い
る

の
で
、
「
水
を
飲
ま
な
い
で
、
な
ん
で
そ

ん
な
に
汗
が
出
る
の
で
す
か
？
お
し
っ

こ
も
す
る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
し
ま

し
た
ら
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
ら
れ
ま

し
た
。

「
え
え
、
し
ま
す
よ
。
」

「
空
間
に
は
水
分
が
一
杯
あ
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
も
除
湿
機
が
あ
っ

て
、
１
時
間
も
稼
働
さ
せ
れ
ば
１
リ
ッ

ト
ル
の
水
分
が
取
れ
る
で
し
ょ
。
そ
れ

と
同
様
に
皮
膚
の
細
胞
は
い
く
ら
で
も

水
分
を
補
給
で
き
る
。
そ
れ
が
血
液
の

中
に
入
っ
て
水
を
飲
ん
だ
の
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

な
る
ほ
ど
、
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
秋
山
さ
ん

の
脳
波
と
私
の
脳
波
を
一
緒
に
測
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
（
上
図
）

上
段
の
脳
波
が
秋
山
さ
ん
、
下
段
の

脳
波
が
私
で
す
。
二
人
が
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
と
き
の
脳
波
で
す
の
で
、
ノ
イ
ズ

も
入
り
ま
す
が
、
私
の
脳
波
は
ベ
ー
タ

波
が
強
く
出
る
の
に
対
し
て
、
秋
山
さ

ん
の
脳
波
は
ベ
ー
タ
波
が
少
な
く
ス
ロ

ー
ア
ル
フ
ァ
波
そ
れ
も
７
・
８
ヘ
ル
ツ

が
強
く
出
て
お
り
ま
す
。

最
近
結
婚
さ
れ
た
の
で
、
食
べ
出
し

て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
普
段
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
は

出
な
い
の
で
す
が
、
秋
山
さ
ん
と
同
時

測
定
し
て
い
る
と
、
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の

ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
嬉
し
く
な
っ
て
、

秋
山
さ
ん
と
の
脳
波
測
定
後
、
事
務
所

に
戻
っ
て
す
ぐ
自
分
の
脳
波
を
測
定
し

た
の
で
す
が
、
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の
脳
波

は
全
く
出
な
い
の
で
す
。
秋
山
さ
ん
の

側
に
い
る
と
出
る
の
で
、
共
鳴
・
誘
発

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

指
導
者
が
い
て
弟
子
が
い
て
、
本
当

に
心
か
ら
信
じ
て
言
わ
れ
る
と
お
り
に

や
っ
た
ら
、
成
長
す
る
の
と
同
じ
で
す

ね
。遠

隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

す
が
、
電
離
層
か
ら
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の

プ
ラ
ズ
マ
振
動
が
来
て
い
る
の
で
、
ヒ

ー
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
同
じ
周
波

数
に
な
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
情

報
の
や
り
取
り
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

福
」
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も

生
き
て
い
け
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
と
私
の
脳
波
を
同

時
に
測
定
し
ま
し
た
。

同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
表
示
す
る
と
、
私

の
脳
波
は
か
な
り
低
い
の
に
対
し
て
、

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
は
非
常
に
高

く
出
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
二
人
の
脳

波
は
７
・
８
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

（
位
相
が
揃
う
）
し
て
い
ま
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は
多
く
の
信
者
の

病
気
を
治
し
た
り
、
貧
困
か
ら
救
う
と

い
う
助
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。
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い
う
高
齢
で
あ
っ
て
物
も
食
べ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
や
は
り
空

間
の
力
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
本
部
例
会
で
も

講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
弁
護
士
の
秋
山

佳
胤
氏
も
不
食
で
す
が
、
敢
え
て
断
食

し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
食
べ
た
く
な

い
か
ら
食
べ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
く

ら
で
も
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
、

と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
気
が
付
い
て

み
た
ら
６
年
間
不
食
を
続
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
水
も
飲
ん
で
い
な

い
と
い
う
の
で
、
と
も
か
く
脳
波
を
測

ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。秋

山
さ
ん
の
講
演
会
に
出
て
、
見
て

お
り
ま
し
た
ら
汗
を
一
杯
か
い
て
い
る

の
で
、
「
水
を
飲
ま
な
い
で
、
な
ん
で
そ

ん
な
に
汗
が
出
る
の
で
す
か
？
お
し
っ

こ
も
す
る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
し
ま

し
た
ら
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
ら
れ
ま

し
た
。

「
え
え
、
し
ま
す
よ
。
」

「
空
間
に
は
水
分
が
一
杯
あ
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
も
除
湿
機
が
あ
っ

て
、
１
時
間
も
稼
働
さ
せ
れ
ば
１
リ
ッ

ト
ル
の
水
分
が
取
れ
る
で
し
ょ
。
そ
れ

と
同
様
に
皮
膚
の
細
胞
は
い
く
ら
で
も

水
分
を
補
給
で
き
る
。
そ
れ
が
血
液
の

中
に
入
っ
て
水
を
飲
ん
だ
の
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

な
る
ほ
ど
、
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
秋
山
さ
ん

の
脳
波
と
私
の
脳
波
を
一
緒
に
測
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
（
上
図
）

上
段
の
脳
波
が
秋
山
さ
ん
、
下
段
の

脳
波
が
私
で
す
。
二
人
が
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
と
き
の
脳
波
で
す
の
で
、
ノ
イ
ズ

も
入
り
ま
す
が
、
私
の
脳
波
は
ベ
ー
タ

波
が
強
く
出
る
の
に
対
し
て
、
秋
山
さ

ん
の
脳
波
は
ベ
ー
タ
波
が
少
な
く
ス
ロ

ー
ア
ル
フ
ァ
波
そ
れ
も
７
・
８
ヘ
ル
ツ

が
強
く
出
て
お
り
ま
す
。

最
近
結
婚
さ
れ
た
の
で
、
食
べ
出
し

て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
普
段
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
は

出
な
い
の
で
す
が
、
秋
山
さ
ん
と
同
時

測
定
し
て
い
る
と
、
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の

ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
嬉
し
く
な
っ
て
、

秋
山
さ
ん
と
の
脳
波
測
定
後
、
事
務
所

に
戻
っ
て
す
ぐ
自
分
の
脳
波
を
測
定
し

た
の
で
す
が
、
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の
脳
波

は
全
く
出
な
い
の
で
す
。
秋
山
さ
ん
の

側
に
い
る
と
出
る
の
で
、
共
鳴
・
誘
発

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

指
導
者
が
い
て
弟
子
が
い
て
、
本
当

に
心
か
ら
信
じ
て
言
わ
れ
る
と
お
り
に

や
っ
た
ら
、
成
長
す
る
の
と
同
じ
で
す

ね
。遠

隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

す
が
、
電
離
層
か
ら
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の

プ
ラ
ズ
マ
振
動
が
来
て
い
る
の
で
、
ヒ

ー
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
同
じ
周
波

数
に
な
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
情

報
の
や
り
取
り
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

福
」
を
さ
れ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も

生
き
て
い
け
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
と
私
の
脳
波
を
同

時
に
測
定
し
ま
し
た
。

同
じ
ス
ケ
ー
ル
で
表
示
す
る
と
、
私

の
脳
波
は
か
な
り
低
い
の
に
対
し
て
、

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
の
脳
波
は
非
常
に
高

く
出
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
二
人
の
脳

波
は
７
・
８
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト

（
位
相
が
揃
う
）
し
て
い
ま
す
。

キ
ル
テ
ィ
ー
グ
ル
は
多
く
の
信
者
の

病
気
を
治
し
た
り
、
貧
困
か
ら
救
う
と

い
う
助
け
る
力
が
あ
り
ま
す
。

歳
と
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い
う
高
齢
で
あ
っ
て
物
も
食
べ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
や
は
り
空

間
の
力
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

日
本
サ
イ
科
学
会
の
本
部
例
会
で
も

講
演
し
た
こ
と
が
あ
る
弁
護
士
の
秋
山

佳
胤
氏
も
不
食
で
す
が
、
敢
え
て
断
食

し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
食
べ
た
く
な

い
か
ら
食
べ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
い
く

ら
で
も
食
べ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
よ
、

と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
。
気
が
付
い
て

み
た
ら
６
年
間
不
食
を
続
け
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
水
も
飲
ん
で
い
な

い
と
い
う
の
で
、
と
も
か
く
脳
波
を
測

ら
せ
て
も
ら
い
た
い
と
お
願
い
し
ま
し

た
。秋

山
さ
ん
の
講
演
会
に
出
て
、
見
て

お
り
ま
し
た
ら
汗
を
一
杯
か
い
て
い
る

の
で
、
「
水
を
飲
ま
な
い
で
、
な
ん
で
そ

ん
な
に
汗
が
出
る
の
で
す
か
？
お
し
っ

こ
も
す
る
の
で
す
か
？
」
と
質
問
し
ま

し
た
ら
、
い
と
も
簡
単
に
答
え
ら
れ
ま

し
た
。

「
え
え
、
し
ま
す
よ
。
」

「
空
間
に
は
水
分
が
一
杯
あ
る
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
に
も
除
湿
機
が
あ
っ

て
、
１
時
間
も
稼
働
さ
せ
れ
ば
１
リ
ッ

ト
ル
の
水
分
が
取
れ
る
で
し
ょ
。
そ
れ

と
同
様
に
皮
膚
の
細
胞
は
い
く
ら
で
も

水
分
を
補
給
で
き
る
。
そ
れ
が
血
液
の

中
に
入
っ
て
水
を
飲
ん
だ
の
と
同
じ
よ

う
な
こ
と
に
な
り
ま
す
。
」

な
る
ほ
ど
、
そ
う
言
わ
れ
て
み
れ
ば

そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
秋
山
さ
ん

の
脳
波
と
私
の
脳
波
を
一
緒
に
測
ら
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
（
上
図
）

上
段
の
脳
波
が
秋
山
さ
ん
、
下
段
の

脳
波
が
私
で
す
。
二
人
が
し
ゃ
べ
っ
て

い
る
と
き
の
脳
波
で
す
の
で
、
ノ
イ
ズ

も
入
り
ま
す
が
、
私
の
脳
波
は
ベ
ー
タ

波
が
強
く
出
る
の
に
対
し
て
、
秋
山
さ

ん
の
脳
波
は
ベ
ー
タ
波
が
少
な
く
ス
ロ

ー
ア
ル
フ
ァ
波
そ
れ
も
７
・
８
ヘ
ル
ツ

が
強
く
出
て
お
り
ま
す
。

最
近
結
婚
さ
れ
た
の
で
、
食
べ
出
し

て
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
普
段
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の
脳
波
は

出
な
い
の
で
す
が
、
秋
山
さ
ん
と
同
時

測
定
し
て
い
る
と
、
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の

ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
が
出
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
嬉
し
く
な
っ
て
、

秋
山
さ
ん
と
の
脳
波
測
定
後
、
事
務
所

に
戻
っ
て
す
ぐ
自
分
の
脳
波
を
測
定
し

た
の
で
す
が
、
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の
脳
波

は
全
く
出
な
い
の
で
す
。
秋
山
さ
ん
の

側
に
い
る
と
出
る
の
で
、
共
鳴
・
誘
発

さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

指
導
者
が
い
て
弟
子
が
い
て
、
本
当

に
心
か
ら
信
じ
て
言
わ
れ
る
と
お
り
に

や
っ
た
ら
、
成
長
す
る
の
と
同
じ
で
す

ね
。遠

隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で

す
が
、
電
離
層
か
ら
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の

プ
ラ
ズ
マ
振
動
が
来
て
い
る
の
で
、
ヒ

ー
ラ
ー
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
同
じ
周
波

数
に
な
れ
ば
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
し
て
情

報
の
や
り
取
り
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
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札
幌
に
お
住
ま
い
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン

グ
や
遠
隔
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
得
意
な
方

に
自
宅
に
い
る
私
に
パ
ワ
ー
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

私
の
脳
波
を
そ
の
日
の
11
時
か
ら
12

時
に
冥
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
測
定

し
、
ヒ
ー
ラ
ー
に
は
そ
の
間
の
15
分

間
、
気
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
伝
え

ま
し
た
。

ヒ
ー
ラ
ー
は
11
時
30
分
か
ら
11
時
45

分
ま
で
気
を
送
っ
た
と
後
か
ら
聞
き
ま

し
た
が
、
図
を
見
る
と
私
の
脳
波
の
リ

ス
ポ
ン
ス
時
間
が
気
を
送
ら
れ
た
時
間

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。

後
日
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
が
上
京
さ
れ
た

と
き
、
お
会
い
し
て
す
ぐ
脳
波
を
測
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
と
ヒ
ー

ラ
ー
の
左
脳
の
脳
波
を
同
時
測
定
し
ま

し
た
。
左
図
の
よ
う
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

前
半
と
後
半
行
い
ま
し
た
。
こ
の
図
で

7
・
8
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
き
れ

い
に
位
相
が
揃
う
と
い
う
こ
と
は
、
気

が
合
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
、
4
種
類
の

脳
波
を
増
幅
し
て
表
示
し
た
と
こ
ろ

（
左
図
の
右
側
の
棒
グ
ラ
フ
）、
や
は
り

バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
電
磁
波
と
同
じ
周
波

数
で
や
り
取
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

4
種
類
の
脳
波
の
周
波
数
は
、
Ｆ
1

：
7
・
8
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
2
：
13
・
6
Ｈ
ｚ
、

Ｆ
3
：
19
・
8
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
4
：
25
・
4

Ｈ
ｚ
で
す
。

左
図
（
上
が
私
の
脳
波
、
下
が
ヒ
ー

ラ
ー
の
脳
波
）
を
見
ま
す
と
、
7
・
8

Ｈ
ｚ
の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
で
共
鳴
す

る
こ
と
は
以
前
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
私
の
他
の
3
つ
の
周
波
数
で
も

ピ
ー
ク
が
出
て
お
り
ま
す
。
要
す
る
に

脳
波
が
共
鳴
し
て
い
る
の
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
方
へ
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
こ

う
い
う
形
で
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
が
帰
ら
れ
て

か
ら
私
の
脳
波
を
測
定
し
て
も
こ
の
ピ

ー
ク
は
出
ま
せ
ん
。

札
幌
に
お
住
ま
い
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン

グ
や
遠
隔
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
得
意
な
方

に
自
宅
に
い
る
私
に
パ
ワ
ー
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

私
の
脳
波
を
そ
の
日
の

時
か
ら

11

12

時
に
冥
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
測
定
し
、

ヒ
ー
ラ
ー
に
は
そ
の
間
の

分
間
、
気

15

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
伝
え
ま
し
た
。

ヒ
ー
ラ
ー
は

時

分
か
ら

時

11

30

11

45

分
ま
で
気
を
送
っ
た
と
後
か
ら
聞
き
ま

し
た
が
、
図
を
見
る
と
私
の
脳
波
の
リ

ス
ポ
ン
ス
時
間
が
気
を
送
ら
れ
た
時
間

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。

後
日
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
が
上
京
さ
れ
た

と
き
、
お
会
い
し
て
す
ぐ
脳
波
を
測
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
と
ヒ
ー

ラ
ー
の
左
脳
の
脳
波
を
同
時
測
定
し
ま

し
た
。
左
図
の
よ
う
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

前
半
と
後
半
行
い
ま
し
た
。
こ
の
図
で

７
・
８
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
き
れ

い
に
位
相
が
揃
う
と
い
う
こ
と
は
、
気

が
合
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
、
４
種
類
の

脳
波
を
増
幅
し
て
表
示
し
た
と
こ
ろ
（
左

図
の
右
側
の
棒
グ
ラ
フ
）
、
や
は
り
バ
ン

ア
レ
ン
帯
の
電
磁
波
と
同
じ
周
波
数
で

や
り
取
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

４
種
類
の
脳
波
の
周
波
数
は
、
Ｆ
１

：
７
・
８
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
２
：

・
６
Ｈ
ｚ
、

13

Ｆ
３
：

・
８
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
４
：

・
４

19

25

Ｈ
ｚ
で
す
。

左
図
（
上
が
私
の
脳
波
、
下
が
ヒ
ー

ラ
ー
の
脳
波
）
を
見
ま
す
と
、
７
・
８

Ｈ
ｚ
の
ス
ロ
ー
ア
ル
フ
ァ
波
で
共
鳴
す

る
こ
と
は
以
前
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
私
の
他
の
３
つ
の
周
波
数
で
も

ピ
ー
ク
が
出
て
お
り
ま
す
。
要
す
る
に

脳
波
が
共
鳴
し
て
い
る
の
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
方
へ
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
こ

う
い
う
形
で
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
が
帰
ら
れ
て

か
ら
私
の
脳
波
を
測
定
し
て
も
こ
の
ピ

ー
ク
は
出
ま
せ
ん
。

札
幌
に
お
住
ま
い
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン

グ
や
遠
隔
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
得
意
な
方

に
自
宅
に
い
る
私
に
パ
ワ
ー
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

私
の
脳
波
を
そ
の
日
の

時
か
ら

11

12

時
に
冥
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
測
定
し
、

ヒ
ー
ラ
ー
に
は
そ
の
間
の

分
間
、
気

15

を
送
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
伝
え
ま
し
た
。

ヒ
ー
ラ
ー
は

時

分
か
ら

時

11

30

11

45

分
ま
で
気
を
送
っ
た
と
後
か
ら
聞
き
ま

し
た
が
、
図
を
見
る
と
私
の
脳
波
の
リ

ス
ポ
ン
ス
時
間
が
気
を
送
ら
れ
た
時
間

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。

後
日
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
が
上
京
さ
れ
た

と
き
、
お
会
い
し
て
す
ぐ
脳
波
を
測
定

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
と
ヒ
ー

ラ
ー
の
左
脳
の
脳
波
を
同
時
測
定
し
ま

し
た
。
左
図
の
よ
う
に
ヒ
ー
リ
ン
グ
を

前
半
と
後
半
行
い
ま
し
た
。
こ
の
図
で

７
・
８
ヘ
ル
ツ
で
コ
ヒ
ー
レ
ン
ト
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
き
れ

い
に
位
相
が
揃
う
と
い
う
こ
と
は
、
気

が
合
う
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
て
、
４
種
類
の

脳
波
を
増
幅
し
て
表
示
し
た
と
こ
ろ
（
左

図
の
右
側
の
棒
グ
ラ
フ
）
、
や
は
り
バ
ン

ア
レ
ン
帯
の
電
磁
波
と
同
じ
周
波
数
で

や
り
取
り
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

４
種
類
の
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の
周
波
数
は
、
Ｆ
１

：
７
・
８
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
２
：

・
６
Ｈ
ｚ
、

13

Ｆ
３
：

・
８
Ｈ
ｚ
、
Ｆ
４
：

・
４

19

25

Ｈ
ｚ
で
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、
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が
ヒ
ー
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を
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ま
す
と
、
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ア
ル
フ
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で
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す

る
こ
と
は
以
前
か
ら
分
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
私
の
他
の
３
つ
の
周
波
数
で
も

ピ
ー
ク
が
出
て
お
り
ま
す
。
要
す
る
に

脳
波
が
共
鳴
し
て
い
る
の
で
す
。
い
ろ

い
ろ
な
方
へ
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン
グ
が
こ

う
い
う
形
で
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
ヒ
ー
ラ
ー
の
方
が
帰
ら
れ
て

か
ら
私
の
脳
波
を
測
定
し
て
も
こ
の
ピ

ー
ク
は
出
ま
せ
ん
。

札
幌
に
お
住
ま
い
の
遠
隔
ヒ
ー
リ
ン

グ
や
遠
隔
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
得
意
な
方

に
自
宅
に
い
る
私
に
パ
ワ
ー
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
、
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

私
の
脳
波
を
そ
の
日
の

時
か
ら

11

12

時
に
冥
想
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
測
定
し
、

ヒ
ー
ラ
ー
に
は
そ
の
間
の

分
間
、
気

15

を
送
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て
く
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さ
い
、
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伝
え
ま
し
た
。
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し
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清
田
益
章
氏
と
は
40
年
近
い
お
付
き

合
い
で
す
が
、
最
近
は
ス
プ
ー
ン
曲
げ

と
い
う
よ
り
、
ス
プ
ー
ン
の
頭
を
し
ば

ら
く
持
っ
て
い
る
と
、
首
の
所
に
亀
裂

が
入
り
ち
ょ
っ
と
振
る
だ
け
で
柄
が
落

ち
る
の
で
す
。

（
動
画
再
生
）

そ
の
と
き
の
脳
波
を
測
り
ま
し
た
。

閉
眼
安
静
状
態
で
全
体
的
に
右
脳
の

方
が
左
脳
よ
り
パ
ワ
ー
が
強
く
出
ま

す
。
そ
し
て
7
・
8
ヘ
ル
ツ
の
ピ
ー
ク

が
非
常
に
高
く
、
そ
の
他
の
3
つ
の
周

波
数
も
高
く
な
り
ま
す
。

清
田
氏
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て

い
る
そ
の
場
に
い
る
と
、
多
分
参
加
者

の
全
身
の
細
胞
は
影
響
を
受
け
る
と
思

い
ま
す
。

私
も
7
年
前
に
こ
ぶ
し
大
の
大
腸
ガ

ン
が
で
き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
消
え
た

の
は
彼
の
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
九
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

の
報
告

―
宇
宙
人
と
の
遭
遇
―

	

講
師　

徳
授
院 

愛 

氏

日
時	

令
和
4
年
9
月
17
日（
土
）

会
場	

ま
つ
む
し
音
楽
堂

徳
授
院
講
師
は
、
通
常
目
に
見
え
な

い
も
の
が
見
え
る
と
い
う
特
異
な
体
質

の
た
め
に
幼
少
時
か
ら
多
く
の
苦
労
を

背
負
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
霊
視
と

現
実
が
交
叉
し
た
職
場
で
の
体
験
を
経

て
現
在
は
エ
ス
テ
、
整
体
師
と
し
て
自

立
、
ご
活
躍
で
す
。
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
で
は
、
と
く
に
「
宇
宙
人
と
の
遭

遇
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
う
た
め

9
／
17（
土
）の
研
究
集
会
に
お
招
き
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
と
な
り
ま
す
が
文
字
に
よ
る
質
疑

応
答
は
可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は

本
会
会
長
、
和
田
高
幸（
元
産
経
新
聞

記
者
、「
未
知
の
彼
方
へ
」・
神
秘
の
Ｕ

Ｆ
Ｏ
写
真
集
の
著
者
）が
担
当
し
ま
す
。

*

資
料
と
し
て
体
験
レ
ポ
ー
ト
（
全
文
）

を
添
付
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。私

は
母
が
霊
能
者
、
父
が
サ
イ
キ
ッ

カ
ー
（
千
里
眼
）
の
元
に
生
ま
れ
た
せ

い
か
、
家
族
全
員
が
普
通
の
人
に
は
見

え
て
い
な
い
モ
ノ
が
見
え
て
い
る
と
言

う
状
況
が
当
た
り
前
の
生
活
を
送
っ
て

い
た
の
で
、
見
え
て
い
な
い
生
活
が
ど

ん
な
感
じ
な
の
か
を
知
ら
ず
に
過
ご
し

て
来
ま
し
た
。
人
と
見
え
て
い
る
世
界

が
違
う
？
と
い
う
事
を
知
っ
た
の
は
、

20
歳
の
時
で
す
。

当
時
私
は
、
あ
る
大
手
電
機
メ
ー
カ

ー
に
勤
め
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
場

所
は
霊
道
と
言
わ
れ
る
、
霊
の
通
り
道

に
な
っ
て
お
り
、
兵
隊
さ
ん
や
お
侍
さ

ん
な
ど
色
ん
な
方
が
通
る
場
所
で
、
あ

る
時
間
に
な
る
と
、
い
つ
も
私
の
横
を

お
侍
さ
ん
御
一
行
が
通
り
す
ぎ
る
の
で

す
。私

は
営
業
部
門
に
お
り
ま
し
た
の
で
、

フ
ロ
ア
に
は
セ
ー
ル
ス
の
方
達
の
机
な

ど
が
沢
山
あ
っ
て
、
通
り
を
塞
い
で
い

た
の
で
す
。（
色
ん
な
人
が
通
る
の
に
、

何
で
通
り
道
を
塞
い
で
い
る
の
だ
ろ

う
？
こ
ん
な
事
を
し
て
い
た
ら
、
邪
魔

に
な
っ
て
怪
我
す
る
の
に
な
ぁ
？
）と
思

い
な
が
ら
、
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

あ
る
日
、
お
侍
さ
ん
の
御
一
行
に
業
務

を
し
て
い
る
皆
の
前
で
、
私
は
椅
子
ご

と
突
き
飛
ば
さ
れ
て
、
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
の
様
な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

上
司
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
「
今
の
出
来

事
は
何
だ
っ
た
の
か
？
」
と
、
聞
か
れ

た
の
で
「
此
処
は
お
侍
さ
ん
の
通
り
道

な
の
で
、
此
処
を
机
な
ど
で
塞
い
で
る

と
、
こ
の
筋
に
座
っ
て
る
人
達
が
怪
我

を
し
た
り
病
気
に
な
り
ま
す
よ
」
と
、

言
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
取
り
合

っ
て
貰
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
が
経
つ
内
に
私
が
言
っ
た
と
お

り
、
そ
の
筋
に
座
っ
て
い
た
セ
ー
ル
ス

マ
ン
達
の
身
に
、
次
々
と
体
調
の
変
化

が
起
こ
り
、
営
業
に
大
き
く
ダ
メ
ー
ジ

を
与
え
る
迄
に
発
展
し
ま
し
た
。

上
司
は
私
の
言
っ
て
い
た
事
を
上
層

部
に
相
談
し
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
当

時
の
事
業
部
長
に
呼
ば
れ
、
対
策
は
ど

の
様
に
し
た
ら
良
い
の
か
と
尋
ね
ら
れ

清
田
益
章
氏
と
は

年
近
い
お
付
き

40

合
い
で
す
が
、
最
近
は
ス
プ
ー
ン
曲
げ

と
い
う
よ
り
、
ス
プ
ー
ン
の
頭
を
し
ば

ら
く
持
っ
て
い
る
と
、
首
の
所
に
亀
裂

が
入
り
ち
ょ
っ
と
振
る
だ
け
で
柄
が
落

ち
る
の
で
す
。

（
動
画
再
生
）

そ
の
と
き
の
脳
波
を
測
り
ま
し
た
。

閉
眼
安
静
状
態
で
全
体
的
に
右
脳
の

方
が
左
脳
よ
り
パ
ワ
ー
が
強
く
出
ま
す
。

そ
し
て
７
・
８
ヘ
ル
ツ
の
ピ
ー
ク
が
非

常
に
高
く
、
そ
の
他
の
３
つ
の
周
波
数

も
高
く
な
り
ま
す
。

清
田
氏
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
し
て

い
る
そ
の
場
に
い
る
と
、
多
分
参
加
者

の
全
身
の
細
胞
は
影
響
を
受
け
る
と
思

い
ま
す
。

私
も
７
年
前
に
こ
ぶ
し
大
の
大
腸
ガ

ン
が
で
き
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
消
え
た

の
は
彼
の
影
響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

◆

◆

第
四
六
九
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会(

オ
ン
ラ
イ
ン)

の
報
告

―
宇
宙
人
と
の
遭
遇
―

講
師

徳
授
院

愛

氏

日
時

令
和
４
年
９
月

日(
土)

17

会
場

ま
つ
む
し
音
楽
堂

徳
授
院
講
師
は
、
通
常
目
に
見
え
な

い
も
の
が
見
え
る
と
い
う
特
異
な
体
質

の
た
め
に
幼
少
時
か
ら
多
く
の
苦
労
を

背
負
っ
て
生
き
て
き
ま
し
た
。
霊
視
と

現
実
が
交
叉
し
た
職
場
で
の
体
験
を
経

て
現
在
は
エ
ス
テ
、
整
体
師
と
し
て
自

立
、
ご
活
躍
で
す
。
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
で
は
、
と
く
に
「
宇
宙
人
と
の
遭

遇
」
に
つ
い
て
お
話
し
を
伺
う
た
め
９

／

(

土)

の
研
究
集
会
に
お
招
き
す
る

17
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
と
な
り
ま
す
が
文
字
に
よ
る
質
疑
応

答
は
可
能
で
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
本

会
会
長
、
和
田
高
幸
（
元
産
経
新
聞
記

者
、
「
未
知
の
彼
方
へ
」
・
神
秘
の
Ｕ
Ｆ

Ｏ
写
真
集
の
著
者
）
が
担
当
し
ま
す
。

*

資
料
と
し
て
体
験
レ
ポ
ー
ト
（
全
文
）

を
添
付
い
た
し
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。私

は
母
が
霊
能
者
、
父
が
サ
イ
キ
ッ

カ
ー
（
千
里
眼
）
の
元
に
生
ま
れ
た
せ

い
か
、
家
族
全
員
が
普
通
の
人
に
は
見

え
て
い
な
い
モ
ノ
が
見
え
て
い
る
と
言

う
状
況
が
当
た
り
前
の
生
活
を
送
っ
て

い
た
の
で
、
見
え
て
い
な
い
生
活
が
ど

ん
な
感
じ
な
の
か
を
知
ら
ず
に
過
ご
し

て
来
ま
し
た
。
人
と
見
え
て
い
る
世
界

が
違
う
？
と
い
う
事
を
知
っ
た
の
は
、

歳
の
時
で
す
。

20
当
時
私
は
、
あ
る
大
手
電
機
メ
ー
カ

ー
に
勤
め
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
場

所
は
霊
道
と
言
わ
れ
る
、
霊
の
通
り
道

に
な
っ
て
お
り
、
兵
隊
さ
ん
や
お
侍
さ

ん
な
ど
色
ん
な
方
が
通
る
場
所
で
、
あ

る
時
間
に
な
る
と
、
い
つ
も
私
の
横
を

お
侍
さ
ん
御
一
行
が
通
り
す
ぎ
る
の
で

す
。私

は
営
業
部
門
に
お
り
ま
し
た
の
で
、

フ
ロ
ア
に
は
セ
ー
ル
ス
の
方
達
の
机
な

ど
が
沢
山
あ
っ
て
、
通
り
を
塞
い
で
い

た
の
で
す
。
（
色
ん
な
人
が
通
る
の
に
、

何
で
通
り
道
を
塞
い
で
い
る
の
だ
ろ

う
？
こ
ん
な
事
を
し
て
い
た
ら
、
邪
魔

に
な
っ
て
怪
我
す
る
の
に
な
ぁ
？
）
と

思
い
な
が
ら
、
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

あ
る
日
、
お
侍
さ
ん
の
御
一
行
に
業
務

を
し
て
い
る
皆
の
前
で
、
私
は
椅
子
ご

と
突
き
飛
ば
さ
れ
て
、
ポ
ル
タ
ー
ガ
イ

ス
ト
の
様
な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

上
司
が
ビ
ッ
ク
リ
し
て
「
今
の
出
来

事
は
何
だ
っ
た
の
か
？
」
と
、
聞
か
れ

た
の
で
「
此
処
は
お
侍
さ
ん
の
通
り
道

な
の
で
、
此
処
を
机
な
ど
で
塞
い
で
る

と
、
こ
の
筋
に
座
っ
て
る
人
達
が
怪
我

を
し
た
り
病
気
に
な
り
ま
す
よ
」
と
、

言
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
取
り
合

っ
て
貰
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

日
が
経
つ
内
に
私
が
言
っ
た
と
お
り
、

そ
の
筋
に
座
っ
て
い
た
セ
ー
ル
ス
マ
ン

達
の
身
に
、
次
々
と
体
調
の
変
化
が
起

こ
り
、
営
業
に
大
き
く
ダ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
迄
に
発
展
し
ま
し
た
。

上
司
は
私
の
言
っ
て
い
た
事
を
上
層

部
に
相
談
し
た
の
で
し
ょ
う
。
私
は
当

時
の
事
業
部
長
に
呼
ば
れ
、
対
策
は
ど

の
様
に
し
た
ら
良
い
の
か
と
尋
ね
ら
れ
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ま
し
た
の
で
、
土
地
建
物
の
ご
祈
祷
を

勧
め
た
所
、
Ｇ
Ｗ
に
出
雲
大
社
か
ら
宮

司
を
呼
ん
で
、
大
掛
か
り
な
ご
祈
祷
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
何
も
無

か
っ
た
か
の
様
に
事
は
収
束
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
同
期
だ
っ
た
友
人
に
は

日
頃
か
ら
、
自
分
が
見
え
て
い
る
事
を

普
通
に
話
し
て
い
た
の
で
す
が
、
こ
の

友
人
の
お
父
さ
ん
は
実
は
本
を
書
い
て

い
た
程
の
霊
能
者
で
し
た
。

当
時
は
今
の
様
に
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
」
は
、
ま
だ
理
解
さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
し
た
の
で
、
友
人
は
お
父
さ
ん
が

霊
能
者
で
あ
る
事
は
秘
密
に
し
て
い
た

の
で
す
が
、
私
の
事
を
お
父
さ
ん
に
相

談
し
て
い
た
様
で
す
。
そ
の
事
件
が
あ

っ
た
事
で
、
友
人
は
私
の
身
を
案
じ
、

そ
の
お
父
さ
ん
に
会
う
事
に
な
り
ま
し

た
。会

っ
た
時
、
色
ん
な
写
真
を
見
せ
ら

れ
て
「
此
処
に
何
が
写
っ
て
い
る
か

な
？
」
と
聞
か
れ
た
私
は
、
見
え
る
ま

ま
を
答
え
た
の
で
す
が
、
お
父
さ
ん
が

「
自
分
が
他
の
人
に
は
見
え
て
い
な
い

モ
ノ
が
視
え
て
い
る
事
を
分
か
っ
て
い

る
か
？
」
と
色
々
な
説
明
を
受
け
、
初

め
て
、
自
分
が
今
ま
で
普
通
に
視
え
て

い
た
モ
ノ
が
他
の
人
に
は
視
え
て
い
な

い
世
界
だ
っ
た
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。

「
こ
の
子
は
、
こ
の
ま
ま
だ
と
、
こ

れ
か
ら
の
世
の
中
を
生
き
に
く
い
だ
ろ

う
」
と
い
う
事
で
当
時
か
ら
、
霊
能
者

と
し
て
人
助
け
を
し
て
い
た
友
人
の
お

父
さ
ん
の
元
で
修
行
を
さ
せ
て
頂
く
事

に
な
り
ま
し
た
。

思
い
返
せ
ば
、
小
学
生
の
頃
「
嘘
つ

き
」
と
言
わ
れ
、
イ
ジ
メ
に
遭
っ
て
い

た「
嘘
つ
き
」と
言
う
内
容
は
、
他
の
子

に
は
視
え
て
い
な
か
っ
た
の
だ
と
、
こ

の
時
に
や
っ
と
理
解
出
来
た
訳
で
す
。

霊
能
者
の
お
父
さ
ん
は
、
真
言
密
教
の

先
達
も
さ
れ
て
お
り
、
ご
自
宅
に
は
大

き
な
、
お
不
動
様
を
お
祀
り
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
私
も
小
さ
な
お
不
動
様
を
祀

ら
せ
て
も
ら
い
、
加
持
祈
祷
の
方
法
や

除
霊
、
浄
霊
、
土
地
神
さ
ま
の
出
し
方

な
ど
、
本
当
に
様
々
な
事
を
教
え
て
頂

き
ま
し
た
。

修
行
中
、
苦
労
？
か
ど
う
か
は
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
体
調
の
悪
い
人
が
来
る

と
事
前
に
私
の
体
に
異
変
が
起
こ
り
、

依
頼
者
の
代
わ
り
に
、
噴
水
の
様
に
リ

バ
ー
ス
し
た
り
、
寝
込
ん
だ
り
、
妙
に

悲
し
く
な
っ
た
り
す
る
事
が
あ
り
、
そ

の
事
が
有
る
と
依
頼
者
の
体
調
や
精
神

状
態
が
好
転
す
る
と
言
う
事
が
数
年
続

い
た
事
が
あ
り
ま
す
。

霊
能
者
の
お
父
さ
ん
曰
く
、
当
時
の

私
の
体
質
が
、
相
談
者
の
悪
い
モ
ノ
を

自
分
の
体
に
取
り
込
ん
で
、
浄
化
す
る

と
言
う
タ
イ
プ
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
修

行
の
お
陰
で
図
太
く
な
っ
た
せ
い
か
？

今
で
は
そ
の
様
な
事
は
起
こ
り
ま
せ

ん
。（
笑
）

私
が
35
歳
の
時
に
、
霊
能
者
の
お
父

さ
ん
が
倒
れ
ら
れ
、
何
と
か
助
け
た
い

一
心
で
ご
縁
を
頂
い
た
の
が
、
神
さ
ま

事
の
先
生
で
し
た
。
初
め
て
お
会
い
し

た
時
、「
あ
ん
た
な
、
仏
さ
ん
の
修
行
は

終
わ
り
や
、
こ
れ
か
ら
は
神
さ
ん
の
修

行
を
し
な
さ
い
」
と
い
き
な
り
言
わ
れ
、

当
時
、
仏
さ
ん
？
神
さ
ん
？
の
違
い
も

よ
く
分
か
ら
な
い
ま
ま
、
そ
の
方
の
元

で
神
様
修
行
を
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

神
さ
ま
修
行
を
10
年
程
続
け
て
い
た

頃
、
あ
る
組
織
が
先
生
の
元
に
来
た
事

で
、
突
然
、
私
は
神
さ
ま
修
行
を
卒
業

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
25
年
に
渡

り
、
神
仏
の
修
行
に
携
わ
っ
て
突
然
目

標
を
失
い
ま
し
た
。
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル

な
事
で
脅
さ
れ
た
り
し
ま
し
た
。

神
仏
と
は
？
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
と

は
？
と
は
何
だ
ろ
う
？
と
思
っ
て
い
た

頃
今
か
ら
、
10
年
程
前
で
す
。

そ
の
頃
か
ら
で
す
。
自
宅
で
寝
て
い

る
と
、
妙
に
暑
く
寝
て
い
る
横
で
、
大

き
な
タ
イ
ヤ
の
様
な
モ
ノ
が
グ
ル
グ
ル

回
っ
て
い
て
、
恐
く
て
薄
め
目
を
開
け

る
と
大
き
な
目
が
時
々
見
え
る
。
そ
れ

が
龍
で
し
た
。

あ
る
時
、
寝
て
い
た
ら
目
を
閉
じ
て

い
る
の
に
、
突
然
ピ
カ
っ
と
眩
し
く

て
、
目
を
開
け
た
ら
、
カ
ー
テ
ン
の
隙

間
か
ら
一
筋
の
光
が
出
て
い
て
、
そ
れ

が
眉
間
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
す
。
カ

ー
テ
ン
を
開
け
る
と
、
大
き
な
満
月
に

見
え
た
の
で
す
が
、
私
は
視
力
が
０
・

０
１
な
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
Ｕ
Ｆ
Ｏ

だ
っ
た
の
か
も
？
と
思
い
ま
す
。

そ
の
辺
り
か
ら
、
寝
て
い
る
と
緑
色

の
50
セ
ン
チ
く
ら
い
？
の
宇
宙
人
？
小

人
？
が
部
屋
に
現
れ
た
り
（
怖
く
て
薄

目
開
け
て
、
身
動
き
取
れ
ま
せ
ん
で
し

た
）
今
で
も
、
夢
だ
っ
た
の
か
？
ハ
ッ

キ
リ
し
ま
せ
ん
が
・
・
・
。

そ
の
数
ヶ
月
後
、
寝
て
い
る
時
に
、

又
、
眩
し
い
光
で
目
を
開
け
る
と
、
自

分
は
幽
体
離
脱
し
た
状
態
で
ベ
ッ
ド
か

ら
起
き
上
が
っ
て
お
り
、
目
の
前
に
ホ

ロ
グ
ラ
ム
に
浮
か
ぶ
3
人
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
方
達
は
、
不
思
議
と
怖
く
な
く

て
、
直
ぐ
に
宇
宙
人
だ
と
分
か
っ
た
の

で
す
が
、
身
動
き
も
取
れ
な
い
し
、
宇

宙
語
も
分
か
ら
な
い
の
で
、
ど
う
し
よ

う
？
と
思
っ
て
い
た
ら
、
急
に
頭
の
中

を
広
が
る
様
に
、
感
情
？
言
葉
？
が
伝

わ
っ
て
来
ま
し
た
。（
安
心
し
て
下
さ
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い
。
あ
な
た
に
危
害
を
加
え
る
つ
も
り

で
来
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）と
。

ボ
ー
然
と
し
て
い
る
私
に
、
そ
の
中

の
一
人
（
男
性
ぽ
い
）
が
、
私
に
ス
ー

ッ
と
近
付
い
て
来
て
、
私
の
身
体
を
す

り
抜
け
て
来
た
の
で
す
。
す
り
抜
け
た

瞬
間
、
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
る
、

私
の
肉
体
が
上
下
に
リ
バ
ウ
ン
ド
し
ま

し
た
。
余
り
の
突
然
の
事
に
、
声
も
出

ず
、
驚
き
も
束
の
間
、
も
う
一
人
が
近

付
い
て
来
ま
し
た
。

恐
怖
で
気
を
失
っ
た
の
か
？
気
が
つ

い
た
時
は
朝
で
し
た
。
た
だ
、
記
憶
は

鮮
明
で
身
体
を
す
り
抜
け
ら
れ
た
瞬
間

の
生
々
し
い
感
触
も
今
で
も
ハ
ッ
キ
リ

と
憶
え
て
い
て
。
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
・
・
・
。

そ
こ
か
ら
、
一
週
間
程
経
過
し
た
あ

る
日
、
目
覚
め
た
時
に
（
あ
れ
？
世
界

が
変
わ
っ
た
？
）
と
。
周
り
は
何
も
変

わ
っ
て
は
い
な
い
の
で
す
が
、
何
故

か
、
妙
に
そ
う
感
じ
ま
し
た
。

不
思
議
な
体
験
を
し
て
、
大
き
く
変

わ
っ
た
事
は
、
感
情
の
変
化
が
無
く
な

っ
た
こ
と
で
す
。
フ
ラ
ッ
ト
に
な
っ
た

と
言
う
か
、
ク
ー
ル
に
な
っ
た
と
言
う

の
で
し
ょ
う
か
？
天
変
地
異
を
感
じ
た

り
、
神
仏
修
行
し
て
い
た
頃
と
は
違
う

世
界
観
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
、
宇
宙
人
遭
遇
体
験
し
て
一
番

ビ
ッ
ク
リ
し
て
い
る
こ
と
は
、
主
人
が

入
れ
替
わ
っ
た
の
か
？
別
世
界
に
来
た

の
か
？
と
言
う
位
、
主
人
が
変
わ
っ
た

事
で
す
。（
笑
）

仕
事
は
、
自
分
の
能
力
（
特
技
）
を

活
か
し
て
、
エ
ス
テ
と
整
体
を
や
っ
て

お
り
ま
す
。
口
コ
ミ
の
み
で
、
色
ん
な

方
の
ご
相
談
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
繋
が
っ
て
い
る

の
か
？
来
て
く
れ
て
い
る
の
が
分
か
る

様
に
な
っ
て
、
毎
日
の
様
に
観
ま
す
。

こ
の
広
い
銀
河
系
で
沢
山
の
星
が
あ

る
の
で
、
地
球
外
知
的
生
命
体
は
沢
山

存
在
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地

球
と
言
う
一
つ
の
惑
星
で
す
ら
、
色
ん

な
人
種
や
考
え
方
が
い
る
の
で
、
勿

論
、
地
球
外
知
的
生
命
体
の
中
に
は
、

地
球
人
に
対
し
て
友
好
的
で
な
い
人
種

も
存
在
す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
・
・
・
。

少
な
く
と
も
、
私
が
体
験
し
た
事
は

地
球
人
に
対
し
て
友
好
的
な
存
在
で
有

っ
た
の
で
は
？
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

交
信
し
出
来
た
ら
な
ぁ
と
思
う
日
々
で

す
。最

近
の
活
動
で
、
地
球
の
異
常
気
象

に
伴
い
、
薬
草
、
野
草
の
使
い
方
を
知

っ
て
も
ら
い
た
い
と
皆
に
伝
え
て
い
ま

す
。そ

れ
と
、
一
般
に
表
に
公
開
出
来
な

い
様
な
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
動
画
を
撮
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
間
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
観
た
後
、
車

を
当
て
ら
れ
た
の
で
す
け
ど
、
そ
の
時

も
、
不
思
議
な
事
が
有
り
ま
し
た
。
宇

宙
人
と
遭
遇
体
験
を
し
た
後
、
実
家
の

母
に
会
っ
た
時
に
、
母
が
私
を
見
て
、

「
横
に
居
て
る
銀
色
の
キ
ラ
キ
ラ
し
た

方
は
、
ど
な
た
？
」
と
言
わ
れ
て
、
ビ

ッ
ク
リ
し
た
事
も
あ
り
ま
す
。

当
時
、
母
は
88
歳
で
し
た
が
、
母
も

オ
レ
ン
ジ
色
に
光
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
来
た
！

と
言
っ
て
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
の
12

月
14
日
の
午
後
17
時
50
分
過
ぎ
頃
。
ス

タ
ー
ゲ
ー
ト
？
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
を
見
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
３
号（
1
9
8
5
年

４
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ガ
紀
行
Ⅱ

	

　
　
　

実
藤　

遠

仏
教
に
も
正
法
・
像
法
・
末
法
の
思

想
が
あ
り
、
聖
書
や
黙
示
録
に
も
終
末

論
が
あ
る
。
た
し
か
に
21
世
紀
を
前
に

し
た
一
九
八
○
年
代
は
歴
史
の
大
き
な

転
換
期
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の
人
が

認
識
し
て
い
る
。
た
だ
し
人
類
の
三
分

の
二
は
滅
亡
し
、
あ
と
は
助
か
る
と
い

う
よ
う
な
世
界
観
に
は
全
く
反
対
で
あ

る
。
す
べ
て
の
人
が
明
る
い
21
世
紀
を

迎
え
る
方
法
こ
そ
が
今
こ
そ
望
ま
れ
る

の
で
あ
る
。
社
会
や
歴
史
や
文
明
に
も

誕
生
→
生
成
・
発
展
→
老
衰
→
死
滅
の

サ
イ
ク
ル
は
厳
然
と
存
在
し
て
い
て
、

こ
の
法
則
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
人
で
も
多
く
の
人
が「
本
当
の
自
分

と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、

実
は
肉
体
で
は
な
く
平
和
な
魂
と
し
て

の
自
分
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
、

ま
た
こ
の
よ
う
な
世
界
観
が
確
立
し
た

と
き
に
は
、
平
和
な
21
世
紀
を
皆
で
迎

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ

の
歴
史
観
は
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。

人
間
は
あ
る
種
の
鉱
物
状
態
（
物
質

状
態
で
生
命
力
も
感
情
も
潜
在
状
態
）

→
植
物
状
態
（
生
命
力
が
顕
在
化
）
→

動
物
状
態
（
さ
ら
に
感
情
が
開
花
）
→

物
質
・
生
命
力
・
感
情
・
自
我
に
め
ざ

め
た
人
類
と
し
て
進
化
し
て
き
た
。
次

の
時
代
は
現
在
超
感
覚
と
か
超
能
力
と

い
わ
れ
て
い
る
も
ろ
も
ろ
の
資
質
が
顕

在
化
す
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
と
き
人

間
は
過
去
、
現
在
、
未
来
の
自
分
が
は

っ
き
り
と
わ
か
り
、
死
の
恐
れ
な
ど
も

な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
サ
イ
科
学
で
い
う
未
知
の
エ
ネ
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ル
ギ
ー
と
は
肉
体
や
物
質
と
ハ
ー
モ
ニ

ー
し
て
い
る
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の

を
生
命
あ
る
も
の
と
さ
せ
て
い
る
、
高

次
元
の
世
界
と
直
結
し
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
で
あ
る
。
現
在
の
科
学
で
も
「
生

体
プ
ラ
ズ
マ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
い
っ

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。

サ
イ
科
学
は
決
し
て
現
在
の
科
学
と

対
立
し
た
り
否
定
し
た
り
す
る
も
の
で

は
な
い
。
現
在
の
科
学
で
は
わ
か
ら
な

い
未
知
の
も
の
は
無
数
に
あ
る
。
事
実

サ
イ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
い
っ
て
い
る
。
未
知
と
い
う
こ
と

は
何
ら
か
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
現
象
が
あ
る

か
ら
こ
う
い
う
の
で
あ
る
。

現
在
の
多
く
の
科
学
者
の
と
っ
て
い

る
態
度
、
物
質
現
象
以
外
は
認
め
な
い

と
い
う
態
度
は
も
ち
ろ
ん
転
換
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
最
近
い
わ

れ
だ
し
た
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
は
、

物
質
と
と
も
に
意
識
を
研
究
対
象
に
と

り
あ
げ
、
全
体
と
部
分
と
の
統
合
の
観

点
か
ら
万
物
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
。

サ
イ
科
学
も
不
可
視
な
も
の
で
あ
ろ

う
と
未
知
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
現
象

が
存
在
す
る
限
り
何
で
も
究
明
し
て
い

く
態
度
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
代

科
学
の
否
定
で
は
な
く
、
科
学
の
発
展

で
あ
り
進
化
で
あ
り
、
質
的
な
拡
張
な

の
で
あ
る
。

今
回
学
習
し
た
イ
ン
ド
の
ラ
ー
ジ

ャ
・
ヨ
ー
ガ
の
理
論
や
知
識
を
、
サ
イ

科
学
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
、
昨

年
習
っ
て
き
た
気
功
と
の
関
係
か
ら
み

る
こ
と
、
さ
ら
に
他
の
ヨ
ー
ガ
や
瞑
想

法
か
ら
検
討
す
る
こ
と
等
は
今
後
に
残

さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
紙
面
の
都
合

上
、
お
よ
び
私
の
時
間
的
理
由
（
ま
だ

十
分
に
考
え
が
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
）

等
か
ら
今
回
は
紹
介
に
止
め
て
お
く
こ

と
に
し
た
。
改
め
て
総
合
的
に
考
察
し

て
み
る
考
え
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

ク
ン
ダ
リ
ニ
と
ア
ル
タ
・
メ
ー
ジ
ュ
ア

ヨ
ー
ガ
で
い
う
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
は
脊

柱
基
部
に
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア

ル
タ
・
メ
ー
ジ
ュ
ア
（A

lta M
ajor

）

は
脊
柱
頭
部
に
あ
る
。
ク
ン
ダ
リ
ニ

（K
undalini

）
も
、
ア
ル
タ
・
メ
ー
ジ

ュ
ア
も
と
も
に
、
エ
ー
テ
ル
体
の
中
の

力
の
渦
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
力
の
渦
は

エ
ー
テ
ル
体
に
お
け
る
両
極
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
Ｐ
Ｋ
は
、
エ
ー
テ
ル
体
内
の

プ
ラ
ナ
が
尾
状
核
付
近
で
電
気
的
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
っ
た
後
、
ア
ル
タ
・
メ
ー

ジ
ュ
ア
か
ら
発
す
る
も
の
ら
し
い
。

（
完
）

　
　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

時の過度の戻り、これ等は通常の力学変形に
は無い現象である。

つぎに硬さ変化をみる。熱的には最も安定
な焼き鈍し材にサイ（気）を作用させると、
より柔らかになる。これは、サイ（気）が極
小粒【光子対】なので結晶粒内の原子を素通
りして結晶粒界に達し、結晶粒界にあるヒズ
ミを緩和することによるのだろう。このこと
は、応力ヒズミ曲線にも現われてる。つまり、
変化曲線のサイ（気）による異常性にも、同
一現象（軟化、硬化）が現れている。このこ
とは、さらに破断面にも表れている。つまり
小範囲の切断面内に延性波面（デンプル）と
脆性破面（ブリットル）が多数表われている。
以上、サイ（気）を作用させたときの多結晶
材料に現れる異常性は、サイ（気）が極小粒
であること、ならびにサイ（気）自体がヒズ
ミを除去する性質がある為であると判断でき
る。なお、この現象は、日本の少年たちの念
力の場合には「+30％【硬化】〜−30％（柔化）

程度」であった。

「念写と透視」現象は、1910年に福来友吉
博士によって発見された。先生は、「念」は
願いをもったエネルギーとして時間や空間を
超えて宇宙全体に広く充満していると主張し
た。つまり意識の一部は体外に放出されて、

「念」として機能している。量子脳理論で著
名なロジャー・ベンローズ（英、1931〜現在）
は、2020年度のノーベル物理学賞を受けた。
そして、「意識は原子の振舞いや時空の中に、
すでに存在している」と説明した。これは、
福来説を理論的に確認したものとも受け取れ
る。著者らは、2021年に意識（ＡＳＣ下）と
物質の関係を提案した（次号参照）。

（注訳）本研究に先行して宮内力、福田豊、
両先生の「光湧き出し」実験がある（清田益
章氏対象）。お世話に成り、ご指導戴いた品
川次郎先生にお礼もうしあげます。
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① 地震雲観測による予知：地下岩盤の圧電現
象により、大気に高電圧がかかり、地磁気
の中を帯電した水蒸気が風により、収縮す
る方向に集まり、上下に発散収縮の力が加
わり、これが大気層の水蒸気を特異な形の
雲にして、地震雲になるといわれている。
そして、この地震雲を観測することによ
り、地震の発生日と地域を予測できるとさ
れる。

② ラドン検出による予知：岐阜大学では、観
測システムによりラドンの検出調査をして
いる。放射線医学県民健康管理センター石
川徹夫博士は、1995年の兵庫県南部地震
前（以下、「阪神大震災」という）に、大気
中のラドン濃度に大きな変化が見られたこ
とから、今後、ラドンを測定することによ
り地震予知へ活用することが可能と述べて
いる。

③ ＦＭ電波の異常により予測する：上空の電
離層に異常が起こり、ＦＭ電波の到達距離
が異なることを利用して観測し予測する。

④ ナマズ等の魚が地電流を、ハト、カラス等
の鳥は磁力を感じることにより予知する：
地下岩盤に電圧が発生すると、地表に電流

が流れ地電流となるため、これを感じて
「ナマズが暴れる」「ヘビ、動物園のワニが
騒ぐ」「ミミズが地表に出てくる」等の特異
現象が起こると考えられている。
 また、ナマズが、電気感覚に特に敏感な能
力があるとされるのは、餌である小魚の捕
食と、縄張りに対抗するため同類のナマズ
の電位を感じる感覚が（浅野はナマズの電
気感覚が、10〜20ＨＺの電場に強く反応
するとしている）、他の魚類より鋭くなっ
ているためではないかとされている。
 この時、地下岩盤に電圧が発生すると異常
に磁場が発生することから、ハト、カラス
等の感磁能力の強い鳥は、逃げる、騒ぐと
いう状態になるとされている。この鳥、魚
の状態を見る、または観測することにより
地震発生を予測する。

⑤ 動物による予知：地盤構成岩石の花崗岩等
が、圧電効果により電気エネルギーを発生
させ、地中の岩石層から電磁波が発生す
る。そして、動物達はその電磁波を察知し
地震を予知するのではないかと考えられて
いる。（続く）

脳波の周波数を下げて変性意識状態（ＡＳ
Ｃ）になり、強く意念する。すると、超常現
象（念力、ＰＫ）が生起してくる。この時、
不思議な事に、「意識（念）が物質の作用を助
ける」という現象がおきてくる。もともと、
精神と物質は異質であって混ざり合うことは
無いはずである。

他方、「透視と念写」の原因は、陰陽サイｓ
ｐｉｎ対【光子】「略称：サイ（気）」の作用であ
ることが判明した（佐々木、佐藤，2018年）。
サイ（気）は、変性意識状態（ＡＳＣ）に入っ
た能力者から体外に放出され、意識体を形成
する。このサイ（気）が、物質としての「【光】
現象」ならびに「金属（鉄、アルミ）変形現象、

硬さ」に対して、どの様な変化を与えるかに
ついて、検討した。（物質としての）電磁波

（ＯＮ、ＯＦＦ）と、（意識体としての）「サイ
（気）」の関係をみる。電磁波とサイ（気）は
光の一種なので、相性が良い。両者の間には
単純な加算則が成立している。他方、一例と
して、金属を見る。金属の降伏点付近が念力

（ＰＫ）の発生点に相当し、力学変形に重畳
す る 状 態 で、 Ｐ Ｋ 変 形 が 進 行 し て い る。
0.07％Ｃ軟鋼板で、熱処理は真空中の焼き鈍
し。99 .99％Ａｌ,圧延材、真空中焼鈍材。何
れも多結晶体である（サイ科学、Vol. 1 ,No.2、
1976、等参照）。ＰＫ変形の特長は、階段状
変形のある事で、負荷時の階段状並びに除荷

意識が物質化して、物質の作用を助けている
佐々木 茂美

意識が物質化して、物質の作用を助けている
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また、ソ連のドワーロフ博士は、テレパシ
ーは脳から出る電磁波であると述べている。

鮭が、誕生した川へ回帰すると言うことに
ついては、現在の説明として生まれた川に帰
るのは「川の臭いで」と言われていているが、
多くの川の水の流入して混ぜられた海水の中
から、どうしてその川の水だけを選別できる
のか。

そして、鳩は磁気を感じる細胞の能力が高
く磁気を感じて、又、紫外線を見て、地形を
認識して巣に帰る等と言われるが、なぜ磁気
をも狂わせる電磁波の多いビル街の巣へ帰れ
るのか。

渡り鳥では、他のグループと連絡もしない
のに、時季、月日を同じく、しかも、遠い距
離の道を間違えず同一種族が一緒に移動して
いることについて、気温、風、太陽を見て、
果ては星を見て移動する等と説明がされてい
るが、渡り鳥達にそれだけの天文学の知力が
本当にあるのかと考えてしまう。

これらについて、本能だと一言でくくって
しまえば簡単だが、今の科学は一応、答えを
出しているように考えられるけれど、十分に
説明出来ないことが多くあり、先ほどの「大
霊の声で、高いところに巣を作りなさい。一
緒にこうしなさいと言われ、動物達が素直に
それに従い行動する」と解釈する方が、非科
学的のようだが分かり易い回答になるのでは
ないかと思われる。

幾つかの事例を挙げてみたが、動物達は生
活の中で生死が日常にあるため、火事、地震、
また敵の攻撃を未然に防ぐためのある種の能
力を必要とし、そして家族、種族のもとへ帰
り、子孫、種を増やしていく行為に必要とす
る人間から見たならば、超能力と言われるも
のを普通に持っているが、その能力は人間が
進化過程で遠い昔に忘れてしまっているもの
なのであろう。

次に、地震についての動物予知を含めた宏
観異常現象についてみると、地震国である我
が国は、地震の研究及び観測を実施している
が、冒頭に述べたように未だ地震の予知はさ
れていない。

だが昔から、「地震の発生する前に、ネズ
ミが居なくなった」「不思議なほど、魚が大

量に獲れた」「井戸の水が枯れた」「天空に、
異変が見られた」等の地震予知と思える伝承
があり、言い方を変えれば地震予知となるの
だが、これら事例については枚挙に遑が無
い。

そこで、宏観異常現象といえるものは地震
の予知としてはたして可能か、どうかについ
て、予知現象とされている動物の予知につい
ていくつか調査したものを報告する。

動物の地震予知1
過去に発生した世界の地震発生情報から、

動物がどのように地震を感じたかについてみ
てみると、その中で動物が地震を事前に予知
していたと思われる事柄が多いが、なぜ、地
震が発生する前に探知できたのか（動物が、
感じていたと思われる反応）、各地震例をあ
げて述べたい。地震は、一般的に地殻の上部
マントルのプレートにひずみが生じ地震波と
なり、大地に振動を起こすと考えられている
が、世界的に地震の予知は不可能とされ、メ
カニズムはまだ十分に解明されていない。

歴史的な地震発生の記録を見ると、416年
7月に奈良で発生したと日本書紀に書かれて
おり、これが史記に記載されている最初の記
録となる。

また、976年に京都中心に発生した地震は、
御所、寺社等の倒壊等被害甚大であったため
か、天禄から貞元に年号が改元されている。

規模では、1596年近畿地方で発生した地
震が、4万5千人以上の死者、伏見城天守閣、
方広寺大仏殿の倒壊をおこしている。

この様に、地震は大地が揺れる、損壊があ
るのはさることながら、多くの死者も伴うた
め、昔から恐れられている災害のため、地震
予知について、日本だけでなく、外国におい
ても、いろいろな角度から研究されていると
ころである。

次に、地震予知を証明するといわれるもの
について、各々研究されているところである
が、弘原海（わだつみ）清理学博士は、地震
前の犬が鳴く、猫が騒ぐ、月の色、又、雲が
異常等の宏観異常現象の調査研究を進めてい
き、地震前の動物の異常行動等を地震予知と
して活用すべきであると提言している。
主な宏観異常現象からの予知としては、
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者は国内外を問わず動物の地震予知について
は懐疑的であり、この分野における研究は充
分に進んでいないのが現状である。

次に、カラスが屋根で鳴くとその家の人が
亡くなるなど、人の死を予知すると言われて
いる人間の死の事前感知についての検証であ
るが、本来動物は夜行性であるから、我々人
間が太陽下で見えるカラーの世界（400〜800
ｎｍの範囲の可視光線）は必要なく、夜間の色
のモノトーンの色調として見え、しかし、そ
の見える視力等はかなり幅があるのではない
かと思われる。

例えば、猫、トラ等の視力は0.2程度であ
るが動体視力には優れていると言われてお
り、また夜行性だけに夜間の物体を見分ける
能力は人間よりは優れていることから、可視
光線の見える範囲は分かっている（遠紫外線
波長14〜400ｎｍ、赤外線波長800〜400 ,000ｎ
ｍ以上の範囲）以上に見ることのできる能力
が広く、そのため人間には見えない霊魂等

（霊魂の波長は不明）が見えるため、カラス、
犬、猫等の動物が異常な鳴き声を挙げたり、
行動をしたりする時に「人が死ぬ」と言われ
るのではないかと推定する。

ただ、この見えるという能力も人を含めた
動物が狩をし、生きていく上に必用とする能
力であり、動物からすれば通常の能力であっ
て、人間だけが太古には持っていた能力が退
化したため分からない、見えないというだけ
と思われるのではないかと考える。

霊能者Ｙ氏が以前話されたことだが、ア
リ、蜂、鳥等、巣作りの時には例年より高い
ところに巣作りをすることがあるが、その年
は必ず大雨などが降ることが多く、それは人
間の我々には分からないが昆虫、鳥などには
どこからともなく、大霊の声で「高いところ
に巣を作りなさい」と教えられるため、巣が
水没することなく、また低いところの巣作り
の年では地震などが多いと話されていた。

猫は、古来より人の心を読むためか、主人
が何ｋｍも離れていても、その場所が分かっ
ていると言われている。また、夜行性なので
独自の世界を持つような印象を与えていて、
江戸中期の「和漢三才図絵」では、10歳以上
の長寿の猫の尾が2股に裂けた猫股の怪猫と
なって、化けて災いをなし、暗がりで火花を

発したり、油をなめるなどの妖をなすと説明
されている。

さらに、葬式で死体を奪ったり、死体を躍
らせたり、犬、人を食ったりすると、林羅山
の「つれずれ草野槌」に書かれている。｢甲子
夜話｣ では、高木伯仙という医師がいて、あ
る夜、枕元で音がするので目を覚ますと、飼
い猫が首に手ぬぐいを下げ、立ち上がり、踊
っているので刀で斬ろうとすると逃げたと言
う。

これらの話が芝居にもなったりして、有名
になったので、以来、猫の飼い主は猫股にな
らないように尾を切ったり、子猫が生まれ尾
が長いのが居たら、それを捨て、短い尾の猫
だけを育てたので、和猫といわれる「短い尾
の猫」が種類として位置づけられるようにな
ったようだ。他に、三毛猫の雄は、船乗りが
船の守り神として特に大切にしているが、こ
れは、三毛猫に、ある種の船災害の予知能力
があり船を守るためかもしれない。

ネズミでは、予知能力があるからか家が火
事になる前には、ネズミが居なくなり、後で

「そうだったのか」と多く語られている。い
ずれにしても、人間からみれば動物達は皆不
思議な能力を持っていると思われている。

飼い犬、猫が飼い主の所へ戻ることについ
てだが、何キロも離れた飼い主のもとへ、何
日も、何年もかかって、帰ってくる例が数多
く報告されている。

これについての話は、国内、外国を問わず
多くあり、心情的にはいとおしく、うれしい
事例だが、帰ってくる理由は、飼い主とのテ
レパシー、臭い、体内磁石でなどと、こじつ
けて科学的っぽく説明されているが答え的に
は不明である。

犬、猫の帰巣本能では、飼い主とのテレパ
シーと考えられ、ニューサイエンティストで
は、動物が一種のマイクロ波により、交信す
るとしたテレパシーを使うとの説が掲載され
ている。

テレパシーについて、「人の思考を犬が受
け行動するのは、犬と（猫も同様だが）人間
との共有の感受性のようなものが働いてい
る。」とアメリカのギルバート博士は述べて
いる。
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と復旧・復興までの年数は想像をはるかに超
え、経済的損失は日本が立ち直れないほどの
ダメージを被るのではないかと推測するが、
政府はこの点については説明がされていな
い。

災害時では、早めに避難するための警戒警
報についてだが、警戒宣言とされ、「2日か
ら3日（または数時間）以内にマグニチュー
ド8程度の大地震が発生し、震度6弱以上の
揺れが発生する恐れがある」場合に、地震に
よる被害を軽減させる目的で内閣総理大臣が
発表するという。

東海地震予知情報は、この警戒宣言に伴っ
て発表され、東海地震注意情報とは東海地震
の前兆現象である可能性が高まった場合に発
表されることになっている。

ここで、太古を見てみると600万年前から
7900万年前にかけて、地球は傾いて少し横
倒しになり、また元に戻っていたことが、最
新の研究で明らかになったようだが、地球が
少し傾いただけでも、とてつもない大地震が
発生するはずで、この災害は世界規模だか
ら、今日このような現象が発生したら想像す
ら出来ない被害となることは必定である。

当時の地球は、およそ8400万年前に、地
球は今と比べて12度傾いていたというのだ
が、｢12度傾くということは、それと同じだ
け緯度に影響を与えていただろう｣ との論文
の共著者であるダートマス大学の地球生物学
者サラ・スロツニック（Sarah Slotznick）は、
Insiderに述べている。地球は、内部を粘度
の高い中心部を硬い外殻が包む球体であり、
中心部では半固体のマントルが、液体の外核
を取り巻いている形態になっていて、そこで
地球は5大陸と海からのプレートは、マント
ルの上で浮き草のような存在となっている。

そして、この最新研究では、8600万年前
から7900万年前に、地殻とマントルが、地
球外核の外縁に沿うように回転し、また元に
戻っていた。

つまり、地球全体が傾いたあと、再び元に
戻ったと述べている。であるから、プレート
の沈み込みが地球を傾かせるだけでなく、わ
ずかなプレートの動きでも地震を起こすこと
は想像に難くない。

毎年10月13日は、国連が定めた国際デー

「国際防災の日」で、世界各地では防災のた
めの啓発活動が展開されている。国連防災機
関（ＵＮＤＲＲ）は、世界気象機関（ＷＭＯ）
と合同で報告書を発表されるのだが、災害に
対する早期警報システムの適用範囲が限定的
であったり中程度であったりする国は、大幅
に適用を拡大した国に比べて、災害死亡率が
約8倍であると指摘される。日本では、台風
接近情報や地震速報、津波警戒情報、自治体
の避難情報などさまざまな早期警報システム
が重要な機能として位置づけられている。

だが、地震が○月○日○時頃発生するとい
うようなことについての、予想・予報はいま
だされていないのが実情である。

そこで、いわゆる科学的と言う従来のプレ
ートのみにこだわる研究でなく、宏観異常現
象を加味した地震研究を、もし行うのであれ
ば今よりもっと予想精度の高い地震予知が可
能になるのではないかとの考えから、筆者は
宏観異常現象について述べてみたい。

宏観異常現象
まず、動物のその特異な能力についてみる

と、数多く挙げることが出来るが、その幾つ
かを述べてみると、宏観異常現象からの地震
予知として、古来より地震の前にうなぎが暴
れる、犬猫が異常行動をしたあと地震が起こ
ったとされる現象についてだが、その地震予
知については多くの説が有る。

その説の一つは、地下岩盤を構成する花崗
岩等に圧力がかかり地震が起き、その時の圧
電効果により電気エネルギーを発生させ、地
表であれば地表に電流が流れ、他の魚類より
電位を感じる能力の高いうなぎ、ワニ等が反
応する。

地上においては、電磁波を生じることで、
カラス、ハトなどの感磁能力の高い鳥類、犬
猫等がその異常を感じ取ることにより地震を
予知するのではないかと考えられている。

ただ、これは人間から見た場合、予知して
いると解釈をすることになるが、動物達から
は、ただ普通に持っている能力で感じている
だけで、感じなければ生存していけないとい
う当然の能力であると解釈できる。

その能力について、科学的に研究している
組織もあるが、今日においても国内の地震学



最近、ネット等で大地震の予知、預言者の
説明等々を目にすることが多い。また、ＮＨ
Ｋでも大地震のシュミレーション映像を流
し、大地震が起きた時の被害状況等について
放送されているが、昔から地震、雷、火事、
何とかと言われているように一番怖いのが地
震となっている。

確かに、大地が揺れ・裂けて大津波が生
じ、地上の全てのものを流し去っていく様は
本当に恐ろしい。また、倒壊家屋からの火災
は、消火活動が不能であり、これは関東大震
災、神戸での大火災、東日本大震災でも確認
されているところであり、その被害・災害は
筆舌に尽くしがたい。

今までの地震による災害は、かくのごとき
であるが、今注目され、いつ大地震が発生す
るか、どのくらい被害が生じるのかと注目を
浴びているのだが、これは予想であり、ノア
の箱舟と同じく「災害が来るよと」訴えても、
中々対策の行動に起こせないのが一般の人で
あり、政府においても「何十年後以内に発生
するよ」と他人事のような論である。

この弊害は何かといえば、地震予知研究の
調査方法の違いからかと思える。

それは、Ｔ大を中心とした研究では、海洋
プレートの状況等にこだわるためか、多くの
予算、年数をかけて調査はしていても、今後
も結果は解析できても予知はできないのでは
ないかと思われる。

地震研究は、プレート調査ばかりでなく宏
観現象と言われる動物、植物等地上の生物、
地震雲が発生するのだから天空の調査まで、
総合的に行っていけばかなりの確率で予知が

可能と思われるのであろうが、学閥の弊害が
ここまで波及しているためか、現実に地震予
知なるものはなかなかに困難となっており、
今でも地震が起きた後の発表で「○市沖海底
○㎞が震源地であった」と事後報告しかされ
ない。

さて、現実にと観れば東海地方から首都圏
までを襲うと考えられている東海地震、また
中部から近畿・四国にかけての太平洋側の広
大な地域に被害が予想される東南海地震と南
海地震だが、 内閣府は、これらが30年以内
に発生する確率は、Ｍ8.0の東海地震が88パ
ーセントの確率で発生し、Ｍ8.1の東南海地
震が70パーセントで、Ｍ8 . 4の南海地震が
60パーセントになるという高い数値で発表
されている。

そして、多くの人が早めに避難した場合、
津波の犠牲者は最大でおよそ80％少なくな
り、建物の耐震化率を引き上げれば、建物の
倒壊はおよそ40％減らせると推計している。

地震発生で最悪の場合、関東から九州にか
けての30の都府県で合わせておよそ32万
3 ,000人が死亡し、揺れや火災、津波などで
238万棟余りの建物が全壊したり焼失したり
すると推計されている。

また、地震発生から1週間で、避難所や親
戚の家などに避難する人の数は最大で950万
人で、およそ9,600万食の食料が不足すると
されているのだが。

さらに、被害を受けた施設の復旧費用や企
業や従業員への影響も加えると、経済的な被
害は総額220兆3 , 000億円に上るとされてい
る。だが筆者は、東日本大震災の事例を見る
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今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
御
寄
付
御
礼

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
6
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
48
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
4
年
4
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
七
〇
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
宏
観
異
常
現
象
観
測
で
地
震
予
知
が

　

で
き
る
か　

動
物
の
地
震
予
知
2

◎
能
力
者
と
し
て
ガ
ン
と
寄
り
添
う
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二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

心
身
に
い
い
水

　
　
　

講
師　

中
島  

敏
樹 

氏

            　
　

澤
本  
三
十
四 

氏

日
時　

令
和
5
年
2
月
19
日（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

 

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札　
　
　

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

二
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
演
内
容

感
情
も
思
想
も
水
が
感
じ
、
水
が
考

え
て
い
る
と
し
て
理
論
物
理
学
者
は

「
量
子
場
脳
理
論
」
を
唱
え
て
い
ま
す
。

水
は
生
体
構
築
イ
ン
フ
ラ
作
用
と
生
命

の
精
神
作
用
を
請
け
負
っ
て
い
る
・
・
・

水
の
実
態
（
姿
形
）
を
把
握
し
た
実
体

（
魅
惑
作
用
）の
解
明
を
し
ま
す
。

電
気
泳
動
現
象
を
見
極
め
る
微
乾
燥

顕
微
鏡
観
察
と
水
の
第
二
誘
電
分
極

（
生
命
体
の
β
分
散
域
）
を
証
す
る
パ

ル
ス
分
光
器
ア
ク
ア
・
ア
ナ
ラ
イ
ザ
と

の
統
合
解
析
か
ら
帰
納
し
た
結
論
と
な

り
ま
す
。

各
種
物
性
値
、
ナ
ノ
サ
イ
ト
分
析
器

や
気
体
放
電
視
覚
化
計
測
器
の
分
析
結

果
も
参
考
に
、
中
島
・
澤
本
の
コ
ロ
イ

ダ
ル
領
域
論
を
体
系
化
し
、
共
著
書

『
水
の
生
命
力
・
理
論
と
実
践
』
を
発

刊
し
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
に
は
日
本
物
理
学
会
も
、

「
詳
細
は
不
明
だ
が
、
水
は
二
元
様
態

で
あ
る
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
。
最
先

端
科
学
が
解
明
に
着
手
し
始
め
て
い
る

生
体
系
の
水
「
結
合
水
」
と
コ
ロ
イ
ダ

ル
領
域
論
の
水
の
生
命
電
磁
気
作
用
が

同
じ
で
あ
る
こ
と
が
分
っ
て
き
た
の
で

す
。生

命
誕
生
の
『
特
異
点
の
水
』、
健

康
寿
命
の
請
負
師
の
水
の
理
論
と
実
践

の
お
話
を
分
か
り
や
す
く
致
し
ま
す
。

※
水
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
ご
質
問
も

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
は

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
中
島
敏
樹
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

水
の
分
析
器「
ア
ク
ア
ア
ナ
ラ
イ
ザ
」

と
出
会
い
、
水
の
新
た
な
誘
電
緩
和
域

（500

～4000kH
z

）を
明
ら
か
に
し
た
。

水
の
内
在
リ
ズ
ム
の
存
在
や
コ
ロ
イ
ダ

ル
の
表
面
陰
電
荷
に
つ
い
て
論
じ
た
。

氣
、
想
念
、
音
響
な
ど
微
弱
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
、
水
を
介
し
て
測
り
、
魅
惑
の
本

質
解
明
の
道
筋
を
つ
け
た
。
水
と
珪
素

（
シ
リ
ケ
ー
ト
４
面
体 SiO

4

）
の
集
団

を
一
体
と
見
做
し
、
そ
の
隠
れ
た
機
能

「
波
動
特
性
」
を
追
い
か
け
て
い
る
。

つ
い
最
近
澤
本
氏
と
の
共
著
書
「
水
の

生
命
力
・
理
論
と
実
践
」を
発
刊
し
た
。

◎
澤
本
三
十
四
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

天
城
抗
火
石
と
出
逢
い
各
種
セ
ラ
ミ

ッ
ク
ス
を
開
発
、
水
処
理
・
改
質
を
手

掛
け
る
。
農
業
の
育
成
指
導
、
難
排
水

処
理
を
生
業
と
し
て
い
る
。
昭
和
52
年

牛
糞
尿
処
理
で
発
明
大
賞
考
案
功
労
賞

を
受
賞
。
異
業
種
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
用
の
混
練
水
や
機
械
工
作
機
の
ク
ー

ラ
ン
ト
工
作
液
の
改
質
水
を
手
が
け
て

い
る
。

ま
た
微
乾
燥
顕
微
鏡
観
察
で
、
溶
液

の
二
様
態
の
実
態
を
見
届
け
、
六
芒
星

型
溶
液
構
造
の
観
察
手
法
を
開
発
、
水

の
統
合
機
能
解
析
に
努
め
る
。
萬
木
千

草
と
水
の
魔
力
を
活
か
し
、
且
つ
炭
化

珪
素
を
開
発
、
不
治
の
病
に
苦
し
む
患

者
さ
ん
の
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
る
。
水
の
特
異
性
改
質
の
実
践

結
果
を
纏
め
、
共
著
書
を
上
梓
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

虹
膜
が
示
す
身
体
の
サ
イ
ン
～
虹
膜

学
か
ら
得
た
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
～

　
　
　
　

講
師　

関　

房
子 

氏

日
時　

令
和
5
年
４
月
16
日（
日
）　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　
　
　

 

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札　
　
　

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

 

会
員 

二
千
円
（
当
日
入
会
可
）　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
演
内
容

虹
膜
学
と
は

目
の
虹
膜
に
は
体
の
状
態
（
病
気
な

ど
）
が
1
0
0
％
反
映
さ
れ
て
お
り
、

眼
を
見
て
わ
か
る
健
康
診
断
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

2
5
0
年
前
か
ら
存
在
す
る
医
学
で
、

現
在
の
西
洋
医
学
で
は
見
つ
け
ら
れ
な

い
身
体
の
ト
ラ
ブ
ル
も
虹
膜
に
映
し
出

さ
れ
ま
す
。
そ
の
情
報
は
腸
か
ら
発
信

さ
れ
て
お
り
、
腸
か
ら
脳
へ
伝
達
さ
れ

ま
す
。
腸
の
乱
れ
は
脳
の
乱
れ
に
繋
が
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り
、
脳
か
ら
発
信
さ
れ
る
自
律
神
経
の

乱
れ
そ
の
ま
ま
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
に
も
、
が
ん
や
動
脈
硬
化
、

手
術
跡
な
ど
の
傷
も
反
映
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
こ
の
よ
う
な
虹
膜
学
と
は
？

と
い
っ
た
説
明
、
そ
の
知
識
か
ら
学
ぶ

余
病
法
、
病
気
の
根
本
的
な
原
因
と
治

し
方
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
注
意
す
べ
き

病
気
の
予
知
に
至
る
ま
で
を
解
説
、
ま

た
、
巻
き
肩
、
猫
背
、
Ｏ
脚
等
、
体
の

歪
み
か
ら
く
る
症
状
に
対
し
て
、
自
分

で
出
来
る
身
体
の
ケ
ア
と
し
て
、
虹
膜

学
の
知
識
か
ら
生
ま
れ
た
「
腸
整
術
」

を
実
践
し
ま
す
。

〇
関
房
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

埼
玉
県
所
沢
市
生
ま
れ
、
平
成
6
年

に
虹
膜
学（
現　

虹
彩
学
）の
知
識
を
取

得
し
、
そ
の
後
も
身
体
の
知
識
を
得
る

為
、
様
々
な
医
学
の
勉
強
に
専
念
、
医

学
博
士
や
各
界
の
先
生
方
と
の
パ
イ
プ

も
構
築
。
虹
膜
学
の
観
点
か
ら
、
身
体

の
気
、
血
、
水
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る

総
合
整
体
、「
気
道
式
気
功
指
圧
術
」
気

道
術
を
考
案
し
、
平
成
23
年
、
気
道
術

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る
喜

働
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
立
。
そ
の
後
1
0
0

名
以
上
の
施
術
師
を
育
成
、
輩
出
。
現

在
も
身
体
の
悩
み
を
持
つ
、
た
く
さ
ん

の
方
々
の
相
談
を
受
け
、
解
決
に
導
い

て
い
る
。

株
式
会
社
喜
働
代
表
取
締
役
、
一
般

社
団
法
人
喜
働
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
が
運
用
す
る

現
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
今
年
末（
12

月
）で
廃
止
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
ご
高
覧
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
今
後
研
究
集
会
や
分
科
会
な

ど
催
し
の
案
内
は
、「
日
本
サ
イ
科
学
会
」

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
現
行
のK

PS
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ア
ー
カ
イ
ヴ
（2019-2022
）
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ま
つ
む
し
音
楽
堂
「
暮
ら

し
魔
法
館
」
に
て
ご
覧
に
な
れ
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

末
筆
で
す
が
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
会
長
を
務
め
て
お
り
ま
し
た
和
田
高

幸
は
今
年
度
末
の
2
0
2
3
年
3
月

に
会
長
を
辞
任
し
、
後
任
に
現
副
会
長

の
橋
本
和
哉
氏
（
Ｍ
Ｄ
）
が
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
期
会
長
・
橋

本
和
哉
の
ブ
ロ
グ
記
事
も
ご
参
照
く
だ

さ
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
研

究
集
会
は
今
後「
オ
ン
ラ
イ
ン
」が
主
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
「
サ
イ
科

学
」
の
調
査
・
研
究
に
つ
と
め
、「
サ

イ
科
学
会
」
に
お
い
て
も
活
発
な
運
営

を
図
る
所
存
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
様

方
の
多
大
な
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長

和
田 

高
幸

※ 

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
1
月
と
2　

月
の
研
究
集
会
は
お
休
み
と
な
り
ま　

す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
６
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

2
0
2
5
年
か
ら
始
ま
る
大
変
革

の
時
代
と
は
？
　

個
人
別
月
運
チ
ャ
ー
ト
の
配
布
と

診
断
　
　
　

　
　
　
　
講
師
　
瀬
尾 

泰
範 

氏

日
時　

令
和
5
年
１
月
15
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
8
階
8
0
2
会
議
室

交
通　

 

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

 

会
員 

一
千
円
（
当
日
入
会
可
）　
　
　

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※ 

定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄　

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願　

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

講
演
内
容

現
在
、
書
籍
や
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
で

2
0
2
5
年
に
「
大
地
震
が
来
る
」
と

か
「
大
災
害
が
来
る
」
と
い
う
予
言
や

予
想
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
、
2
0
2
5
年
に
は
天
王

星
、
海
王
星
、
冥
王
星
が
新
し
い
星
座

に
入
り
、
こ
れ
ら
の
「
ト
ラ
ン
ス
サ
タ

ニ
ア
ン
（
土
星
よ
り
も
外
側
を
公
転
す

る
惑
星
）」
は
、
１
星
座
を
通
過
す
る

期
間
が
長
い
の
で
（
7
年
～
20
年
位
）、

そ
の
地
球
や
世
の
中
に
与
え
る
影
響
力

は
加
算
さ
れ
て
、
強
力
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば
、
天
王
星
が
自
分
の
支
配
星

座
の
水
瓶
座
に
あ
っ
た
1
9
9
6
年
～



4

2
0
0
3
年
に
は
、
天
王
星
が
象
徴

す
る
科
学
・
技
術
と
通
信
、
フ
ラ
ッ
ト

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
関
係
性
に

関
わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
世
界
中
に

普
及
し
ま
し
た
。

ま
た
天
王
星
は
地
震
に
関
わ
る
天
体

で
も
あ
り
ま
す
が
、
3
・
１
１
東
日
本

大
震
災
の
ほ
ぼ
当
日
に
、
黄
道
12
星
座

の
起
点
で
あ
る
牡
羊
座
に
入
宮
し
て
お

り
ま
す
。

海
王
星
が
支
配
星
座
の
魚
座
に
あ
る

2
0
1
2
年
～
2
0
2
5
年
に
は
、

海
王
星
が
象
徴
す
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
や
サ
イ
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
現
象
・
研
究
に

人
々
の
関
心
が
向
い
て
お
り
ま
す
。

2
0
2
5
年
に
は
、
天
王
星
、
海
王

星
、
冥
王
星
の
3
星
が
し
ば
ら
く
の
間
、

特
別
な
ア
ス
ペ
ク
ト
（
周
波
数
に
関
わ

る
）を
形
成
し
ま
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
ト
ラ
ン
ス
サ
タ
ニ

ア
ン
の
新
星
座
入
宮
と
特
別
な
ア
ス
ペ

ク
ト
形
成
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
瀬
尾

の
関
心
の
あ
る
未
来
予
測
も
含
め
て
、

占
星
学
的
視
点
か
ら
2
0
2
5
年
か

ら
ど
う
い
う
時
代
が
始
ま
る
か
に
つ
い

て
解
説
致
し
ま
す
。

ま
た
西
洋
占
星
学
の
先
端
の
ハ
ー
モ

ニ
ク
ス
理
論
に
基
づ
く
当
会
独
自
の「
ア

ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
Ｓ
」

（
月
運
チ
ャ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
参
加

者
の
運
勢
診
断
を
致
し
ま
す
。

参
加
者
個
人
別
に
今
後
18
ヶ
月
の
月

運
チ
ャ
ー
ト
を
配
布
し
て
見
方
を
説
明

し
、
自
由
に
質
問
を
受
け
な
が
ら
、
個

人
の
運
勢
診
断
を
分
か
り
や
す
く
解
説

致
し
ま
す
。

さ
ら
に
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

土
星
の
2
0
2
2
年
1
月
～
2
0
2
3

年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星
が

通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ
る
、
比
較
的

短
周
期
の
環
境
運
の
見
方
と
対
処
法
も

解
説
致
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
以
下
★
の
2
つ

の
欄
を
見
て
、
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」、「
才

能
開
発
研
究
所
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
。

著
書
「
来
た
る
べ
き
ア
ク
エ
リ
ア
ス
の

時
代
」（
1
9
8
5　

潮
文
社
）、

「
自
分
の
隠
れ
た
才
能
が
見
つ
か
る
本
」

（
2
0
0
5 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
）

★ 

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会　

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）　

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る

い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
18
ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
5
年
１

月
11
日
（
水
）
ま
で
に
「
１
月
15
日
分

科
会
参
加
希
望
」と
書
い
て

info23@
astro-h.com

  

宛
て
に
メ
ー

ル
送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と

月
運
診
断
チ
ャ
ー
ト
18
ヶ
月
分
を
当
日

配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
5
年
１

月
11
日
（
水
）
ま
で
に
「
１
月
15
日
分

科
会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー

タ
を
書
い
て

info23@
astro-h.com

  

宛
て
に
メ
ー

ル
送
信
い
た
だ
く
か
、
日
本
サ
イ
科
学

会
の
公
式
サ
イ
ト
の
「
問
い
合
わ
せ
」

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

※
ご
自
分
の
チ
ャ
ー
ト
以
外
に
追
加
の

チ
ャ
ー
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
そ
の
方

の
出
生
デ
ー
タ
を
追
加
願
い
ま
す
。（
料

金
は
一
人
に
つ
き
＋
1
0
0
0
円
で
す
）

☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎ 

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎ 

出
生
地（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村
・

町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス
ト

で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を
出

し
ま
す
。）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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第　

回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
5
回 
ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
虚
空
と
時
空
」

日
時　

令
和
5
年
3
月
25
日（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
二
研
修
室	

交
通　

 

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般  

二
千
円

　

 

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上 

一
千
円

　

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

虚
空（
あ
き
ゃ
し
ゃ
、
ア
カ
ー
シ
ア
）

が
仏
教
徒
や
神
秘
家
の
求
め
る
宇
宙
と

す
れ
ば
、
時
空
は
科
学
者
の
観
測
す
る

宇
宙
で
あ
る
。
こ
の
虚
空
と
時
空
は
ど

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

宗
教
と
科
学
は
P
S
I
を
通
し
て

対
話
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
？　

魂

を
探
求
す
る
魂
理
学
こ
そ
サ
イ
科
学

（Psience

）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？　

み
な
さ
ん
で
楽
し
く
話
し
合
い

ま
し
ょ
う
！	

（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
４
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説

（
命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る
）

　
　
　

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

 �

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

今
ま
で
命
の
存
在
は
分
か
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
存
在
す
る
の

か
に
つ
い
て
は
語
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

そ
う
す
る
と
例
え
ば
「
気
づ
き
」
と

か
「
美
し
さ
」
と
い
う
も
の
は
何
で
分

か
る
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
よ
う
な
基

本
的
な
疑
問
に
対
し
て
は
何
も
答
え
ら

れ
な
い
わ
け
で
す
ね
。
そ
れ
は
「
あ
る

も
の
」
と
し
て
論
理
は
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

そ
れ
で
今
回
た
ま
た
ま
確
率
論
を
勉

強
し
て
い
て
、
非
常
に
面
白
い
こ
と
に

気
が
つ
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
物
理
現
象

と
生
命
を
分
け
る
も
の
で
あ
る
と
確
信

し
仮
説
を
立
て
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
一
挙
に
統
一
性

を
も
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

結
論
か
ら
言
え
ば
、
最
初
に
混
沌
と

い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
混
沌
が
ラ
ン
ダ

ム
に
変
化
す
る
、
そ
の
ラ
ン
ダ
ム
の
変

化
が
拡
散
す
る
方
向
で
あ
る
物
理
現
象

と
、
統
一
性
を
も
っ
て
運
動
す
る
と
い

う
生
命
現
象
の
2
つ
に
ピ
タ
ッ
と
同
じ

数
で
分
か
れ
る
、
と
い
う
仮
説
で
す
。

だ
か
ら
後
で
お
話
し
し
ま
す
が
、
始

め
に
神
は
天
と
地
を
創
造
さ
れ
た
（
聖

書
）
の
で
す
が
、
そ
れ
は
生
命
現
象
と

物
理
現
象
に
分
か
れ
た
と
考
え
ま
す
。

　

物
理
現
象
は
測
れ
る
も
の
で
す
が
、

生
命
現
象
は
物
理
現
象
と
は
逆
に
い
ろ

い
ろ
な
も
の
を
統
一
に
向
か
う
働
き
な

の
で
す
。
そ
れ
が
ラ
ン
ダ
ム
と
い
う
運

動
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
で
す
。

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説
で
す

が
、「
命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
世
に
あ
る
2
つ
の
異
な
っ
た
現

象
は
「
物
理
現
象
」
と
「
生
命
現
象
」
で

す
。
ど
こ
が
違
う
か
と
い
う
と
、
物
理

現
象
は
例
え
ば
水
の
流
れ
と
か
温
度
の

拡
散
と
か
い
う
よ
う
な
も
の
で
す
か

ら
、
こ
れ
は
秩
序
か
ら
一
様
に
向
か
っ

て
い
る
、
生
命
現
象
は
そ
の
逆
に
一
様

か
ら
秩
序
に
向
か
い
ま
す
。

写
真
の
芽
吹
き
で
す
が
、
こ
れ
は
小

さ
な
種
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
集
め

て
物
事
を
秩
序
の
方
向
に
働
き
か
け
て

こ
の
よ
う
に
伸
び
て
い
く
わ
け
で
す
。

48
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川
の
流
れ
は
逆
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な

2
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

違
い
を
ど
う
表
現
す
る
か
と
い
う
と
、

「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
」
と
い
う
物
事
の
秩

序
の
度
合
い
を
測
る
尺
度
で
言
う
と
す

れ
ば
、
物
理
現
象
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
が

増
え
る
方
向
、
す
な
わ
ち
秩
序
の
散
逸

方
向
に
働
く
現
象
、
生
命
現
象
は
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
が
小
さ
く
な
る
方
向
、
す
な

わ
ち
秩
序
の
増
す
方
向
に
働
く
現
象
で

す
。な

ぜ
こ
の
よ
う
な
２
つ
の
方
向
が
あ

る
の
か
？
こ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
語
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
し
か
し「
な
ぜ
あ
る
の
か
」に
つ
い

て
は
疑
問
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。

シ
ュ
レ
ー
デ
ィ
ン
ガ
ー
は
「
生
物
は
負

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
を
食
べ
て
生
き
て
い

る
」と
語
っ
て
お
り
ま
す
。

次
の
図
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
変
化
を

表
す
図
で
す
が
、
左
矢
印
の
通
り
左
上

（
拡
散
し
た
点
）
か
ら
右
方
向
に
行
き
、

左
下
に
続
い
て
ま
た
右
方
向
に
行
く

（
１
本
の
直
線
を
形
成
す
る
）
が
エ
ン

ト
ロ
ピ
ー
が
小
さ
く
な
る
方
向
→
生
命

現
象
、
逆
に
右
下
か
ら
左
方
向
に
行

き
、
右
上
に
続
い
て
左
方
向
に
行
く

（
左
矢
印
の
方
向
）
が
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

が
増
大
す
る
方
向
→
物
理
現
象
で
す
。

さ
て
な
ぜ
こ
の
2
つ
の
方
向
が
あ
る

の
か
？
こ
れ
を
問
う
一
段
と
掘
り
下
げ

た
考
察
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
今
回
の
考
察
は
、
物
事
の
初
め
に

本
然
と
し
て
存
在
す
る
も
の
、
そ
れ
は

混
沌
で
あ
る
と
し
ま
す
。
こ
の
混
沌
と

い
う
も
の
が
ラ
ン
ダ
ム
に
動
く
こ
と
に

よ
っ
て
2
つ
に
分
離
し
ま
す
。
そ
れ
が

１
つ
は
物
理
現
象
、
１
つ
は
生
命
現
象

に
分
か
れ
ま
す
。

秩
序
方
向
に
働
く
動
き
を
生
命
現
象

と
解
釈
致
し
ま
す
。
こ
れ
を
今
か
ら
数

理
的
に
説
明
致
し
ま
す
。
生
命
の
特
徴

は
自
ら
を
生
み
出
す
と
い
う
形
式
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
を
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
的
に
表
せ
ば
、「
再
帰
表
現
」
と
な

り
ま
す
。

再
帰
表
現
と
い
う
の
は
、
Ａ
と
い
う

も
の
の
定
義
の
中
に
Ａ
は
Ｂ
に
変
化
す

る
の
だ
け
れ
ど
、
Ａ
は
自
分
の
変
化
し

た
も
の
の
中
に
自
分
を
含
む
こ
と
で

す
。（
右
図
下
段
の
コ
ー
ド
参
照
→
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
「
再
帰
呼
び
出
し
」

と
は
自
分
自
身
を
呼
び
出
す
処
理
が
書

か
れ
て
い
る
関
数
を
呼
び
出
す
こ
と
）

図
形
で
い
え
ば
「
フ
ラ
ク
タ
ル
」
と

な
り
、
こ
れ
は
「
繰
り
返
し
」
と
い
う

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
で
は
表
せ
ま
せ
ん
。

「
自
分
の
中
に
自
分
を
含
む
」
と
い
う

の
が
生
命
の
特
徴
と
な
り
ま
す
。

生
命
発
生
の
数
理
仮
説
を
説
明
致
し

ま
す
。
初
め
に
存
在
す
る
も
の
を
混
沌

と
し
ま
す
。
混
沌
は
時
間
に
沿
っ
て
ラ

ン
ダ
ム
に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
あ
る

時
間
が
経
過
し
た
後
の
混
沌
の
状
態
は

い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
位
置
的

に
ば
ら
つ
き
ま
す
。

次
頁
の
図
の
よ
う
に
、
始
ま
り
の
地

点
か
ら
み
る
移
動
パ
ス
（
セ
カ
ン
ド
ス

テ
ッ
プ
）
を
分
類
し
ま
す
と
、
真
ん
中

の
横
軸
を
横
切
ら
ず
に
散
逸
し
た
パ
ス

状
態
（
軸
か
ら
離
れ
て
い
く
状
態
）、

そ
れ
に
対
し
て
ず
っ
と
移
動
し
た
末
に

元
へ
戻
る
（
軸
を
横
切
る
）
パ
ス
状
態

が
あ
り
ま
す
。
実
は
そ
れ
以
外
に
も
あ

る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
後
で
述
べ
ま
す
。
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左
図
の
よ
う
に
元
に
戻
る
パ
ス
は
い

ろ
い
ろ
な
動
き
が
あ
っ
て
最
後
に
元
へ

戻
る
パ
ス
で
す
ね
。
元
に
戻
る
パ
ス
は

「
秩
序
を
創
り
出
す
も
の
」
の
数
理
的

表
現
と
解
釈
し
ま
す
。

こ
れ
が
生
命
発
生
の
原
理
で
あ
り
、

生
命
や
創
造
性
の
働
き
の
合
理
的
説
明

の
試
み
と
な
り
ま
す
。

生
命
発
生
の
構
造
概
要
で
す
が
、
初

め
に
混
沌
あ
り
き
で
混
沌
は
ラ
ン
ダ
ム

に
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
あ
る
時
間
が

経
っ
た
と
き
の
状
態
を
見
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
な
状
態
が
あ
り
得
ま
す
。（
右
図
）

ラ
ン
ダ
ム
経
路
の
表
記
を
原
点
か
ら

始
め
て
、
あ
る
指
定
の
点
（
ｘ
、
ｙ
）

に
至
る
経
路
（
パ
ス
）
数
を
Ｌ
（
ｘ
、

ｙ
）と
記
し
ま
す
。（
下
図
で
は
4
）。

そ
の
内
ｘ
軸
よ
り
上
の
経
路
（
軸
を

横
切
ら
な
い
パ
ス
）
を
取
り
出
す
た
め

の
工
夫
を
鏡
像
と
い
い
ま
す
。
そ
の
方

法
で
調
べ
ま
す
と
、
原
点
か
ら
2
ｎ
ス

テ
ッ
プ
で
（
軸
の
上
側
だ
け
を
通
る
、

あ
る
い
は
軸
の
下
側
だ
け
通
る
）
軸
を

横
切
ら
な
い
パ
ス
数
と
、
2
ｎ
ス
テ
ッ

プ
で
軸
に
戻
る
パ
ス
数
は
等
し
い
こ
と

が
算
出
さ
れ
ま
す
。

混
沌
が
拡
散
運
動（
軸
を
切
ら
な
い
）

と
秩
序
運
動（
軸
に
戻
る
）の
2
つ
の
運

動
に
等
し
く
分
離
さ
れ
、
前
者
は
物
理

現
象
の
原
理
、
後
者
は
生
命
の
エ
ン
ト

ロ
ピ
ー
を
小
さ
く
す
る
力
の
原
理
を
示

し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
生
命
の
秩
序
に

向
か
う
働
き
の
原
理
を
、
混
沌
の
運
動

に
伴
う
2
つ
の
働
き（
あ
る
い
は
場
）の

一
方
に
見
い
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

以
上
を
ま
と
め
ま
す
。
初
め
に
混
沌

が
あ
り
、
混
沌
を
ラ
ン
ダ
ム
ウ
オ
ー
ク

に
モ
デ
ル
化
し
ま
す
。
混
沌
の
動
き
は

2
つ
の
運
動
に
等
し
く
分
離
（
あ
る
い

は
2
つ
の
場
を
形
成
）さ
れ
ま
す
。

①
軸
を
切
ら
な
い
拡
散
方
向
運
動
：

　

 

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
増
大
（
場
の
形
成
）

物
理
現
象
の
原
理

②
最
後
に
軸
に
戻
る
秩
序
方
向
運
動
：

　

 

エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
減
少
（
場
の
形
成
）

生
命
現
象
の
原
理

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
〇
回
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
研
究
集
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

の
報
告

憑
依
診
療
の
進
歩 

～
死
霊
、
生
霊
、

妖
怪
、
宇
宙
霊
～

　
　

講
師　

橋
本 

和
哉 

氏

 　
　
　
（ 

医
師
、
は
し
も
と
内
科
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

日
時　

令
和
４
年
11
月
19
日（
土
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂

講
演
内
容（
講
師
記
）

私
の
行
う
憑
依
診
療
も
年
々
、
新
し

い
知
見
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
平
成
29
年

に
も
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
で
憑
依
の

講
座
を
行
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
さ
ら
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に
新
し
い
内
容
を
含
め
て
お
話
し
し
ま

し
た
。

会
場
は
ま
つ
む
し
音
楽
堂
で
、
ま
た

オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
も
行
い
ま
し
た
。

話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
も
霊
を
呼

び
込
む
事
が
あ
る
の
と
、
実
習
を
行
う

と
霊
が
外
れ
て
浮
く
こ
と
も
あ
る
の

で
、
参
加
者
に
は
防
御
の
た
め
出
来
る

だ
け
キ
ラ
キ
ラ
し
た
も
の
を
身
に
つ
け

て
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介
後
、
私（
橋
本
）が
霊
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
い
る
手
法
と
し
て
の
「
気

当
て
診
断
法
」
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
コ
ウ
モ
リ
が
、
当
て
た
超
音
波

の
跳
ね
返
り
で
物
を
探
る
よ
う
に
、
気

を
当
て
て
何
が
あ
る
か
を
探
る
手
法
で

す
。霊

だ
け
で
な
く
癌
や
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
身
体
の
こ
と
、
感
情
や
ト
ラ
ウ
マ
、

気
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、
食
材
の
良
し
悪

し
、
相
性
、
な
ど
、
い
ろ
ん
な
分
野
で

応
用
で
き
ま
す
。

今
回
扱
っ
た
憑
依
の
対
象
は
、
死

霊
、
生
霊
、
妖
怪
、
宇
宙
霊
な
ど
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
憑
依
が
細
分
化
さ
れ

て
い
る
上
に
何
と
分
類
し
て
良
い
の
か

分
か
ら
な
い
憑
依
や
憑
依
体
か
ら
の
意

識
に
よ
る
攻
撃
、
呪
い
、
神
仏
か
ら
の

怒
り
の
お
話
な
ど
デ
ィ
ー
プ
な
お
話
ま

で
披
露
し
ま
し
た
。

先
ず
は
死
霊
で
す
が
、
死
霊
で
最
も

多
い
の
は
自
分
が
死
ん
だ
自
覚
が
無
く

霊
界
に
行
か
ず
に
彷
徨
（
さ
ま
よ
）
っ

て
い
る
死
霊
で
す
。
そ
れ
か
ら
ト
ラ
ウ

マ
ま
で
抱
え
て
い
る
な
ど
悩
み
の
多
い

死
霊
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
怨
み
を
持

っ
て
成
仏
し
な
い
霊
、
使
命
を
持
っ
て

成
仏
し
な
い
英
霊
、
誰
か
を
陥
れ
て
面

白
が
っ
て
い
る
悪
霊
な
ど
状
況
に
応
じ

た
分
類
を
し
て
い
ま
す
。

死
霊
で
最
も
多
い
自
分
が
死
ん
だ
自

覚
が
無
く
霊
界
に
行
か
ず
に
彷
徨
（
さ

ま
よ
）
っ
て
い
る
死
霊
に
は
日
本
人
の

場
合
、
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ
ミ
様
と

霊
的
な
ル
ー
ト
を
降
ろ
し
、
霊
を
癒
す

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ
カ

ミ
様
か
ら
い
た
だ
き
死
霊
に
入
れ
る
こ

と
で
霊
界
に
上
げ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
場
合
は
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ

ミ
カ
ミ
様
や
阿
弥
陀
様
、
地
蔵
様
な
ど
で

す
が
、
外
国
人
の
場
合
は
そ
の
地
域
の
神

様
に
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ウ
マ
を
持
っ
た
死
霊
に
は
死
霊

周
辺
に
有
る
ト
ラ
ウ
マ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

消
し
て
か
ら
同
様
の
手
法
で
上
げ
て
い

ま
す
。

悪
意
を
持
っ
た
悪
霊
と
は
生
き
た
人

を
陥
れ
て
喜
ん
で
い
る
タ
チ
の
悪
い
死

霊
で
す
。
死
ね
と
言
っ
た
り
飛
び
込
み

自
殺
に
追
い
込
ん
だ
り
し
ま
す
。
こ
れ

は
ま
と
も
に
話
し
合
っ
て
も
埒
が
あ
き

ま
せ
ん
。
私
の
や
り
方
は
潰
す
方
法
を

取
っ
て
い
ま
す
。
蔵
王
権
現
様
に
爆
弾

を
頂
き
悪
霊
を
潰
し
た
り
、
紙
に
縛
り

付
け
て
ガ
ス
で
焼
き
切
る
方
法
を
取
っ

た
り
し
ま
す
。

怨
み
を
持
っ
て
成
仏
し
な
い
霊
も
大

変
な
死
霊
で
怨
霊
（
お
ん
り
ょ
う
）
と

言
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
過
去
生
か
先

祖
で
怨
ま
れ
た
内
容
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

し
て
み
る
と
、
怨
ま
れ
る
の
も
も
っ
と

も
だ
と
思
え
る
よ
う
な
事
を
し
て
い
ま

す
。
怨
霊
に
取
り
憑
か
れ
る
と
何
処
へ

行
っ
て
も
人
生
は
こ
と
ご
と
く
上
手

（
う
ま
）く
行
き
ま
せ
ん
。

相
談
を
受
け
る
中
で
怨
霊
の
ケ
ー
ス

は
と
て
も
多
い
印
象
で
す
。
し
か
し
怨

霊
と
診
断
で
き
る
霊
能
者
は
ご
く
少
数

で
、
何
処
へ
行
っ
て
も
原
因
が
分
か
ら

な
い
と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
。
怨
霊
供
養
を
助
け
て
頂
け
る

仏
様
に
お
願
い
し
な
が
ら
ご
本
人
が
供

養
に
励
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ご
先
祖
が
憑
依
し
て
来
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ど
の
ご
先
祖
さ
ん
か
を
特
定

し
て
供
養
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
先
祖
か

ら
の
意
識
だ
け
が
来
る
場
合
、
左
ば
か

り
右
ば
か
り
と
い
っ
た
特
異
な
症
状
が

出
ま
す
。
こ
の
場
合
も
、
ど
の
ご
先
祖

か
を
特
定
し
て
供
養
し
ま
す
。

生
霊
（
い
き
り
ょ
う
）
は
人
か
ら
の

強
烈
な
意
識
だ
と
以
前
は
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
強
烈
な
意
識
と
「
生
霊
」
は

少
し
違
い
ま
す
。
一
般
の
方
が
生
霊
と

言
っ
て
い
る
の
は
強
烈
な
意
識
の
場
合

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
し
か
し
本
来
の
生

霊
も
わ
ず
か
で
す
が
有
る
よ
う
で
す
。

強
烈
な
意
識
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
た
か
も

生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
独
自
に
意
識

を
持
ち
始
め
、
活
動
し
て
行
く
の
で

す
。
ま
る
で
死
霊
の
よ
う
に
振
る
舞
い

ま
す
。

生
霊
が
独
自
に
意
識
を
持
ち
始
め
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
は
強
烈
な
ト
ラ
ウ
マ
の
も

と
で
別
の
人
格
を
作
り
出
す
「
解
離
性

人
格
障
害
」
の
症
状
に
似
て
い
ま
す
。

人
か
ら
の
強
烈
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
独

自
に
意
識
を
持
っ
て
生
霊
と
な
る
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
似
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
し

て
生
霊
が
発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
と

お
伝
え
し
ま
し
た
。
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魔
物
や
妖
怪
憑
依
は
多
く
の
方
が
知

ら
な
い
だ
け
で
現
代
社
会
で
も
蔓
延

（
は
び
こ
）
っ
て
い
ま
す
。
毒
親
や
自

己
中
心
な
異
常
な
人
に
も
潜
み
ま
す
。

一
見
、
社
会
的
に
成
功
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
人
に
も
存
在
し
ま
す
。
妖
怪

は
他
の
霊
的
存
在
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る

場
合
や
元
は
神
様
だ
っ
た
存
在
が
妖
怪

化
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

妖
怪
を
後
ろ
で
操
っ
て
い
る
場
合
や

妖
怪
か
ら
意
識
攻
撃
さ
れ
る
場
合
、
傀

儡
（
自
分
の
ダ
ミ
ー
）
を
作
っ
て
そ
こ

か
ら
攻
撃
し
て
く
る
事
も
分
か
り
ま
し

た
。
ま
る
で
ア
ニ
メ
の
世
界
を
見
て
い

る
よ
う
で
す
。
意
識
攻
撃
へ
の
対
処
は

そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
壊
す
と
か
、
イ

ン
ド
の
神
秘
図
形
の
ヤ
ン
ト
ラ
を
使
う

こ
と
で
防
御
で
き
る
こ
と
を
お
伝
え
し

ま
し
た
。

ま
た
死
霊
や
魔
物
を
呼
び
込
む
ポ
イ

ン
ト
を
死
霊
や
魔
物
か
ら
付
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
あ
る
と
他

の
死
霊
や
魔
物
が
自
然
と
そ
の
人
に
引

き
寄
せ
ら
れ
て
来
て
憑
依
し
ま
す
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
を
探
し
て
消
す
こ
と
で
す
。

宇
宙
霊
の
定
義
は
ネ
ッ
ト
な
ど
で
も

明
確
に
は
載
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
死
霊
、

魔
物
、
動
物
霊
で
も
な
く
、
宇
宙
霊
と

意
識
し
て
共
鳴
反
応
が
取
れ
る
霊
で

す
。
お
そ
ら
く
宇
宙
人
だ
っ
た
存
在
が

憑
依
し
て
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
宇

宙
で
生
ま
れ
た
魂
の
人
に
多
く
憑
依
し

て
い
ま
す
。
何
処
の
星
か
ら
来
た
か
は

本
で
調
べ
る
事
が
で
き
ま
す
が
、
普
段

は
そ
れ
ま
で
の
チ
ェ
ッ
ク
は
や
っ
て
い

ま
せ
ん
。
静
か
な
感
じ
や
ベ
ト
ー
と
し

て
い
る
も
の
な
ど
あ
り
ま
す
。
樹
木
の

枝
に
居
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

呪
い
の
ケ
ー
ス
で
は
ど
ち
ら
か
ら
入

っ
て
来
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
キ
ラ
キ

ラ
す
る
テ
ー
プ
で
防
御
し
た
り
手
に
キ

ラ
キ
ラ
し
た
テ
ー
プ
を
巻
い
て
防
御
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

神
仏
の
怒
り
に
よ
る
症
状
の
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
神
仏
の
手
先
と
し
て
働
く

こ
と
を
過
去
生
で
約
束
し
て
来
た
の

に
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
人
生
を
歩
も
う

と
し
た
ら
病
気
に
な
っ
た
り
時
に
は
死

ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
が
巫
病
で

す
。
神
仏
の
社
殿
や
お
寺
を
、
神
仏
へ

の
お
断
り
も
無
く
潰
す
な
ど
す
る
と
、

相
当
な
神
仏
の
怒
り
を
買
い
ま
す
。
過

去
生
で
そ
れ
を
行
っ
て
も
そ
の
報
い
を

今
世
で
も
受
け
て
い
る
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
原
因
を
探
し
出
し
て
お
詫
び

す
る
事
と
、
神
仏
が
要
求
す
る
事
を
行

う
こ
と
で
す
。

本
に
載
っ
て
い
な
い
得
体
の
知
れ
な

い
憑
依
も
あ
り
ま
す
。
魔
法
使
い
が
魔

物
を
い
く
つ
か
合
成
し
て
別
の
魔
物
を

作
り
出
し
た
り
、
魔
物
を
後
ろ
か
ら
操

作
し
て
い
て
、
そ
の
魔
物
が
別
の
魔
物

を
操
作
し
、
さ
ら
に
そ
の
魔
物
が
別
の

魔
物
を
操
作
す
る
な
ど
3
重
、
4
重
に

背
後
か
ら
操
作
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
憑
依
を
解
決
す
る
に
は

い
ろ
い
ろ
対
策
を
し
な
い
と
い
け
ま
せ

ん
。
そ
の
都
度
、
ア
ド
リ
ブ
で
考
え
ま

す
。一

通
り
の
解
説
を
終
え
た
後
は
実
習

で
す
。

憑
依
現
象
を
も
つ
会
場
参
加
者
が
モ

デ
ル
と
な
り
、
実
際
に
症
状
を
改
善
さ

せ
ま
し
た
。

一
人
目
は
死
霊
憑
依
で
し
た
。
一
つ

の
死
霊
は
両
手
で
掴
ん
で
取
り
除
き
ま

し
た
。
2
つ
目
は
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ
ミ

カ
ミ
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
降
ろ
し
て
ル

ー
ト
を
作
り
、
死
霊
を
癒
す
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
降
ろ
し
て
浄
霊
し
ま
し
た
。
ど
ち

ら
も
数
十
秒
程
度
。
直
ぐ
に
ス
ッ
キ
リ

さ
れ
ま
し
た
。

二
人
目
と
三
人
目
は
妖
怪
憑
依
の
方

で
し
た
。
効
果
有
る
と
判
定
さ
れ
た
護

符
を
身
体
前
後
に
貼
り
付
け
る
と
妖
怪

は
護
符
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
嫌
っ
て
頭
か

ら
湯
気
の
よ
う
に
出
始
め
ま
し
た
。

１
分
く
ら
い
で
妖
怪
は
完
全
に
出
て

行
き
、
ス
ッ
キ
リ
と
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
曼
荼
羅
（
ま
ん
だ
ら
）
カ
ー
ド
も

使
っ
て
護
符
を
補
強
す
る
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。

四
人
目
と
し
て
宇
宙
霊
憑
依
の
方
が

居
な
い
か
と
探
し
た
と
こ
ろ
、
居
ら
れ

ま
し
た
。
首
か
ら
上
に
憑
い
て
い
ま
し

た
。
効
果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
漢
方
薬

を
手
に
持
っ
て
貰
い
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
流
す
と
取
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

方
の
憑
依
は
、
過
去
生
で
宇
宙
に
居
た

た
め
に
や
っ
て
き
て
い
る
宇
宙
霊
で
し

た
。
ふ
た
た
び
憑
依
す
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
宇
宙
過
去
生
の
対
処
も
必
要
に
な

り
ま
す
。

そ
の
後
は
質
疑
応
答
に
う
つ
り
、
希

望
者
で
懇
親
会
も
行
い
ま
し
た
こ
と
も

付
け
加
え
て
お
き
ま
す
。

（
講
師
記
）

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
3
時
間
）
を
記
録
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

１
件
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

左
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
に
、「
２
０
※
※

年
○
月
○
○
○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希

望
」
と
記
し
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
御
注
文

願
い
ま
す
。
2
週
間
以
内
に
発
送
致
し

ま
す
。

office
21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
8
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
2
0
1
5
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
2
0
1
5
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井 

香
譲 

氏

「
野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

　
『
直
立
二
足
歩
行
』か
ら
問
う
」

◎
2
0
1
6
年
1
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木 

茂
美 

様

　

講
師　

佐
藤 

禎
花 

氏

　

講
師　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
2
0
1
6
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木 

晃 

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
2
0
1
6
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田 
祐
美
子 

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
2
0
1
6
年
5
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野 

貴
美
子 
氏

「 

意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力　

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で　

き
る
か
？
」

◎
2
0
1
6
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林 

氏

『「
運
」が
つ
く
人
、「
霊
」が
憑
く
人
』

◎
2
0
1
6
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「7.8H
z

の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
2
0
1
6
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知　

的
生
命
：
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
（
宇
宙　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
2
0
1
6
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝 

伸
二 

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
2
0
1
7
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

佳
胤 

氏

「 

私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、　

波
動
的
、
物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
2
0
1
7
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

池
川 

明 

氏

「 

子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て　

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供

た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど
り
さ

ん
の〝
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
〟

◎
2
0
1
7
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
高 

ゆ
う
こ 

氏

「
自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

　

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

　

講
師　

小
林 

敦 

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
2
0
1
7
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 

氏

「 

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的　

と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に
つ
い　

て
の
実
演
」

◎
2
0
1
7
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
Ａ
Ｉ
を
乗　

り
越
え
る
の
は
？ A

I

［
人
工
知
能
］　

vs PSI

［
サ
イ
能
力
］」

◎
2
0
1
8
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

篠
浦 

伸
禎 

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
2
0
1
8
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師 

七
沢 

智
樹 

氏
、
杉
山 

彰 

氏

「 

ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未　

来
」

◎
2
0
1
8
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

由
井 

寅
子 

氏

「 

体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に　

導
く 

未
来
の
医
学『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ホ
メ
オ　

パ
シ
ー
』」

◎
2
0
1
8
年
7
月
本
部
例
会

　

講
師　

清
水 

浦
安 

氏

　
　
　
　

愛
宕 

な
み 

氏

「 

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が　

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
2
0
1
8
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

眞
人 

氏

「 

40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か　

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意　

識
」

◎
2
0
1
8
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
水
と
健
康
」

◎
2
0
1
9
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

東
中
川 

徹 

氏
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「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
？
」

◎
2
0
1
9
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師 

佐
々
木 

茂
美 

氏

　

佐
藤 

禎
花 

氏　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「 

マ
イ
ク
ロ
Ｐ
Ｋ
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ　

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「 

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に　

つ
い
て
」

◎
2
0
1
9
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

　
「 

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
2
0
2
0
年
2
月
本
部
例
会

　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
）氏

「 『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』を
基
に
し

た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）に

よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す
る

ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

◎
2
0
2
0
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

山
崎 

正
男 

氏

「 
多
能
性
幹
意
識
の
誘
導
に
よ
る
超
能　

力
の
覚
醒
と
シ
ー
タ
ー
波
の
脳
波　

（iPT
 

意
識
）」

◎
2
0
2
0
年
10
月
第
29
回
全
国
大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
免　

疫
力
～
ガ
ン
・
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い　

も
含
め
て
～
」

◎
2
0
2
1
年
10
月
創
立
45
周
年
記
念

　

大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
サ
イ
と
瞑　

想
」

◎
2
0
2
1
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「 

Ｅ
Ｓ
Ｐ
や
Ｐ
Ｋ
現
象
を
脳
波
で
解
明　

す
る
！
」

◎
2
0
2
2
年
4
月
本
部
例
会

　

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

「
生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説
」

◎
2
0
2
2
年
6
月
本
部
例
会

　

講
師　

平
田 

進
一
郎 

氏

「 

私
が
体
験
し
、
学
ん
だ
ス
ピ
リ
チ
ュ　

ア
ル
ヒ
ー
リ
ン
グ
の
真
実
」

◎
2
0
2
2
年
9
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「 

こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足
す
る　

方
法
と
は
?
」

◎
2
0
2
2
年
10
月
第
30
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
サ
イ
」

◎
2
0
2
2
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

芳
田 

マ
サ
ヒ
ロ 

氏

「 

な
り
た
い
自
分
に
な
る
！
筆
跡
の
魔　

法
」

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

だが、現実に地震発生前には多くの動物、魚
類が異常行動をとり、また雲等にも異変が見ら
れ観測もされていることから、検証の仕方によ
っては地震予知は可能といえる。

ただし、人間だけの予知についてみると、昔
から世界中の霊能者、占星術師が地震について
予知、予言しているが、結果についてはやはり
判断が分かれるところである。

また、霊能者某氏の話で昆虫・鳥等に「高い
所に巣を作りなさい｣ と教え、水没しないです
んだということと、低いところの巣作りは地震
等が多いとの話についてだが、これは我々人間
が認識できない摩訶不思議なことと判断せざる
を得ないが、巣作り等の現状を確認すれば人間
は分からなくても昆虫・鳥等の方が地震予知、
天候の状態は的確に予想しているので、これを
見れば有り得ることであり否定は出来ない。

今後、「動物の地震予知」を予知学として位
置付けするのには、例えば、動物達が電磁波を
察知して異常行動を起こしても、これが地震に
よるものなのか、他の電気製品等の原因等によ

るものなのか、また察知しても発生年月日の特
定ができるのか、判断が難しい。

そこで、多くの科学的データーを宏観異常現
象観測として長期に亘り、積み重ねて因果関係
の説明が明らかにできることと、前兆現象があ
っても、類似の現象との比較検証が可能でなけ
ればならないことは、地震予知の条件となるで
あろう。

また、動物等の行動では、平時の特異行動と
異常時での行動パターンについて、規則性があ
るか、特異の行動を呈する共通現象等があるの
かを明確な形で説明、提示することが必要であ
り、これ等の検証が無くては非科学的なものと
して扱われ、「そういえば」的な伝承に止まざる
を得ない。そのため、多岐にわたる宏観異常現
象を科学的見地から解析し「地震予知学」まで
に位置付けして行くことが必要と思われる。
（完）
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　異常な雲が見え、地震が発生しそうだとの視
覚的現象判断により予想された時、結果として
数多くの地震発生を的中させている。

だが、アカデミズムでは飛行機雲を含めた他
の雲との鑑別が困難であると、地震雲を否定評
価しているのだが、絶対的な肯定、否定から入
るのではなく、なぜ地震雲の発生が起こるのか
を、科学者としては検証しなければならず、そ
れがなければ地震予知の究明にはさらに遠くな
っていくと考える。

犬・ネコが、他の動物より地震に強く感応す
るというデーターがあるが、これらは常に人間
の側にいて、観測しやすいために、データーと
して高い数値になったとも考えられるが、各地
の報告をみれば、確かに予知していると思われ
る結果が出されている。　　　　　

なぜ、人以外の動物に感応する能力が強いの
かは推定の域を出ないが、犬と人を生理的能力
で比較してみると、犬は人の3～4才位の知能
を持っており、ある程度の認識が可能である。
聴覚は、人（16～20 , 000Hz）、犬（65～50 , 000 
Hz）であり、犬は高い音に敏感で、人の何倍も
の高い能力を示している。嗅覚では、嗅球細胞
が、人（500万個）、犬（1～2億個）から、臭い
に対して犬は桁外れの能力を持っていることに
なる。

そこで、これら以外の能力を含めて、犬は地
震に対して、人には感じない特別な能力を持っ
ているのではないかと推定される。

ナマズでは、他の魚類と比較し生理的にも鋭
い感覚を保持し、地震への感応は鋭いと思われ
るが、「古来から、ナマズは地震を感じる」とい
う伝承としての位置付けからも、ナマズについ
ては今後研究の必要性が十分にあると思慮され
る。

ネズミにおいても、「工事前、船の沈没、火
事発生があると、逃げたり大移動する」という
話が古来からあり、これは地震だけでなく、
色々な災害をも予知する高い能力があるのでは
ないかと思われる。

カラスも、地震前には異常に騒ぐ、攻撃する
等の異常行動をとると言われているが、鳥類の
中では一番脳が発達しており、地震への感応も
鋭いのではないかと思われる。また、脳細胞内
には磁石があるが、これにより磁気の異常を呈
する地震等の感応度も高いのではないかと考え

られる。ゾウの津波を察知する能力について
は、スリランカ地震時に既知のとおり津波発生
前に高台等に逃れ、被害に遭っていないと証明
されているがその理由は解明されていない。

これら動物の、一つ一つの地震事例をみると、
「地震発生前に、動物達は異常行動をしている」
という結果を出さざるを得ないのではないか。
検証をするうえで、動物予知の難しさはある
が、動物と常に接している飼い主、動物の飼育
員等は日常の動作、挙動から異常に気がつき、
後講釈ではあるが「やはり、予知していた」と
評価しているようである。

ただし、動物の異常に気付くべき人間も動物
であることから判断に幅があり、例えば地震に
敏感であり注意を払い動物の行動にも意識を払
っているタイプと、何も感じない、このことに
無関心なタイプでは、結果が大きく変わって来
ると思われる。

また、動物界の頂点に位置する人間は、地震
予知が出来るかということになるが、昔から世
界各国の霊能者、占星術師の一部の人達により
予知・予言されている結果についてはまちまち
で判断は分かれる。この様に、人、動物共に地
震予知についての事例等が多いが、評価につい
ては科学的根拠がないと反論もあり評価に難し
い。

従来、伝えられている「動物が、鳥が騒いだ、
逃げた」等では、他の事例でも考えられ、地震
予知と結びつけることは難しいことから、今後
の動物による地震予知についての検証方法とし
ては、地震計と同様に同一地区（施設）に、同
一動物を24時間体制で、長期間計測すること
と、動物体の心拍、血圧、血液成分を適時検診
し、異常時前後における動物体の生理と、日常
生活の観測結果を、地震計等により観測してい
るデーターと比較検討をしていくことにより、
いわゆる科学的な裏付けのある「動物が地震を
予知をする」となっていくのではないか。　　
　　　　　　　　　　
まとめ　　

ネズミ、ゾウ、犬等の動物及びナマズ等を含
む魚類や、過去の事例の検証では、確かに地震
発生前に異常な行動をとっている。しかし、動
物である人間が各予知現象を見ても、その現象
を判断できないケースから、全ての「動物は地
震を予知する」と言い切ることは難しい。
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このことは、地震は人間の精神面に影響を与
えるが、同じく動物にも大きな影響を与えてい
るということが分かる。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　 

2004年12月29日に、スマトラ島沖にＭ9の
地震が発生し、これに伴う津波では、インド洋
沿岸諸国で30万人以上、スリランカでは2万人
以上の犠牲者が出たが、ヤラ国立公園内に生息
している野生動物（ゾウ、ヒョウ等）は、津波
が発生することを事前に分かっていて高台に逃
げたためか、これらの死骸は発見されていない
と報告されている。

2007年3月25日発生の能登半島地震では、
輪島市門前町地区で本震前に「バリバリ、ドン」
という異常音を住民が確認していたことがあっ
た。さらに、「ここ2～3ヶ月能登半島西側で魚
が釣れなかったので、地震が起きるのではない
かと思っていた」との話もあった。

これらは、事例報告であるが、国内の民間に
言い伝えられている、主なものを述べると
①井戸から、音が聞こえたり、水位が著しく変
動する。
②龍のような雲が、立ち上がるときは地震が近
い。
③朝焼けの、太陽の光柱現象は前触れ。
④夜間、昼間のように明るい時（発光現象）。
⑤日中、カラスの大群が移動、異常に騒ぐ時は
地震の可能性がある。
⑥大地震前には、磁石に付いていた鉄片が離落
する。
⑦地震の前には、ネズミが居なくなる。
⑧雉が騒ぐ時。
⑨海、川等で魚類を見なくなり、又、地震の前
は大漁あり。
⑩ナマズが多く獲れる、多く跳ねる時。等の地
震を予知していると思われる多くの伝承があ
る。

2011年3月11日に発生した、東日本大震災後
に調査を岩手県、宮城県、福島県の動物関係者
に聞き取りを行ったが、この震災が余りに大き
かったためか、記憶として残っていないようで
あり、また多くの動物達が飼い主とともに流さ
れてしまい、調査することが困難であった。だ
が、いくつかの報告資料では、まず電通大の研
究グループが、東日本大震災発生の5～6日前

には太平洋上の電離層の異常を観測したと発表
している。

期間は3月5日～6日にかけて。調布、春日
井（愛知県）、高知の3カ所の受信局で、電波の
夜間の平均振幅が極端に低くなるという「明瞭
な前兆」が現れたと話している。

地震の前兆については、多くの地質学者が懐
疑的な見方を示す一方で、同大学の早川正士名
誉教授は「地震のメカニズム研究と地震予知は
全くの別物」と反論しており、独自の方法で予
知の実現を目指し研究に取り組んでいると述べ
ている。（出典：日本経済新聞 掲載記事）

また、地震発生前に各地で報告された異変に
ついては、
①陸前高田市では震災の約1ヶ月前から、朝夕
にカラスの群れが空を覆っていたが、震災の数
日前から突然姿を消した。
②3月4日夜、茨城県鹿嶋市でクジラ50頭が浜
に打ち上げられた。
③3月11日の朝、宮城県塩釜市の神社では、い
つもはサビなどで赤褐色に濁っている鉄製の

「神釜」の水が普段と異なり澄んでいた。（出
典：毎日新聞掲載記事）
④3月11日の深夜、宮城県石巻市湊地区の公園
でカラス50羽ほどが騒いでいた。
⑤3月11日の午前10時ごろ、宮城県石巻市湊
地区でトンビが数十羽騒ぎながら飛んでいた。
との情報があった。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

日本だけでなく、世界での地震前の動物達の
異常行動についての報告は、殆どが似通ってい
るが、これらから「動物達が予知行動をしてい
る」という解釈をすることが出来ることと、各
国での諸現象の申し合わせは有り得ないため、
そこには作為的意思が入り難いと考えられるこ
とから予知現象を肯定的に考えたい。

宏観異常現象を否定論的に見れば、例えば、
1975年中国海城では、前震である微震が続い
ていたから、地震を事前に察知していたとの解
釈がされている。

しかし、宏観異常現象観測による地震予知を
否定するだけでは、震度計測定等を含む総合的
な地震の予知学としては進歩していかないこと
から、諸現象を課題として取り入れ、科学的に
解析していくことにより、地震予知としての位
置付けが出来るのではないかと思慮される。　
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1988年12月Ｍ6.8死者2万5,000人を出した、
ソ連アルメニア地震の地震予知調査では、犬
36％、ネコ17％、鳥15％、ネズミ9％、魚5％
が地震を予知していたとされている。　　　　

麻布大学太田光明名誉教授は、地震前に異
常行動を起こすのは動物が微弱電磁波を敏感に
感じるためとした実験を実施しており、感じる
度合いは犬20％、ネコ30％の割合であるとす
るデーターを出しているが、さらに情報を集計
する必要があるとしている。　　　　　　　　
　発生例からみてみると、1855年の安政大地震
直前では、ナマズを獲ろうとしたが、騒ぐため
獲ることができなかったことから、「地震があ
る」と記録されている。

中国では宏観異常現象の調査を、30年以上
前から続けているといわれており、その中での
ハト観測では、ハトが夜間でも騒げば異常あり
としている。

また、ネズミが群れで移動、時期はずれのカ
エルが出現、魚が浮き上がるなどのケースがあ
るのは、地震が発生する予兆であると観測がさ
れている。

1923年9月の関東大震災では、大砲のような
大音響があり、大島の噴火が夜中にことさら目
立っていたと記録されている。　　　　　　　
　

1975年中国の海城で、Ｍ7.3の地震が発生し
たが、中国国家地震局が宏観異常現象として、
動物の異常行動のデーターを集め、予知に成功
し被害を最小限に止めることができている。

しかし、翌年の唐山地震では理由は不明だが
予知は失敗し、24万人以上の犠牲者を出し、
1944年のカリフォルニアでは、犬が突然意味も
無く吠え、猫は異常に臆病になり、鳥はカゴの
中でこれも異常に飛び回っていたのが観測され
ている。

また、1999年のギリシャ、トルコの地震時に
も、同現象が起きていたとの報告があった。

1993年５月静岡県伊東市の群発地震では、

熱川バナナ・ワニ園のワニが騒ぐ、源泉温度が
上昇したと観測されている。

同年7月の北海道奥尻島地震では、多くのネ
ズミ、ヘビが出現する等の異常が見られた。　

1995年1月17日6 ,000人以上の犠牲者を出し
た、Ｍ7.2の阪神大震災では、
①神戸市西区にある家の周辺から、カラスが2
週間ほど前から居なくなった。
②Ｓ水族館のイルカが、水中から逃げようとす
る等の異常行動があった。
③明石海峡大橋付近海域では、小魚の死骸が多
く浮き上がった。
④1ヶ月前の徳島県南部では、イカの記録的大
漁があった。
⑤神戸市立O動物園では、2～3日前にアシカ
が異常行動（地電流を、人は20V/1ｍ程度で反
応するが、アシカは、0.5V/1mでも敏感に反
応するためと思われる）を、起こしていたのを
館長が確認している等、多くの異常現象が報告
されている。

そして、地震後にＫ市獣医師会に、「動物の
地震予知について、何か感じることはあった
か」のアンケート調査を実施した結果、
①鳥が一晩中鳴いていた。
②犬が吠えたり、鳴いていたりしていた。
③犬が、地震前夜は寝ていなかったり、暴れた
りして行動が普通ではなかった。
④猫は怯えて、押入れから出なかった。
⑤普段おとなしい猫が、地震発生の数時間前に
暴れだした等の回答があった。

そのなかで、地震の2日前から犬の動きがお
かしいので、地震が来ると思い地震に備えた人
がいた、との報告がされている。

また、「地震の後」のアンケートでは、①余
震に怯える犬が多かった。②犬猫のストレスが
原因と思われる、食欲不振、下痢、嘔吐、精神
不安定等の症状が目立った等の動物診断がされ
た。

宏観異常現象観測で地震予知ができるか
動物の地震予知 ２

宏観異常現象観測で地震予知ができるか
動物の地震予知 ２

三好  一郎 
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～宇宙からの降臨～
私が撮影した写真画像に音楽を合わせた動

画を作りました。この動画を見ながら他の事を
考えず、今ここにいる自分と向き合う（マイン
ドフルネス）に最適です。ダイジェスト版が
YouTubeで見られます。本編は全部で約33分
のDVDとして制作中です。

【ショートバージョン】
月とオーブの宴　
アヴェ・マリアとラ・ムーにのせて
https://youtu.be/LT0QHiaj6u4

【ショートバージョン】
シリウスからのサイン
https://youtu.be/wUKf1zKRNsA

【ダイジェスト版】
月と星と太陽　ガイド　ミドリちゃん
https://youtu.be/Slav3Q7bHd8

【ダイジェスト版】
十字神光輪
https://youtu.be/eMUmk8fltbA



昔も今も「ガン」イコール「死」と思っている
方々がいます。本人も家族も恐怖と不安でいっ
ぱいになり、手術までの待つ時間、又その後の
どうして行けば良いのかを家族共々暗い苦しい
日々を送る事になります。

人には、いろいろな生活の仕方があり、違い
があります。病気も様々な種類があり、最悪は
悪性腫瘍と言われるガンです。

ステージが伝えられ、中には生存率まで、余
命宣告を本人が受ける時代になりました。

私も能力者の一人として、様々なガンと向き
合ってきました。この3年、コロナ感染による仕
事、家族、人の付き合い方等を含め、今までと
は違う環境があります。ストレスが本人、まわ
りに意識する、しないにかかわらず、いろいろな
形で心や身体を蝕んでいる事は避けられません。

ガンになったら、戸惑いと不安と恐怖の思い
のどん底から抜け出し、生き抜く為の実例を挙
げながら、共に寄り添っていく為の氣エナジー
ヒーリングセラピーをここにお伝えします。

私、本人が14年前、4cmの卵巣ガンになり、
緊急手術を告げられました。その時に、Ｓ状結腸
ガンもわかり、一ケ月半で、二つの大きなガン
手術を受けました。腫瘍は有りますので、切除
手術を受け、悪性卵巣ガンは消えていたのです。
抗がん剤を出されましたが、飲まずにいました。
Ｓ状結腸ガンも回復が早く、今日に至ります。

最近の実例です。つばたさとみさん（現48歳）
2017年悪性胸腺腫という病気で、開胸手術で
す。術前に備える為のセラピーを神氣をいただ
かせていただき、家族一丸となり、出来る事を
しっかりするというチームになり頑張りました。

術後、抗がん剤治療により髪は全部抜け落ち
ましたが、その他の副作用がほぼなく、本人も
担当医も驚いていて、これならと一番レベルの
強い抗がん剤治療まで進めて行う事ができまし
た。富山大学付属病院（旧富山医科薬科大学）
抗がん剤治療の研究に熱心に取り組んでいた先
生でした。現在、5年経ち元氣です。

実例、佐藤早苗さん（現56歳）卵巣ガン10cm。
2021年7月1日手術。手術まで私のセラピー2
度受ける事ができました。家族一丸となり、オ
イルセラピーを行い、また今できる事（水、ミ
ネラル、サプリメントを取り入れ）はしていた
だきました。静岡県立がんセンターにて、手術
中、迅速診断に迫られる。良悪性の判断。私の
考えは、細胞の変異が起きたと思います。医者
からは、稀な腫瘍という判断。ただし手術は、
悪性に準じた治療、子宮、左右の卵巣、他全摘
出。一年が過ぎ、元気で富士宮から二か月に一
度セラピーに通っています。

氣エナジーヒーリングセラピー
神氣降臨

能力者としてガンと寄り添う

〒271−0047  千葉県松戸市西馬橋幸町41−506  日本サイ科学会発行
電話 047−347−3546  FAX 047−330−4091  E-mail office21@psij.mail-box.ne.jp

公式サイト http://psi-science.org  ML申し込み先 office21@psij.mail-box.ne.jp
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佐藤　禎花（北陸日本サイ科学会会長）

能力者としてガンと寄り添う
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学
会
四
月
研
究
集

　

会（
ネ
ッ
ト
配
信
）の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
新
会
長
の　

　

ご
挨
拶　

前
会
長
の
退
任
ご
挨
拶

◎
第
48
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
令
和
４
年
４
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
命
が
消
え
る
ま
で
心
身
健
康
で
い
る

　

た
め
の
生
き
方
⑴

◎
ス
マ
ホ
神
降
臨
！
一
方
で
霊
界
は
新

　

た
な
悩
み
も

◎
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
今
月
は
年
度
替
わ
り
で
す
の
で
、「
会

費
納
入
の
お
願
い
」
の
通
知
と
郵
便
振

替
用
紙
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ろ

い
ろ
出
費
の
多
い
時
期
で
恐
縮
で
す
が
、

日
本
サ
イ
科
学
会
の
活
動
は
皆
様
の
年

会
費
で
支
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

早
め
の
お
振
り
込
み
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

※
ま
た
、
日
本
サ
イ
科
学
会
は
近
年
、

会
計
が
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

少
し
で
も
御
寄
付
が
戴
け
ま
し
た
ら
、

助
か
り
ま
す
。
恐
縮
で
す
が
御
寄
付
を

し
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
の
該
当
欄
に
そ
の
金
額
を
記

入
し
、
年
会
費
に
追
加
し
て
、
お
振
り

込
み
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
年
か
ら
三
千
円
以
上
の
ご
寄
付
に
対

し
ま
し
て
は
返
礼
品
と
し
て
、
10
頁
の
「
関

英
男
先
生
関
連
書
籍
」
の
中
か
ら
約
半
額
分

に
相
当
す
る
書
籍
を
お
送
り
致
し
ま
す
。

（
四
万
円
以
上
の
ご
寄
付
は
全
13
冊
を
１
冊

ず
つ
ま
で
で
ご
容
赦
願
い
ま
す
。）
※
ア
マ

ゾ
ン
で
希
少
本
に
な
っ
て
い
る
書
籍
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
書
籍
が
あ
り
ま
し
た

ら
各
１
冊
ま
で
を
郵
便
振
替
用
紙
に
記
入
、

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。
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た
、
巻
き
肩
、
猫
背
、
Ｏ
脚
等
、
体
の

歪
み
か
ら
く
る
症
状
に
対
し
て
、
自
分

で
出
来
る
身
体
の
ケ
ア
と
し
て
、
虹
膜

学
の
知
識
か
ら
生
ま
れ
た
「
腸
整
術
」

を
実
践
し
ま
す
。

〇
関
房
子
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

埼
玉
県
所
沢
市
生
ま
れ
、
平
成
６
年

に
虹
膜
学
（
現　

虹
彩
学
）
の
知
識
を

取
得
し
、
そ
の
後
も
身
体
の
知
識
を
得

る
為
、
様
々
な
医
学
の
勉
強
に
専
念
、

医
学
博
士
や
各
界
の
先
生
方
と
の
パ
イ

プ
も
構
築
。
虹
膜
学
の
観
点
か
ら
、
身

体
の
気
、
血
、
水
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え

る
総
合
整
体
、「
気
道
式
気
功
指
圧
術
」

気
道
術
を
考
案
し
、
平
成
23
年
、
気
道

術
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る

喜
働
ア
カ
デ
ミ
ー
を
設
立
。

そ
の
後
１
０
０
名
以
上
の
施
術
師
を

育
成
、
輩
出
。
現
在
も
身
体
の
悩
み
を

持
つ
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
相
談
を
受

け
、
解
決
に
導
い
て
い
る
。

株
式
会
社
喜
働
代
表
取
締
役
、
一
般
社

団
法
人
喜
働
ア
カ
デ
ミ
ー
理
事
長
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

３
月
の
本
部
例
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

分
科
会
の
お
知
ら
せ
は
５
頁
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

訃　

報
既
に
会
員
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
サ

イ
科
学
会
理
事
長
の
久
保
田
昌
治
先
生

が
令
和
４
年
10
月
28
日
、
心
不
全
に
よ

り
、
85
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

久
保
田
先
生
は
東
北
大
学
理
学
部
の

修
士
課
程
を
出
ら
れ
た
後
、
大
学
教

員
、
大
手
企
業
の
研
究
員
等
の
キ
ャ
リ

ア
を
積
ま
れ
、
ご
自
分
で
株
式
会
社
ウ

ォ
ー
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
研
究
所
を
設
立
さ

れ
て
、
昨
年
ま
で
水
に
つ
い
て
の
広
範

な
研
究
を
続
け
製
品
を
出
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
日
本
に
お
け
る
水
研
究
の
第

一
人
者
と
い
っ
て
も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
。久

保
田
先
生
は
２
０
１
４
年
に
現
会

長
の
浪
平
博
人
先
生
か
ら
理
事
長
を
引

き
継
が
れ
ま
し
て
、
昨
年
で
９
年
目
に

入
っ
て
お
り
ま
し
た
。

久
保
田
昌
治
先
生
、
長
年
日
本
サ
イ

科
学
会
の
た
め
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

お
知
ら
せ

久
保
田
昌
治
先
生
ご
逝
去
後
、
緊
急
の

本
部
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
副
理
事
長

の
小
林
信
正
先
生
が
理
事
長
に
選
出
、

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
２
３
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
㉛
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
に
開
催
さ
れ
ま

す
。
会
員
の
研
究
発
表
＋
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
会
員

の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発
表
ご
参
加
を

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は

「
宇
宙
人
と
サ
イ
」
と
い
う
こ
と
で
、

米
軍
に
よ
る
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
目
撃
証
言
が
、

新
た
に
数
百
件
に
上
っ
て
い
る
こ
と

が
、
今
年
の
１
月
に
米
政
府
か
ら
報
告

が
あ
り
ま
し
た
が
、
日
本
サ
イ
科
学
会

の
主
要
な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
Ｏ
Ｋ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象
（
Ｕ
Ｆ

Ｏ
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め

て
、
発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

７
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容
（
２
０
０
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
８
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い

が
、
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と

し
て
、
発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し

ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
２
０
２
２
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

2
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一
般
の
御
寄
付
御
礼

�
（
２
／
７
受
領
分
ま
で
）

金
十
万
円
也　
　
　

志
賀　

一
雅　

様

金
三
万
四
千
円
也　

小
林　

信
正　

様

金
五
千
円
也　
　
　

阿
久
津　

淳　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

四
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
相
談
室

日
時　

令
和
５
年
４
月
15
日（
土
）　

�

午
後
３
時
開
始
〜
６
時
終
了（
予
定
）

会
場　

医
療
法
人
春
鳳
会
、
は
し
も
と

　
　
　

内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

　
　
　

https://clinic-hashim
oto.net/

交
通　

�

阪
急
京
都
線�

正
雀
駅
東
口
よ
り

徒
歩
10
分
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線

　
　
　

岸
辺
駅
よ
り
徒
歩
18
分

　
　
　

大
阪
モ
ノ
レ
ー
ル　

南
茨
木
駅

　
　
　

乗
り
換
え
〜
阪
急
正
雀
駅
東
口

　
　
　

よ
り
徒
歩
10
分

会
費　

会
員�

３
５
０
０
円（
当
日
入
会

　
　
　

可
）　

一
般�

４
０
０
０
円

　
　
　

※
相
談
者
も
同
料
金
で
す

※
会
場
参
加
は
定
員
20
名
（
会
の
進
行

の
た
め
相
談
者
優
先
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
）

ク
リ
ニ
ッ
ク
内
で
別
室
の
モ
ニ
タ
ー
参

加
17
名
ま
で
（
動
画
中
継
で
す
が
質
問

は
対
面
可
能
で
す
）

予
約
状
況
で
は
ご
希
望
に
添
え
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※
講
座
後
は
15
名
ま
で
の
限
定
で
懇
親

会
を
行
う
予
定
で
す
。
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
で
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
z
o
o
m
に
よ
る
W
E
B
参

加
は
人
数
制
限
な
し

※
後
日
、
動
画
記
録
も
再
生
で
き
る
よ

う
に
す
る
予
定
で
す
。
当
日
参
加
せ
ず

後
日
、
動
画
だ
け
を
観
る
場
合
も
手
続

き
が
い
ろ
い
ろ
要
り
ま
す
の
で
参
加
費

は
同
じ
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
願
い
ま

す
。会

場
参
加
、
当
日
W
E
B
参
加
、

後
日
ア
ー
カ
イ
ブ
視
聴
、
懇
親
会
参
加

も
含
め
て
、
申
し
込
み
先
は

kansai.psi.2023@
gm

ail.com

メ
ー
ル
件
名
は
「
４
月
15
日
会
場
参
加

希
望
（
ま
た
は
当
日
z
o
o
m
参
加
、

後
日
動
画
視
聴
、
懇
親
会
参
加
希
望
）」

と
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
受
付
後
に
会
費
の
振
込
先

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
研
究
集
会
内
容
）

サ
イ
現
象
は
、
念
力
、
透
視
、
テ
レ

パ
シ
ー
、
予
知
、
臨
死
体
験
、
心
霊
現

象
、
気
功
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
等
の
現
象
の
こ
と

で
す
が
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
で
は

今
回
、
サ
イ
科
学
的
な
相
談
を
公
開
講

座
で
答
え
、
そ
れ
に
関
連
し
た
事
項
を

解
説
し
ま
す
。

今
回
の
相
談
に
回
答
す
る
の
は
、
関

西
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長
で
、
世
界

的
プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ
ー
故
ビ
ル
・
コ
ッ
ク

ス
氏
と
水
源
探
知
か
ら
深
井
戸
鑿
井
工

事
ま
で
わ
が
国
初
の
事
業
（
２
例
）
を

共
同
で
成
功
に
導
い
た
和
田
高
幸
先
生

と
気
当
て
診
断
で
サ
イ
科
学
的
な
相
談

に
答
え
る
異
色
の
医
師
、
橋
本
和
哉
が

担
当
い
た
し
ま
す
。

二
人
と
も
、
著
作
が
あ
り
、
相
談
を

受
け
る
、
講
座
を
行
う
な
ど
多
く
の
実

績
が
有
り
ま
す
。

参
加
者
か
ら
サ
イ
科
学
的
な
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
そ
れ
を
講
座
で
回
答

い
た
し
ま
す
。（
注
意
：
対
面
で
資
料

を
持
っ
て
来
て
相
談
出
来
る
方
に
限

る
）�

単
に
回
答
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
内
容
の
基
本
的
な
事
柄
を
含
め
て
解

説
い
た
し
ま
す
。

相
談
可
能
な
内
容
と
し
て
は

１
．
土
地
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る　

相
談
、
ど
の
よ
う
に
土
地
、
住
居
を　

選
ぶ
か
？

２
．
体
調
不
良
の
サ
イ
科
学
的
な
原
因　

は
？

３
．
こ
の
人
と
付
き
合
う
べ
き
か
？

４
．
何
処
の
神
社
に
お
参
り
し
た
ら
良　

い
か
？

５
．
神
社
の
お
札
の
祀
り
方

６
．
霊
的
な
異
常
は
な
い
か
？

７
．
過
去
生
に
原
因
は
な
い
か
？

８
．
自
分
の
適
職
は
何
か
？
何
処
の
会　

社
に
就
職
し
た
ら
良
い
か
？

９
．
ト
ラ
ウ
マ
と
そ
の
対
処
法

な
ど
で
す
が
、
で
き
ま
し
た
ら
今
回
は

１
．
の
土
地
、
不
動
産
な
ど
の
相
談
を

メ
イ
ン
に
受
け
よ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ダ
ウ
ジ
ン
グ
や
気
当
て
が
最
も
得

意
な
分
野
だ
か
ら
で
す
。

家
、
土
地
に
関
し
て
、
水
脈
、
地
磁

気
、
グ
リ
ッ
ド
、
湿
地
、
龍
穴
、
龍
脈
、

イ
ヤ
シ
ロ
チ
、
ケ
ガ
レ
チ
、
先
住
者
の

意
念
、
瘴
気
、
鬼
門
、
家
の
配
置
、
家

の
形
、
庭
木
を
切
っ
た
、
な
ど
の
サ
イ

科
学
的
な
観
点
か
ら
相
談
に
の
る
事
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

3
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二
人
の
プ
ロ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
な

が
ら
の
相
談
は
世
間
一
般
と
は
違
っ
た

観
点
か
ら
の
回
答
に
な
る
と
思
い
ま

す
。相

談
を
受
け
た
い
方
は
以
下
の
相
談

形
式
に
則
っ
て
メ
ー
ル
で
相
談
内
容
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
相
談
を
受

け
付
け
る
の
は
資
料
を
持
っ
て
会
場
に

参
加
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

◎
相
談
メ
ー
ル
の
送
り
先

kansai.psi.2023@
gm

ail.com

相
談
者
が
多
数
の
場
合
は
次
回
に
回

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
有
り
ま
す
が
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ま
た
相
談
講
座
当
日
、
W
e
b
参

加
者
も
い
ま
す
の
で
、
相
談
者
は
マ
ス

ク
、
サ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
で
顔
を
覆
い
、

個
人
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま

す
。サ

ン
グ
ラ
ス
は
ご
自
分
の
物
を
持
参

さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
相
談
内
容
は

参
加
者
も
聞
き
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承

願
い
ま
す
。

相
談
形
式
は
例
文
を
参
考
に
以
下
の

よ
う
に
簡
単
に
記
載
く
だ
さ
い
。

【
名
前
】橋
本
和
哉

【
連
絡
先
】〒
5
6
6-

0
0
2
4

大
阪
府
摂
津
市
正
雀
本
町
2-

5-
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【
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
】

 hashim
oto.cl@

gm
ail.com

【
電
話
番
号
】0
6-

6
3
8
2-

2
1
1
0

【
依
頼
内
容
の
題
名
】
数
年
来
続
く
倦

怠
感
の
原
因
検
索
依
頼

【
概
要
】
医
療
機
関
で
調
べ
て
も
原
因

不
明
の
倦
怠
感
が
霊
障
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
か
？

【
依
頼
内
容
の
詳
細
、
い
つ
か
ら
、
ど

ん
な
症
状
】
２
年
前
か
ら
激
し
い
運
動

や
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
し
て
い
な

い
の
に
倦
怠
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
病
院
で
検
査
を
す
る
も
異
常
な

し
。
最
近
は
パ
キ
ッ
と
い
う
ラ
ッ
プ
音

が
部
屋
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
不

眠
が
ち
。

※
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
食
事
の

飲
み
物
、
食
べ
物
な
ど
ご
自
身
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
お
酒
持
参
も
大
丈
夫
で

す
。
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
和
田
前
会
長
か
ら
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
を
引
き
継
い
だ
橋

本
和
哉
で
す
。

現
在
、
医
療
法
人
春
鳳
会�

は
し
も

と
内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
し

て
い
ま
す
。

私
が
本
格
的
に
サ
イ
科
学
会
と
関
わ

り
始
め
た
の
は
全
国
大
会
で
発
表
を
始

め
た
平
成
20
年
頃
で
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
全
国
大
会
発
表
に
際

し
て
表
彰
状
を
３
つ
頂
き
、
基
幹
奨
励

賞
を
頂
き
、
心
を
科
学
す
る
博
物
館
に

ま
で
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
本
部

理
事
、
関
西
で
は
副
会
長
に
就
き
、
日

本
サ
イ
科
学
会
と
の
絆
は
強
く
な
り
ま

し
た
。

令
和
４
年
10
月
、
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
の
会
長
を
初
め
て
打
診
さ
れ
、
戸

惑
い
ま
し
た
。

私
は
副
会
長
で
し
た
が
、
午
前
診
療

の
た
め
幹
事
会
に
参
加
で
き
ず
、
関
西

の
運
営
を
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。ま

た
、
診
療
、
医
師
会
理
事
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事

長
、
癒
し
フ
ェ
ア
な
ど
で
講
演
、
診
療

以
外
の
相
談
を
受
け
る
な
ど
日
々
忙
し

く
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
幹
事
会
の
総
意
な
の
と
、

会
の
進
め
方
は
橋
本
流
で
良
い
か
ら
と

仰
っ
て
頂
き
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

の
運
営
を
引
き
受
け
よ
う
と
思
い
至
り

ま
し
た
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
は
コ
ロ
ナ
の

煽
り
を
受
け
て
予
算
的
に
も
厳
し
い
状

況
で
す
。
ま
た
時
間
的
に
も
自
分
に
出

来
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
の
構
想
と
し
て
、
会

場
で
の
講
座
を
開
催
し
、
ま
た
z
o
o
m

配
信
で
き
る
講
座
を
増
や
そ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
広
報
媒
体
と
し
て
も
、
ブ
ロ

グ
、
Ｈ
Ｐ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
ネ

ッ
ト
で
積
極
的
に
配
信
し
て
い
き
た
い

や
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
し
て
い
な

い
の
に
倦
怠
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
病
院
で
検
査
を
す
る
も
異
常
な
し
。

最
近
は
パ
キ
ッ
と
い
う
ラ
ッ
プ
音
が
部

屋
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
不
眠
が

ち
。

※
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
食
事
の

飲
み
物
、
食
べ
物
な
ど
ご
自
身
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
お
酒
持
参
も
大
丈
夫
で

す
。
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
和
田
前
会
長
か
ら
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
を
引
き
継
い
だ
橋

本
和
哉
で
す
。

現
在
、
医
療
法
人
春
鳳
会

は
し
も
と

内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
し
て

い
ま
す
。

私
が
本
格
的
に
サ
イ
科
学
会
と
関
わ

り
始
め
た
の
は
全
国
大
会
で
発
表
を
始

め
た
平
成

年
頃
で
す
。
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お
か
げ
さ
ま
で
全
国
大
会
発
表
に
際

し
て
表
彰
状
を
３
つ
頂
き
、
基
幹
奨
励

賞
を
頂
き
、
心
を
科
学
す
る
博
物
館
に

ま
で
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
本
部

理
事
、
関
西
で
は
副
会
長
に
就
き
、
日

本
サ
イ
科
学
会
と
の
絆
は
強
く
な
り
ま

し
た
。

令
和
４
年

月
、
関
西
日
本
サ
イ
科

10

学
会
の
会
長
を
初
め
て
打
診
さ
れ
、
戸

惑
い
ま
し
た
。

私
は
副
会
長
で
し
た
が
、
午
前
診
療

の
た
め
幹
事
会
に
参
加
で
き
ず
、
関
西

の
運
営
を
分
か
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。ま

た
、
診
療
、
医
師
会
理
事
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、

癒
し
フ
ェ
ア
な
ど
で
講
演
、
診
療
以
外

の
相
談
を
受
け
る
な
ど
日
々
忙
し
く
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
幹
事
会
の
総
意
な
の
と
、

会
の
進
め
方
は
橋
本
流
で
良
い
か
ら
と

仰
っ
て
頂
き
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

の
運
営
を
引
き
受
け
よ
う
と
思
い
至
り

ま
し
た
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
は
コ
ロ
ナ
の

煽
り
を
受
け
て
予
算
的
に
も
厳
し
い
状

況
で
す
。
ま
た
時
間
的
に
も
自
分
に
出

来
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
の
構
想
と
し
て
、
会

場
で
の
講
座
を
開
催
し
、
ま
た

zoom

配
信
で
き
る
講
座
を
増
や
そ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。

ま
た
広
報
媒
体
と
し
て
も
、
ブ
ロ
グ
、

Ｈ
Ｐ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
ネ
ッ
ト

で
積
極
的
に
配
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
形
態
は
こ

れ
ま
で
と
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
、

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長

和
田

高
幸

早
い
も
の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
か
ら
３
年
ほ

ど
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
翻
弄
さ
れ
る
時
期
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
会
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
方

の
ご
支
援
に
よ
り
無
事
、
重
責
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
橋
本
和
哉
氏
（
Ｍ
Ｄ
）

が
会
長
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

橋
本
氏
は
大
阪
大
学
医
学
部
を
卒
業
、

サ
イ
科
学
方
面
に
取
り
組
む
医
師
と
し

て
多
く
の
実
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ
ま
す

の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
と

し
て
そ
の
手
腕
が
ま
す
ま
す
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
研
究
集
会
参
加
費
を
主

な
収
入
源
と
す
る
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
厳
し
い
予
算
編
成
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
、
会
場
費
な
ど
の
削
減
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

4



5

と
考
え
て
い
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
形
態
は
こ

れ
ま
で
と
は
変
わ
り
ま
す
が
、
ど
う

ぞ
、
ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長

　
　
　
　
　
　
　

和
田 

高
幸

早
い
も
の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
か
ら
３
年
ほ

ど
が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
翻
弄
さ
れ
る
時
期
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
会
員
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
方

の
ご
支
援
に
よ
り
無
事
、
重
責
を
全
う

す
る
こ
と
が
で
き
た
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
橋
本
和
哉
氏（
Ｍ
Ｄ
）

が
会
長
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

橋
本
氏
は
大
阪
大
学
医
学
部
を
卒

業
、
サ
イ
科
学
方
面
に
取
り
組
む
医
師

と
し
て
多
く
の
実
績
を
あ
げ
て
お
ら
れ

ま
す
の
で
、
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
会

長
と
し
て
そ
の
手
腕
が
ま
す
ま
す
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
研
究
集
会
参
加
費
を
主

な
収
入
源
と
す
る
関
西
日
本
サ
イ
科
学

会
の
厳
し
い
予
算
編
成
を
ク
リ
ア
す
る

た
め
、
会
場
費
な
ど
の
削
減
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
は
不
可
欠
で
す
が
、
橋
本
会
長

は
デ
ジ
タ
ル
方
面
に
も
精
通
、
周
辺
の

人
材
も
豊
富
で
現
時
点
で
の
不
自
由
は

な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
は
い
え
、

研
究
集
会
講
師
、
各
種
催
し
の
告
知
、

「
サ
イ
科
学
」
の
研
究
開
発
、
な
ど

い
く
つ
か
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

従
来
の
幹
事
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
か

ら
の
助
言
な
ど
も
ふ
く
め
、
時
代
に
応

じ
た
「
日
本
サ
イ
科
学
会
」
の
確
立
に

向
け
て
大
い
に
発
展
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

私
事
と
な
り
ま
す
が
、
論
文
集「
サ

イ
科
学
２
０
２
２
」に
も
書
き
ま
し
た
と

お
り
、「
Ｕ
Ｆ
Ｏ
」
と
の
接
近
遭
遇
、
目

前
で
の
撮
影
体
験
が
日
本
サ
イ
科
学
会

へ
接
触
し
た
動
機
で
あ
り
、
未
来
へ
の

視
点
が
一
転
太
古
に
遡
る
、
と
い
っ
た

特
異
な
経
験
の
結
果
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
点
で
、「
日
本
サ
イ
科
学
会
」
は
、

わ
た
し
の
人
生
の
重
要
な
部
分
を
占
め

て
い
る
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

わ
た
し
は
米
国
の
プ
ロ
・
ダ
ウ
ザ

ー
、
ビ
ル
・
コ
ッ
ク
ス
氏
と
共
同
で
日

本
初
と
な
る
ダ
ウ
ジ
ン
グ
に
よ
る
深
井

戸
鑿
井
（
２
例
）
を
成
功
に
導
き
ま
し

た
が
、
そ
の
た
め
か
「
ダ
ウ
ジ
ン
グ
」

と
い
う
技
術
が
自
然
に
身
に
付
き
、
住

環
境
や
医
学
方
面
へ
の
応
用
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
残
り
の
人
生
で
、

こ
れ
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。　

そ
の
た
め
、
２
月
に
わ
た
し

の
仕
事
場
で
あ
る
「
ま
つ
む
し
音
楽

堂
」
に
「Bio�A

coustic�Laboratory

」

（
生
体
音
響
研
究
所
）
を
設
け
ま
し
た
。

「
音
」も「
形
」（
イ
メ
ー
ジ
）も「
振
動
」

に
還
元
で
き
る
わ
け
で
、
そ
の
原
点
と

な
る
「
音
」（
波
動
）
に
つ
い
て
も
っ
と

深
く
追
求
し
た
い
と
考
え
て
い
る
昨
今

で
す
。

今
後
と
も
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
へ

の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
㊽
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
５
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
虚
空
と
時
空
」

日
時　

令
和
５
年
３
月
25
日（
土
）　

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
７
階
第
二
研
修
室�

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端（
赤
羽

　

寄
り
）の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出

　

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般��

二
千
円

　

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳

　

以
上�

一
千
円

　

宇
宙
人�

０
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

虚
空（
あ
き
ゃ
し
ゃ
、
ア
カ
ー
シ
ア
）

が
仏
教
徒
や
神
秘
家
の
求
め
る
宇
宙
と

す
れ
ば
、
時
空
は
科
学
者
の
観
測
す
る

宇
宙
で
あ
る
。
こ
の
虚
空
と
時
空
は
ど

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

宗
教
と
科
学
は
P
S
I
を
通
し
て

対
話
で
き
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
？　

魂

を
探
求
す
る
魂
理
学
こ
そ
サ
イ
科
学

（Psience

）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

や
ス
ト
レ
ス
の
多
い
生
活
を
し
て
い
な

い
の
に
倦
怠
感
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
病
院
で
検
査
を
す
る
も
異
常
な
し
。

最
近
は
パ
キ
ッ
と
い
う
ラ
ッ
プ
音
が
部

屋
で
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
不
眠
が

ち
。

※
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
食
事
の

飲
み
物
、
食
べ
物
な
ど
ご
自
身
で
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
お
酒
持
参
も
大
丈
夫
で

す
。
ゴ
ミ
は
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
就
任
の
ご
挨
拶

こ
の
度
、
和
田
前
会
長
か
ら
関
西
日

本
サ
イ
科
学
会
会
長
を
引
き
継
い
だ
橋

本
和
哉
で
す
。

現
在
、
医
療
法
人
春
鳳
会

は
し
も
と

内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
し
て

い
ま
す
。

私
が
本
格
的
に
サ
イ
科
学
会
と
関
わ

り
始
め
た
の
は
全
国
大
会
で
発
表
を
始

め
た
平
成

年
頃
で
す
。

20

お
か
げ
さ
ま
で
全
国
大
会
発
表
に
際

し
て
表
彰
状
を
３
つ
頂
き
、
基
幹
奨
励

賞
を
頂
き
、
心
を
科
学
す
る
博
物
館
に

ま
で
入
れ
て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
本
部

理
事
、
関
西
で
は
副
会
長
に
就
き
、
日

本
サ
イ
科
学
会
と
の
絆
は
強
く
な
り
ま

し
た
。

令
和
４
年

月
、
関
西
日
本
サ
イ
科

10

学
会
の
会
長
を
初
め
て
打
診
さ
れ
、
戸

惑
い
ま
し
た
。

私
は
副
会
長
で
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療
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幹
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西
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営
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分
か
っ
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な
か
っ
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の
で

す
。ま

た
、
診
療
、
医
師
会
理
事
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
癒
し
と
健
康
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
長
、

癒
し
フ
ェ
ア
な
ど
で
講
演
、
診
療
以
外

の
相
談
を
受
け
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な
ど
日
々
忙
し
く
し
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す
。
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と

仰
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頂
き
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サ
イ
科
学
会
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運
営
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受
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思
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至
り

ま
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た
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
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は
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ロ
ナ
の
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し
い
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況
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す
。
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に
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分
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出
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れ
て
い
ま
す
。
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会

場
で
の
講
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催
し
、
ま
た

zoom

配
信
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き
る
講
座
を
増
や
そ
う
と
考
え

て
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ま
す
。

ま
た
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報
媒
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て
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、
ブ
ロ
グ
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Ｈ
Ｐ
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
な
ど
ネ
ッ
ト

で
積
極
的
に
配
信
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
の
形
態
は
こ
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で
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は
変
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り
ま
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う
ぞ
、

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

会
長
退
任
の
ご
挨
拶

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
前
会
長

和
田
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西
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受
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３
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翻
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よ
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。
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Ｍ
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受
け
て
く
だ
さ
る
こ
と

に
な
り
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
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取
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績
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西
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な
収
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。
イ
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5
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か
？み

な
さ
ん
で
楽
し
く
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
！（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
４
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説

（
命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る
）

　
　
　

講
師　

浪
平 

博
人 

氏

�

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

流
れ
を
ま
と
め
ま
す
と
、
初
め
に
混

沌
が
あ
っ
て
、
混
沌
を
ラ
ン
ダ
ム
ウ
ォ

ー
ク
と
モ
デ
ル
化
し
ま
す
と
、
そ
の
混

沌
の
動
き
と
い
う
の
は
２
つ
の
運
動
に

等
し
く
分
離
さ
れ
ま
す
。

一
つ
は
軸
を
切
ら
な
い
拡
散
方
向
の

運
動
、
す
な
わ
ち
物
理
現
象
の
原
理
で

す
。
も
う
一
つ
は
最
後
に
軸
に
戻
る
秩

序
方
向
運
動
、
す
な
わ
ち
生
命
現
象
の

原
理
で
す
。
従
っ
て
物
理
現
象
と
生
命

現
象
の
原
理
と
い
う
も
の
は
、
混
沌
が

時
間
と
共
に
ば
ら
け
て
い
く
そ
の
運
動

の
二
つ
と
し
て
結
論
づ
け
ら
れ
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
れ
で
も
っ
て
、
拡
散
し
て

い
く
運
動
と
秩
序
と
統
一
に
向
か
う
運

動
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
仮

説
と
し
て
示
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
二
つ
の
方
向
の
働
き
を
場
で
あ

る
と
理
解
し
ま
す
と
、
初
め
に
混
沌
が

あ
り
ま
し
た
。

混
沌
の
動
き
は
拡
散
と
統
一
の
二
つ

の
働
き
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
あ

る
山
（
上
図
）
と
か
は
物
理
現
象
で
す

ね
。
統
一
と
い
う
の
は
命
が
ず
っ
と
成

長
す
る
よ
う
な
こ
ち
ら
（
下
図
）
の
力

で
す
ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
は
場
を
作

り
ま
し
た
。
拡
散
の
働
く
場
が
物
理
法

則
と
な
り
、
統
一
の
働
く
場
が
生
命
と

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
ま

す
。神

話
的
に
言
え
ば

「
初
め
に
混
沌
あ
り

混
沌
は
変
化
し
拡
散
と
秩
序
の
二
つ

（
あ
る
い
は
場
の
形
成
）に
分
離
せ
り

秩
序
の
力
（
あ
る
い
は
場
）
は
や
が

　

て
命
を
産
め
り
」

だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
神
話
は
世
界

の
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。

合
理
的
思
考
と
は
？

我
々
の
い
う
合
理
的
で
あ
る
と
は
、

カ
オ
ス
の
生
み
出
す
一
つ
の
流
れ
で
あ

る
物
理
法
則
を
生
み
出
す
も
の
に
従
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。（
測
る
こ
と
の
で

き
る
世
界
の
こ
と
を
見
て
、
言
っ
て
い

る
）合

理
性
の
み
で
は
満
た
さ
れ
な
い
も

の
が
残
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、
偉
く
な
り
た
い
と
思
い
、

そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
達
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
死
ぬ
と
き

に
満
足
で
し
ょ
う
か
？　

い
い
と
言
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
そ
れ

だ
け
で
は
心
に
残
る
も
の
が
あ
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
の
流
れ
で

あ
る
統
一
（
命
）
へ
の
法
則
の
配
慮
が

欠
け
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

合
理
的
思
考
と
は
、
物
理
法
則
に
従

う
考
え
で
あ
り
、
物
事
の
半
面
で
す
。

命
の
本
質
は
、
秩
序
に
向
か
っ
て
働

く
力
な
ん
で
す
が
、
時
は
い
ま
、
大
変

革
の
時
代
に
あ
た
っ
て
、
新
し
い
秩
序

（Psience

）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

み
な
さ
ん
で
楽
し
く
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
！
（
世
話
役

阿
久
津

淳
）
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動
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と
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で
す
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の
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を
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と
、
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に
混
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し
た
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混
沌
の
動
き
は
拡
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と
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の
二
つ
の

働
き
に
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ま
し
た
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こ
こ
に
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山
（
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図
）
と
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は
物
理
現
象
で
す
ね
。

統
一
と
い
う
の
は
命
が
ず
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と
成
長
す

る
よ
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な
こ
ち
ら
（
下
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の
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で
す

ね
。
そ
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の
働
き
は
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を
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ま

し
た
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拡
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が
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理
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が
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は
物
理
現
象
で
す
ね
。

統
一
と
い
う
の
は
命
が
ず
っ
と
成
長
す

る
よ
う
な
こ
ち
ら
（
下
図
）
の
力
で
す

ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
は
場
を
作
り
ま

し
た
。
拡
散
の
働
く
場
が
物
理
法
則
と

な
り
、
統
一
の
働
く
場
が
生
命
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
ま
す
。

神
話
的
に
言
え
ば

「
初
め
に
混
沌
あ
り

混
沌
は
変
化
し
拡
散
と
秩
序
の
二
つ

（
あ
る
い
は
場
の
形
成
）
に
分
離
せ
り

秩
序
の
力
（
あ
る
い
は
場
）
は
や
が

て
命
を
産
め
り
」

だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
神
話
は
世
界

の
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。

合
理
的
思
考
と
は
？

我
々
の
い
う
合
理
的
で
あ
る
と
は
、

カ
オ
ス
の
生
み
出
す
一
つ
の
流
れ
で
あ

る
物
理
法
則
を
生
み
出
す
も
の
に
従
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
（
測
る
こ
と
の
で
き

る
世
界
の
こ
と
を
見
て
、
言
っ
て
い
る
）

合
理
性
の
み
で
は
満
た
さ
れ
な
い
も

の
が
残
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、
偉
く
な
り
た
い
と
思
い
、

そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
達
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
死
ぬ
と
き

に
満
足
で
し
ょ
う
か
？

い
い
と
言
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
そ
れ

だ
け
で
は
心
に
残
る
も
の
が
あ
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
の
流
れ
で

あ
る
統
一
（
命
）
へ
の
法
則
の
配
慮
が

欠
け
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

合
理
的
思
考
と
は
、
物
理
法
則
に
従

う
考
え
で
あ
り
、
物
事
の
半
面
で
す
。

命
の
本
質
は
、
秩
序
に
向
か
っ
て
働

く
力
な
ん
で
す
が
、
時
は
い
ま
、
大
変

革
の
時
代
に
あ
た
っ
て
、
新
し
い
秩
序

（Psience

）
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

み
な
さ
ん
で
楽
し
く
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
！
（
世
話
役

阿
久
津

淳
）

◆

◆

令
和
４
年
４
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

生
命
現
象
発
生
の
数
理
仮
説

(

命
の
働
き
は
混
沌
か
ら
現
れ
る)

講
師

浪
平

博
人

氏

（
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長
）

流
れ
を
ま
と
め
ま
す
と
、
初
め
に
混

沌
が
あ
っ
て
、
混
沌
を
ラ
ン
ダ
ム
ウ
ォ

ー
ク
と
モ
デ
ル
化
し
ま
す
と
、
そ
の
混

沌
の
動
き
と
い
う
の
は
２
つ
の
運
動
に

等
し
く
分
離
さ
れ
ま
す
。

一
つ
は
軸
を
切
ら
な
い
拡
散
方
向
の

運
動
、
す
な
わ
ち
物
理
現
象
の
原
理
で

す
。
も
う
一
つ
は
最
後
に
軸
に
戻
る
秩

序
方
向
運
動
、
す
な
わ
ち
生
命
現
象
の

原
理
で
す
。
従
っ
て
物
理
現
象
と
生
命

現
象
の
原
理
と
い
う
も
の
は
、
混
沌
が

時
間
と
共
に
ば
ら
け
て
い
く
そ
の
運
動

の
二
つ
と
し
て
結
論
づ
け
ら
れ
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

従
っ
て
こ
れ
で
も
っ
て
、
拡
散
し
て

い
く
運
動
と
秩
序
と
統
一
に
向
か
う
運

動
が
現
れ
る
と
い
う
こ
と
が
一
つ
の
仮

説
と
し
て
示
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
二
つ
の
方
向
の
働
き
を
場
で
あ

る
と
理
解
し
ま
す
と
、
初
め
に
混
沌
が

あ
り
ま
し
た
。

混
沌
の
動
き
は
拡
散
と
統
一
の
二
つ
の

働
き
に
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
あ
る

山
（
上
図
）
と
か
は
物
理
現
象
で
す
ね
。

統
一
と
い
う
の
は
命
が
ず
っ
と
成
長
す

る
よ
う
な
こ
ち
ら
（
下
図
）
の
力
で
す

ね
。
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
は
場
を
作
り
ま

し
た
。
拡
散
の
働
く
場
が
物
理
法
則
と

な
り
、
統
一
の
働
く
場
が
生
命
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
理
解
で
き
ま
す
。

神
話
的
に
言
え
ば

「
初
め
に
混
沌
あ
り

混
沌
は
変
化
し
拡
散
と
秩
序
の
二
つ

（
あ
る
い
は
場
の
形
成
）
に
分
離
せ
り

秩
序
の
力
（
あ
る
い
は
場
）
は
や
が

て
命
を
産
め
り
」

だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
神
話
は
世
界

の
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
よ
ね
。

合
理
的
思
考
と
は
？

我
々
の
い
う
合
理
的
で
あ
る
と
は
、

カ
オ
ス
の
生
み
出
す
一
つ
の
流
れ
で
あ

る
物
理
法
則
を
生
み
出
す
も
の
に
従
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
（
測
る
こ
と
の
で
き

る
世
界
の
こ
と
を
見
て
、
言
っ
て
い
る
）

合
理
性
の
み
で
は
満
た
さ
れ
な
い
も

の
が
残
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
？

例
え
ば
、
偉
く
な
り
た
い
と
思
い
、

そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
達
成

し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
死
ぬ
と
き

に
満
足
で
し
ょ
う
か
？

い
い
と
言
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
が
、
や
は
り
そ
れ

だ
け
で
は
心
に
残
る
も
の
が
あ
る
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
も
う
一
つ
の
流
れ
で

あ
る
統
一
（
命
）
へ
の
法
則
の
配
慮
が

欠
け
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

合
理
的
思
考
と
は
、
物
理
法
則
に
従

う
考
え
で
あ
り
、
物
事
の
半
面
で
す
。

命
の
本
質
は
、
秩
序
に
向
か
っ
て
働

く
力
な
ん
で
す
が
、
時
は
い
ま
、
大
変

革
の
時
代
に
あ
た
っ
て
、
新
し
い
秩
序

6
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へ
の
模
索
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
気
づ
き
と
か
創
造
へ
の
道
筋
と

い
う
の
を
本
気
で
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
考
え
る
と
き
に
い
つ
も
肝
腎
な

と
こ
ろ
が
抜
け
る
わ
け
で
す
ね
。

例
え
ば
、
気
づ
き
の
構
造
な
ど
を
考

え
る
の
に
そ
の
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
で
気

づ
く
の
は
何
か
と
い
う
と
、
な
ぜ
気
づ

く
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
理
屈
で

は
言
え
な
い
わ
け
で
す
ね
。
し
か
し
こ

れ
は
生
命
に
は
統
一
の
方
向
に
働
く
力

が
あ
る
の
だ
、
そ
の
直
感
に
よ
っ
て
統

一
性
を
見
つ
け
て
い
る
の
だ
と
考
え
れ

ば
、
非
常
に
納
得
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
創
造
論
と
い
う
の
は
、

心
に
無
に
し
て
や
れ
ば
見
つ
か
る
と
か

言
い
ま
す
が
、
い
く
ら
心
を
無
に
し
て

も
見
つ
か
る
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
れ
は
命
自
体
が
そ
の
よ
う
な

方
向
に
向
か
う
、
そ
の
具
現
化
し
た
の

が
命
で
す
か
ら
そ
う
い
う
も
の
の
働
き

に
よ
っ
て
分
か
る
の
だ
と
考
え
れ
ば
、

納
得
で
き
ま
す
。

気
づ
き
の
発
展
例
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
が

あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
時
代
と
い
う
の
は
大

変
な
変
革
期
で
あ
り
ま
し
て
、
私
は
地

質
学
的
な
時
代
で
い
え
ば
、
カ
ン
ブ
リ

ア
期
に
お
い
て
生
物
が
眼
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
相
当
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

眼
が
発
明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
生
命
は
触
覚
で
周
囲
を
把
握
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
眼
を
も

つ
他
の
生
命
か
ら
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
す
ね
。
だ
か
ら
あ
の
時
代
は
も
の

す
ご
く
生
命
が
爆
発
し
ま
し
た
ね
。
今

の
時
代
で
カ
ン
ブ
リ
ア
期
に
お
け
る
眼

に
相
当
す
る
も
の
が
今
の
Ｉ
Ｔ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
と
い
う
の
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
が
ア
メ
リ
カ
の
国
会
で
演
説
し
ま

し
た
ね
。
す
な
わ
ち
今
の
Ｉ
Ｔ
と
い
う

の
は
、
と
き
、
場
所
と
い
う
制
限
を
無

く
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
は
我
々
の
世
界
か

ら
そ
う
い
う
も
の
を
本
質
的
に
無
く
し

た
ん
で
す
。
も
の
す
ご
い
変
革
が
こ
れ

か
ら
起
こ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
カ
ン

ブ
リ
ア
期
に
似
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
Ｉ
Ｔ
と
我
々
の
視
覚
作
用
と
い

う
も
の
に
焦
点
を
あ
て
て
、
い
ろ
い
ろ

な
論
理
的
な
も
の
を
視
覚
的
に
説
明
す

る
と
い
う
「
動
的
視
覚
化
」
と
い
う
方

法
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
で
教
育
と
い

う
も
の
が
根
本
的
に
変
わ
る
と
思
い
ま

す
。
後
で
お
見
せ
致
し
ま
す
。

秩
序
と
い
う
の
は
命
の
働
き
で
あ
り
、

命
と
い
う
の
は
自
分
で
自
分
を
生
み
出

す
と
い
う
構
造
を
と
り
ま
す
。
そ
れ
は

再
帰
構
造
で
す
が
、
そ
の
再
帰
表
現
の

中
で
「
再
帰
２
分
木
」
と
い
う
も
の
を

用
い
て
い
ろ
い
ろ
な
ツ
リ
ー
を
発
生
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
実
に
生
命
に
似
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
実
証
的
に
示
し

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
時
間
が
あ
れ
ば
美
と
い
う
も

の
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
人
間
は
美
を
感
じ

る
の
か
？
と
い
う
こ
と
を
理
屈
で
言
え

と
い
っ
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
し
か

し
命
の
中
に
あ
る
本
質
的
に
統
一
に
働

く
力
に
適
う
も
の
を
美
と
み
る
の
だ
と

考
え
れ
ば
、
な
ぜ
美
と
い
う
も
の
を
感

じ
る
か
が
判
り
ま
す
。
そ
し
て
一
生
懸

命
新
し
い
美
を
考
え
る
と
い
う
と
き
に

は
、
従
来
の
も
の
で
な
い
も
の
を
探
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
ほ
っ
た

ら
か
せ
ば
従
来
の
思
考
に
入
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
矛
盾
し
た

状
態
と
い
う
も
の
を
抜
け
る
た
め
に
、

そ
れ
を
無
意
識
の
乱
数
に
対
応
さ
せ

て
、
新
し
い
図
形
と
い
う
も
の
を
創
造

す
る
方
式
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
後

で
お
見
せ
致
し
ま
す
。
人
間
が
考
え
る

と
何
ヶ
月
も
か
か
る
デ
ザ
イ
ン
を
一
瞬

に
し
て
創
り
出
し
ま
す
。

今
ま
で
が
総
論
で
、
こ
れ
か
ら
が
各

論
で
す
。

私
は
気
づ
き
と
か
創
造
と
い
う
も
の

の
道
筋
を
一
生
懸
命
考
え
て
お
り
ま
し

た
。
ま
ず
何
で
も
な
い
こ
と
に
「
お
や

っ
？
」
と
思
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ

れ
を
あ
る
視
点
、
あ
る
切
断
平
面
を
決

め
て
か
ら
も
の
を
見
る
。
そ
れ
は
自
分

に
良
い
質
問
を
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
い
ろ
い
ろ
な
類
似
現

象
が
浮
か
び
ま
す
。
そ
れ
ら
の
類
似
現

象
を
統
一
的
に
理
解
で
き
る
一
つ
の
も

の
を
見
つ
け
る
、
こ
れ
が
気
づ
き
で
す

ね
。
こ
れ
を
展
開
し
た
の
が
創
造
で
す
。

し
か
し
こ
れ
が
ど
う
し
て
見
つ
か
る

の
か
？
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た
。
皆

い
い
か
げ
ん
な
説
明
を
し
て
い
ま
す

が
、
要
す
る
に
命
の
働
き
な
ん
で
す

ね
。
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
る
も
の
を

統
一
す
る
の
は
何
か
と
い
っ
た
ら
、
命

の
働
き
で
す
。

へ
の
模
索
が
必
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

私
は
気
づ
き
と
か
創
造
へ
の
道
筋
と

い
う
の
を
本
気
で
考
え
て
お
り
ま
し
た
。

そ
れ
を
考
え
る
と
き
に
い
つ
も
肝
腎
な

と
こ
ろ
が
抜
け
る
わ
け
で
す
ね
。

例
え
ば
、
気
づ
き
の
構
造
な
ど
を
考

え
る
の
に
そ
の
最
後
の
ス
テ
ッ
プ
で
気

づ
く
の
は
何
か
と
い
う
と
、
な
ぜ
気
づ

く
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
、
理
屈
で

は
言
え
な
い
わ
け
で
す
ね
。
し
か
し
こ

れ
は
生
命
に
は
統
一
の
方
向
に
働
く
力

が
あ
る
の
だ
、
そ
の
直
感
に
よ
っ
て
統

一
性
を
見
つ
け
て
い
る
の
だ
と
考
え
れ

ば
、
非
常
に
納
得
で
き
る
わ
け
で
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
創
造
論
と
い
う
の
は
、

心
に
無
に
し
て
や
れ
ば
見
つ
か
る
と
か

言
い
ま
す
が
、
い
く
ら
心
を
無
に
し
て

も
見
つ
か
る
も
ん
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
そ
れ
は
命
自
体
が
そ
の
よ
う
な

方
向
に
向
か
う
、
そ
の
具
現
化
し
た
の

が
命
で
す
か
ら
そ
う
い
う
も
の
の
働
き

に
よ
っ
て
分
か
る
の
だ
と
考
え
れ
ば
、

納
得
で
き
ま
す
。

気
づ
き
の
発
展
例
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ
が

あ
り
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
時
代
と
い
う
の
は
大

変
な
変
革
期
で
あ
り
ま
し
て
、
私
は
地

質
学
的
な
時
代
で
い
え
ば
、
カ
ン
ブ
リ

ア
期
に
お
い
て
生
物
が
眼
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
に
相
当
す
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

眼
が
発
明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ま
で
生
命
は
触
覚
で
周
囲
を
把
握
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
は
眼
を
も

つ
他
の
生
命
か
ら
食
べ
ら
れ
て
し
ま
う

の
で
す
ね
。
だ
か
ら
あ
の
時
代
は
も
の

す
ご
く
生
命
が
爆
発
し
ま
し
た
ね
。
今

の
時
代
で
カ
ン
ブ
リ
ア
期
に
お
け
る
眼

に
相
当
す
る
も
の
が
今
の
Ｉ
Ｔ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
と
い
う
の
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大

統
領
が
ア
メ
リ
カ
の
国
会
で
演
説
し
ま

し
た
ね
。
す
な
わ
ち
今
の
Ｉ
Ｔ
と
い
う

の
は
、
と
き
、
場
所
と
い
う
制
限
を
無

く
し
ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
は
我
々
の
世
界
か

ら
そ
う
い
う
も
の
を
本
質
的
に
無
く
し

た
ん
で
す
。
も
の
す
ご
い
変
革
が
こ
れ

か
ら
起
こ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
カ
ン

ブ
リ
ア
期
に
似
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
私

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
Ｉ
Ｔ
と
我
々
の
視
覚
作
用
と
い

う
も
の
に
焦
点
を
あ
て
て
、
い
ろ
い
ろ

な
論
理
的
な
も
の
を
視
覚
的
に
説
明
す

る
と
い
う
「
動
的
視
覚
化
」
と
い
う
方

法
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
で
教
育
と
い

う
も
の
が
根
本
的
に
変
わ
る
と
思
い
ま

す
。
後
で
お
見
せ
致
し
ま
す
。

秩
序
と
い
う
の
は
命
の
働
き
で
あ
り
、

命
と
い
う
の
は
自
分
で
自
分
を
生
み
出

す
と
い
う
構
造
を
と
り
ま
す
。
そ
れ
は

再
帰
構
造
で
す
が
、
そ
の
再
帰
表
現
の

中
で
「
再
帰
２
分
木
」
と
い
う
も
の
を

用
い
て
い
ろ
い
ろ
な
ツ
リ
ー
を
発
生
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
が
実
に
生
命
に
似
て

い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
実
証
的
に
示
し

ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
時
間
が
あ
れ
ば
美
と
い
う
も

の
、
す
な
わ
ち
な
ぜ
人
間
は
美
を
感
じ

る
の
か
？
と
い
う
こ
と
を
理
屈
で
言
え

と
い
っ
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
ね
。
し
か

し
命
の
中
に
あ
る
本
質
的
に
統
一
に
働

く
力
に
適
う
も
の
を
美
と
み
る
の
だ
と

考
え
れ
ば
、
な
ぜ
美
と
い
う
も
の
を
感

じ
る
か
が
判
り
ま
す
。
そ
し
て
一
生
懸

命
新
し
い
美
を
考
え
る
と
い
う
と
き
に

は
、
従
来
の
も
の
で
な
い
も
の
を
探
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
し
か
し
ほ
っ
た

ら
か
せ
ば
従
来
の
思
考
に
入
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
な
矛
盾
し
た

状
態
と
い
う
も
の
を
抜
け
る
た
め
に
、

そ
れ
を
無
意
識
の
乱
数
に
対
応
さ
せ
て
、

新
し
い
図
形
と
い
う
も
の
を
創
造
す
る

方
式
を
考
え
ま
し
た
。
こ
れ
も
後
で
お

見
せ
致
し
ま
す
。
人
間
が
考
え
る
と
何

ヶ
月
も
か
か
る
デ
ザ
イ
ン
を
一
瞬
に
し

て
創
り
出
し
ま
す
。

今
ま
で
が
総
論
で
、
こ
れ
か
ら
が
各

論
で
す
。

私
は
気
づ
き
と
か
創
造
と
い
う
も
の

の
道
筋
を
一
生
懸
命
考
え
て
お
り
ま
し
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。
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ず
何
で
も
な
い
こ
と
に
「
お
や

っ
？
」
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思
う
こ
と
が
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要
で
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。
そ

れ
を
あ
る
視
点
、
あ
る
切
断
平
面
を
決
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か
ら
も
の
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る
。
そ
れ
は
自
分

に
良
い
質
問
を
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
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。
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ろ
い
ろ
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類
似
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象
が
浮
か
び
ま
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。
そ
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類
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象
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統
一
的
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理
解
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き
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一
つ
の
も

の
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つ
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る
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こ
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き
で
す
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い
い
か
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す
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な
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統
一
す

る
の
は
何
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っ
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命
の
働
き

で
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。
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私
の
気
づ
き
の
例
と
し
て
、「
論
理

的
な
事
柄
は
な
ぜ
教
え
に
く
い
の
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
起
点
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
ど
う
伝
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、

記
号
や
数
式
や
手
順
に
分
解
す
る
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
切
断
面
が
あ
り
ま
す
が
、

全
体
の
意
味
が
伝
わ
り
ま
せ
ん
。

先
日
テ
レ
ビ
で
見
て
驚
い
た
の
で
す

が
、
視
覚
の
刺
激
閾
が
10
の
マ
イ
ナ
ス

10
乗
エ
ル
グ
と
い
う
値
を
出
し
て
お

り
、
眼
は
１
〜
数
個
の
光
量
子
で
光
覚

を
生
じ
う
る
そ
う
で
、
聴
覚
と
比
べ
る

と
圧
倒
的
に
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
感

覚
が
生
じ
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
論
理
的
な
事
柄
を
教
え
る
方

法
と
し
て
、
目
で
見
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
経
験
が
で
き
る
動
的
視
覚
化
と
い

う
方
法
に
至
り
ま
し
た
。
眼
は
物
事
を

見
た
瞬
間
、
そ
の
絵
の
中
に
含
ま
れ
る

関
連
要
素
を
パ
ッ
と
見
て
取
り
ま
す
。

そ
れ
に
動
き
を
加
え
る
と
全
体
の
意
味

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
物
事
を
動
的
に
視
覚
化
す
れ
ば
意
味

が
自
然
に
伝
わ
り
ま
す
。
眼
に
は
そ
の

よ
う
な
機
能
が
何
億
年
か
の
間
に
蓄
積

さ
れ
た
の
で
す
ね
。
今
の
技
術
で
も
そ

れ
が
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
の
を
、

つ
ぶ
さ
に
述
べ
よ
と
言
わ
れ
て
も
、
多

分
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
生

命
が
生
き
延
び
る
た
め
に
お
互
い
に
切

磋
琢
磨
し
て
発
展
さ
せ
た
ん
で
し
ょ

う
。
本
当
に
神
が
か
っ
た
能
力
で
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
能
力
と
Ｉ
Ｔ
を
結
合

さ
せ
た
ら
新
し
い
も
の
が
で
き
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
動
的
視
覚
化
を
創
造
し
ま

し
た
。
論
理
的
内
容
を
数
式
や
記
号
だ

け
で
は
何
ヶ
月
か
か
っ
て
も
結
局
そ
の

意
味
は
ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
と

い
う
の
が
大
半
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い

う
も
の
を
眼
で
み
る
こ
と
に
よ
り
一
瞬

で
理
解
で
き
ま
す
。

例
え
ば
こ
れ
は
小
学
生
用
の
立
体
の

教
材
で
す
が
、
自
分
で
自
由
に
底
面
の

円
の
大
き
さ
を
決
め
高
さ
を
決
め
て
、

様
々
な
円
錐
を
描
き
、
ま
た
そ
の
展
開

図
も
こ
の
よ
う
に
し
て
（
側
面
に
動
的

に
縦
ラ
イ
ン
が
入
る
）す
ぐ
描
け
ま
す
。

積
分
も
線
積
分
や
多
重
積
分
に
つ
い

て
も
視
覚
化
し
て
（
ラ
イ
ン
が
動
的
に

入
っ
て
い
く
）そ
の
意
味
が
掴
め
ま
す
。

生
命
は
秩
序
と
申
し
ま
し
た
が
、
そ

の
発
生
の
表
現
例
と
し
て
、
命
と
い
う

の
は
自
分
を
生
み
出
す
と
い
う
の
が
特

徴
で
す
。
自
分
の
中
に
自
分
を
含
む
の

で
す
か
ら
、
そ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
い

う
と
再
帰
表
現
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
再
帰
２
分
木
」
と
い
う
も

の
を
作
っ
て
い
ろ
い
ろ
変
化
さ
せ
て
み

ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
式
は

線
分
Ａ
を
描
く

線
分
Ａ
の
一
端
で
二
つ
の
分
木
Ａ
１
、　

Ａ
２
を
描
く

（
終
了
条
件
が
Ｎ
Ｏ
の
場
合
）

ま
た
線
分
Ａ
１
、
Ａ
２
の
末
端
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
２
本
の
分
木
を
描
く

（
こ
れ
を
多
数
回
繰
り
返
す
）

※
以
下
こ
の
方
法
に
よ
り
、
パ
ラ
メ
ー

タ
を
様
々
に
変
え
る
と
、
自
然
界
に
あ

る
木
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
も
描
き
ま
す

し
、
自
然
界
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が

木
の
よ
う
に
見
え
る
様
々
な
デ
ザ
イ
ン

画
が
描
け
ま
す
。

※
こ
の
後
、
動
的
視
覚
化
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
小
中
学
校
の
数
学
教
材
か
ら
、
多

変
量
解
析
の
主
成
分
分
析
、
再
帰
２
分

木
、
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
集
合
、
影
付
き
立

体
図
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

私
の
気
づ
き
の
例
と
し
て
、
「
論
理
的

な
事
柄
は
な
ぜ
教
え
に
く
い
の
だ
ろ

う
？
」
と
い
う
起
点
が
あ
り
ま
し
た
。

今
は
ど
う
伝
え
て
い
る
か
と
い
う
と
、

記
号
や
数
式
や
手
順
に
分
解
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る
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
切
断
面
が
あ
り
ま
す
が
、

全
体
の
意
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伝
わ
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ま
せ
ん
。

先
日
テ
レ
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見
て
驚
い
た
の
で
す

が
、
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刺
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が

の
マ
イ
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ス

10

乗
エ
ル
グ
と
い
う
値
を
出
し
て
お
り
、

10眼
は
１
～
数
個
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量
子
で
光
覚
を
生

じ
う
る
そ
う
で
、
聴
覚
と
比
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と
圧

倒
的
に
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
感
覚
が

生
じ
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そ
う
で
す
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し
て
論
理
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な
事
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え
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方
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は
物
事
を

見
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関
連
要
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パ
ッ
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見
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加
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の
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ど
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つ
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て
も
、
多
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が
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に
お
互
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琢
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発
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。
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っ
て
も
結
局
そ
の
意
味
は

ほ
と
ん
ど
分
か
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

が
大
半
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
も
の

を
眼
で
み
る
こ
と
に
よ
り
一
瞬
で
理
解

で
き
ま
す
。

例
え
ば
こ
れ
は
小
学
生
用
の
立
体
の

教
材
で
す
が
、
自
分
で
自
由
に
底
面
の

円
の
大
き
さ
を
決
め
高
さ
を
決
め
て
、

様
々
な
円
錐
を
描
き
、
ま
た
そ
の
展
開

図
も
こ
の
よ
う
に
し
て
（
側
面
に
動
的

に
縦
ラ
イ
ン
が
入
る
）
す
ぐ
描
け
ま
す
。

積
分
も
線
積
分
や
多
重
積
分
に
つ
い

て
も
視
覚
化
し
て
（
ラ
イ
ン
が
動
的
に

入
っ
て
い
く
）
そ
の
意
味
が
掴
め
ま
す
。

生
命
は
秩
序
と
申
し
ま
し
た
が
、
そ

の
発
生
の
表
現
例
と
し
て
、
命
と
い
う

の
は
自
分
を
生
み
出
す
と
い
う
の
が
特

徴
で
す
。
自
分
の
中
に
自
分
を
含
む
の

で
す
か
ら
、
そ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
い

う
と
再
帰
表
現
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
再
帰
２
分
木
」
と
い
う
も

の
を
作
っ
て
い
ろ
い
ろ
変
化
さ
せ
て
み

ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
式
は

線
分
Ａ
を
描
く

線
分
Ａ
の
一
端
で
二
つ
の
分
木
Ａ
１
、

Ａ
２
を
描
く

（
終
了
条
件
が
Ｎ
Ｏ
の
場
合
）

ま
た
線
分
Ａ
１
、
Ａ
２
の
末
端
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
２
本
の
分
木
を
描
く

（
こ
れ
を
多
数
回
繰
り
返
す
）

※
以
下
こ
の
方
法
に
よ
り
、
パ
ラ
メ
ー

タ
を
様
々
に
変
え
る
と
、
自
然
界
に
あ

る
木
の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
も
描
き
ま
す

し
、
自
然
界
に
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
が

木
の
よ
う
に
見
え
る
様
々
な
デ
ザ
イ
ン

画
が
描
け
ま
す
。

※
こ
の
後
、
動
的
視
覚
化
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
小
中
学
校
の
数
学
教
材
か
ら
、
多

変
量
解
析
の
主
成
分
分
析
、
再
帰
２
分

木
、
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
集
合
、
影
付
き
立

体
図
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
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。
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す
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ど
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光
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じ
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。
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見
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。
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。
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。
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Ｔ
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ヶ
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す
。
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も
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を
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で
み
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と
に
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で
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で
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。
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は
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用
の
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の

教
材
で
す
が
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で
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に
底
面
の

円
の
大
き
さ
を
決
め
高
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を
決
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て
、
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々
な
円
錐
を
描
き
、
ま
た
そ
の
展
開

図
も
こ
の
よ
う
に
し
て
（
側
面
に
動
的

に
縦
ラ
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ン
が
入
る
）
す
ぐ
描
け
ま
す
。

積
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も
線
積
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や
多
重
積
分
に
つ
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て
も
視
覚
化
し
て
（
ラ
イ
ン
が
動
的
に

入
っ
て
い
く
）
そ
の
意
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が
掴
め
ま
す
。

生
命
は
秩
序
と
申
し
ま
し
た
が
、
そ

の
発
生
の
表
現
例
と
し
て
、
命
と
い
う

の
は
自
分
を
生
み
出
す
と
い
う
の
が
特

徴
で
す
。
自
分
の
中
に
自
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を
含
む
の

で
す
か
ら
、
そ
れ
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
い

う
と
再
帰
表
現
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
「
再
帰
２
分
木
」
と
い
う
も

の
を
作
っ
て
い
ろ
い
ろ
変
化
さ
せ
て
み

ま
し
た
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
形
式
は

線
分
Ａ
を
描
く

線
分
Ａ
の
一
端
で
二
つ
の
分
木
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、

Ａ
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を
描
く

（
終
了
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件
が
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の
場
合
）

ま
た
線
分
Ａ
１
、
Ａ
２
の
末
端
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
２
本
の
分
木
を
描
く

（
こ
れ
を
多
数
回
繰
り
返
す
）
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以
下
こ
の
方
法
に
よ
り
、
パ
ラ
メ
ー

タ
を
様
々
に
変
え
る
と
、
自
然
界
に
あ

る
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の
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
も
描
き
ま
す

し
、
自
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界
に
は
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当
た
り
ま
せ
ん
が
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の
よ
う
に
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え
る
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々
な
デ
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画
が
描
け
ま
す
。

※
こ
の
後
、
動
的
視
覚
化
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
小
中
学
校
の
数
学
教
材
か
ら
、
多

変
量
解
析
の
主
成
分
分
析
、
再
帰
２
分

木
、
マ
ン
デ
ル
ブ
ロ
集
合
、
影
付
き
立

体
図
等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
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故 関英男先生のサイ関係（＋α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

� 定価����送料　
加速教育法（1990：加速学園出版部）� ……………………… 2100円（300円）
加速学習法（1995：加速学園出版部）� ……………………… 2550円（200円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎）� …………………………… 1995円（200円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部）� ……………… 1000円（160円）
念波（1990：加速学園出版部）� …………………………………800円（160円）
CD：生命と宇宙［講演録72分］（1998：船井メディア）�� … 3000円（160円）
謎のオズマ計画　―UFOとの関連―�（1976�USL）�� …………190円（160円）
FIVE�DIMENSIONAL�WORLD（1974：英語版）�………… 1000円（160円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。
以下オスカー・マゴッチ著，関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部）� ……………… 1000円（200円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部）� ……………… 1000円（200円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部）� ……………… 1000円（200円）
オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m）� …………………… 2500円（160円）
ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m）� ………………… 2500円（160円）
※�上記2講演は日本語逐次通訳付きで、USBメモリー（MP4ファイル）でお

送り致します。（Windows�パソコンで視聴できます。）

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、またはFAX宛にお願い致します。
その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。
ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から2週間以内に発送致します。
※�1種類で沢山の部数を御注文の場合は，事前に在庫を下記のE-mailまたは

FAXで確認して頂いてから，お願い致します。（在庫が少ない書籍は一人1
冊までとさせていただきます。）

※�以上の書籍は今後増刷がありませんので，在庫が無くなりましたら，ご容
赦願います。

〈お問い合わせ〉
日本サイ科学会事務局� E-mail��office21@psij.mail-box.ne.jp
� FAX�047 -330 -4091
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10月24日。軽自動車の中に入れていた財布（現
金約7万5000円入り）がなくなりました。27日に
は事務所に置いていた黒いカバンがありません。
これにはカードや本、その他が入っていました。

11月1日になると、財布は軽自動車の中、カ
バンは普通自動車の後部座席で見つかりまし
た。どちらも何度も探して無かった場所や、置
いているはずのない場所です。

財布については神隠しのことを話した東京の
先生に「財布があなたの身代わりになってくれ
た」と言われました。世のため人のために尽くし
ているから、病気や事故、災難から身代わりに
なってくれたのだということです。

同じ頃、大阪の先生に「あなたのお母さんの
お母さん（祖母）は腰の曲がった人ではありませ
んか」と尋ねられました。「その通りです」と答え
ると「お墓参りに行きなさい」と言われました。
翌日お墓参りに行って気づいたのですが、その
日は祖母の命日だったのです。

また、11月17日はお墓参りやいろいろな所用
を済ませる日でした。長崎県長与の営業所から
為石町まで約50分の道のりです。朝7時30分、
長与の営業所を出発しようと車に乗ると、お世
話になっている村山先生からいただいた本があ
りません。12時半頃気づくと、助手席に本と3
通の手紙がありました。

その後、東京でホテルに泊まっている時もス
リッパがひとつなくなったり、自家用車の鍵が置
いたところになく、午後に出発する時はあったり
ということが重なりました。

これらは、あの世からのサインだと考えられ
ます。あの世とこの世の世界を勉強している人
に助けを求めてくるようです。信じない人には、
あの世の人も頼ってこないのでしょう。私はた
だ、助けを求めるみんなが光の世界に行くよう
に祈るのみでした。祈りながら11月24日の朝4
時10分に、一連の現象を書き留めました。

●生霊の研究
人間関係がこじれて怒りや恨み、妬みなどを

受けると、身体のあちこちに不調が表れます。
これは自分がいい、悪いではなく、相手からの
想念だから厄介です。

その想念は生霊と言い換えることができます。

実は、心身の不調の80％ほどが、この生霊（悪
い想念・悪念）だと私は考えています。仕事の
疲れは1日しっかり休養すれがとれます。けれ
ど体がきつい、だるいといった原因不明の不調
が毎日続くというのは生霊の影響の可能性が大
きいです。私自身の経験からも証明されていま
す。また、悪念を受けると白目が濁ることが多
いようです。濁りはやがて痛みやその他の異常
にもつながっていきます。

そういった状態が長く続くと、念を受けた人
はもちろん、念を発した人にも病気として表れ
てきます。相手に対する悪い想いが伝わること
で、互いに悪い影響を与え合い、どちらも先祖
からいただいた肉体の弱い部分に不調を起こす
のです。

年をとると身体は弱くなりますが、念の力は
強くなるようです。互いに悪念を送り合えば、
弱った身体がどうなるかおわかりでしょう。病
気ではないので薬も効きません。

しかも、生霊は発する人間の想いが消えるま
で届きます。波のように繰り返し訪れるのです。
左側の不調は女性から受ける悪念、右側の不調
は男性から受ける悪念といわれます。そして、
もっともひどいのは身内の争いで受ける悪念で
す。難病となって表れることも多くなります。生
霊は祈りで一時的に軽くなることはありますが、
簡単には止めることができません。自分ではな
く相手の心だからです。それではどうしたらい
いのか、私は研究を続けてきました。そこで導
き出した生霊からの悪影響を軽くする方法を記
します。生霊が身体から出ていく時は、口から
ゲップとして、下からはオナラとして出ていくこ
とが多いと感じます。
・�神棚のコップに水を入れて少量の塩を加え、

その水を飲む。または痛みのある場所、不調
を感じる場所につける。

・�朝、酒を家のまわりにまく。
・�生霊を送ってくる相手がわかったら、謝り祈

る。自分が悪くなくても、心から謝り相手のた
めに祈ること。悪い想念が互いに伝わるよう
に、良い念も相手に伝わり自分に返ってくる。
大切なのは真心で感謝し、祈ることです。自

分のご先祖様に、父母に、そして相手に向けて
愛と感謝を伝えることです。（続く）
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どを通るルートで、通常なら長与営業所まで40
分くらいの道のりです。

ところが渋滞で車が動かない状態になったと
ころ、浦上駅のあたりで左の太ももに強い痛み
を感じました。言葉では言い表せないすごい痛
みです。原爆で亡くなった人が団体で助けを求
めにきているのがわかりました。祈っても祈って
も痛みはとれません。それほどまでに助けを求
めていたのでしょう。普段の倍の1時間20分ほ
どかかって長与に着くと同時に、少しずつ痛み
が軽くなっていきました。

●JAL機内にて
時期が少し前後しますが、長崎と東京を行き

来する日本航空の機内で起きたことをまとめま
す。

10月9日、東京から長崎に帰る便で「お飲み
物は何にしますか？」と聞かれました。「水」を答
えて待ちましたが、何も届けてくれません。尋
ねてみると「いらない」と聞こえたと言います。

見たところ50代前半の客室乗務員に「あなた
は少し耳の聞こえが悪いようですね」と言うと

「そうなんです」と答えます。「それは、あなたが
ご主人の意見を聞かないからですよ」と言うと

「そうですね」と同意します。「ご主人の意見を素
直に聞くと、耳が良くなり今後の人生も好転し
ますよ」という私の言葉を真面目に聞く人だった
ので、人生の真実、生き方の話を喜んで伝えま
した。

耳なりなど、耳に不調があるのは他人の意見
を素直に聞いていないというメッセージです。
その状態を長く続けていると、もっと耳が聞こえ
なくなってしまうでしょう。

この人は私の話に耳を傾けましたが、頑固な
人は困ります。一般的に右は男性の意見を聞か
ない人、左は女性の意見をきかない人が耳を悪
くします。最初の頃は耳鳴りの状態が続き、薬
を飲んでもあまり効果がないようです。

昔から言われる「信じる人は救われる」という
のは、素直な人は間違いを正せる。いいことを
取り込めるということでしょう。私の妻も素直に
なったら心身の悪いところが良くなり、毎日が良
い方向になりましたので、これは実証済みなの
です。

その後、11月20日に東京から長崎の最終便
に乗ろうとしたところ、10分遅れで間に合いま
せんでした。そのため21日の朝一番の便を頼み
ましたが、翌朝5時にホテルで確認したところ
12時の便になっています。早朝にそのまま空港
に行き説明し、満席だという朝一番の便に何と
か乗ることができました。

私は長崎と東京を何度も行き来していますが、
以前はこのようなことはありませんでした。コロ
ナで若い人の入社がなく、乗務員が年齢を重ね
たり、疲れたりしているのではないかと考えまし
た。その意見を長崎空港に着いた際に乗務員の
幹部に伝えると同じ意見でした。コロナはこん
なところにも影響しているようです。その中でど
う生きていくか。それを問われているような気が
します。

飛行機での出来事として、もう少し綴ります。
10月16日、長崎から東京への便でのこと。ひ

とりのお客様の顔色が急に青白くなり、気分を
悪くしていました。私が心の中で一生懸命祈る
と体調は回復しました。その理由は、その席で
亡くなった人が助けを求めてきていたように思
えます。飛行機の中で亡くなった人がいたら飛
行機会社は供養が必要です。

また、そのような席にあたってしまっても自分
の心身がしっかりしていれば大事に至らずにす
みます。そのため体調が悪いような時は、無理
して出かけずにできるだけ自宅にいるようにしま
しょう。

12月4日の東京発長崎行きの機内では、なか
なか泣き止まない子どもさんがいました。父親
に「夫婦の仲が悪いと、先祖の知らせとして子
どもさんにメッセージが出ますよ。夫婦仲良くし
てください」と伝えてみました。夫婦揃って素直
に「はい」と言ってくれたのでほっとしました。

子どもの夜泣きなどの問題は、夫婦の心が離
れていたり、互いに相手を思いやらず、自分の
ことばかり考えていたりする時に起こります。そ
れは「家族仲良く穏やかに暮らしてほしい」とい
うご先祖様からのメッセージなのだと思います。

●神隠しのこと
短い間に立て続けに起こった神隠しのことを

書き残しておきます。
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ないのだろうと思う。この変わらない心のベース
こそがスピリチュアルであると思いたい。私たち
そのものは霊であり、肉体を持たない霊たちとも
共存して生きている。これはプリミティブである
という事を改めて念頭に置きたい。新時代の感覚
を新人類と共に、この新年も歩んでいけたら幸い
である。3月8日からはじまるWBC（WORLD�
BASEBALL�CLASSIC）も新人類たちの活躍を熱

意を持って応援しよう。

※1 �生れた時からインターネットがあり、パソコ
ン・スマートフォン・タブレット端末などが当
たり前のように整っている人たちのこと。デ
ジタルネイティブとも呼ばれる

※2 �1990年代後半から2010年頃に生れた人のこと
※3 �2011年以降に生れた人のこと
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命が消えるまで心身健康でいるための生き方（1）命が消えるまで心身健康でいるための生き方（1）
森安 政仁（九州日本サイ科学会前会長）

私は現在82歳です。若い時と同じように健康
で、ありがたく自営の卵卸業に励んでいます。
毎日のたくさんの出会いを生かすべく、心の勉
強も40年以上続けています。

40年以上、全国の縁ある方々の相談に乗り、
心霊治療も無料で続けてきました。それは世の
ため人のためになりたいという想いと共に、自
分自身のためでもあります。そこから様々なこと
を学んだり気づいたりしています。

そうして一番大切なことは、人間関係の調和
であるということがわかりました。人間関係の調
和が崩れると、何もかもうまくいきません。これ
までの著書や寄稿の中で繰り返しお伝えしてい
ることですが、このたったひとつの真実を伝え
続けていくことが自分の使命だと思っています。

私は、出会う人々と心をあわせて生きたいと
願っています。誰とでも仲良く、心からつきあう
こと。人を愛することが心身の健康の秘訣と言
いたいです。

肩こり、頭痛、腰痛、しびれなどがあると医
者はストレスと言いますが、これらは現代の医
学では解明されていない症状です。対症療法で
緩和はできても、原因や根本的な治療法はわか
りません。その多くについて、私は心のあり方
だと考えています。

心の中は皆それぞれ違います。共通して言え
ることは、祈りの世界で悪い念を消していくこと
です。人を殺す、水子を殺すといった悪い行い
をしたならば、その後の人生を幸福に過ごすこ
とは難しいでしょう。

人の心は顔に表れます。顔を見れば、その人
の現在の生き方がすぐにわかります。顔の表情
が暗く曇っている人は、争い事をしているか、
心に悩みを抱えていることが感じられます。心
がきれいであれば表情が明るく輝きます。何も
かもがうまくいき、人生冥利に尽きる日々が続き
ます。

良い状態で天寿をまっとうするためには、穏
やかな人間関係と正しい食生活。私自身、これ
で一生健康に過ごせることと信じて82年目を迎
えました。

●不思議な出来事
心の勉強をしていると、世間では不思議とい

われるようなことが当たり前に次々と起こりま
す。そうして起こるにはすべて理由があること
が理解できます。ここでは、2022年の10月、11
月に私の身の回りに起きた出来事と、そこから
得た気づき、学んだことを記したいと思います。

2022年10月10日、夜の7時30分くらいのこと
でした。スーパーに買い物に行くと、急に体調
が悪くなりました。気をつけながら急ぎ自宅に
戻って祈ると、苦しさが軽くなっていきました。
心当たりはスーパーの土地です。戦国時代に激
しい戦いのあった場所だそうで、亡くなった方々
が助けを求めていたようでした。

11月4日に長崎県の五島に出かけた時にも同
じようなことがありました。夕方5時30分に長
崎港に着き、5時40分頃、大波止を出発しました。
長崎駅前から浦上駅前、そして平和祈念像前な
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を促すのが私たち中高年の役目なのである。

100年後、日本は霊的リーダーの集うエリアに
さて、今度は私ども中高年の頑張り所を訴えた

い。私たちも当然努力しなければならない。果報
は寝て待てと言うが、その果報の種を私たちが作
り出し、若者に流れ着くよう促すのだ。今を生き
る者たちは、どの年代も楽などしている場合では
ない。そして、その役割を担う者は「視えないそ
れ」に触れ続け、思い込みの概念の覆しに尽力す
る事である。まず「霊界は死後の世界のもの」とい
うステレオタイプ化された思考を薄めていく必要
がある。確かに霊界は死後の棲み処という事は間
違いではない。ただし「霊」そのものが死後の世
界だけのものという事は誤りである。この文章を
ご覧の皆さまにとっては既知の事と思うが、私た
ちは肉体を生かしながら生活をする霊である。体
という物質を自在に操り、個人として存在する。
しかしその本質は霊なのである。体はその城にす
ぎない。この自覚こそが世界を平和に導けるかど
うかのスピードと大きく関わってくるのである。

霊の世界はあるかないか、肉体が霊の器である
のが本当かどうかと「考えている」時代の幕は下り
つつある。考えなくても「わかる」のが新人類なの
だ。若者の吸収から発動までの時短は時代と共に
加速している。そうすると日本は如何にして霊的
なリーダーを生み、さらには集まる場所となるの
か。そして、その重要性とは何かという事になる。

各地で起こる紛争も霊界の反映でしかない。紛
争が人間界で起きてしまうのは、そのエリアが霊
的に脆弱だからである。いま、霊界は地上に霊的
エリアの線引きをしている最中であるという。霊
的にどのようなリーダーを立て、どのような役割
でそのエリアを育てていくのか。見守る意味も含
め、私たちは常に上級霊たちに監視されている。
霊的リーダーを排出出来る重要エリアとは、地上
霊界の心臓部にあたる所である。よって、霊界は
そのエリアを最も大切な場所として守護する。
5000年前から30年ほど前までの心臓部は中国に
在った。数年前に霊界はその心臓と呼べる場所を
日本に移動してきたのだ。現在の日本に住む多く
の能力者たちの力が、霊界から認められている証
拠である。

他に世界のエリアは5つほどに分かれるが、そ
れぞれ人間の臓器と同様の役割を担う。肝臓、腸、
膵臓、肺などのように、脳からの指令がなくても、
各々が役目を全うする為に必要な事を行っていか
なくてはならない。そして霊界は脳に該当する。
ただし心臓である日本は、脳からの指令がなくて
も、五臓六腑と身体が動き続けるために欠かせな
い血液を送り続けなければならない。その成分は、
鮮度が良く、霊界の英知が豊富で、宇宙からの生
命エネルギーを常に入れ込み続けた物が望まれ
る。当然だが、それらは目には視えない。しかし、
視えなくても目を閉じていても出来るようになる筈
である。なぜなら、霊界がそのように人間界をリ
ードしているからだ。ただその結果が地上に反映
する未来を、私たちの肉眼で直接確認するには寿
命が足りないことも事実である。よって、その事
を霊界が勝手にやってくれるのだからと生身の人
間がそっぽを向いていてはいけない。新時代の若
者が自信をもってその道を進めるよう、私たち世
代の人間から、しっかりとその道を踏んでいかね
ばならない。スピードが速い分、現代の若者の信
頼性とは共有数である。多くの人が良い評価をも
って共有している事が彼らの安心材料なのだ。
我々中高年が、出来るだけ多くその道を歩んだ足
跡を残さなければならない。

昨年は「村神様」が流行語大賞であった。新人
類は神人類である事を象徴しているかのようであ
る。飛躍的なテクノロジーや新しい言葉が出てく
るたび、中高年の私たちは気後れし面倒になり、
昔からのものにしがみつきたくなる。「大人たちと
理解し合い、平和な世の中でありたい」若い頃の
私たちがいつも思ってきた事である。互いの「歩
み寄り」という行為はアナログであるからこそ、ど
の世代の人間でもその意志一つで必ず振る舞う事
が出来る。歩み寄りは双方の努力が無ければ実現
しない。霊的な事は目に見えない為、歩み寄って
いるのか離れていっているのか確証が少なく納得
いく説明をする事は常に困難である。ただ、若者
の世界を一つでも知ろうとする事は誰もが出来る
事だ。きっと、そこに中高年の努力を感じ取った
若者のうちの誰かが、こちらに歩み寄ろうとして
くれるのではないだろうか。先輩が生きる背中を
若者に見せるという事は、この先もずっと変わら

14
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れがちになる。だが、その便利グッズと時おり離
れる事で自分の本来の力に何度でも気付けるのだ
と実感した次第である。この点を熱意を持って強
調したい。

スマホ信者は若者だけではない
さて、このようななか現代の若者はスピリチュ

アルとの接点を持つ意味や必要性をどのように捉
えているのだろうか。私ども中高年にもメジャー
であるスマートフォンの存在は、今の若者にとっ
て何でも教えてくれる神様である。そのような便
利グッズを常に携帯する彼らに、スピリチュアル
をフォーカスし考えるという事は皆無なようにも思
える。

若者のスマホ入力のスピードを比較してみよ
う。我々中高年は若者の速さに当然ついていけな
い。「一瞬」という時の概念や「感じる」という感覚
のスピードにもその差は顕著に表れている。最新
のテクノロジーにより速さに慣れているZ世代や
アルファ世代は「一瞬」に触れた段階で情報処理
と次への動きが同時に出来てしまうまさに異次元
の人間たちである。溢れかえる情報の波の中を息
継ぎをする暇もないほどに泳ぎ続ける生活が当た
り前なのだ。

前述した選手たちは、体験で得た情報を脳内
に蓄積するだけではなく、最新のテクノロジーを
使用し効率の良い練習方法を行う。自分を磨き上
げる方向性を研究し、その為にGoProなどの最新
機器が役に立ったりする。当然、努力なしには為
し得ないことではあるが、中高年の生きてきた時
代とは既に見えているもの、使えるものが違うの
である。どのような機器をどのように使えば理想
の自分になれるのか、頭の中に筋書きが出来てい
るのだ。そうしてその事に対し天狗になるわけで
はなく、きちんと等身大の自分に置き換え反映し、
それでいて謙虚である。彼らをはじめ、現代の若
者はそのように賢い人間たちである。

中高年よ今こそ出番である
そのような新時代の新人類たちの出現は、まさ

に世界を網羅するインターネットの登場や小型化
された機器により、時間短縮という世界をも作り
上げた。リモートワークや授業は、誰もが夢見た

「どこでもドア」に匹敵する。この時間短縮という

仕組みを作り上げた事に、霊界も大きく関わって
いるが、ここにきて霊界は新たな悩みを抱えてい
る。その悩みとは、期待したほど余暇をスピリチ
ュアルに向ける人間が依然として少ないというこ
とである。前準備として霊界に興味を持つような
アニメや漫画やゲームなどを流行らせてはいる
が、皆、その行為に没頭はするものの、本物の霊
界と繋がりに行こうとはならないのである。その
理由として、アニメやゲームは誰かのお膳立てに
乗っていながらも能動的に楽しめ、種類も豊富で
ある。飽きれば取り換えが簡単に利き、死んでも
何度でも生き返るという手軽さが魅力なのである。

一方本物の霊の世界とは、地上で生活する人
間にとって共通で見えている世界ではない。そこ
には「神さまのおぼしめし」や「霊的な学び」が無
ければ気付く事が出来ないと言われる分野であ
る。80億という人の情報を垣間見、動向を知る事
を生活の基盤とする新人類にとって、受動的なこ
とは極力避けたい筈である。生きる毎日が忙しす
ぎて死後の世界の事まで考えを及ばせる暇がない
のだ。しかも、この事は若者だけの話では終わら
ない。皆さんの周りでも中高年がヒマさえあれば
スマホのゲームや動画に熱中し、一日が終わると
いう状況を多く見かけるようになってきてはいな
いだろうか。

では、どうすれば死後の世界である霊界につい
て目を向けて貰えるのか。霊界はその事を人間界
にわざわざ投げかけないといけない。最も早い方
法としては、死を間近に感じさせるという事であ
る。しかも、普通死であってはならない。事故や
病気などでの早すぎる死という事象が必要になっ
てくる。そうする事で、ようやく人は「同じ死でも、
早い人と遅い人がなぜあるのか」というテーマを
見つけ出す。そうして、頼みはやはりスマホ神で
ある。早すぎる死というテーマで検索するだけで、
色々な検索結果が見つかるのだが、今度はどれ
が本当であるのかをその中から探さねばならない。
こればかりは、生きている人間が誰も経験した事
がない為、有力な口コミはなく共有しづらい問題
なのである。そこで初めて、直観というものの重
要性を意識する事になるが、直観に関しては前述
したように新人類はズバ抜けたものを持っている。
そこで、素早く本物と出会ってもらえるよう時短
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昨年2022年11月、カタールで開催されたサッ
カーFIFAワールドカップ。明るいニュースに乏
しい中、日本人の多くが熱く沸いた。その盛り上
がりぶりはテレビの視聴率にも反映されており「日
本vsコスタリカ」は世帯視聴率42.9％（ビデオリ
サーチ調べ）であった。同時に行われていたイン
ターネット配信も、その配信先であるABEMATV
によると視聴者数は1400万人と過去最高であった
という。

テレビとネット配信を単純に合算して考える事
は出来ないが、日本に住む人の半数以上がワール
ドカップに興味を持ったということは事実である。
観戦の魅力の要は、やはりいい意味で私たちの予
想を遥かに越えてきた監督や選手の戦術とプレー
であった。観ている方としては、神がかったプレ
ー連発でラッキーだったという人もいる。

しかし、彼らの神がかったというのは、たまた
ま偶然のラッキーなどではない。最新の機器やデ
ータを用いた緻密計算から絞りだしたものである。
ただの偶然だけでは生み出せなかった領域を最新
のテクノロジーの力を借りて、チャンスを更に手
の届く場所へと近づけたのだ。選手の殆どは、テ
ックネイティブ（※1）に該当するZ世代（※2）で
ある。その後に生れた若者をアルファ世代（※3）
と呼ぶ。

ただし、それらのテクノロジーを意味ある物に
するために必要なのが「着眼点」である。これだ

けは、人間の本来持つ「感性」に頼るしかない。
AIも当然着眼点とすべき候補を挙げるが、膨大
なデータ量からその着眼点を一つに絞り込めたと
しても、私たち人間はAIと同じ頭脳ではない。
AIにはそれが最善だと計算出来ても、人間がAI
の読み通りの手順を正確に踏んでいき、最善手へ
と辿り着かせる事は途方もなく困難な事である。
人は間違う生き物でもあるが、その裏側には計算
では測りつくせない可能性も秘めている。

AIにとって苦手な感性を持つからこそ、私たち
人間は恐るべき可能性を次々と起こしていけると
言える。着眼点に対して「これだ」と言い切れる
保証や確証のない中で、どのように人を巻き込め
るのか。それが「熱意」である。AIの計算の速さ
と結果の割り出しに対する正確性に、我々人間は
時に自信を失いがちである。それは、ある時雪崩
のように自分を押しつぶしそうになる。テックネイ
ティブでなくとも我々中高年も技術革新により同
様の思いをした事がないだろうか。

私事で恐縮だが、先日資料を読むために眼鏡
を探した。しかしどうも眼鏡が見つからない。「眼
鏡がないと何も見えない、困った」と途方に暮れ
ながら資料を眺めた。ところが、資料の位置を調
節すると裸眼でもきちんと読めたのである。「眼鏡
がないと何も見えない」というのはただの思い込
みであり、素の自分でもまだまだ出来る、大丈夫
なのだという事に気付くことが出来た。日常を最
新の技術に頼りすぎていると、自分の可能性を忘
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